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序 文

本市では 、 平成10年度に城南土地区画賂理事業に係る発掘調査に着手し 、 以

来現地における発掘調査 、 および出土資料の整理を進めてまいりました 。 それ

らの成果は 、 平成12年度に北東ブロック 、 平成14年度に南東プロックの調査報

告書として刊行しておりますが 、 このたび北西•南西ブロックの成果を併せて

収録した第3冊目の報告書を刊行する運びとなりました 。

北西ブロックでは 、 南北・東西大路の交差点や大路に架かる橋など城外に

おける幹線道路の実態に迫る発見があり 、 南西ブロックでは格の高い四面廂

付建物を中心とした区画の様子が明らかになりました。 出土資料についても 、

地方行政に関わる木簡や漆紙文書 、 祭祀に用いられた人面墨書土器や形代な

ど重要な資料が多凪に出土しており 、 多賀城南面に建設された「まち並み」

の性格を考える 上で大きな成果を提供できたと自負するものであります 。 城

南地区の調査では 、 毎回新聞等で取り上げられるような大きな発見が相次ぎ、

全国の研究者からも大いに注目されていると聞き及んでおりますが 、 これら

の調査成果が 、 古代史・考古学など各方面の研究の進展に資することを切に

願うものであります 。

城南土地区画整理事業に係る調査は 、 6年間にわたって取り組んできたとこ

ろでありますが 、 本書の刊行を以って終了となります 。 しかし 、 調査で得られ

た膨大な資料の詳細な調査・研究は今後も継続し 、 歴史資料として稜極的に活

用していく所存であります 。 関係各位によるご指導•ご鞭撻をお願いする次第

です 。

最後になりましたが 、 発掘調査から報告書の作成に至るまで多くの方々にご

支援•ご協力いただきました 。 特に 、 多賀城市城南土地区画整理組合には発掘

調査の趣旨をご理解いただき 、 度々ご高配を賜りました 。 厚く御礼申し上げ 、

ごあいさつといたします 。

平成16年3月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻 井 茂 男



例 言

1 本書は、 平成10-14年度にかけて実施した城南土地区画整理事業に係る市川橋遣跡発掘調査報告密

である。 同事業に係る第25·26·27·28·29次調査のうち 、 北西プロック(A区）と南東ブロック

(D区）の成果を収録した。

2 本害は、 逍構の事実記載を中心とした内容で編集した。

3 本書は、 三分冊で構成し、 第一分冊に本文·造構詳細固、 第二分冊に遺構・遺物図版 、 遺構・遺物

写真図版 、 第三分冊に資料分析報告および出土文字資料についての附章を収録した。

4 本書は、 『市川橋遺跡一城南土地区画整理事業に係る発掘調査報告書I 一 』(2001)の続編であり、

「追跡の位慨と環境」「調査に至る経緯」「調査方法」等については同書を参照されたい。

5 本書は、 調査員高倉敏明、 千葉孝弥、 島田敬、 相澤清利、 鈴木孝行、 武田健市、 村松稔、 菊池豊、

相澤正信、 文屋亮、 廣瀬真理子が協議の上作成し、 編集は千葉、 鈴木が担当した。

おおよその分担を示すと次のとおりである。

I 千葉

II 千葉

皿 千葉

IV 鈴木

V 千葉 27·65·66·100区、 鈴木 2 · 4 · 5 ·44·85区、 武田 12·48区

VI 千葉 43·97区、 鈴木 42·81区、 武田 1 ·11区、 相澤（正）9 ·99区、 菊池 8 ·82· 

98区

VIl 千葉 101·105区、 島田 30区、 鈴木 30·104·107·111区、 相澤（正）27·83·88· 

102·105区

菊池 92·93·103·106区

VllJ 相澤（清）91区、 鈴木 108·109区、 武田 92·94·95区、 相澤（正）113区

遣構図版作成 相澤（正）、 武田、 鈴木、 文屋

遺構写真図版作成 相澤（消）、 菊池

造物因版作成

遺物実測図作成

鈴木

千葉、 島田 、 相澤（清） 、 鈴木、 菊池、 相澤（正）

追物写真撮影・図版作成 村松［土器］ 、 廣瀬区字資料］ 、 鈴木［木•金属製品］

6 資料整理、 固版作成に際し、 臨時職員熊谷純子、 浦風志恵子 、 伊藤美恵子 、 鹿野智子 、 村上和恵、

小野寺雪子、 渡辺奈緒、 中村千恵子、 坂本英美、 内海由美子、 遠藤友美、 横山香織、 澤田博江（退職）、

今野妙子、 渡辺陽子・武田 優（東北芸術工科大学）の協力を得た。

7 発掘調査から本書の作成に至まで、 下記の方々及び機関からご指導• ご協力を賜った。

桑原滋郎（宮城県考古学会） 平川 南（国立歴史民俗博物館） 三上喜孝（山形大学） 北野博司

松井敏也・村木志伸（東北芸術工科大学） 石田明夫（会津若松市教育委員会） 石崎謀臣（岩手県文



化振興事業団埋蔵文化財センター） 渡辺 誠（山梨県立考古博物館） 太田昭夫 渡邊泰伸（仙台育

英学園高等学校） 丹羽 茂（東北歴史博物館） 古川一明（宮城県多賀城跡調査研究所） 村田晃一

（宮城県教育委員会） 大友 透・鴇崎哲也（名取市教育委員会） 古川雅清（創宇舎） 菅原弘樹（鳴

瀬町教育委員会） 百々幸雄・澤田純明・ 川久保善智（東北大学医学部人体構造学） 鈴木三男・大山

幹成・ 小川とみ（東北大学理学研究科付属植物園） 新井重行（東京大学史料編纂所） 大木建設株式

会社

8 今回収録した北西プロックと南西プロックの成果については、 以下の報告書で概要を述べているが、

それらと本書で見解が異なる場合は、 本書の記載内容が優先するものである。

多賀城市文化財調査報告書第55集『市川橋迫跡―第23·24次調査報告害ー』1999

多賀城市文化財調査報告書第57集『市川橋遺跡に伴う発掘調査略報一 』1999

多賀城市文化財調査報告書第59集

『市川橋遺跡一 城南土地区画整理事業に伴う発掘調査略報2 ー』2000

多賀城市文化財調査報告書第64集

『市川橋迫跡一城南土地区画整理事業に伴う発掘調査略報3-』2001

多賀城市文化財調査報告書第67集

『市川橋遺跡一 城南土地区画整理事業に伴う発掘調査略報4 一 』2002

多賀城市文化財調査報告密第68集

『市川橋遺跡一 城南土地区画整理事業に伴う発掘調査略報5―•』2003
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調 査 要 項

1 遺 跡 名 市川橋遺跡（宮城県遺跡登録番号 180 08)

2 所在地 多賀城市市川・高崎・浮島

3 調査期間 (1)平成10年度 1 1月 2 日,....,, 1 2月2 1日

(2 )平成11 年度 4月1 2日�2 月8日

(3)平成12 年度 4月10日,..._, 3月30日

(4)平成13年度 4月 3日,....,,12月2 1日

(5)平成14年度 4月8日�5月30日 、 7月29�10月29日

33,6 30rrl 4 調査面積

A区

D区

5 調査主体

6 調査担当

1 4,950rri 

18,680rri 

多賀城市教育委員会 教育長 櫻井茂男

多賀城市埋蔵文化財調査センター

ー



調 フ旦体 制

平成10年度（第25次調査）

所 長 長田 幹

調査員 石川俊英 千葉孝弥 石本 敬 鈴木孝行 武田健市 高橋圭蔵 三浦幸子 車田 敦

堀口和代 菊池 豊 佐藤恵子 文屋 亮

平成11年度（第26次調査）

所 長 長田 幹

調査員 石川俊英 千葉孝弥 相澤清利 鈴木孝行 武田健市 高橋圭蔵 索藤 稔 車田 敦

堀口和代 菊池 豊 佐藤恵子 文屋 亮 相澤正信

平成12年度（第27次調査）

所 長 長田 幹

調査員 石川俊英 千葉孝弥 石本 敬 相澤清利 鈴木孝行 武田健市 高橋圭蔵 齋藤 稔

車田 敦 菊池 豊 佐藤恵子 文屋 亮 相澤正信 若松啓文

平成13年度（第28次調査）

所 長 高倉敏明

調査員 千葉孝弥 石本 敬 相澤清利 鈴木孝行 高橋圭蔵 齋藤 稔 車田 敦 菊池 豊

佐藤恵子 文屋 亮 相澤正信 若松啓文 生田和宏

平成14年度（第29次調査）

所 長 高倉敏明

調査員 千葉孝弥 島田 敬 相澤清利 鈴木孝行 高橋圭蔵 齋藤 稔 菊池 豊 佐藤恵子

文屋 亮 相澤正信 若松啓文
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I 調査地の位置

本書における調査対象地区は、 北西ブロック(A区）と南西プロック (D区）である。 両プロック併

せて南北約90 0m、 東西150�250 mの調査区である。

北西プロックは多賀城の南正面に位置しており 、 その北端部から多賀城南辺築地までの距離は約

350mである。 多賀城城外の幹線道路である南北大路・東西大路やその交差点を中心とした地区にあた

り 、 地割名で示すと「北1 . 西1」「北2 . 西1」の区画となる。 一方、 南西プロックは「南1 . 東l」

「南2 . 東1」および「地割外の地区」ということになり 、 その南端部は市川橋遺跡の南端部でもある

（第1図） 。

第1図城外の方格地割りと調査区の位置
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II 調 査区の配置

A · D区の各調査区は 、 ①住宅用地内の区画街路 、 ②都市計画道路一消水沢•多賀城線—、 ③中央公

園への地下通路 、 ④公共下水道雨水工事に係る仮設切廻し水路 、 ⑤防火水槽などの各種工事に係る事前

調査地区 、 および⑥重要迫構を対象とした確認調査地区に区分される 。

①③～⑤については 、 地下造構に確実に影響がおよぷことから 全面調査を実施した 。 ただし 、 古代の

遺構面より下に存在が推定される古墳時代の逍構については 、 調査区の幅 がおおよそ 6mという制約か

ら掘り下げる ことによって調査時の安 全性が確保できないこと 、 下水・ガス等の埋設管設謄の際にその

面まで影密が及ばないなどの理由から調査は行わなかった 。

②については 、 これまでの周辺の調査成果をふまえ 、 低湿地部分は調査の対象から除外し 、 丘陵裾部

と河川跡を対象とした 。

⑥については、 特に重要と判断した造構を対象とした確認調査区である 。 南北大路と橋については

2 · 44·85区を 、 東西大路については 66区を拡張した 。 また 、 ①の調査で発見した大型建物の規模の把

握を目的として97·98·99区を 、 四面廂付建物を中心とした建物群の構成を確認するために111区を設

定した 。 また 、 東 0道路の河川の関係を確認するために105区を西側に拡張した 。

III 調 査 経 過

北西ブロック(A区）については 平成10年度から 平成12年度にかけて 、 南西プロック(D区）につ

いては 平成12年度から平成14年度にかけてそれぞれ調査を実施した 。 各調査の概要については以下のと

おりである 。

第25次調査（平成10年度）

区画賂理事業関連調査として 、 初年度は北東プロック(B区）を中心に調査を進め 、 北西ブロック

(A区）では 1区の調査のみ実施した 。 1区は東側 3分の2が古代から近代に至る複数の河川跡であり 、

その西側で小規模な掘立柱建物や溝跡などを発見した 。

第26次調査（ 平成11年度）

北西プロックでは南北大路・東西大路の確認調査に滸手した 。 南北大路については 、 その規模•構造

を解明する数少ない機会と考え、 広い調査区を設定して幅23mの南北大路を南北9 0mにわたって調査し

た 。 また 、 調査区南端部において大路を横切る近代の河川を掘り下げたところ古代の河川が現れ 、 その

下層から大路に架かる橋跡の橋脚を検出するという大きな成果を挙げることができた 。 橋脚の周辺から

は多量の土器類とともに壺鐙、 刀など貨重な迫物が多数 出土した 。 橋脚の構造や大路との取り付き部の

精査は、 翌年まで持ち越して確認調査を終了させた 。 66区は北側に東西方向の街路が計画されているが 、

南北・東西大路交差点が存在することから広い調査区を設定した 。 大路の交差点は10世紀以降の河川に
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よっ て大きく 破壊 され てお り 、 全容を検 出するに は至らなかっ たが 、 この調査区で は下層に古い 段階の

大路が 確実に存 在することが明らかとな り 、 詳しい調査 は次 年度に 行うことにし た。 5区から 2区東 半

部にか けては掘 立柱建物 を構成する 小 柱 穴 を多数発 見し 、 第 14次調査区で発見 した建物群との関わ りが

注目され た。 5区南 半部から 10区にかけ ては古代以 降の河川の 流路とな っ てお り 、 大路 を横 断 し た後南

側に向かっ て南下する様子を確認する ことがで き た。 47 (65)区で は第24次調査で発見し た 大型 建物の

本調査 を実 施 し た。 精査の 結果、 3 時期の重複があることが 判明 し 、 B区で発見し た大型 建物群との関係

に 問題を提起する 結果となっ た。

第27次調査（ 平成 1 2年度）

北西プロックと南 西ブロックにおい て調査 を 行っ た。 北西ブロックで は 2区とその 北側に設定し た85

区におい て南 北大路の調査 を実 施し 、 側溝の 精査によ っ てその規模・ 変遷等 を確認することがで き た。

66区で は南 北大路 西側溝の調査 を行い 、 10時期の 変遷を確認 し た。 東側溝 はほと んどが 新 しい 時期の河

川によっ て破壊され てい たが 、 最も古い 遺構のみが かろう じて残存 し てい た。 東 西大路につい ても 古い

段階の側溝 を部分 的に調査 し、 交差点 付 近で は北側溝に架かる 小規模な 栢跡を発見し た。 今回の調査に

よ っ て、 南 北・東 西大路ともに 10世紀 前葉以 前に 大きな 被害を受け ている 状況が 確認 され 、 貞観 1 1 年の

陸奥国大地 震に よ っ て発 生し た津波との関わ りが注目 を集めた。 44区北 西部から 4区北半部 、 2区西端

部にか けては竪穴住居跡を発見 し 、 その中に は鍛冶工房も存 在することが判明し た。 9区の調査で は井

戸跡や区画溝 を発見 し た。 43区の調査で は西半部 全体で 小溝 跡群 を発見 し たが 、 東端部で 大型 建物の 一

部 を発見 し たことから 9区にかけ て拡張 し 、 南 北に 並 ぶ 2 棟の 建物 跡を発見 し た。 82区でも 大型 建物の

南 妻を発見 し 、 対になる 建物の存 在 を確認する ためその南側に 98区を設定 し たとこ ろ 、 同様な 建物 を発

見し た。 これらの 建物 は側 柱の 内側にも 柱 穴が 並ぶ特異なもので 、 その性 格 を め ぐっ て論議 をよ んだ 。

この 建物の南側に 99区を設定 し たが 、 同様の 建物 は発見で きなかっ た。 1 1区は年内遅くに着手し たため

作業 は翌年に持 ち 越 し 、 8区 · 43区西端部の調査と ともに 3 月 末 日に至っ て ようやく 終了にこぎつ ける

ことがで きた。

南 西ブロック ( D区） で は南 端部の 91区の調査 を 行い 、 古墳時代 前期の河川と 水路 を発見 し た。 水路

は矢板を打ち込んで 護岸し た精巧な構造で 、 当時の 土木技術の 裔 さが 窺われるとともに 、 周辺に 同時代

の 居住域の存在 を推定 させ た。

第28次調査（ 平成 13年度）

本年よ り D区の 本格的な調査に 沼手し た。 調査区が広 範囲に及ぶことから 北半部と南 半部に分かれ て

調査 を行っ た。 100区は東 西大路の南側における南 北大路の存 在 を確認する ため広い調査区を設定し た。

調査区東 半部 は奈良時代から 近代に至る河川の 流路となっ てお り 、 南北 大路 は発見する ことがで きなか

っ たが 、 調査区西半部で は南北 0道路の 西側溝 を発見し 、 7 時期の 変遷を確認 し た。 側溝から は漆紙文

書 を は じめ多数の 木簡が 出土し 、 この地区の性 格を考える上で きわ めて重 要な発見となっ た。 27区は西

側 4分の 3が古代から近代に至る河川となっ てお り 、 各時代の 流路の 変遷を確認することがで き た。 9

,..., 1 0世紀の河川の調査で は川底から人面墨書土器 を含む多 品の 土器が 出土し 、 古代における河川のあ り

方につい て示唆を得 た。 83 · 103 · 104 · 93 · 30区にか けて東 1道路 を検出し た。 東 1道路につい て は

第 23次調査の際に存 在 を確認し てい たが 、 今回の調査によ っ て南 1道路の 北側で は東 西大路東道路と 直
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交し、 南側では政庁中軸線と平行す る方位を採っていることが判明し、 城外の地割りの実態を窺う こと

ができた。 102 区では南 l 道路の調査を行った。 この道路についても第23次調査で存在を確認していた

が、 今回の調査によって105区の東 0 道路 と の交差点を発見 す る こ とができた。 30·104区の調査で発

見 した掘立柱建物は格の高い四面廂付建物と考えられた こ とから、 その北側 に 1 1 1 区を設定した。 その結

果、 1 03区で発見 した 4 棟の掘立柱建物を副屋 と し、 その間に大型の井戸を伴う建物群の主屋である可

能性が裔まった。 10世紀前葉頃の中心的な区画として、 にわかに注目 される存在となった。

第29次調査 （平成1 4年度）

昨年度の調査で終了できなかった30·103 · 1 04·105区の調査を行った。 30区ではその北半部で10

世紀前葉以前の掘立柱建物、 105 区南半部では東 ・南面に廂が付く 10世紀前葉頃の掘立柱建物の調査を

行った。 1 03区では 1 1 1 区の四面廂付建物に伴う建物群の精査を行い、 その東側において竪穴住居跡の調

査を行った。 105区の中央部では東 0 道路の東側に位慨する掘立柱建物跡の調査を行い、 しばし中断の

後東 0 道路東側溝の調査を行い、 8 月 はじめ に 調査を終了した。 1 0 月 下旬、 防火水槽予定地の調査を行

い、 区画整理事業に係るすべての調査が終了した。

W 層 序

A区から D 区北半部 にかけては西から東にかけて緩やかに傾斜する比較的平坦な微高地となってお

り、 迫構が多数分布している。 D 区南半部では北から南に むかっ て傾斜しており、 迫構の密度も希薄に

なっている。 全体的には北から南、 西から東に緩やかに傾斜していることが判明している。 また、 旧 河

道が確認され、 微高地上 に おい て も 堆積層や整地層が複雑に分布していた。 これらのことを踏まえて、

灰白色火山灰層 との関係や各層の新旧関係を整理する こ と に よって 、 第 I 層 ～ 第 V 層 と し て大 き く 把握

す る こ と ができた。 各層の概要は以下の とおりである。

第I恩 表土。 現代の水田庖。

第 JI 層 古代の遺構を摂 う 黒色粘質土陪。 自 然の窪みや、 道路跡 、 河川跡上な ど低い場所のみに残

存している。 古代の遺構の中でも最後まで開 口しているものに堆積している。

第皿層 灰 白 色火山灰降下以降の古代の堆和層。 2 区東半部、 1 1区、 83区、 1 05区、 30区などで確

認した。 黒褐色、 灰黄褐色、 褐灰色などがあり、 低い場所では粘性がある土層である。

第w阿 灰白色火山灰降下以前の堆積恩。 A 区から D 区にかけて広範囲に分布 し て い る。 特に河道

に近い部分で顕著 に認められる。 黒褐色、 褐灰色土であり、 恩厚は厚い場所で20cm前後で

ある。 なお、 この層の下では、 1 1 区、 102区、 83区において整地庖を確認している。

第 V 層 古代の遺構の基盤層である黄褐色砂質土、 黄褐色砂・粘質土。 古代以前の河川堆積層 も こ

こ に含めている。

，
 



V A 区東半部 · D 区北西部で発見 し た遺構

1 道 路 跡

【SX1800南北大路跡】 ( 1 -第 6 · 7 図、 2 ー 第 1 · 2 · 3 図）

A 2 区、 A44区、 A85区にか けて発見した東西に素掘 り の側溝を伴う 南北道路跡である。 44区南端部

では SX1812 河川跡が横断し 、 SXl 777橋跡が架け ら れていたことが判明した。 SX1812河川跡の北側

では 5 時期の整地 （第 1 → 5 次整地） があることを確認した。 道路全体としては側溝の重複関係か ら大

き く 6 時期の変遷 (A → F 期） があると判断した。

A 期 ： 東 • 西側溝 (SDl 767a · SDl 768a) を確認した。 東側溝は C 期以降の側溝によ っ て大き く 壊

さ れ、 西側溝については B 期以降西に拡幅さ れるため良好に残存していた。 路面は南半部で河川跡の窪

みを整地 し て （第 1 次整地） 路面としている。 規模は側溝心々 間で 17.58m、 側溝間で15.27mである。

方向は北で 0 度36分東に偏 している。 東側溝については、 上幅1.98m 以上、 深 さ 78-82cmである。 西

側溝については上幅 2.19m、 下幅 0.88m、 深 さ 66- 76cmである。 側溝埋土は両側溝とも 1 尼が多量の

地山 ブ ロ ッ クを含む人為的に埋めた土であ り 、 2 階が側溝機能時に堆積した黒褐色粘質土である。 土器

類のほか 、 東側溝の 2 庖か ら木簡 （第22 · 37 · 101 · 102 · 103号木簡） 、 馬形、 斎串などが出土し、

西側溝の 1 層 か ら 被熱した刻印瓦 （丸瓦 Il B 類） が出土 している。 なお 、 SXl 777 A"-C 期橋跡が こ の

時期に伴う 。

B 期 ： 東 ・ 西側溝 (SDl 767b · 1768b) を確認したが85区において部分的に検出 したにすぎないため

詳細は不明である。 A 期側溝を整地して （第 2 次整地） 拡幅 している。

C 期 ： 東 ・ 西側溝 (SDl 767c · 1768c) を確認した。 最 も 側溝の規模が大き い時期である。 SXI 779 

に よ っ て路面及び東側溝が破壊 さ れている。 この時期に伴う逍構としては 、 SDI 772 · 1773 · 1 782、

SXl 785、 SXl 777D ,..._, F 期がある。 規模は側溝心々 間で25. l l m、 側溝間で21.48m である。 東側溝に

ついては上幅3.04-4.08m、 下幅1.28,....,1.7 4m、 深 さ 120cmである。 西側溝については、 上幅2.8m 以上、

下幅 0.64-0.82m、 深 さ 128cmである。 側溝埋土は上方が暗灰黄色粘質土、 下方がオ リ ープ黒色粘質土

である。 土器類のほか、 東側溝から木簡 （第23 · 24号木簡） 人面墨書土器、 墨書土器、 鉄製品 （鉄鋏） 、

西側溝から墨書土器が出土 している。

D 期 ： 東 ・ 西側溝 (SDl 767d · 1768d) を確認した。 SDl 778がこの時期に伴う 。 SXl 779と重複 し

てお り 、 それよ り も新 し い。 規模は側溝心々 間で23.69m、 側溝間で22.lOm である。 東側溝については、

上幅2.73- 2.95m、 下幅 0.92,..._, 1.12m、 深 さ 101cmである。 西側溝については、 上幅 1.75m、 下幅0.50

,..._, 0.79m、 深 さ 70cmである。 側溝埋土は黒褐色粘質土であり 、 上方に灰白色火山灰が自然堆積している。

この時期に伴う橋跡は確認 していない。

E 期 ： 西側溝 (SDl 768e) のみ確認した。 F 期の側溝に大き く 壊 さ れているため 、 東壁を検出したに

すぎない。

F 期 ： 東 ・ 西側溝 (SDI 767e · l  768f) を確認した。 SDl 769 · 1 770 · 1780 · 1781がこの時期に伴

う 。 方向は、 北で 1 度 0 分東に偏している。 規模は側溝心々間で23.50m、 側溝問で20.26mである。 東側

10 



溝に つい ては、 上幅 2.48- 2.62m、 下幅 0.45"-0.55m、 深さ 74cmである 。 西側溝に つい ては、 上幅 2.12

-2.22m、 下幅 0.38"-0.58m、 深 さ 88"-108cmである 。 側溝埋土 は上方が 亜泥炭化した 粘質土で 植物 遣

存 体が多く残存 する土であ り 、 下方 は褐灰色の 粘質土である 。 遺物 は土器類 と して 、 東西 両側溝 から 須

恵系土器が出土 し 、 特に 東側溝 から 小皿、 高 台付 小皿、 柱状高 台皿な ど 小型の器形が多く出土 している 。

南北大路 規校 （側溝心々） 整 地 SXl 777 橋跡 付屈施設または伴う迪構 備 考

1 次整地

A 期 17.58m 

2 次整地 A → C 期 拡幅

B 期 約23m か

3 次整地

C 期 25.llm D 期 SD1772 · 1773 
SD1782 

E 期 SXl 775 

F 期

4 次整地

5 次整地

SXl 779 

D 期 23.69m SD1780A 
SX1778 

SXI771 

E · F 期 23.50m SX1778 
SD1769 · 1770 · 1780 · 1781 

表 SX1800南北大路、 SX1777橋 跡の 変遷

(SXl 777橋跡 】(1 - 第 5 図、 2 ー 第 1 · 3 図）

A44区の南端部の SX1812河川跡上で 発見した SX1800南 北大路に架 かる 桁行 5間 以上 、 梁行 2間の

橋跡である 。 64本の橋脚 を 発見した 。 中に は倒れて検出 し ているものもある 。 道路上の 親柱のみ掘 立式

であり 、 河川 内の橋脚 はす べて 打ち 込み 式である 。 親柱の重複関係 から 5時 期の 変遷 を確認 した (A →

E 期） 。 規模について は、 打ち込み式である こ と から 正確 な数 値は出 す こ と は難 し いが 、 親柱の 柱あ たり

痕跡 から 、 梁行 は約 7.0mである 。 桁行に つい ては橋脚が 集中 している とこ ろの 中 心でみる と 、 E 期で

1 7.0m以上であり 、 柱間 は約 3.0m、 約 2.0m、 約 4.5m、 約 4.0m、 約 4.0mである 。 橋脚の 太さ は、 直径

20cm"-'40cmである 。 橋脚 付 近から は橋の 梁材や 桁材と 考えら れる 木材が多数出土している 。 橋脚の樹種

に ついては、 ク リ 、 ケヤキがあ り 、 ク リが多数を 占める 。

A "-' C 期 ： 第 1次整地上に 親柱が構 築さ れ、 第 3次 盤地より は古い 。 掘 り方 は、 長辺 1.50m、 短辺

1.21mの 長方形であり 、 深 さ は20cmである 。
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D · E 期 ： 第3次 整地上に 親柱が 構築され 、 第 4次 整地よりは古い 。 掘り 方は 、 D 期で 長辺1.70m、

短辺1.25mの 長方形であり 、 深さは 5 cmである 。 E 期は 、 長軸1.50m、 短軸1.18mの 楕 円形であり 、

深さは 40cmである 。 底面には 礎板石が 敷かれている 。

【SX1812河川跡 ） (1 -第 5 図、 2 ー第1 · 3 図）

A44区南端部から 南西部にか けて発見した 。 南 北大路の 北西から 南東にか けて検出 した 。 大路を横 断

する部分では ほぽ直交 している 。 数 時期の 変遷があると 考えられるが 、 橋跡を確認 するための調査であ

ったため 1 番新 しい層を 掘り下げたに すぎない 。 最 も 新 しい層(1 ,..._,3層 ） は 幅7.2,..._,10.0mで広がって

おり 、 SXl 777橋跡の 南から 2 間目柱列を 覆っている 。 埋土は 1 ,..._, 7層• 灰白色火 山灰下屈に分 けられ 、

1· 2層が 黒褐色粘質土 、 3 陪が 植物 遺存 体・ 貝を 含む黒色粘質土 、 4層が 青灰色砂、 5層が 緑灰色砂、

6· 7層が 緑灰色粗砂である 。 4 ,..._, 6層に ついては 、 河川跡 中 央部 付 近の部分 的な 堆和土である 。 遺物は

各 暦から多量の土器類をは じめ 、 墨書土器 、 人 面墨書 土器 、 灰釉陶器 、 須恵系土器 、 木簡（第36号木簡 ） 、

木製品（人形 、 挽物 ） 、 金属製品（ 寛平大 宝、 釘、 鉄鏃、 刀子、 鉄刀 、 壺鐙） 、 卜 骨 、 人骨 、 獣骨な ど多

種多様な ものが 出土している 。

【SXl 778】(2 ー第 1 · 2 ·3 図）

A44区南東部の SX1800 南 北大路東側で発見した 。 SDl 767eが 合流する 。 規模は 南 北 24m、 東西12m

以上である 。 底面は 平 坦であり 、 壁は 緩やかに立ち上がる 。 1層は 基本層の第 1 陪に対応する 土であり 、

2層が 基本隠の第 Il 屈に対応する 黒色粘土 、 3層は 植物造存 体が 亜泥炭化した 黒褐色粘質土、 4 陪は 灰 白

色火 山灰の 自 然堆積土 、 5層は 緑灰色砂である 。 3 庖から 須恵系土器 杯 •高 台付杯 • 小皿• 高台付小皿が

出土している 。

【SXl779 )  (1 ー第 7 図、 2 ー第1 · 2·3 函）

A44 · 85区の東 半部で発見 した 。 SDI 767a ,..._, eと重複しており 、 SDI 767a ,..._, c より 新しいが 、

SDl 767d · eより も古い 。 SX1800C期の東 半部を大きく 破壊 している 。 規模は 上幅18m 以上、 深さ

44cmであり 、 埋土は暗灰黄色の 砂 と粗砂の 互層である 。

【SDl 769 溝跡 】(2 -第 1 · 2 固）

A85区中央部の SX1800 南 北大路 上で発見した東 西溝である 。 南 北大路を横 断するよ うに 約19 m検 出

した 。 SDI767a· 1 768a · l  768eと重複 しており 、 それらより も新 しい 。 方向は西で 約 1度 南に 偏し

ている 。 規模は 、 上幅0.70 ,..._,1.21m、 下幅0.42,..._,0.60m 、 深さ34cmである 。 埋 土は 、 最上層が第 Il層対

応の 黒色粘質土 、 下層は 暗灰黄色粘質土である 。 なお 、 本溝跡は埋土の 状況から SX1800F期に 伴う もの

と 考えられる 。

【SDI770溝跡 ）(2 -第1· 2 図）

A85区中央部の SX1800 南 北大路上で発見した東 西溝である 。 1768aと重複しており 、 それより も新

しい 。 方向は 、 SDl 769と ほぼ並行 している 。 規模 は、 上 幅0.58-0.80m、 下 幅0.26,..._,0.43m、 深 さ 21

cmである 。 埋 土は 、 SDI 769と 同様に 、 最上 阿が第 II 貯対応の 黒色粘質土、 下層が 暗灰黄色粘質土であ

る 。 なお 、 本溝跡に ついて も 、 SD1769と 同様に SX1 800F期に 伴う ものと 考えられる 。

【SDl 772 ·1773溝跡 】 ( 2 -第1 · 2 図）

A85区の SX1800 南 北大路の路 面上で発 見 した 「コ」 の 字状の 溝跡である 。 SX1800 南 北大路路 面の
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東西端に対になって検出した。 SDl767a · 1 768a · e と重複 し て お り 、 SDI767a · 1768a よ り 新 し く 、

SDl 768eよ り も古い。 規模は一辺約4.0m、 上幅0.35mである。 なお 、 本溝跡は重複関係、 埋土の状況

か ら SX1800C期に伴う ものと考えられる。

[SX2400南北大路跡】 ( 1 - 第 9 · 10図 2 ー 第 4 図）

A66区で発見し た南北大路跡である。 調査区南半部では東西大路と交差 し て お り 、 その交差点か ら 約

32m に わ た っ て検出 し た。 素掘 り の側溝を伴っ てお り 、 西側溝では10時期の変遷を確認 し た。 一方、 東

側溝は調査区東側を南北方向に延びるSX2349 に よ っ て大き く 破壊 さ れてお り 、 確認できたのは 1 時期

の追構のみである。 ま た、 4 時期 (a ,....., e 期） の路面を確認 し て い る が、 側溝との関係を把握できなかっ

た も のが多い。

西側溝は第IV層の上面で確認できる も の が 4 時期 ( g ,....., j 期） 、 それに覆われる も のが 6 時期 (a "' f

期） で あ る。 a - f 期側溝につ いては 、 「北 ト レ ンチJ 「中 ト レ ンチ」 「南 ト レ ンチ」 を設定して第IV層を

掘 り 下げ、 部分的に確認 し た も ので あ る。 側溝は西側か ら 東側に漸次移動 し て い る が、 第IV層を介在し

て a - f 期 と g - j 期 の 間 に は特に大き な変化が認め ら れ る。 ま た、 東西大路北側溝への取 り 付 き等、

構造的な変化 も 見出すこ とができる。 以下、 古い順に説明する （註1)。

SX2400A : 西側溝 SD2342a と東側溝 SD2343 を第V層上面で検出 し た。 西側溝 SD2342a は第IV層

に、 東側溝 SD2343 は第IIl 層 に よ っ て毅われている （註 2) 。 東西両側溝を確認でき た の は こ の時期のみで

あ る 。 路 面 に 関 し て は 、 西側溝 SD2342a は B 期 以降 の 側溝 に よ っ て 分断さ れ て い る た め 、 東側溝

SD2343 は全体的に大 き く 削平さ れているため に詳細は不明であるが、 規模は、 側溝残存部分 (Nl0.2

- 8.4 ライ ン） か らその心々問距離を求め る と 、 16.85m以上である。 方向は、 西側溝でみる と北で約 6

度東に偏 し て い る。 西側溝の底面は南側に傾斜 してお り 、 北 ト レ ンチ南壁地点と東西大路北側溝と重複

する付近と では約20cmの比高がある。 西側溝SD2342a は最も広い 中 ト レ ンチ部分で上幅2.8m 以上、 深

さ 55cmである。 埋土は 、 地山ブロ ッ ク を多 く 含む黒褐色土である。 東側溝SD2343 は上幅 1.3m 以上 、

深さ は20cmであ る。 埋土は、 底面から 15cmまで灰オ リ ープ砂、 その上に黒褐色砂質土の堆積がみ られる

が、 それよ り 上は地山プロ ッ ク を多 く 含む黒褐色土である。 両側溝 と も人為的な埋め戻 し と 見 られる。

SX2400B : 西側溝SD2342b を検出 し た。 SD2342aの東壁を切っ て掘削 されている。 方向は、 北で約

3 度東 に 偏 し て い る。 底面は、 中 ト レ ンチ部分が最も低いが、 おおよそ北から 南側に向かっ て傾斜 し て

お り 、 北 ト レ ン チ と 南 ト レ ンチの南壁部分で約10cmの比高 と な っ て い る。 規模は、 北 ト レ ンチでは上幅

1.9m以上、 下幅0.9m、 深さ 75cmであるが、 南 ト レ ンチで上幅4.6m 以上、 下幅3.7m、 深さ 65cmと大規

模になっている。 埋土は地山プロ ッ ク を多 く 含む黒褐色粘質土であ り 、 人為的な埋め 戻 し と 見 ら れ る。

SX2400C : 西側溝 SD2342c を検出 し た。 SD2342b の東壁を切って掘削 さ れて い る。 方向は、 北で

約 5 度東 に偏 し て い る。 底面は、 南 ト レ ンチ南壁部分が最 も 高 く 、 北 ト レ ン チ と の比高は約10cmである。

規模は、 中 ト レ ンチでみ る と 上幅3.9m 以上、 下幅0.6m (南 ト レ ンチでは 1.7m) である。 埋土は地山ブ

ロ ッ ク を含む黒褐色砂質土である。

（註 J } 側溝の方向、 底面の傾斜について記述する際、 特に断らない場合は 「北ト レンチ」 南 監一 「南トレンチ」 南撻間によって計測した数値で
ある。

（註 2} 第10図N07ライ ンの断面図からは第Il層との関係しか窺えないが、 第皿屈によって直接樅われている状況を平面的に確認している。
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SX2400D : 西側溝SD2342dを検 出 し た。 北 ・ 中 ト レ ンチでは SD2342c の東壁を切って掘削 さ れて

いるが、 南 ト レンチでは約 3m その東側に移動 している （底面の中心で計測） 。 東西大路と重複する部分

では厚い粗砂層に よ っ て覆われている。 方向は、 北で約 3 度西に偏 している。 底面は南側に傾斜してお

り 、 北 ト レ ンチ南壁部分と南 ト レ ンチ南壁部分との比高は約20cmである。 規模は上幅1.6m、 下幅1.2m

である。 埋土は黒褐色砂質土を主体と し 、 下層には地山 プ ロ ックが多 く 含まれるが、 中 ほ どには厚い粗

砂の堆積も確認できる。 木簡が 4 点出土している（第51 · 52 · 54 · 104号） 。

SX2400E : 西側溝SD2342eを検出した。 路面 b に よ って覆われている。 SD2342dの約 l m 東側にあ

る （底面の中心で計測） 。 方向は 、 北で約 4 度西に偏 している。 底面は南側に大き く 傾斜してお り 、 北 卜

レンチ南壁部分 と 南 ト レ ンチ 南壁部分との比高は約30cmである。 側溝は こ の段階か ら 小型化 し 、 中 ト レ

ンチで上幅1.3m、 下幅0.6m であるが、 北 ト レ ンチで上幅0.4m、 下幅0.2m である。 埋土は、 北 ト レ ン

チでみると、 下阿は地山小プ ロ ックや小粒を含む黒褐色 · 暗灰黄色砂質土、 上層は砂を多く 含む灰黄褐

砂質土であ り 、 それら の間に中砂の自 然堆租層がある。

SX2400F : 路面 b 上面で西側溝SD2342fを検出 し た。 位置的にはSD2342e の約 2 m 西側に掘削 さ れ

ている（底面の中心で計測） 。 方向は、 北で約 2 度西 に 偏 している。 底面は南側に傾斜 してお り 、 北 ト レ

ンチ南壁部分と 南 ト レ ンチ 南壁部分との比高は約20cmである。 規模は、 北 ト レ ンチで上幅1.4m、 下幅

0.4m、 中 ト レ ンチで上幅0.8m、 下幅0.4m である。 埋土は炭化物や地山プロッ ク を含む黒褐色砂質土で

ある。 路面 b は砂を多 く 含む灰黄褐色砂質土や炭化物を含む黒褐色砂質土 （第 9 図N27 ラ イ ン14......,20

恩） に よ っ て構成さ れている。

SX2400G : 路 面 C 上面で西側溝SD2342gを検出 した。 路面 d に覆われている。 規模は、 上幅0.6m、

深さ 20cmである。 埋土は灰色砂質土である。

SX2400H : 西側溝 SD2342h を北 ト レ ンチから調査区北壁にかけて、 および東西大路との交差点付近

において第IV府上面で検出 し た。 規模は、 北 ト レンチ周辺で上幅0.5 ,....., 0.9m、 深 さ 約 25cmである。

SX2400I : 西側溝 SD2342i を北 ト レ ンチから調査区北壁にかけて、 および東西大路との交差点付近に

おいて第IV層上面で検出した。 規模は、 北 ト レ ンチ周辺で上幅 0.5m 以上である。 西壁にSD2362東西溝

が合流している。

SX2400J : 路面 e お よ び第IV層上面で西側溝 SD2342j を検出 し た。 第 II 層 に よ って覆われている。

東西大路北側溝とはそ の ま ま L 字状に接続している。 底面は南側に大き く 傾斜してお り 、 北 ト レ ンチ南

壁部分と交差点付近とでは比高が 35 cmである。 規模は 、 上幅2.l -2.5m、 下幅1.2m、 深 さ は 0.7,.....,

0.8m である。 埋土は黒褐色粘土であ り 、 最上部のく ぼみには第 II 層が落ち込んでいる。

【SX2000束西大路跡】 ( 1 - 第11 ·12図、 2 ー 第 5 図）

A66区南半部で発見した東西大路跡である。 調査区南東部においてSX2400南北大路と交差してい

る。 両側に素掘 り の側溝を伴ってお り 、 交差点付近では北側溝に架かるSX2452橋跡を発見 し た。 東側

は10世紀前葉以降のSX2349に よ っ て破 壊 さ れてお り 、 そ の 西 側 も SX2351小河川に よ っ て路面が広

範囲に浸食 さ れているなど残存状況は悪い。 南側溝は調査区南西隅において部分的にしか検出できな

か っ たが、 北側溝は東西約30m にわたっ て確認することができた。 南側溝では 3 時期、 北側溝では 5

時期 、 路面では 3 時期 の 重 複を確認 してお り 、 全体と し て 5 時期の変遷を想定している。 以下、 古い
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順に 説明 する 。

SX2000A : W09 ラ イ ンの 断ち割り調査で北側溝 SD2344a を発見した 。 第 V層上面 で検 出し 、 路面整

地層 a(第 12 固W09 ラ イ ン 1 6 ,....., 1 9陪 、 同W13.5 ラ イ ン 15,.....,18層 ） によっ て覆われ ている 。 規模は 、 上

幅 2.3m以上 、 深さ 0.6m である 。 埋土は黒褐色土 を主体 とし ている 。 おおよそ 中 央部 でSX2452A橋跡

の橋脚 を 一本発見した。

SX2000B : W09 ラ イ ンの 断ち割り調査で北側溝 SD2344b を発見した 。 整 地 屈 aによっ て覆われ てい

る 。 規模は上幅 約 2.0m、 深さ 25cmである 。 埋土は 黒褐色砂質土 を主体とし 、 最上部は 粗砂陪がある 。 や

や 北壁寄り でSX2452B橋跡の橋脚 を一本発見した 。

SX2000C : 北側溝 SD2344c と南側溝 SD2345a第 V層上面 で発見した 。 北側溝は SD2344dの 約 2 m

南側にあり （底面の中心 で計 測）、 南側溝は SD2345bの 北側にある 。 い ずれも D 期の 路面によっ て覆わ

れ ている 。 規模は 、 両側溝の 心 間々が 約 10.7m、 側溝間が 8.8m である 。 北側溝の 底面は交差点付 近に 向

かっ てわ ずかに 傾斜し ており 、 比高は 約 10cmである 。 北側溝は W21 ラ イ ン付 近で南 北大 路西側溝に 向か

っ て屈 曲し ている 。 北側溝 SD2344cが 上幅 1.9以上 、 深さ 約 0.7mであり 、 埋土は 中 ほ どに 灰白色火 山灰

が 自 然堆積し ており 、 その上層が 炭化物や 焼土 を含む黄灰色粘土 、 下層は 砂流や 植物 迫存体を含む黒色

砂質土や オ リ ーブ黒色砂である 。 南側溝 SD2345aは上幅 1.6m以 上、 深さ 0.4m であり 、 埋土は 、 上層に

灰白色火 山灰が 自 然堆和し ており 、 その下 庖は 粗砂を含む黒褐色砂質土 である 。

SX2000D : 北側溝 SD2344dと南側溝 SD2345b を発見した 。 北側溝は SD2344eと ほと ん ど同位置で

重複し ており 、 南側溝はその 北壁よりにある 。 い ずれも E 期の 路面によっ て完全に 覆われ ている 。 規模

は 、 両側溝の 心 々 問が 約 13.0m、 路面幅 が 1 1 .5m である 。 北側溝の 底面はおおよそ 平 坦であり 、 比高は

ほと ん どない 。 北側溝 SD2344が上幅 1.7m、 深さ 0.3m であり 、 埋土は地 山ブロック を 多く 含む黒褐色

粘質土 である 。 南側溝 SD2345は上幅 0.9m以上 、 深さ 約 0.4m であり 、 埋土は上層が 黒褐色粘質土 、 下

層が 黒褐色砂質土 である 。

SX2000E : 北側溝 SD2344e と南側溝 SD2345cを発見した 。 SX2351に よっ て直接覆われ ており 、 さ

らにその上には第 Il 陪が 厚く 堆積し ている 。 この時 期には 路面と 両側溝の関係 を平面 的に確認すること

が できた 。 南 北大 路との取り付 きは 、 北側溝が交差点 を東に 直進すること なく、 南 北大 路西側溝 と L 字

形に連 続 する 形態 である 。 規模は 、 両側溝の 心々間が 13.8m、 側溝間が 1 1 .4mである 。 北側溝の 底面は

交差点 付 近に 向かっ て傾斜し ており 、 調査区西 壁付 近と交差点 付 近 での 比高は 24cmであ る 。 北側溝

SD2344が上幅 2.3m、 深さ 0.7m であり 、 埋土は 植物 迫存体を含む黒褐色粘土 である 。 南側溝 SD2345は

上幅 1.5m以上 、 深さ 約 0.5m であり 、 埋土は 炭化物や 木片を含む黒褐色粘質土 である 。

【SX2452橋跡 】 ( 2 -第 4 · 7 図）

A66区南東部 で発見した東西大 路北側溝に架かる橋跡 である 。 SD2344a と SD2344bの 底面におい て

打ち込み 杭 をそれぞれ 1 本検 出し ており 、 2時 期の 変遷が 考え られる (A → B 期） 。 SD2344aの 北壁際

で検 出した 杭列は A 期の 護岸と 考え られる 。

SX2452A : SD2344aの 底面のおお よそ 中央部におい て礎石に 据え られた橋脚 を 1 本検 出した 。 橋脚

の 断面 形はおおよそ方 形であり 、 一辺 約 14cmである 。 51cm残存し ており 、 頭部は SD2344aの確認面よ

りやや上 で確認 で きる 。 礎石は 、 南 北方向の幅 が 18cm、 高さ 約 10cmで、 上面は 平 坦である 。
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SX2452B : SD2344bの 底面におい て打ち込み 式の橋脚 を 1 本検出した 。 位置的には A 期の 杭の

1.3m 南側にある 。 橋脚は 一辺 15cmの 角柱であ り 、 先端は 鋭く 尖 っ ている 。 確認できる 長さは 57cmであ

り 、 そのうち底面から 上には 37cm出 てお り 、 残存する 頭部は SD2344bの確認面よ り 約 15cm上で確認で

きる 。

【SX2473) (1 ー第 1 2図 K - K')

A66区 南東 部におい て 、 東西 大路路面整地層 a 上面に見ら れる 落ち込みである 。 Wl3.5 ラ イ ンの土層

断面 観察用 畔で確認した 。 規模は 南北 5.3m 以上であ り 、 底面よ りやや上に 灰白色火 山灰が 自然堆稜し て

いる 。 この 落ち込みは 、 砂や 灰 白 色火 山灰ブロック を多く 含む暗オ リ ーブ褐色土 、 黒褐色土 、 灰黄褐色

土などによ っ て埋 めら れている （路面整地層 b) 。

【SX2451】 (1 ー第 1 2 図）

A66区 南端 部で発見した東西 大路の路面 を大きく 袂る河川 跡である 。 第 V層上面で発見し 、 整 地 恩 a

によ っ て 覆われている 。 規模は 、 東西 8 m以上であ り 、 南北 9 mに わた っ て確認した 。 深さは 0.8mで

あるが 、 確認できた埋土の 厚さは 0.4mで 、 そ れよ り上は整地層 aによ っ て埋 めら れている 。 埋土は 灰オ

リ ープ、 暗オ リ ーブ灰色砂を主体とし 、 腐植土の 薄層が 入る 部分もある 。 造物は 、 畿内系緑釉陶器など

と と もに木簡が 1 点出土し ている （第59号） 。

【SX2528】

A66区の 南北・東西 大路交差点 周辺で発見した河川の 浸食による 落ち込みである 。 地 山面で検出し 、

第W層によ っ て覆われている 。 その広が りは東西 約 6 m、 南北 約 4 mにおよ んでいる 。 この 落ち込みは

交差点北西 部から交差点に 向か っ て地 盤が 緩やかに 傾斜し ている 。 粗砂が 厚く 堆積し てお り 、 F 期以前

の西側溝 を 毅 っ ている 。 SX2451 と 一連の造構である 可能性が 嵩い 。 造物は 木簡が 1 点出土し ている

（第 105号）。

[SX2351】 ( 1 ー第 1 1 · 12 図、 2 ー第 7 固）

A66区 南 半部で発見した東西 大路 廃絶後の 小河川 跡であ る 。 東西 大路 を広 範囲に わた っ て浸食し てお

り 、 第 II 帰によ っ て覆われている 。 調査区西 壁でみる と 、 埋土は 、 上層が 黒褐色粘質土であ り 、 下層は

砂を多く 含む黒褐色砂質土である 。 下 園には古代の土器の 小破片を多 屈に 含んでいる 。

[SX2385西 0道路跡】 (1 -第 1 3 · 14図、 2 ー第 8 図）

DlOO区西 半部で発見した西 0道路 跡である 。 西側に 素掘 りの側溝 を 伴 っ てお り 、 7時 期の側溝 を確認

した ( a → g 期） 。 こ れらは 新しくなるにしたが っ て東側に 移動し ている 。 路面は SX2363 旧砂押川によ

っ て削平さ れ、 全く 残存し ていない 。 以下 、 古い 順に 説明 する 。

SX2385A ; 第 V層 上面で 西側溝 SD2386a を検出 し た。 平面 的 に確認 し たのは調査区北 壁か ら 約 5 m

であ り 、 S39.5 ラ イ ンに設定した ト レ ンチでは確認できなか った 。 規模は 、 幅 2.9m 以上あ り 、 深さは 約

I.Omである 。 調査区北 壁の 断面 観察による と 、 西 壁は 中 ほどから 底面にかけ て急な 角度で掘 り 込まれて

お り 、 底面も 平 坦である 。 底面埋土は地 山ブロック を多く 含む黒褐色土 を主 体 とし 、 西側から東側に 傾

斜し て堆積し ている 。 自 然堆租層は確認でき ず、 人為的に埋 めら れたような 状況である 。

SX2385B : SD2386aの東 壁を切 っ て掘 削さ れた SD2386b を検出した 。 第Nb4 屈によ っ て裂われて

いる 。 平面 的には調査区北 壁よ り 約 18m確認した 。 調査区北 壁でみると 、 上幅 4.6m以上であ り 、 深さ
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は約 1.4m である。 断面の形状についてみると、 上半部は西壁が緩やかな傾斜をもって立ち上がってお り 、

下半部はやや急に 掘 り 込まれている。 埋土上層は、 腐 食 し た植物からなる薄思を多 く 含む 自 然堆租層で

あ り 、 西側から東側へ流れ込んだよう な状況を呈している。 下阿は黒褐色粘土である。 上 陪 か ら は木簡

が15点出土している （第64 · 66 · 68�71 · 73 · 75 · 78 · 7 9 · 81 · 83 · 86 · 87 · 113号） 。 また、

丸木弓など多く の木製遺物も出土した。

SX2385C : SD2386bの東壁を切って掘削さ れたSD2386cを検出 した。 第Nb4層に よ っ て覆われてい

る。 平面的には調査区北壁よ り 約 18m 確認した。 調査区北壁でみると、 上幅4.7m 以上であ り 、 深 さ は

約 l.Om である。 断面の形状はSD23 86bと同様である。 埋土は、 上層が灰黄褐色砂質土であり 、 植物造

存体を含んでいる。 下層は砂を含む黒褐色砂質土である。 木簡が 3 点出土している （第62 · 74 · 84号） 。

SX2385D : SD23 86cと東壁がおおよそ一致する よ う な位箇でSD2386dを検出 した。 SD23 86cの埋

土上面で検出 し 、 第Nb4層 に よ っ て覆われている。 平面的には調査区北壁よ り 約 18m 確 認 した。 調査区

北壁でみると、 上幅1.7m 以上、 深 さ 0.4m であり 、 西壁は緩やかに立ち上がっている。 埋土は上層が黒

褐色砂質土であり 、 下層は砂を多量に含むオリ ー プ褐色砂質土である。

SX2385E : SD2386d の東壁を切って掘削さ れたSD2386eを検 出 し た。 第Nb4 屈 に よ っ て覆われて

いる。 平面的には調査区北壁 よ り 約18m 確認した。 調査区北壁でみると、 上幅1.6m 以上、 深 さ 0.6m で

ある。 断面の形状はいわゆる 「船底状」 を呈している。 埋土は黒褐色砂質土を主体とし 、 粗砂を多 く 含

んだ自 然堆和層である。 木簡が 5 点出土 している （第63 · 72 · 76 · 80 · 82号） 。

SX2385F : SD23 86を発見 した。 SD2386gとほぼ同位椴で重複 している。 平面的に確認できたのは

約 7 m であ り 、 底面付近でわずかに 6 cm残存 している。 幅は0.7m 以上である。

SX2385G : SD2386fの東壁を切って掘削されたSD2386gを発見した。 SX2363 に よ っ て著 し く 削平

さ れてお り 、 検出面はSX2378上面となっている。 SD2386fとは お お よ そ 同位置で重 複 しているが、

S41ラ イ ン よ り 南側ではSD2386fの東壁を切るよ う な状況で検出する こ とができた。 平面的には調査区

北壁よ り 約 26m確認した。 調査区北壁でみると、 上幅2.lm、 深 さ 0.7m である。 埋土は黒褐色砂質土で

あ り 、 粗砂や炭化物を含んでいる。 木簡 （第77 · 85号） 、 漆紙文書 （第 3 · 1 1号） など多く の追物が出

土 している。

【SX2378整地層】 ( 1 - 第14·33図）

D l OO区中央部で発見した整地層である。 その分布範囲は東西14m 以上、 南北約24m に及んでいる。

SX2379 がおおよそ埋没した後、 そ の く ぽみを埋めて整地したものであり 、 全体的に 締 ま っている。 整

地土は淡黄色 （ グ ラ イ 化部分では灰色） 砂質土であり 、 灰 オ リ ーブ色土の小ブロックを少量含んでいる。

特に互層にはなっていないが、 断面でみると灰オ リ ー ブ色土の小プ ロ ッ クが横方向に分布 し て い る状況

が確認できることから一定量の土を入れて均 しながら整地 した状況が窺われる。 最も厚い部分で0.7m あ

る。 この淡黄色土は多 く の地点において泥炭化し ない植物追存体層上に直接堆積 している状況が確認で

きる。 この層はア シ ・ ヨ シなどイ ネ科の多年草によっ て形成さ れたものであ り 、 河川埋没時に自然堆和

した可能性もあるが、 こ こ では整地の基礎事業とみてお きたい。

(SD2381溝跡】 ( 1 - 第15 · 30図、 2 ー 第 8 固）

D l OO区南半部のSX2378整地層上面で発見し た東西大溝である。 SX2380橋状遺構を伴っている。 東
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側はSX2479、 西側は第IV層によっ て完全に覆われており、 平面的にはSX2363の埋土除去後、 その底面

を中心に東西約3. 5m の範囲で確認したのみである。 規模は、 上幅7. 5-8. 5rn であり、 深さは西側が深く

て約1. 6m (底面の標高0. 05m)、 東側は一段高 く な っ ており0. 9m (底面の標高0. 50m) である。 埋土は

砂の自然堆積陪である。 本溝跡は、 西側はWl6. 3 ラ イ ンまで確認しているが、 SK2374の底面に試掘坑

を設定し、 そこから0. 6m 下（標高1. 10m)まで掘り下げたが本溝跡の埋土を確認す る こ と はできなかっ

た。 SK2374の東側で止 ま っ ている可能性が高い。 追物は少ないが、 完形の須恵器杯 と と も に木簡が 3

点出土している（第 103·108·110号） 。

【SX2380橋状逍構】 ( 1 - 第15·30図、 2 ー 第 8 岡）

D lOO区南半部の多賀城政庁中軸線上で発見した橋状追構であ る。 SD2381内に構築され、 その埋土に

覆われた状態で検出 した。 SD2381の両壁際のそれぞれ対称の位置に打ち 込まれた桁 行 3 間、 梁行 1 間

の打ち込み式の柱によっ て構成されている。 方向は、 北側の柱列でみると東で 0 度 1 1 分、 南側の柱列で

みると東で 0 度 38 分南に偏しており、 おおよそ東西発掘基準線と一致している。 規模は、 北側の柱列が

総長6. 53m、 柱間は西より1. 89m、 1.73m 、 2. 93mであり、 南側の柱列が総長6. 30m、 柱間は西より

2. 06m、 1. 54m、 2. 75mである。 両柱列間は東側で4. 23m、 西側で4. 1 8m で あ る。 柱は直径26-32cm、

長さは最も長いもの （南側の柱列で西より 2 間 目 ）で339cmある。 SD2381 底面より立ち上がっ ている

部分の長さはl. 5-l. 8mである。

2 掘 立柱建物跡

【SB1759建物跡】 ( 2 - 第12固）

A5 区北端部の第IV層上面で発見した桁行 5 問、 梁 行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 SDl780、

SKI 752と重複しており、 それらよりも新しい。 柱穴は南西隅柱穴以外の 13基を発見した。 南東隅柱穴、

東側柱列北から 1 間 目 柱穴で抜取り穴、 それ以外では柱痕跡を確認した。 方向は西側柱列でみると 、 北

で 5 度58分西に偏 している。 桁行については東側柱列で10. 19m、 柱間は南より、 1. 85m、 1. 86m、

2. 30m、 2. 14m、 2. 03mである。 梁 行 については、 北妻で4. 45m、 柱問は西より、 2. 13m、 2. 32m であ

る。 柱穴の平面形は不整方形であり、 規模は一辺40-50cmである。 埋土は 、 灰 白 色火山灰ブロ ッ ク を含

む褐灰色粘質土であ る。

(SBl 760建物跡】 ( 2 - 第1 1 図）

A5 区北半部の第V層上面で発見した桁 行 3 間、 梁 行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 SKI 752と

重複しており、 それよりも新しい。 すぺての柱穴を確認した。 北西隅柱穴、 北妻棟通り下柱穴で抜取り

穴を検 出 し 、 それ以外では柱痕跡 を確認 し た。 方向は東側柱列で み る と 、 北で 5 度 40 分西に偏している。

桁行については 、 東側柱列で6. 06m、 柱 間は南より1. 62m、 2. l l m、 2. 32mであ る。 梁 行については、

南妻で3. 75m、 柱問は西より1.86m、 1. 89mである。 柱穴の平面形は方形を基調としており、 規模は一

辺30-40cmである。 柱痕跡は直径12-20cmの円形である。

【SB1020建物跡】 ( 1 -第18 · 19·20屈、 2 ー第20固）

A65区で発見した桁行 5 間以上、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 北妻は旧砂押川によって大

き く 破壊されており、 東側柱列は 5 間分、 西側柱列は 3 間分検出したにと ど ま っ た。 3 時期の重複を確
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認 し た ( A → B → C 期） 。 SD930溝跡や南北方向の小溝跡 と 重複 してお り 、 それ ら よ り 古 い。 本建物の

西側ではSD1021雨落溝を検出した。

A 期 ： 検出 したすべての柱穴で確認 し た。 柱穴の平面形はおおよそ方形を基調 と し てお り 、 規模は、

最も大き い東側柱列の南か ら 4 間 目 柱穴 ( P 1 ) でみる と 、 長辺1.7m、 短辺 1.5mであ り 、 最 も 小 さ い 南

妻棟通柱穴 ( P 6 ) でみる と 、 長辺1.6m、 短辺1.3mである。 柱は多く が B 期の建て替えの際に抜き 取 ら

れているが、 東側柱列の南か ら 1 間 目 柱穴 ( P 4 ) には柱材が残存 し て お り 、 太さ は直径26cmである。

すべての柱穴に は礎板が残存 してお り 、 いずれも直径40cm以上の柱材を半裁して転用 していた。 柱穴埋

土は黒褐色粘質土、 オ リ ーブ褐色砂質土、 黄褐色砂質土な どが互層 になっている。

B 期 ： A 期の柱の抜取 り 穴 を利用し 、 その礎板の上に柱を据え 直 し た も の で あ る。 したがっ て、 柱位

置は A 期 と ほぼ同様と考え ら れる。 こ の段階の掘 り 方の平面形はほとんどが不整形である。 柱は多 く が

C 期の建て替えの際に抜き取 られているが、 東側柱列の南か ら 4 間 目柱穴 ( P 1 ) に は切取 り 穴の下で柱

痕跡を確認してお り 、 太さ は直径28cmである。

C 期 ： A · B 期 と は柱位置 をずら して建て替えている。 多 く の柱穴で柱材および柱痕跡を確認してお

り 、 方向は 、 東側柱列でみ る と 北で 0 度24分東 に 偏 し て い る。 桁行柱間は、 東側柱列で南よ り 6.56m
( 2 間分） 、 6.37m ( 2 問分） である。 梁行については 、 南か ら 2 間 目 でみ る と 6.45m で あ り 、 柱間は南

妻の東か ら 1 間分が 3.23m で あ る 。 柱穴はおおむね方形 を 基調 と し てお り 、 最 も 大 き い 南東隅柱穴

( P  5 ) でみる と 、 長辺1.5m、 短辺1.3m であ り 、 最 も 小 さ い東側柱列南 よ り 4 間 目 柱穴 ( P 1 ) でみる

と 、 長辺l.lm、 短辺0.9m で あ る。 東側柱列の多く の柱穴や南妻棟通柱穴には柱材が残存してお り 、 太

さ は直径30cmであ る。 いずれ も 掘 り 方底面よ り やや浮いた状態で柱を据えている。 なお、 B 期 と の柱の
位個関係については、 東側柱列南よ り 4 間 目柱穴でみるとそれよ り も東 に 0.9m、 北 に 1.2m と 大 き く ず

れている。 遺物は、 西側柱列南か ら 3 間 目 の A • B 期柱穴の抜取 り 穴よ り ロ ク ロ調整を施した厚手の土

師器杯 ( B II類） が 1 点出土している。

【SD1021雨落溝】 ( 1  - 第 18図 、 2 ー第20図）

SB1020の西側で発見した雨落溝である。 ほぼ同位箇で 2 時期の重複がある。 旧砂押川 に よ っ て大き

く 破壊されてお り 、 南西隅の柱穴の西側で途切れて い る な ど残存状況は悪い。 検出できたのは6.7mであ

る。 SD102lb と 西側柱列と の間隔は0.6-0.8mである （溝の中 心で計測） 。 規模は、 SD1021a が上幅

0.9m、 SD102lbが上幅0.8,.._,0.9mである。

【SB1815建物跡] ( 1  - 第 2 1 図 · 2 - 第 2 1 固）

Al2区中央部のSX1816上面で発見 した桁行 2 間以上、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡で あ る。 柱穴

は 4 基検出してお り すべての柱穴で柱抜取 り 穴を確認 し て い る。 方向は北妻でみる と 、 西で約 2 度南

に 偏 し て い る。 梁行は北妻で約 4.7m であ り 、 柱間は西よ り 約2.3m、 約 2.4m で あ る 。 柱穴は概ね方形

で あ り 、 規模は長辺55,.._,65cm、 短辺45,...... 55cm、 深 さ 40-60cmである。 埋土は灰白色火山灰、 炭化物、

地山が混入する灰黄色土、 にぶい黄色土である。

【SB919建物跡] ( 1  -第22図 · 2 -第22図）

A48区南半部の第V 層上面で発見 した桁行 5 間、 梁行 2 間以上の南北棟掘立柱建物跡である。 同位置

で 4 時期の変遷を確認している ( A → D 期） 。
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A 期 ： 計 8 基の 柱 穴を検 出した 。 西側 柱 列の南か ら 3 間目柱 穴 ( P 7 ) で 柱 材が 残存する以 外は 、 す

べて 柱が 抜取 ら れており 、 抜取り 穴には 灰 白色火山灰と 炭化物が 混入 している 。 方向は西側 柱 列でみる

と、 北で約 9度西に 偏している 。 桁行は 約 14.0m であり 、 柱 間は南より 約 2.7m 、 約 5.5m ( 2 間分 ） 、

約 2.9m 、 約 2.9m である 。 柱 穴の平 面形は方 形であり 、 規模は 長辺 35- 55cm、 短辺 35 -40cm、 深さ

34-57cmである 。 埋土は地 山 小プロック 、 炭化物が 混入する 黒褐色及び 黄褐色粘土 である 。 柱 材は 直径

18cmの 円形である 。

遣物は 、 柱 穴埋 土や 柱 抜取り 穴か ら土器類が 出土しており 、 い ずれにも 須恵 系土器が 含ま れている 。

B 期 ：大部分が C 期の 柱 穴に 破壊さ れており 、 5 基の 柱 穴を確認したのみ である 。 規模・方向に つい

ては 、 概 ね C 期 と 同様である 。 掘り方は方 形であり 、 東側 柱 列の南より 2 間目柱 穴 ( P 6 ) では 、 長辺

60cm、 短辺 55cmである 。 埋 土は地 山 小ブロック 、 灰白色火山灰が 混入する 黒褐色及び 黄褐色粘土 である 。

遺物は 、 柱 穴埋土や 柱 抜取り 穴か ら 、 土器類や 製塩土器が 出土している 。 土器類 では 須恵系土器 杯が

圧倒的に多く、 土 師器 、 須恵器は 少ない 。

C 期 ： 計 8 基の 柱 穴を検 出した 。 柱はす べて 抜き取 ら れており 、 抜取り 穴には 炭化物や地 山粒が 混入

している 。 方向は 東側 柱 列でみる と 、 北 で約 9度西に 偏している 。 桁行は 約 14.0m であり 、 柱 間は南よ

り 約 2.8m、 約 2.7m、 約 5.8m ( 2 問分）、 約 2.7m である 。 柱 穴の平 面形は方 形であり 、 B 期 柱 穴の 抜取

り 穴を 利用したものと考え ら れる 。 規模は 長辺 45-55cm、 短辺 35- 50cm、 深さ 46,....,60cmである 。 埋

土は地 山小プロック 、 灰白色火山灰が 混入する 黒褐色及び 黄灰色粘土 である 。

追物は 、 柱 穴埋土や 柱 抜取り 穴か ら 、 土器類や 製塩土器が 出土 している 。 このう ち 、 土 師器 、 須恵器

は 比較的少なく 、 須恵系土器 杯の 出土が 圧倒的に多 い。 また 、 A · B 期のものに 比べると 、 小型のもの

が多く出土している 。

D 期 ： 計 8 基の 柱 穴を検 出した 。 柱はす べて 抜き取 ら れており 、 抜取り 穴には地 山 粒や 炭化物が 混入

している 。 方向は 東側 柱 列でみる と 、 北 百勺 10度西に 偏している 。 桁行は 約 13.6m であり 、 柱 問は南よ

り 約 2.6m、 約 2.7m、 約 2.8m、 約 3.lm、 約 2.4m である 。 柱 穴の平 面形は概 ね方 形であり 、 規模は 長辺

25,....,40cm、 短辺 20-30cm、 深さ 36,....,74cmである 。 埋土は 黒褐色粘土、 褐灰色粘土 、 地 山粒、 炭化物が

混入する 黄灰色粘土 である 。 出土した 土器類は 須恵系土器 杯が 圧倒的に多い 。 また 、 A · B 期のものに

比べる と 、 小型のものが多く 出土している 。

【SBl 795建物跡 】(1 -第 23図、 2 ー第 19図）

A 4区 中 央部の SX1853上 で発見した 桁行 3 間 、 梁行 2 間の南北 棟掘立柱建物跡 である 。 SI1801 、

SDl 781 と重複しており 、 SI1801よりも新しく 、 SDl781よりも 古い 。 す べての 柱 穴を確認 した 。 柱 痕

跡は北東隅柱 穴以外 で検 出 し てい る 。 方向は 、 西 側柱列でみる と北で 7度 13分 束に 偏 し てい る 。 桁行に

ついては 、 西側 柱 列で5.33m、 柱 間は南より 1.59m、 1.91m、 1.84m である 。 梁行に ついては 、 南 妻で

みると 4.04m、 柱 間は西より 2.0lm、 2.05mである 。 柱 穴の 平面 形は方 形であり 、 規模は 一辺 0.52-

0.86cm、 深さ 45cmである 。 柱 痕跡は 直径 16,....,23cmである 。

[SB2336建物跡 】 ( 2 -第 4 · 5 図）

A66区北西部 で発見した 東面に 廂が 付く桁行 5 間、 梁行 3 間の南北 棟掘立柱建物跡 である 。 整地層 上

面で検 出した 。 SI2361 、 SB2337 と重複 しており 、 前者より 新しいが 後者との 新 旧 関係は 不明 である 。
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北面と西面に 目隠塀と見られるSA2340 · 2341柱列跡がある。

柱穴はすべて検出し、 多 く の柱穴で柱痕跡を確認した。 方向は、 西側柱列でみる と北で 3 度 9 分西に、

東入側柱列でみ る と 北 で 3 度 14分西に偏 し て い る。 桁行については、 西側柱列で総長9.62m、 柱間は 、

南よ り 5.53m ( 3 間分） 、 1.82m、 2.27m、 東入側柱列で総長9.60m、 柱間は、 南よ り 1.87m、 3.78m

( 2 問分） 、 3.95m ( 2 間分） 、 東側柱列で総長約9.6m、 柱間は、 南 よ り 約2.0m 、 約 1.9m、 1.90m 、

1.93m、 1.94m である。 梁行については、 北妻で総長6.5 1 m、 柱間は、 西 よ り 2.17m、 2.29m、 2.05m

（廂） である。 柱穴の平面形は円形および楕円形で あ り 、 身舎部分の柱穴に対し廂の柱は比較的小規模で

あ る。 身舎部分で最も大きな柱穴 (Pl2) は長軸45cm、 短軸40cmであ り 、 最 も 小 さ な柱穴 ( P 1 ) は直

径約40cmである。 廂部分で最も大 きな柱穴 (Pl6) は長軸 35cm、 短軸30cmであ り 、 最 も 小 さ な柱穴

(Pl4) は直径約30cmであ る。 柱穴の埋土は黒褐色土を主体 と して お り 、 西側柱列の南か ら 2 間 目 の抜取

り 穴 (Pl 1) には灰白色火山灰プロ ッ クが混入している。 柱痕跡は直径20cmであ る。

【SB2337建物跡】 ( 1 -第25図、 2 ー第 4 · 5 図）

A66区北西部の整地層上面で発見した桁行 3 間 、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である （註）。 SB2336

と重複しているが新旧関係は不明である。 東側柱列 については南か ら 2 間 目 の柱穴は検出 す る こ とがで

きず、 他の柱も抜き取られてい るため柱位四は 明 ら か に し え な い が、 西側柱列と棟通柱穴では柱痕跡を

確認した。 方向は、 西側柱列でみる と 、 北で 3 度52分西に偏している。 桁行については、 西側柱列で総

長6.22m、 柱間は南よ り 2.15m、 約2.0m、 約2.0m である。 梁行については北妻で約5.2m、 柱間は、 南

妻 1 間分が 2.34m、 北妻 1 間分が2.44m である。 柱穴の平面形は方形を基調と してお り 、 規模は、 最 も

大きな北西隅柱穴 ( P 1 ) で一辺約55cm、 最 も 小 さ な南妻棟通柱穴 ( P 6 ) で長辺45cm、 短辺35cmであ

る。 柱穴の埋土は黒褐色土と黄褐色土であ り 、 そ れ ら が互層になっ て い る も の も あ る。 柱痕跡は直径14

�20cmである。

【SB2339建物跡】 ( 2 - 第 4 · 5 図）

A66区北西部の整地層上面で発見した桁行 4 間以上、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 調査区

北側に さ ら に延びている。 SD2362、 SX235 2 と 重複 し て お り 、 それ ら よ り 古 い。 検出 したのは南妻と東

側柱列の 3 間分である。 南西隅、 棟通、 東側柱列の 南 か ら 1 間 目 と 3 間 目 の柱穴で柱痕跡を確認した。

方向は、 東側柱列の南か ら 1 間 目 と 3 間 目 の柱穴でみ る と 、 北でわずかに 0 度 1 7分西に偏して お り 、 お

およそ南北発掘基準線と一致 している。 桁行柱間は、 柱間は南よ り 約 1.7m、 2.16m、 1.79m である。 南

妻の梁行については約4.3m、 柱間は西よ り 1 間分が2.06m である。 柱穴の平面形は方形を基調としてお

り 、 規模は、 最 も大きな南妻棟通柱穴で長辺60cm、 短辺55cm、 最 も 小 さ な柱穴で長辺50cm、 短辺45cm

である。 柱痕跡は直径約20cmであ る。

【SB2375 建物跡】 ( 2 - 第 8 図）

D100区北西部の第V層上で発見した桁行 3 間以上、 梁行 2 間の東西棟掘立柱建物である。 SD2386a

と重複してお り 、 それよ り 新 し い。 方向は、 南側柱列でみ る と 東 で 4 度34分南に偏している。 梁行につ

（註） その他の柱穴についてはいずれも抜取 り 穴 と したものによっ て存在を想定するな ど不明な点が多い。 西側柱列を西要とし、 第IV厖や

SX2451 に覆われる東西棟を想定すぺきかもしれないが、 本国では一 応調査中の見解に従って南北棟としておきたい。
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い ては東 妻が 3.56m であ り 、 桁行 柱間は南側 柱列で西よ り 1.92m、 1.85mである 。 柱穴の 平面形は方形

を基調とし てお り 、 大 き い もの で長辺60cm、 短辺50cm、 小さ い もの で一辺45cmである 。 掘 り方埋土は

地 山小ブロック を少 昼含む黒褐色土である 。 柱痕跡は 直径 14"" 17cmである 。

(SB2376建物跡 ） ( 2  -第 8 囮）

D100 区南 半部の第W恩上で発見した 総柱建物 であ り 、 桁行 2 間、 梁行 2 間の南北 棟掘立柱建物 であ

る 。 SK2374 と重複し てお り 、 それによっ て西側 柱列中央の 柱穴は 完全に 破壊され てお り 、 南西 隅の 柱

穴 も掘 り方の 一部 を残すのみ である 。 方 向は 、 東側 柱列でみる と北 で 4 度28分東に 、 北 妻でみる と東 で

5 度54分南に 偏し ている 。 桁行に つ い ては 、 東側 柱列で総長4.36m、 柱間は南よ り 2.27m、 2.10mであ

る 。 梁行に ついては北 妻で総長 3.89m、 柱間は西よ り 2.12m、 1.80m である 。 柱穴の 平面形はおおよそ

方形 を基調とし てお り 、 大 き い もの で一辺 90cm、 小 さ い もの で一辺 55cmである 。 柱痕跡は 直径zz,.....,32

cmである 。 裁ち割 り を行ったのは北西 隅の 柱穴のみ である が 、 掘 り方埋土は オ リ ーブ黒色・ 黒褐色砂質

土が 互層になっ て いる 。

3 柱 列 跡

【SA2340) ( 2 ー第 4 · 5 図）

A66 区SB2336北側にある東西 4 間の 目隠塀である 。 方向は 、 東 で 2 度 26分北に 偏し て いる 。 総長

8.47m、 柱間は 、 西よ り 約 1.7m、 約 1.7m、 約 2.8m、 約 2.3m である 。

【SA2341】 ( 2 ー第 4 · 5 図）

A66 区SB2336西側にある南北 4 間の目隠塀である 。 方 向は 、 北 で 0 度43分東に 偏し て いる 。 総長約

1 1.lm、 柱間は 、 南よ り 約 3.4m、 3.89m、 1.76m、 約 2.lmである 。 抜取 り 穴の埋土に 灰白色火 山灰粒が

含まれ ている 。

【SA2338柱列跡 】 ( 2 -第 4 · 5 図）

A66 区北西部の整地層上面 で発見した南北方向に 延びる 4 間の 柱列跡 である 。 調査 区西側に 展開する

掘 立柱建物跡の 可能性 もある 。 SK2350など と重複し てお り 、 いずれの ものよ り も新し い。 す べての 柱

穴で柱痕跡 を確認し てお り 、 方 向は 、 北 で約 4度東に 偏し て いる 。 4 間分で総長約 9.0m、 柱間は南よ り

2.04m、 2.27m、 2.30m、 約 2.4mである 。 柱穴の平面形は 円形 、 楕 円形 、 方形 であ り 、 一定 ではな い。

最 も大 き い北端部の 柱穴が 長径45cm、 短径30cmの 楕円形 であ り 、 最 も 小さ い南端部の 柱穴が 一辺約 35

cmの方形 である 。 柱痕跡は 直径14"'20cmである 。

4 竪穴住居跡

【Sil776 竪穴住居跡 】 ( 2 -第 1 · 2 · 3 図）

A44 区西 壁付近の 第 V層上面 で発見した 竪穴住居跡である 。 西 壁は 調査 区外 であるが 、 平面形は方形

である 。 方向は東 辺でみる と 、 おおよそ発掘 基準線と 一致し て いる 。 規模は南北 3.78m、 東西 2.68m以

上 であ り 、 壁高は 5 cmである 。 床全面に 貼床を施し てお り 、 カ マ ド 、 煙道を検出した 。 カ マ ドは北 辺に

つ く り出し で構 築され て いる 。 カ マ ドの側 壁は 平 瓦 を入れ て補強され て いる 。 煙道は 長さ 0.78m、 幅

0.20mであ り 、 炭化物 、 焼土 が 堆積し て いる 。
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【Sll 783竪穴住居） ( 1  -第26図、 2 ー 第16図）

A 2 区西端部の第V陪上面で発見 し た竪穴住居跡である。 SDl 782、 SKI 784と重 複 してお り 、 それら

よ り も古い。 平面形は方形であ り 、 北辺と西辺は調査区外である。 方向は東辺でみると、 北で約 5 度西

に偏 している。 規模は南北3.2m 以上、 東西3.3m 以上である。 後世の削平を受けてお り 、 床面が露 出 し

た状態で検出 した。 3 時期の変遷 (A → C 期） を確認 した。 柱穴はいずれの時期でも確認できなかっ た。

A 期 ： 地山を床面としている。 床面上でカマ ド 、 土堀 C K 9 ) 、 炉跡 4基を検出 し た。 カ マ ドは地山を

つ く り 出 して構築されている。 カ マ ド 前面には炭化物が広がっている。

B 期 ： 全面に貼床を施し床面としている。 土壊 ( K 4) 、 炉跡 2 箇所を検 出 し 、 カ マ ド は A 期のもの

を踏襲している。

C 期 ： B 期床面に部分的な貼床 を施 し床面としている。 炉跡を 1 基検 出 し た。 カ マ ド は A 期のものを

踏襲 している。 土堀、 溝を検出 したが、 床面が露出 し た状態での検出のため 、 竪穴住居跡に伴うものと

判断できなかった。

【Sll 799竪穴住居跡） ( 1 -第27固、 2 ー第16図）

A 4 区北端部の第V 層上面で発 見 し た竪穴住居跡である。 SDI 782と重 複 し てお り 、 それよ りも古い。

平面形は方形であり 、 北辺は溝跡によ り 、 西辺は撹乱に よ り 破壊 さ れている。 規模は南北 2.4m 以上、 東

西3.6m 以上、 壁高は 17cmである。 部分的に貼床が認められる。 カ マ ド は南東隅付近の東壁に構築 さ れ

ている。 カ マ ド の規模は、 前端幅70cm、 奥行50cmであ り 、 煙道は長さ 1.13m、 幅0.30m である。 煙道

の先端部では直径34cmの煙出 し ピ ッ ト を確認している。 埋土はにぶい黄褐色土である。

(SI1801竪穴住居跡】 ( 1 -第28図、 2 ー第19固）

A 4区中央部の SX1853 上で発見し た竪穴住居跡である。 第W層に覆われる。 SB1795、 SDl 781と重

複 してお り 、 それらよ りも古い。 方向は東辺で約 1 度東に偏 している。 平面形は方形であり 、 規模は南

北5.05m、 東西3.2m以上であ り 、 壁は立ち上が ら な い。 床面上では炉跡を 4 基検 出 し、 北辺のすぐ外側

に お いては、 鍛造剥片と粒状滓の詰 ま っ た ピ ッ ト を 2 基検出 している。 さ らに床面上では、 鍛造剥片が

多数出土している。 こ の こ とから、 本住居跡は鍛冶工房であると考えられる。

【Sll 797竪穴住居跡】 ( 1 -第29図、 2 ー 第18図）

A 4 区北半部の第V 階上面で発見 した竪穴住居跡である。 SKl 791 · 1792と重 複 してお り 、 これらよ

り も古い。 平面形は北東隅が張 り 出 し た不整方形である。 規模は東辺で3.8mである。 ほぽ全面で貼床が

認められ、 東辺の北半部と南辺にお いては周溝を確認 し、 炉跡も 3基検出 している。 鍛冶に 関わる追物

は出土 していない。

[SI1818竪穴住居跡） ( 2  -第21図）

Al2区中央部の第V層上面で発見し た竪穴住居跡である。 南半部は調査区外に延びている。 上面での

削平が著 し く 、 床の一部と周溝が露出 していた。 SD1819と重 複 し 、 それよ り も古い。 平面形は方形で

あ り 、 規模は、 東西2.lm 以上、 南北1.8m 以上である。 方向は、 北辺でみると西で約 4 度北 に 偏 し てい

る。 周溝は北辺 • 南辺で確認 してお り 、 規模は上幅12"- 25cmである。

[SI2361竪穴住居跡】 ( 2 - 第 4 · 5 図）

A66区北西部の第V 層上面で発見した竪穴住居跡である。 平面形は方形である。 SB2336や灰 白 色火
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山灰プロ ックを埋土に含む小柱穴と重複しており、 それらより古い。 残存状況は悪 く 、 確認した時点で

すでに床面まで削平されていた。 南西隅付近において、 南壁の周溝が約2. 8m、 西壁の周溝は約2. l m 残

存していた。 また、 掘り方埋 土の広がりから 、 規模は東西4. 9m、 南北3. 6m 以上である。 周溝は、 南 壁

の周溝でみる と上幅25cm、 深さは最も深い南西隅付近で1 7cmである。

5 井 戸 跡

[SE2367井戸跡】 ( 2 - 第 4 · 5 図）

A66区中央部で発見した井戸跡である。 第W層を除去し、 整地層上面で検出した。 SD235 7 と 重複し

ており、 それより新しい。 抜取り穴の埋 土を掘り下げた段階で、 西 ・ 南 ・ 東側の各辺 に 立 ち 並ぶ縦板組

の側板が現れた。 井戸は平面形が方形で、 内法は一辺約70cmと推定 される。 掘り方は平面形が歪んだ円

形であり、 規模は長軸で 1. 5m、 短軸で 1. 3mである。 細部の調査は実施しなかったため詳細は不明である。

【SE2372井戸跡】

DlOO区南西部の第W層上面で発見 した井戸跡である。 SE23 7 3 と 重複しており、 それより新しい。 掘

り方のおおよそ中央部において東西1. 4m、 南北1. 2mの抜取り穴を掘り下げた と こ ろ 、 一辺約80cmの横

板組の井戸側を検出した。 側板の方向はおおよそ発掘基準線と一致している。 掘り方は平面形がおおよ

そ 円 形であり、 規模は直径約2. 3mである。 平面的な調査 に と どめたため詳細は不明である。

【SE2373井戸跡】

DlOO区南西部の第W層上面で発見した井戸跡である。 SE2372と重複しており、 それより古い。 掘り

方のおおよそ中央部において東西l. Om、 南 北 l. lmの抜取り穴を掘り下げた と こ ろ 、 一辺約80cmの縦板

組の井戸側を検出した。 側の東辺は残存していたが、 北 ・ 南辺の西側から西辺にかけては検出できなか

っ た。 板材は幅17"-'21 cm、 厚 さ 1. 5cmである。 側板の方向は、 東辺でみると北で約40度東に偏している。

掘り方は平面形が楕円形であり、 規模は長軸約2. lm、 短軸約 1. 7m である。 平面的な調査 に と どめたた

め詳細は不明である。

6 溝 跡

【SDl757溝跡】 (2 -第11 · 12· 1 3 図）

A 5 区北半部の第w層上面で発見した南北溝跡である。 SBl 761 と 重複しており、 それよりも古い。 方

向は北で約 2 度西に偏する。 規模は上幅1. 28m、 下幅0. 78mである。 埋土の最上層に灰白色火山灰が自

然堆積している。

【SDl758溝跡】 ( 2 - 第 13固）

A 5 区北半部の第V層上面で発見した東西溝跡である。 SB1761 と重複しており、 それよりも古い。 方

向は西で約 4 度北に偏している。 規模は上幅0. 94 "' 1. 64m、 下幅0. 80"'1. 50m、 深 さ 1 0cmである。

【SDl 782溝跡】 ( 1 -第16·17図）

A 2 区西端部から44区西部 にかけての第V屈上面で発見した東西溝跡である。 約34m にわたって検出

し た。 SI1 799·1783 、 SKl 784 と 重複 し ており、 SI1799· 1783より新しく 、 SKI784よりも古い。

SDl 768cに接続する。 方向は、 西で約 3 度北に偏している。 上 幅 1. 70"'1. 98m、 下幅0. 50m、 深 さ 52
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cmである。 埋土は、 黒褐色砂質土と灰黄褐色砂質土が交互に堆和 し て い る。

【SD931溝跡） ( 1 -第2 1 図 . 2 -第 2 1 図）

Al2 区中央部の第V層上面で発見した南北方向の溝跡で、 長 さ 約 3.8m にわたっ て検出 し た。 方向は、

北で10度23分西に偏している。 規模は上幅 l.6-l.8m、 下幅40-60cm、 深 さ 40-60cmである。 断面形

は揺鉢状 を 呈 してお り 、 壁は緩やか に立ち上が っ て い る。 底面は概ね平坦であ り 、 本調査区内での比高

は ほ と ん どな い。 埋土は 8 層に細分できる ( 1 - 第 2 1 函） 。 いずれも黒褐色、 灰黄褐色、 暗灰黄色の粘

質土が主体であ り 、 5 陪 に灰 白 色火山灰が混入 し て い る。 遺物は 、 土師器類 を は じ め 、 灰釉陶器、 製塩

土器、 窟形土器が出 土 し て い る。 土器類には 、 須恵系土器があ り 、 5 層 上面か ら 出 土 し た も のが圧倒的

に多い。

【SD2362溝跡】 ( 2 - 第 4 · 5 図）

A66区北半部で発見 し た東西溝跡であ り 、 SX2400I期の西側溝 SD2342i と T 字形に合流 し て い る。

SX2400の西側溝 SD2342a ....., f を破壊 して西へ延びており 、 22.5mまで確 認 し た。 SB2339、 SX2352

と重複 してお り 、 前者よ り 新 し く 、 後者よ り 古い。 方向は、 東で約 6 度南 に 偏 し てお り 、 SD2342i と の

合流地点では北側に大 き く 屈曲 している。 規模は、 上幅l.2- l.5m、 下幅0.5-0.6m、 深 さ 45cmである。

埋土には灰白色火山灰を含んでお り 、 遺物は須恵系土器杯な どが出土している。

(SD2357溝跡） (2  - 第 4 · 5 図）

A66区中央部で発見 し た L 字形に屈曲する溝跡で あ る。 第w陪 を除去 し、 整地庖上面で確認 し た。 検

出 し た の は東西約 4 m、 南北約 2 m であ る が、 それぞれさ ら に延びて い る。 SE2367 と 重複 してお り 、

それよ り 古い。 規模は、 東西方向の部分で上幅0.3 ""'0.6m、 深さ 23cm、 南北方向 の部分で上幅0.4m、 深

さ 26cmである。 コ ーナー付近は浅 く な っ て お り 、 深 さ 約 10cmである。 埋土上層 よ り 製塩土器の破片が多

量に出土 し た。

(SD930溝跡】 ( 2 -第20固）

A65区の第V層上面で発見 し た東西 ・ 南北溝跡で あ る。 調査区東壁か ら 東西方向にのび、 おおよそ直

角に屈曲して南北方向に直線的に延びている。 SB1020 と 重複 してお り 、 それよ り 古 い。 検出できたのは、

東西方向が約 6 m、 南北方向が約12m で あ り 、 それぞれ調査区外 に さ ら に延びている。 方向は、 東西部

分は東で 8 - 15度北に偏 し て お り 、 南北部分は発掘基準線 とおおよそ一致 し て い る。 規模は、 東西部分

で上幅 l.l- l.6m、 深さ 14cmであ り 、 南北部分で上幅0.8- l.4m、 深さ 1 1cmである。 断面形は箱型を呈

してお り 、 底面は東西方向の ものが約 20 cm深 く な っ て い る。 埋士は地山ブロ ッ ク を多 く 含む オ リ ーブ黒

色の粘質土である。

7 河 川 跡

(SX1853河川跡】

A 4 区南半部で発見した河川跡である。 6 時期の変遷 ( A → F 期） を確認した。 以下、 古い順に記述

する。

A 期 ： C 期の下層で確認 し た。 埋土は粗砂 と 砂 の 互 層 で あ る 。 深 さ は3.40m で あ り 、 底 面 レ ベル

は 一 0.26mである。 古墳時代の土器や弥生土器が出土 し て い る。
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B 期 ： 最 も 北側で発見した。 埋土は黒褐色粘質土と暗緑灰色砂の互層である。 深 さ は2. 66mであり、

底 面 レ ベ ルは0. 54mである。 追物は、 土器類の ほか、 人面墨書土器 、 墨書土器 、 人形な どが出土 し て

いる。

C 期 ： A期の上方で確認 した。 埋土はオリ ー ブ黒色と砂の互層である。 深さは2. 52m、 底面 レ ベルは

0. 69m である。

D 期 ： B 期 の上方で確 認 し た。 埋土はオ リ ーブ灰色の砂層である。 深 さ は2. 28m、 底 面 レ ベルは

0. 92m である。

E 期 ： C 期 の南側で確認した。 埋土はオ リ ーブ黒色と砂の互層であり、 上方に灰白色火 山灰が堆積し

ている。 深さは2. 42m、 底面レベルは0. 76mである。

F 期 ： 最 も 南側で確 認 し た。 埋土は貝や植物遺存体を多 く 含 む オ リ ーブ黒色粘質土である。 深 さ は

2. 80mであり、 底面 レベルは0. 40mである。

【SX2377】 (2 ー第 8 図）

DlOO 区北半部で発見した南北方向の河川跡である。 SX2378上面で検出し 、 SX2479 に よ っ て覆われ

ている。 検出したのは南北8. 5m の範囲であり、 詳細は不明である。

【SX2459] (1 ー 第14図、 2 ー第 8 固）

DlOO区西側中央部の断ち割り調査で発見した河川跡である。 SX2379と重複 しており、 それより古く 、

Dl OOにおいては最も古い遺構である。 規模は、 幅 7 m 以上、 深 さ 1. 8m である。 埋土は、 オ リ ープ黒

色 • 暗 オ リ ー ブ褐色砂質土を主体と し ており、 最 も低い部分には灰色砂が厚 く 堆積 している。 砂脳から

はおおよそ原形を保った大型の糟、 木簡 2 点が出土して いる（第65·67号）。

【SX2363河川跡】 ( 1 -第31図 2 ー第 8 図）

Dl OO区北壁か ら南壁にかけて第 I 層除去後に発見した近代の砂押川跡である （註）。 重複するすべての

逍構より新 し く 、 SX2385西 0 道路跡の西側溝SD2386f·g、 SX2380·2479な どを大き く 破壊 し て い

る。 位置をず ら して 2 時期の重複がある (A→ B 期） 。

SX2363A : 規模は、 上幅6. 5m 以上 、 深 さ 約2. 0m である。

SX2363B : A期の東壁寄りにある。 規模は、 上幅 4. 7m、 深 さ 約 1. 7mであり、 黄褐色砂に よ っ て埋め

られている。 遺物は近代の陶磁器、 レ ンガをは じめ古代の土器類、 白磁な どが出土 している。 本来下庖

の遺構に帰するものと考えられるが木簡 も 1 点出土している （第111号） 。

【SX2369河川跡】 ( 1 -第31図、 2 ー第 8 図）

D27 区西半部で発見 し た南 北 方 向 の 河川跡 である。 2 7 区 で発 見 し た河川跡 の 中 では最 も 古い。

SX2479 · 2364·237 9 に よ っ て毅われており、 確認できた埋土 の範囲も東西約8. 2mである。 埋土はす

べて砂であり、 東側か ら 西側へ強 く 傾斜 して堆積 している。 底 面 レベルはおおよそ O mである。 逍物は、

摩滅 し てはいるものの古墳時代前 ・ 中期の土師器がややまとまっ て出土 している。 本河川跡の年代がそ

れ ら の土器の年代までさ かのぽる可能性もある。

（註） 昭和34-37年にかけて砂押川を現在の流路に改修した。 発見した河川はそれ以前の旧砂押川であろう。
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(SX2379河川跡 】(1 -第 14 · 31 図、 2 ー第 8 図）

DlOO区中央部 から 2 7区西 半部で 発見した南北 方向の河川跡である 。 D27区で は SX2369 · 2479 · 

2463 と重複しており 、 前者 より 新しいが 、 後 二者より古い 。 DlOO区で はSX2459や西 0道 路西側溝と

重複しており 、 前者 より 新しいが 、 後者 より古い 。 確認できた埋土の 範囲は東西 約 17mであり 、 深さ は

約 2.5m、 底面 レベルは一 0.lmである 。 D27区の河川跡の中で は最も 深い 。 埋土 は 、 最上 恩に 粘土およ

び 粘質土の 堆積がみられるが 、 それ より下層 は砂が 主体となって 厚く堆租している 。 出土 遣物 は多く は

ないが 、 上層 より木簡が 2 点出土しており （第96 · 100号）、 第 96号は天平 賓字 3 年 (759) のもので

ある 。 その 他、 柄杓、 須恵器 杯の 完形品が数 点 出土 している 。

【SX2364河川跡 】 (1 -第 3 1 図、 2 ー第 8 図）

D27区西 半部で 発見した南北方 向の河川跡である 。 SX2369 · 2479 · 2365 · 2478 と重複しており 、

SX2369 より 新しいが 、 ほかの すべてのもの より 古い 。 確認できた埋土の 範囲は東 西約 13.2mであり 、

深さ は約 2.3m、 底面の レペルは0.05mである 。 埋土 は細 砂•中砂 ・ 粗砂など を主体とし 、 黒褐色砂質土

層の間層がある 。 底面に は粗砂が 厚く堆積している 。 造物 は、 底面 付近より人面 墨書土器 、 多数の 墨書

土器 を は じめ 土師器や 須恵器の 杯 ・ 甕が 多く 出土している 。

【SX2479河川跡 】(1 -第30 · 31 図 2 ー第 8 図）

D l OO区中央部 から 2 7区西 半部で 発見した南 北 方 向の河川跡である 。 SX2476 · 2463 · 2 379 ·

2369 · 2364 と重複しており 、 SX2463より 古いがその ほかのもの より 新しい 。 確認できた埋 土の 範囲

は東西 約 22.6mであり 、 深さ は約 1.8m、 底面 レペルは 1.5mである 。 埋土 最上層に は灰白色火 山灰が 自

然堆積しており 、 厚い と こ ろで は1 5cmある 。 中 ほ どから 底面まで は均質な 砂阿となっている 。 遣物 は、

木簡 （第 90号） 、 人面 墨密土器な どが出土している 。

【SX2365河川跡 】(1 -第 31 図、 2 ー第 8 図）

D27区 中 央部で 発見した 南北方 向の河川跡である 。 SX2364 · 2368 · 2477 · 2476 · 2478と重複し

ており 、 SX2364 より は新しいが 、 ほかの すべてのもの より古い 。 平面 的に はSX2476 · 2478に よ って

完全に 覆われている 。 確認できた埋土の 範囲は東西 約 14.6mであり 、 深さ は約 2.5m、 底面の レペルは

0.2mである 。 本河川跡 は 、 中央部が 約 5 mの幅 で 一段くぽんでおり 、 その西側に は打ち込みに よる 杭

列があ る 。 そのくぽみ から 杭列に かけて は粗砂や 小石が 厚く堆積しており 、 それらの間 から土 師器 ・ 須

恵器の 杯 ・ 甕類 、 ウマ ・ ウ シなどの 動物 遺 存体が 多量に 出土した （図版 22) 。 土 師器 ・ 須恵器の 杯類に

は墨書土器が 多く含まれ 、 土 師器 甕に は人面 墨密土器も数 点 含まれている 。 木簡 （第 93号）も 1 点出土

した 。

(SX2478河川跡 】 ( 1 -第 31 図、 2 ー第 8 図）

D27区中央部で 発見した南北方向の河川跡である 。 埋土の 状況に より 、 2 時期の 流路に区分できる 。

SX2476 · 2365 · 2364 · 2479 と重複しており 、 SX2476より 古いがその ほかのもの より 新しい 。 灰 白

色 火 山灰が自然堆積する SX2479と は直接的な重複関係があり 、 火 山灰降下以降の河川跡である ことが

明ら かである 。 確認できた埋土の 範囲は、 A 期が東西 約 5.0m、 B 期が東西 約 8.9mであり 、 深さ は A 期

が 約 1.7、 B 期が 約 1.6mであり 、 底面の レペルは A 期が 1.7m、 B 期が 1.9mである 。 埋土 は全体に 砂を

多く含んでおり 、 特に下層に は中砂 · 粗砂の 堆積が確認できる 。 遺物 は、 赤色漆を施した漆器 椀が A 期

27 



埋土より 出土し ている 程度である 。

【SX2476河川 跡】 (1 -第 31 図、 2 ー第 8 図）

D27区中央部で発見した南 北方向の河川 跡である 。 SX2477 · 2478 · 2365と重 複し ており 、 そのい

ずれより も新しい 。 確認で きた 埋土の 範囲は東西 約 20.7mであり 、 深さは 約 1.5m、 底面の レ ベルは l.Om

である 。 埋土は西側 から東側に 傾斜し て堆和し てお り 、 東 壁側に 残った溝 状のくぼみは 砂等によっ て埋

まっ ている 。 埋没が進 み、 最終的には 人為的に 埋め 戻されたような 状況が見 受けられる 。 遺物は ほ と ん

ど出土し ていない 。

【SX2477河川 跡】(1 -第 31 図、 2 ー第 8 図）

D27区 中 央部で発見した南北方 向の河川 跡である 。 SX2476 · 2366 · 2368 と重 複し ており 、 前者よ

り古く 、 後 二者より 新しい 。 平面 的には 大半を SX2476によっ て覆われ ている 。 確認で きた 埋土の 範囲

は東西 約 12.6mであり 、 深さは 約 1.4m、 底面の レベルは 0.8mである 。 底面 付近 から 、 角 材が数 点 出土

した 。 内 1 点は 一辺 18cm、 長さ 3.7m以上で 欠き取りがあり 、 1 点は 一辺 12cm、 長さ 3.lm以 上で 柄孔が

ある 。 い ずれ も建 築部 材 と みられる 。 埋土は 黒褐色粘質土である 。 遺物は 須恵器・土 師器の 破片が少 量

出土し ている 。

(SX2368河川 跡】 (1 -第3 1 図 2 ー第 8 図）

D27区中央部で発見した南北方向の河川 跡である 。 SX2365 · 2366 · 2477 と重 複し ており 、 前者よ

り 新しく、 後 二者より古い 。 平面 的には SX2477に よっ てほぼ完全に 覆われ ている 。 確認で きた 埋土の

範囲は東西 約 6.3mであり 、 深さは 約 2.0m、 底面の レペルは 0.4mである 。 東 壁際におい て 灰 白 色 火 山

灰プロックを確認した 。 埋土は 暗緑灰色の 粗砂が 主体であり 、 オ リ ーブ黒色の 粘土 粒を多く含んでいる 。

底面 付近の 砂陪より土 師器 、 須恵器 、 須恵系土器の 杯類が多数出土した 。

【SX2366河川跡】(1 -第 3 1 図、 2 ー第 8 図）

D27区中央部で発見した南北方向の河川 跡である 。 D27区で確認した河） I I跡のな かでは 最も東 寄りに

位屈し ており 、 その西側は多数の河川 跡が 複雑に重なり 合う河川 敷であるが 、 東側は建物 跡等 と と もに

第 V層上面で検 出した 。 SX2368 · 247 7と重 複し ており 、 前者より 新し く 、 後者より古い 。 確認で きた

埋土の 範囲は東西 約 1 7.4mであり 、 深さは 約 1.5m、 底面の レ ベルは 0.9mである 。 底面で多数の 打ち込

み杭を発見した 。 埋土は 暗褐色・ オ リ ープ褐色砂質土を 主体とし ており 、 砂層が 間層 とし て 入っ ている 。

底面の 粗砂層より土 師器 ・ 須恵器の 杯類や 骨針などが 出土した 。

8 土 堀 • その他

(SK2360土 壊】 ( 2 -第 4 図）

A66区の南北 大路 H 期の路面で発見した土 城である 。 灰 白 色 火 山 灰 府によっ て 覆 われ ている 。

SX2349によっ て東側を 破壊され ているが 、 残存部 から推定し て平面形はおおよそ 円形である 。 規模は 、

南北 1.3m、 東西 l.lm以 上、 深さ 0.4mであり 、 埋土 はしまりのない 暗灰黄色土である 。

【SK2374土 堀】 ( 2 -第 8 �)

DlOO区南西部の第IV層上面で発見した土 壊である 。 SB2376と重 複し ており 、 それより 新しい 。 平面

形はおおよそ 長方形であり 、 規模は 長辺 2.2,...., 2.6m、 短辺 ' 1 .5,...., 1.7m、 深さ 0.6mである 。 埋土は上下 2
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層に区分 でき、 下層は 黒褐色粘土 であり 、 上陪には 焼土 、 灰、 炭化物を多く 含んでいる 。

【SX2352】 (2 ー第 4 図）

A66 区北西 部で発 見した溝 状の 落ち込みである 。 第 II 恩に 翌われ 、 第 V 恩上面 で検出した 。 SD2362、

SK2350、 SA2338、 SX2352など と重複し ており 、 SD2362よりは 新しいが 、 ほかのものよりは古い 。

規模は幅 6 m 以上 であり 、 底面 付近で2.7-4.0m とな っ ている 。 壁は 緩やかに 立ち上がっており 、 底面

はさらに 細い溝 状に 落ち込む部分や 比較的 平 坦な 部分もあるなど 一様ではない 。 埋 土は 黒褐色粘質土を

主体 とし 、 炭化物を多く含んでいる 。 土 師器 ・ 須恵器の 杯・ 甕や 瓦などの 破片が多数出土し ている 。

(SX2353 · 2354 · 2355 · 2356土器埋設 遺構 】 ( 2 -第 4 図）

SX2353 · 2354は A66区北西 部の SX2352の埋土上面 で発 見した土器埋設 遺構 である 。 SX2353は 直

径35cm、 SX2354は 直径30cmの 円形の掘り方の 中に それ ぞれ 正位で土 師器 甕を埋設したもの である 。

SX2355 · 2356は A66区南半部の 南北・東西大路の 最終段階の交差点に 隣接し て第 韮層上面 で検出した

士器埋設 遺構 である 。 SX2355は 直径35cmの 円形の掘り方の中に 、 SX2356は 一辺 35cmの方形の掘り 方

の中それぞれ 正位で土 師器 甕を埋設し ており 、 両者は 25mの間 隔をおいて東西に 並んでいる 。

VI A 区西半部で発見 し た遺構

1 道 路 跡

【SX1665道路跡 】 (1 -第34図 2 ー第 27 図）

A42区西 半部で発 見した 素掘りの側溝を 伴う東西 道路跡 である 。 多 賀城 南面に広がる 道路 網の北 1 道

路にあたる 。 南側溝の西 半部は 、 旧砂押川によ っ て破壊され ている 。 路面 で 2 時期 、 北側溝 (SDI666)

で 5 時期の 変遷 (a → e 期）、 南側溝 (SDI 701) で 2 時期 (a → b 期）を確認した 。 全 体 としては 5 時

期の 変遷がある と考えられる 。 なお 、 A - D 期の北側溝は東端 で北に 屈 曲し ている こ とから 、 西 1 道路

との交差点になる と考えられる 。 以下 、 両側溝が明ら かな E 期に ついて説明 する 。

E 期 ： 南 • 北 両側溝 (SDI701b · 1666e) を確認した 。 路 面は 灰白色火 山灰プロックを 含む黄褐色土

で盛土 されている 。 規模は側溝 心々 間 で3.40m、 側溝間 で2.25m である 。 方向は西 で約 8度北に 偏して

いる 。 北側溝に つ いては 、 上幅 0.9 -1 .lrn、 下幅 0.5m、 深さ 44cmであり 、 埋土は 1 層が 黒褐色粘質土 、

2層が 黒色粘質土 である 。 南側溝に ついては 、 上幅 0.8-l.2m、 下幅 0.7m、 深さ 60cmであり 、 埋 土は 1

層が 黒褐色粘質土 、 2層が 黒色粘質土であ る 。 遺物は 土器類 とし て、 須恵系土器 、 墨 啓土器が 出土し て

いる 。

[SX2334道路跡 】 (1 -第 34図 2 ー第 30 固）

A82区中央部、 第 V 庖上面 で発 見した南 北道路跡 である 。 南北大路 、 東西大路を 基 準にとした西 1 道

路にあたる 道路跡 である 。 7.45m検出した 。 西側溝 (SD2318) は SI23 1 5 と重複があり それより古い 。

方向は 北で約 3度東に 偏している 。 路幅 に ついては 最も 新しい 時期でみる と 、 側溝 心々 で6.70m、 側溝

間 で4.50mである 。 東西側溝とも東に中心を 移しながら 作り 替えられている 。 東側溝 (SD2317) で 5
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時期 (a → D 期） 、 西側溝 (SD2318) は 2 時期 (a → b 期） の重複がある。 そのう ち東側溝では a 期 と

b 期で、 西側溝では a - c 期 と d - e 期で方向を異にする。 以下、 側溝につ いて説明する。

SD2317a : b 期以降の側溝 に 大 き く 壊 さ れ て い る。 方 向 は、 北で約 1 度 東 に偏する。 規模は上幅

1.95m以上、 下幅0.60m 以上、 深さ 62cmであ る。 断面形は開 い た U 字形である。 壁は緩やか に立ちあ

がる。 底面は平坦である。 埋土は黄褐色砂プロ ッ ク を含む黒褐色土である ( 1 -第34図 8 層） 。

SD2317b : a 期 と ほぼ同位置で作 り 替え ら れ て い る。 方向は 、 北で約 1 度西に偏する。 規模は上幅

1.05m以上、 下幅0.12-0.35m、 深さ 66cmである。 断面形は開 い た U 字形 を し て い る。 壁は緩やかに立

ちあがる。 底面は平坦である。 埋土は黒褐色粘土であ る ( 7 層） 。 造物は、 製塩土器が出土している。

SD2317c : b 期 の側溝の東側を壊すよ う に東 に 中心を移 して作 り 替 え ら れ て い る。 方向は、 北で約 5

度西に偏する。 規模は上幅0.86,....,0.98cm、 下幅0.15-0.36m以上、 深 さ 65cmである。 断面形は片側が

開 い た U 字形 を し て い る。 壁は路面側が緩やかに立ち上がり 、 外側が急に立ち上がり 、 底面は平坦であ

る。 埋土は黒褐色粘土であ る ( 6 層） 。

SD2317d : c 期 ま で と は異 な り 東側に方向を変えて作 り 替え られている。 方向は、 北で約 8 度東に偏

する。 規模は上幅0.85m 以上、 下幅約0.70m、 深さ 約40cmであ る。 断面形は逆台形 を し て い る。 壁は急

に立ち あ が り 、 底面は平坦である。 埋土は、 1 層が多星の炭化物粒 ・ 焼土粒少量含む黒褐色土、 2 層が

多量の地山砂ブロ ッ ク を含む黒褐色粘土であ る ( 3 - 5 層） 。 出 土 し た土器類には、 須恵系土器杯 ・ 鉢が

あ る。

SD2317e : c 期 よ り 西側に方向を変えて作 り 替え ら れている。 方向は、 北で約 7 度東に偏する。 規模

は上幅0.65""-'0.80m、 下幅0.12-0.33m以上、 深 さ 37cmであ る。 断面形は開 い た U 字形 を し て い る。

壁は急に立ちあがり 、 底面はま る み を帯び、 南にやや傾斜する。 埋土は、 1 隋が黒褐色粘質土、 2 陪が砂

を含む黒褐色粘質土、 3 庖が多量の黄褐色砂を含む黒褐色粘質土である ( 1 ,...., 2 庖） 。 出土し た土器類に

は 須恵系土器高台付杯や製塩土器があ る。

SD2318a : 東側溝 a - c 期 と ほぽ方向 を 同 じ く し て お り 、 北で約 1 度東に偏 し て い る。 規模は上幅

1.95-2.50m、 下幅0.35-0.80m、 深さ 約60cmである。 断面形は逆台形 を し て い る。 壁は直線的に緩や

か に 立 ち あ が り 、 底面は平坦である。 埋土は 1 陪が少量の炭化物粒を含む黒褐色粘質土、 2 陪が炭化物

粒、 砂粒を含む黒褐色粘質土、 3 阿が黄褐色砂を阿状に含む黒褐色粘土であ る (1 1 ""-' 13陪） 。

SD2318b : 東側溝 ct - e 期 と ほぽ方向 を 同 じ く し て お り 、 北で約 8 度東 に 偏 し て い る。 規模は上幅

l.95-2.50m、 下幅0.20m、 深さ 約32cmである。 断面形は逆台形を し て い る。 壁は直線的に緩やかに立

ち あ が り 、 底面は平坦である。 埋土は地山粒を含む黒褐色粘土である。 (9 - 1 0層）

【SXl 700道路跡】 (1 -第35図 2 ー 第38囮）

A 8 区南部、 第 V 恩 上面で発 見 し た 素 掘 り の側溝を伴う 南北道路跡である。 南北大路、 東西大路を基

準と した西 1 道路にあた る道路跡である。 約20m検出 し た。 SD2295 と重複があ り それよ り 古 い。 方向

は、 北で約 3 度東に偏 し て い る。 路幅については、 最 も 新 し い時期でみると 、 側溝心々 間で5.7m、 側溝

間では 5.0m である。 路面は地山面で 1 時期 、 東側溝 (SD1704) は 3 時期 、 西側溝 (SD1703) は 6 時

期、 それぞれ東に位置を移 し な が ら 作 り 替 え られている。 以下、 側溝について説明する。

SD1703a : 6 時期の確認 した溝のう ち 最 も西に位箇 し て い る。 方向は南北発掘基準線とおおよそ一致
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して いる。 規模は上幅1 . 55,....,1 .85m、 下幅0.90 ,...., l .2 0 m、 深さ 34,...., 50cmであ る。 断面形は逆台形であ る。

壁は路面側で緩やかに立ちあがり 、 外側で急に立ち上がる。 底面は平坦で あ る。 埋土は上附が黒褐色粘

土 ブロックを含む灰黄褐色粘質土、 下腔が黄褐色砂で あ る （ 北1 6 ,....,18層 ） 。

SDl 7 0 3b : a 期よ り 東に中心を移して作り替えられて いる。 南側においては、 平面的に検出したが、

北側では断面 のみ の確認である。 規模は上幅0.95m以上、 深さ 約26 cmであ る。 断面形は浅 い皿状である。

壁は緩やかに立ち上がる。 底面は北側にやや傾斜し 、 比高は6 cmである。 埋土は、 炭化物粒を含む黒褐

色粘土である （ 南1 0 層、 北1 5層 ） 。 出土した土器類 のうち 、 土師器杯にはヘ ラガキ土器や漆付着土器、

油煙付着土器がある。

SD1 70 3c : 東壁を d 期側溝に壊 さ れ、 b 期 よ り 東に作り替えられて いる。 方向は北で 約 3 度 西に 偏 し

て いる 。 規模は上 幅 l .80 ,...., l .30m、 下幅0.35,...., 0 .7 0 m 以上、 深さ 約20 ,...., 50 cmである。 断面形は上部で

開 いた箱形を して いる。 壁は急に立ち あがり 、 底面は平坦である。 埋土は、 上層が炭化物粒を含む黒褐

色粘質土、 中層が地山粒を含む黒褐色土、 下層が黒褐色粘土 プロックを含む暗灰黄色粘質土で あ る （ 南

8 ,....,  9 貯、 北1 2,....,14恩）。 出土 した土器類には、 須恵器瓶、 墨書土器な どがある。

SDl 70 3d : c 期東壁を大 き く 壊 し 、 c 期よ り 東に作り替えられて いる。 方向は、 北で 約 1 1 度 西に 偏 し

て いる。 規模は上幅0. 55,....,LOOm、 下幅0.20 ,...., 0 .30m、 深 さ 約22,...., 36cmである。 断面形は開 いたU 字

形である。 壁は急に立ち 上がり 上部でやや 開 いて いる 。 底面は丸みを帯び、 やや 南へ傾斜す る。 比高は6

cmある。 埋土は、 上層が砂粒を含む黒褐色粘土、 下層が黒褐色粘土 プロックを含むにぶ い黄褐色砂質土で

あ る （南5,...., 7 陪、 北1 0 ,....,1 1 層 ）。 出土した土器類には、 土師器杯に墨書土器や漆付着土器がある。

SDl 70 3e : d 期東壁を大き く 壊 し 、 その東に作り替えられて いる。 方向は、 北で 約 3 度 西に偏 して い

る。 規模は上幅0.7 0 ,...., 0 .9 5m、 下幅0. 18,....,0 .48rn、 深さ 約 55,...., lOOcmである。 断面形は開 いたU 字形で

あ る。 壁は緩やかに立ち上がり 、 底面はやや 南へ傾斜し 、 比高は6 cmある。 埋土は、 上層が灰 白 色 火 山

灰 プロックや炭化物粒を含む黒褐色土、 下附が炭化物粒を含む黒褐色粘土であ る （南3 ,...., 4 層 、 北9 層） 。

c 期とは灰白色火山灰を介して対応関係が明らかになっ て いる。

SDl 70 3f : e 期東壁を大 き く 壊 し、 その東に作り 替えられて いる。 方向は、 北で 約 3 度 西に偏して い

る。 規模は上幅0.77,...., l. 2 5m、 下幅0.1 6,...., 0 .47m、 深 さ 30,....,46cmである。 断面形は上部で 開 いたU 字

形である。 壁は急に立ち 上がり 、 上部で開 いて いる。 底面は丸みを帯び平坦で あ る 。 埋土は、 上層が灰

白色粒、 炭化物粒、 地山粒を含む暗灰黄色粘質土、 下陪が地山 ブロックを含む褐灰色粘土であ る （ 南 1

,...., 2 陪、 北7 ,....,8 恩 ） 。 遺物は、 須恵系土器や灰釉陶器椀が出土 し て いる。 また、 木簡では 「精好」と書

かれた題箋軸 （第38号木簡） が出土 して いる。

SDl 7 0 4a : 3時期 のうち最 も西に位置 して いる。 両側を b 期以降 の側溝に壊さ れた状態で発見した。

方向は、 南北発掘基準線とおおよそ一致 して いる 。 規模は上幅 約 1 .8m、 下幅0.57,....,0.90m、 深 さ 6 3cm以

上である。 断面形は上部で開 いたU字形を して いる。 壁は急に立ち 上がり 、 上部で開 いて いる。 底面は

南へ傾斜 しており 、 比裔は9 cmである。 埋土は、 1 間が暗灰黄色砂、 2 層が暗灰黄色砂質土、 3 層が炭化

物を含む黒褐色粘質土、 4 層 が砂を含む黒褐色粘質土である （北3,...., 6 層） 。 出 土 した土器類 のうち 、 須

恵系土器で墨書さ れたも のが確認できる。

SDl 7 0 4b : a 期よ り 東に中心を移して作り替えられ、 c 期 に大き く 壊 されて いる。 方向は北で 約 1 度
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西に 偏する。 規模は上幅0.38 "' 0 .54m、 下幅0.2 7,.._, 0.40m、 深 さ 1 1 ,..._, 1 8cmで ある。 断面形は開いたU

字形をしている。 壁は垂直に立ち あがる。 底面は、 南へ傾斜 しており 、 比高は 8 cmで ある。 埋土は砂粒

を含む黄灰色粘土で ある （北 2 層）。

SDI 704c : b 期 の側溝を壊す よ う に ほぼ同位屈で作り変えられている。 方向は北で 約 1 度 西に偏する。

規模は上幅 1 .3 --- 1 .6 m、 下幅0.40 - 0 .6 3m、 深さ1 7 ,..._, 2 ocmで ある。 断面形は開 いたU 字形をしている。

壁は丸みを帯び、 内湾気味に立ち上がる。 底面は 南へ傾斜し 、 比高は 8 cmで ある。 埋土は灰白色火山灰

プロックを含む黒褐色粘土で ある （北 l 屑） 。 SD1 70 3e期と灰白色火山灰を介 して対応関係が明らかに

なっている。

【SX 2 2 0 0東0 道路跡） (1 - 第1 6 図 2 ー 第71図）

D1 0 5区北部から中 央部付近に かけて発見 した素掘り の東側溝を伴う 南北道路跡で ある。 約 2 7m に わ

たっ て検出 し た。 SB2 1 8 1 · 2 1 8 2 · 2 1 83 · 21 84、 SX2188、 SX2 2 0 2 小溝群と重複しており 、 SB2 1 83

より 新 し く 、 それ以 外のものより古い。 ほぼ同位置で 3 時期 の側溝 の変遷を確認した。 以下に個別に説

明する。

A 期 ： 側溝 の規模は上幅3.2 "'3.4m、 下幅1 .1 ,.._,1 .4m、 深 さ 0.6 2 ,..._, l.0 2 mで ある。 断面形は浅 い逆台

形で あり 、 壁はやや急角度で立ち上がっている。 底面はおおよ そ平坦で ある。 埋土は 6 層に細分され、 1

層は暗オリ ー プ褐色砂質土、 2 層は明黄褐色 の粗砂阿、 3 阿は砂粒を少量含むオリ ーブ黒色粘土、 4 庖は

オ リ ー ブ黒色粘質土、 5 層は灰オ リ ー プ砂庖、 6 恩はにぶ い黄色粘質土 プロックを少量含む灰色粘土で あ

る。 遺物は土器類を は じ め 、 製塩土器、 鼈形土器、 甑、 双耳瓶、 骨角製品では骨鏃 、 木製品では木簡

（第6 2 号）． 槽 ・ 斎串などが出土している。

B 期 ： A 期 のものとほぽ同位置で作り替えられたもので ある。 長さ 1 7.7mにわたり 検 出 し た。 c 期側

溝に よ っ て 西半分を大き く 破壊されている。 規模は上幅30 cm以上、 下幅24..._., 34cm、 深 さ 33 ---44cmで あ

る。 壁は東壁でみると、 やや急角度に立ち上がる。 底面は 南へ傾斜しており 、 比高は 1 2 cmで ある。 埋土

は単庖で あり 、 炭化物、 砂 プロック、 植物遺存体を含む黒色粘土で ある。 追物土器類を は じ め 、 製塩土

器、 須恵系土器鉢、 木製品では円形 の曲物が出土 して いる。

C 期 ： A · B 期 のものとほぽ同位齢で作り替えられている。 長 さ 2 8.5m 検 出 し た。 規模は上幅 0 . 58 -

l.lrn、 下幅0.1 9 ,.._, 0 .57cm、 深 さ 21 ,..._, 4 0 cmで ある。 壁は底面付近から急角度に 立ち上がっ て いる。 底面

は 中 央部付近がやや窪み、 北へ傾斜して比高が 6 cm ある。 埋土は炭化物、 植物迫存体をやや含む黒色粘

土で ある。 遺物は土器類をは じ め 、 灰釉陶器椀、 須恵系土器台付鉢、 鼈形土器、 製塩土器、 土錘、 木製

品では 円 形 の曲物が出土している。

2 掘 立柱建物跡

【SB889 建物跡】 ( 1 - 第36図、 2 ー 第2 3 · 24屈）

A l 区 西半部 の第V 層 上面で発見した東西 3 間 、 南北 2 間以上 の掘立柱建物跡で ある。 SI894 、

SD1 8 56 と重複し、 それらよ り 新 し い。 柱穴は 6 基検出 しており 、 こ のう ち 南東隅柱穴 ( P 2 ) と南側柱

列 の西から2 問 目 柱穴 (p 3 ) で柱痕跡を確認した。 それ以 外の柱穴には柱抜取り 穴が あり 、 いずれ も

埋土中に炭化物が多量に含まれていた。 方向は 南側柱列でみると、 西で 5度1 7分北に 偏 している。 建物
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の規模は南側柱列で約6.3m で あ り 、 柱間は西よ り 約2.0m、 約2.2m、 2.15mである。 柱穴の平面形はお

およそ方形で あ り 、 規模は 1 辺50,....,68cm、 深さ 35-52cmである。 埋土は暗灰黄色砂質土が混入する黒

褐色粘質土であ り 、 南西隅柱穴では互層状にな っ て い る。 柱痕跡は直径20,....,22cmであ り 、 埋土は黒褐色

粘土である。 追物は、 柱穴埋土や抜取穴か ら 、 製塩土器をは じめ少品の土器類が出土している。

【SB890建物跡） ( 1  -第37図、 2 ー 第23 · 24図）

A l 区西半部のV陪上面で発見した桁行 3 間以上、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 SB891 と

重複 し、 それよ り 新 し い。 柱穴は 6 基検出 してお り 、 こ の う ち南東隅柱穴 ( p 3 ) と西側柱列の南か ら 1

間 目 柱穴 ( P 6 ) で柱痕跡、 それ以外の柱穴で柱抜取 り 穴を確認 し た。 方向は南妻でみる と 、 西で約 2

度北に偏している。 梁行は南妻で約4.0m で あ り 、 柱間は西 よ り 約2.0m、 約2.0m で あ る。 柱穴の平面形

はおおよそ方形であ り 、 規模は 1 辺40,....,54cm、 深 さ 52---60cmである。 埋土は炭化物を含む暗灰黄色粘

土、 褐灰色粘質土であ る。 柱痕跡は直径1 8cmで あ り 、 埋土は炭化物が混入する黒褐色粘土、 黄褐色粘土

である。

【SB891 建物跡】 ( 1 -第38図、 2 ー 第23 · 24図）

A l 区西半部の第V陪上面で発見 した桁行 2 問、 梁行 2 間の東西棟掘立柱建物跡である。 SB89 0 と 重

複 し 、 それよ り 古 い。 柱穴は 8 基すべて検出 し て お り 、 こ の う ち 北東隅柱穴 ( p 3 ) と 西妻棟通 り 柱穴

( P  8 ) で柱痕跡、 それ以外の柱穴で抜取 り 穴を確認 し た。 方向は北側柱列でみる と 、 西で約 1 度北に偏

し て い る。 桁行は北側柱列で約4.5mで あ り 、 柱間は西よ り 約2.3m、 約2.2m で あ る。 梁行は西妻で約

3.4mで あ り 、 柱間は南よ り 約1.6m、 約 1.8m で あ る。 柱穴の平面形はおおよそ方形で あ り 、 規模は長辺

35 ---40cm、 短辺30---35cm、 深さ 10---48cmである。 埋土は黒褐色粘土や黄褐色粘土が混入する暗灰黄色

粘質土である。 柱痕跡は直径 10,...., 14cmであ り 、 埋土は黒褐色粘土である。

[SB1660建物跡） ( 1  -第39図、 2 ー第26図）

A81 区の第V層上面で発見 した桁行 3 間 、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 SX1663 と重複し 、

それよ り も 新 し い。 東側柱列と 北妻棟通下柱穴 を発見 し、 北東隅柱穴のみ抜取 ら れて い る。 方向は、 東

側柱列でみ る と 、 北で約 3 度東に偏する。 桁行については、 東側柱列で約5.2m、 柱間は南よ り 1.62m、

1.74m、 約 1 .8mである。 梁行柱間は、 北妻 1 間分が約2.lmである。 柱穴の平面形は方形を基調 と し て

お り 、 規模は一辺80---1 02cm、 深さ 50,....,70cmで あ る。 埋土はにぶい黄色粘質土プロ ッ ク を含む黒褐色

土であ る。 柱痕跡は直径 16---20cmの円形である。 南東隅柱穴 （第39 固 p 5) の切取 り 穴 か ら 完形品の土

師器杯 • 高台付皿、 須恵器杯がま と ま っ て 出土している。

【SB1661 建物跡】 ( 1 -第39図 2 ー 第26固）

A8 1 区の第V尼上面で発見した桁行 3 間、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 SX1663 と重複し 、

それよ り も新 し い。 柱穴は南西隅柱穴以外の 9 基を 発 見 し 、 すぺての柱穴で柱痕跡を確 認 し て い る。 方

向は東側柱列でみる と 、 北で 8 度東に偏する。 桁 行 に つ い て は 、 東側柱列で 6.20m、 柱 間 は 南 よ り

2.03m、 2.00rn、 2.17mである。 梁行については 、 北妻で4.78m、 柱間は西 よ り 3.10m、 1.68mである。

柱穴の平面形は方形を基調 と してお り 、 規模は一辺40"' 60cm、 深 さ 50"'70cmである。 埋土は黄色粘質

土ブロ ッ ク を含む黒褐色粘質土である。 柱痕跡は直径20cmの円形である。
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【SB1662建物跡 】(1 -第40図、 2 ー第 25 図）

A81区の第 V層上面 で発見した 桁行 2 間、 梁行 2 間と考えら れ る南北 棟総柱式掘立柱建物跡 であ る 。

SK1651 、 SX1663と 重複し 、 SX1663より 新しく 、 SK1651より古い 。 柱穴は 7 基発見し 、 北 東隅柱穴

南 から 1 間目のみ 抜取ら れており 、 そ れ以外 では 柱痕跡を確認した 。 方向は 、 東側 柱列でみ ると北 で8

度 42分 東に 偏してい る 。 桁行については 、 東側 柱列で3.18m、 柱間は南より 1.62m、 1.56mであ る 。 梁

行については 、 南 妻で 2.69m、 柱間は西より 1.34m、 1.36mであ る 。 柱穴の 平面 形は 長方 形であり 、 規

模は 長辺 80 "' 90cm、 短辺 50,..._,60cmであ る 。 埋土は 、 地 山プ ロ ックを多く 含む暗灰黄色粘質土 であ る 。

柱痕跡は 直径20cm、 深さ 46cmであ る。

【SB2300建物跡 】(1 -第41 圏、 2 ー第 34 図）

A 8 区北部 、 第 V層上面 で発見した 桁行 4 間以 、 梁行 2 間の南北 棟掘立柱建物跡 であ る 。 SB2307 ·

2309、 SI2421と重 複があり 、 そ れらより古い 。 方向は 東側 柱列で、 北 で約 4度 東に 偏してい る。 桁行

は 東側 柱列で約 6.9m、 柱間が北より 約 1.2m、 約 1.5m、 約 2.7m、 約 1.8m であ る 。 梁行 柱間は南 妻 l 間

分が 約 2.0m であ る 。 柱穴は11基発見した 。 平面 形は方 形であ る 。 規模は 長辺 50 "' 80cm、 短辺 18 "'

70m、 深さは 8 "' 35cmであ る 。 調査区外に かかる 2 基以外 全てを 完掘した 。 埋土は 、 黒褐色土 プロック

を 含むオ リ ーブ褐色砂質土 であ る 。 柱痕跡は南東隅柱と 東側 柱列柱南 から 1 間目、 2 間目、 西側 柱列の

北 から 2 間目の 4 基で確認した 。 直径 8 "' 14cmの 円形であ る 。 埋土は均質な 黒褐色土 であ る。 切り取り

穴を 伴ってい る。 埋土は 暗灰黄色砂質土 プロックを 少量 含む黒褐色土 であ る 。 他の 7 基は 抜き取ら れ柱

痕跡は確認 できな かった 。 埋土は北 辺と 東辺の 6 基では 均質な 黒褐色土 で、 ほ かは 暗灰黄色砂質土ブロ

ックを 少紐含む黒褐色土 であ る。 東側 柱列北 から 2 間目で幅 10cm、 長 さ 26cmの 礎板を確 認してい る。

【SB2307建物跡 】(1 -第42 図、 2 ー第 34図）

A 8 区北 部の 第 V 府上面 で発見した 東西 2 間、 南北 2 間の 総柱式の掘立柱建物跡 であ る 。 SB2300、

SI2310 と重複があり 、 そ れより 新しい 。 2時 期の 重複があ る (A → B 期）。

A期 ：方向は 東側 柱列で、 北 で約 7度 東に 偏してい る。 梁行は北 妻で約 2.9m、 柱間が西より 約 1.5m、

約 1.4m であ る 。 桁行は 東側 柱列で約 3.7m、 柱開は北 から 約 2.0m、 約 1.7m であ る 。 柱穴は 9 基発見し

た 。 平面 形は方 形であ る。 規模は 長辺 33"-'52cm、 短辺26,....,50m、 深さは 14"'49cmであ る 。 全てを 完掘

した 。 埋土は 黄褐色砂質土ブロックを 含む黒褐色粘質土 であ る 。 柱痕跡は南 東隅柱、 南 妻棟通で確認し

た 。 直径 18"'20cmの 円形であ る。 埋土は オ リ ープ褐色砂を 含む黒褐色土 であ る。 ほかは すべて抜き取ら

れ確認 できな かった 。 埋土は黒褐色土 ブロックを 含む黄褐色砂質土 であ る 。 南西 隅柱で柱材を確認して

い る。 直径 14cm、 長 さ 20cmであ る。

B 期 ： A 期 と ほぼ同位囮で建て替えたもの であ る 。 方 向は 東側 柱列で、 北 で約 7度 東に 偏してい る 。

桁行は 東側 柱列で 3.44m、 柱間は北 から 1.69m、 1 .71mであ る 。 梁行は北 妻で 2.86m、 柱間は西 から

1.47m、 1.40mであ る 。 柱穴は 9 基発見した 。 平面 形は 不整 形であ る 。 規模は 長軸27,....,57cm、 短軸26

"'38cm、 深さ 16 ,....,43cmであ る 。 全てを 完掘した 。 埋土は 黒褐色土 プロックを 含む黄褐色砂質土 であ る 。

柱痕跡は 9 基す べてで確認した 。 直径 14"-' 24cmの 円形であ る 。 柱材を 残すものもあり 、 北西 隅柱穴で確

認してい る 。 直径 8 cmの 円 形で、 長 さ 8 cmであ る 。 埋土は 黄褐色砂質土 プロックを 含む黒褐色粘質土 で

あ る 。 中央の 柱で礎板を確認してい る 。
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【SB2290建物跡） ( 1  -第43図、 2 ー 第36固）

A 8 区中央部、 第V阻上面で発見 し た東西 2 間以上、 南北 2 間以上の掘立柱建物跡である。 こ こでは

東西棟 と 見て お く 。 SB2316と重複があり 、 それよ り 新 し い。 方向は西妻で、 北で 9 度23分東に偏 し て

いる。 桁行柱間は西よ り 2.32m、 2.52mである。 梁行は西妻で 4.17mであり 、 柱間は北か ら 2.09m、

2.08mである。 柱穴は 5 基発見した。 平面形は方形である。 規模は長辺52- 78cm、 短辺33- 68cm、 深

さ は 28-4l cmである。 全てを完掘した。 埋土は黄褐色砂質土ブロ ックを含む黒褐色粘質土である。 柱痕

跡は 5 基すべてで確認 した。 直 径 1 4- 1 8cmの円形である。 埋土は黒褐色粘質土である。 南西隅柱で柱材

を確認 している。 直径 14cm、 長さ 20cmである。 西妻の南か ら 1 間 目 、 2 間 目 、 南側柱列の西か ら 1 問 目

の 3 基で礎板を確認している。

【SB2316建物跡】 ( 1 -第44図、 2 ー 第36図）

A 8 区中央部、 第V層上面で発見 した桁行5 間以上、 梁行2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 SB2290、

S12231、 SK2293 · 2308、 SD2296 と重複があり 、 S12231よ り 新 し く ほかよ り 古 い。 方向は西側柱列

でみると 、 北で約 2 度西に偏している。 桁行は西側柱列で8.3m以上、 柱間は北よ り 約2.lm、 約2.0m 、

約1.9m、 約2.3mである。 梁行柱間は南妻 1 間分が約2.5mである。 柱穴は 8基発見した。 平面形は方形

である。 規模は長辺 72-1 05cm、 短辺62- 93m、 深さ は29-60cmである。 全てを完掘 し た。 埋土は灰

白色土、 灰黄色土、 オ リ ー ブ褐色砂質土や暗灰色砂質土、 黒褐色粘質土、 黄褐色砂質土などの互層であ

る。 柱痕跡は南東隅柱穴と東側柱列柱 南か ら 1 間 目柱穴で確認した。 直径12- 23cmの円 形である。 埋土

は砂粒を含む黒褐色粘質土である。 他の 6 基は全て抜 取 ら れて柱痕跡は確認できなかった。 抜取 り 穴の

埋土は黒褐色粘質土、 褐灰色粘質土， 黄灰色粘質土、 お よび暗灰黄色砂質土である。

【SB2309建物跡】 ( 2 -第34図）

A 8 区北部の第V層上面で発見した東西 1 問以上、 南北 2 間の掘立柱建物跡である。 こ こ では東西棟

と見てお く 。 SB2300と重複があり 、 それよ り 新 し い。 方向は、 西妻みると 、 北で 9 度2 分東に偏 し て

いる。 桁行柱間は南側柱列の 1 間分が1.84m である。 梁行は、 西妻 1 間分が1.78m である。 柱穴は 4 基

発見した。 平面形は方形である。 規模は長辺40-63cm、 短辺36-5lm、 深さ は18-32cmである。 調査

区外にかかる 1 基を除 いて全てを完掘 し た。 埋土は黒褐色土プロックを含む黄褐色砂質土である。 柱痕

跡は 3 基で確認した。 直径15-20cmの円形である。 埋土は黄褐色砂質土ブロ ッ クを含む黒褐色粘質土で

ある。 南西隅柱穴で礎板を確認している。

(SB2313建物跡】 ( 2 -第35図）

A 8 区北部の第V層上面で発見 し た東西 2 問以上、 南北 1 間以上の掘立柱建物跡である。 こ こでは東

西棟 と見ておく 。 SD2296 と重複があり 、 それよ り 古い。 方向は南側柱列で、 東で 6 度 1 分 北 に 偏 し て

いる。 桁行は南側柱列で 5.16m 以上、 柱間は 、 西よ り 約2.8m、 約 2.3m である。 梁行柱間は西妻 1 間分

が 2.32mである。 柱穴は 5 基発 見 し た。 平面形は方形を基調と している。 規模は長辺45-74cm、 短辺

28- 55m、 深さ は26- 34cmである。 調査区外にかかる 1 基を除いて全てを完掘 し た。 埋土は灰黄色粘

質土ブロ ックを多 く 含む褐灰色粘質土である。 柱痕跡は 4基で確認した。 直径16- 18cmの円 形である。

埋土は褐灰色粘質土である。 南側柱列西か ら 1 間 目の 1 基だけが抜取 ら れていた。 埋土は、 褐灰色粘土

ブ ロ ックを含む灰黄褐色砂質土である。
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【SB2330建物跡】 ( 1 -第53図、 2 ー 第45固）

A98区中央部の第V層上面で発見 し た桁行 7 間、 梁行 3 間の南北棟掘立柱建物跡であ る。 側柱に平行

する 「側柱内の柱列」 を 2 条伴 っ て い る。 SD2329 と重複が あ り 、 それよ り 古い。 側柱はすべて検出 し 、

南妻中央の 2 基を のぞいて柱痕跡も確認 している。 方向は、 東側柱列でみる と北で 0 度 2 1 分西 に 偏 し て

い る。 桁行については 、 東側柱列で1 7.74m、 柱間は北 か ら 3.68m、 2.05m、 2.08m、 2.09m、 2.08m、

2.02m、 3.74mで あ る。 梁行については、 北妻で6.40m、 柱間は西よ り 2.08m、 2.23m、 2.09mで あ る。

「側柱内柱列」 についてみると 、 東列は棟通 り 下よ り やや西側 に あ り 、 その両端はそれぞれ北妻 ・ 西妻に

接する位躍までのびている。 一方、 西列は西側柱列と東列のおおよそ中間 に あ り 、 北妻とそれよ り 1 間

目 の柱穴との間か ら 、 南妻とそれよ り 1 間 目 の柱穴の間までのびている。 東列の柱穴は南妻の柱穴を切

っ てお り 、 工程差を示 し て い る。 柱穴の平面形は方形を基調 と してお り 、 規模は長辺92,..,.., 175cm、 短辺

78- 1 26cm、 深 さ 72,..,.., 120cmであ る。 埋土はにぶい黄褐色土 と黒褐色粘土の互層であ る。 柱痕跡は直径

26,..,..,42cmの 円形で あ り 、 半戟した 5 基の う ち 4 基では柱材が残存していた。 規模は、 直径26,..,.., 34cm、

長 さ 34,..,..,95cmであ り 、 掘 り 方底面よ り 6 "-'40cm沈み込んでいた。 埋土は、 黒褐色粘土も し く は灰黄褐

色粘土である。 南妻の西よ り 1 間 目 . 2 間 目 の柱穴で抜取 り 穴 を確認した。 2 基 と も 掘 り 方の南側か ら

掘 り 込まれている。 埋土には、 炭化物粒、 焼土粒、 黄褐色土粒を含んでいる。 「側柱内の柱列」 の柱穴は

平面形が方形であ り 、 規模は長辺5 5 - 1 20cm、 短辺50,..,..,85cm、 深 さ 1 6 ,..,..,56cmである。 埋土は黄褐色砂

質土プロ ッ ク を含む灰黄褐色土、 黒褐色粘土である。 柱痕跡はすべて抜き取 られてお り 、 中 に は柱痕跡

状のあた り を残 し て い る も の も確認できる。 埋土は炭化物粒 ・ 黄褐色砂質土粒を含む黒褐色粘土である。

【SB2312建物跡】 ( 1 -第52図、 2 ー 第 3 1 固）

A82区中央部、 第V層上面で発見した桁行 2 間以上、 梁行 3 間の南北棟掘立柱建物跡であ る。 側柱に

平行する 「側柱内柱列」 を 2 条伴 っ てお り 、 SB2330と同様の構造 を も つ 建物跡である。 SX2453と重複

があ り 、 それよ り 古 い。 方向は、 南妻でみる と東で 1 度 15分南 に偏 し て い る。 梁行は南妻で 6.45m であ

り 、 桁行柱間は、 西側柱列で北よ り 2.14m、 3.50mである。 側柱の平面形は方形を基調 と し て お り 、 規

模は長辺 1 14-210cm、 短辺90- 150cm、 深さ は58,...., 1 04cmであ る。 全て を完掘 し た。 埋土はにぶい黄

褐色土と黒褐色粘土の互層である。 すべての柱穴で柱材が残 存 し てお り 、 規模は、 直径24,..,..,38cm、 長さ

45,..,..,79cmで あ る。 いずれ も 掘 り 方底面よ り 35,..,.., 70cm沈み込んでい る 状況を確認す る こ とができた。 柱

痕跡埋土はわずかに炭化物粒を含む黒褐色粘土である。 南西隅、 西側柱列南か ら 1 問 目 、 東側柱列南か

ら 1 間 目 の各柱穴で切取 り 穴 を確認した。 埋土は、 いずれも上層 に炭化物粒 ・ 焼土粒 ． 灰を含んでお り 、

特に後者において顕著である。 「側柱内柱列」 の柱穴においては、 平面形は方形であ り 、 規模は長辺70,...,_

108cm、 短辺70,..,.., 77 cm、 深 さ 1 5 ,..,..,43cmであ る。 東列の方向は、 北で約 5 度東 に 偏 し て い る。 埋土は 、

黒褐色土ブロ ッ ク を含む黄褐色土である。 柱は柱痕跡状 に あ た り を残 してすべて 抜 き 取 ら れ て い た。 抜

取 り 穴埋土は灰黄褐色土、 黄褐色土粒を含む黒褐色土である。

【SX2331】 ( 1 ー 第54図 2 ー 第45図）

A区98区西半部の第V府上面で発見 した溝状の く ぽみである。 SD2329 と 重複 して お り 、 それよ り 古

い。 SB2330 を は さ んでSX2332 とはおおよそ対象の位置にある こ と か ら 、 SB2330 に関わる施設 と み ら

れる。 い く 層 に も わ た る 部分的な堆租層 に よ っ て構成される。 平面形は溝状で、 断面形は浅い皿状であ
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る 。 規模 は、 上 幅 l .25-3.60m、 長さ 19.0m、 深さ 28cmである 。 埋土 は、 a層が 黄色土 ブロ ッ ク を含む

黒色粘土 、 b層の上層が 灰を含む灰黄褐色粘土(1 -第54図 北 l層 、 南 l 屈）、 下層が 黒褐色砂質土 を

わずかに 含む灰黄褐色粘質土 （北 2層 ） 、 C 貯が 黒褐色粘土（南 2層 ） 、 d層の上層が 黄褐色砂質土ブロッ

ク を黒褐色粘土（南 3層 ） 、 下層が 黒褐色粘土プロッ ク を含む黄褐色砂質土（北 3層 、 南 4層）、 e 府が

炭化物 粒や少 量の 黄色砂質土ブロ ッ ク を含む灰黄褐色粘質土 、 f 僭の上 庖が 炭化物 粒や 黄色砂質土プロ ッ

ク を含む灰黄褐色粘質土 （北 4 尼）、 下府が 炭化物 粒や 黄色砂質土プロッ ク を大きく多 量に 含む灰黄褐色

粘質土 （北 5 府） 、 g層が 黒褐色土 である 。 迫物 は、 鼈形土器が 出土し ている 。

【SX2332】 ( 1 ー第 54図、 2 ー第 45図）

A98 区東部の第V層上 面で発見したく ぼみ であ る 。 SD2329 と重複があり それより 古い 。 SX2331 と

SB2330 を はさ んで平 行に位置し ている ことから SX2331 と ともに SB2330の施設 と見られる 。 A82 区

SB2312 と SX2327 、 2328でも 同 じ関係 と見られる 。 平面形は、 西 辺が 直線 的、 東辺が 緩やかな 弧を描

い ている 。 断 面形は浅い 皿状であり 、 規模 は長軸8.7m、 短軸2.7m、 深さ 12cmであ る 。 埋 土 は 、 1層が

黄褐色砂質土 をわずかに 含む灰黄褐色粘質土 、 2 府が 黒褐色粘質土 プロ ッ ク 黄褐色砂質土ブロッ ク を含

む灰黄褐色粘質土 である 。

【SB2390建物 跡】

A97 区で発見した 桁行 6間以上 、 梁行 2間の南 北棟掘 立柱建物 跡であ る 。 第IV層に 覆われ ており、 第

V層上 面で検出した 。 北 妻は旧 砂押川によっ て大きく 破壊され ており 、 確認 できたの は 、 両側 柱列とも

5間分 である （註） 。 北 辺を除く各 辺では雨 落溝も 発見した 。 SD2393、 第IV尼上から掘り 込まれた南北に

長い土 壊状の 落ち込みや SI2399 と重複し ており 、 前二者より 古 く 、 後者より 新しい 。 南西 隅柱穴、 南

妻棟通 柱穴、 西側 柱列の南より 1間目柱穴では一度 柱 を 据えなおし ている 状況を確認し ている 。 検出し

たす ぺての 柱穴で柱あるい は柱痕跡を確認し ており 、 方向 は東側 柱列でみる と北 で 0度 28分東に 偏し て

おり 、 おお むね南北 発掘 基準線 と 一致し ている 。 桁 行 柱間 は 、 東側 柱 列 で南より 3.00m、 2.94m 、

2.94m、 2.98m、 2.91m、 西側 柱列で南より 6.04m、 3.02m、 2.92m、 3.00m ( 2間 分） であ る 。 梁行

につい ては、 南 妻で6.l l mである 。 軒の出 は、 東西 両側 柱 とそれ ぞれの雨 落溝中心との間 隔から 約 1.9m

と推定される 。 柱穴の 平 面形は方 形を基調にするものと 円 形に 近いもの とがあ る 。 前者 は、 大きなもの

で長辺 1.9m、 短辺 1.6m、 小さなもの で一辺 1.4m である 。 後者 は大きなもの で直径約 2.0m、 小さなも

の で直径約 1.6m である 。 本建物に つい て は、 南 妻、 東側 柱列の南から 1 · 2間目柱穴、 西側 柱列の南か

ら 1間目柱穴に つい て載ち割り調査 を実施したと ころ 、 南 東隅柱穴 と それより I · 2間目の 柱穴では柱

材が 良好に 残存し ていた 。 規模 は直径32cmであり 、 手 斧痕が明 瞭に 残っ ている 。 い ずれの 柱も掘り方 底

面より 沈み 込んでおり 、 南 東隅柱穴では約 30cm、 南 妻より 1間 目の 柱穴では45cm、 2間目の 柱穴 で は

20cmと大きく 沈み 込んだ 状態が確認 できた（ 図版42) 。 一方 、 南西 隅柱穴、 南 妻棟通 柱穴、 西側 柱列の

南より 1間目柱穴な ど一度 柱 を据え 直し ている 柱穴では柱材は残存し ていなかったが 、 礎板の 上に 据え

られた 状態 を確認する ことが できた 。

（註） 本建物跡と柱筋を揃えてその北側に位趾するSB2389 との間隔を、 B プ ロ ッ ク のSBIOOO とSB1010の間隔と同様に約 5 m と想定すると、
本建物跡は桁行 7 間の可能性がある （多賀城市教育委員会 『市川橋造跡― 第23 · 24次調査報告芍ー 』 多賀城市文化財調査報告聾第55集
1999)。
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【SB2389建物跡】

A97区の第V層上面で発見した南北棟掘立柱建物跡であ る。 旧砂押川によって大き く 破壊 さ れてお り 、

検出できたのは南妻の南東隅 と棟通下柱穴、 南妻よ り 1 間 目 の両側柱列の柱穴である。 棟通下柱穴は抜

き 取 られていたが、 他の柱穴では柱痕跡を確認した。 両側柱列の柱穴は、 その南側にあるSB2390両側柱

列の柱筋上にあ り 、 方向はSB2390 と 同 様 と み ら れる 。 桁行柱間は 、 東側柱列の 1 問分が2.96m、 梁行

は南妻よ り 1 間 目 でみる と 6.07mであ る。 柱穴の平面形は丸みを帯びた方形を呈してお り 、 大 き な も の

で長軸2.2m、 短軸 2.0m、 小 さ な も ので長軸 0.8m、 短軸 0.7m である。 柱痕跡は直径1 5"'-20cmであ る。

【SD2391雨落溝】

A97区のSB2390 の南辺を巡る雨落溝である。 第V層上面で検出し、 SB2390構築後、 南東隅柱穴の埋

土 の一部 を 切 っ て掘 削 さ れ て い る 。 SB2390棟通柱穴 の 南側か ら 9 区の 東壁付近 ま で延びて お り 、

SD2398南北溝と交差している。 方向はおおむねSB2390 の南妻と 一致 してお り 、 規模は上幅約0.4m、

深 さ は 5 cmである。

(SD2392 雨落溝】

A97区のSB2390の西辺を巡る雨落溝である。 第W層に覆われて お り 、 第 V 府上面で確認した。 検 出

できたのは、 第W恩 に直接覆われる と こ ろ か ら 南側へ約 1 1.6m で あ る。 方向は、 おおむねSB2390の西

側柱列の方向と一致 している。 規模は、 上幅約0.9m、 深 さ 約25cmである。 埋土は黒褐色砂質土で、 上層

には壁材 （窃入 り 粘土） を含む多量の焼土ブロ ッ ク が堆積している。

【SB2161 建物跡】 ( 1 -第57図、 2 ー第40 · 44固）

A 9 区中央部の第V層上面で発見した桁行 3 間、 梁行 2 問の掘立柱建物跡である。 西側柱列が調査区

西壁にかかっ て い る。 SX2 1 62整地層 と重複してお り 、 それ ら よ り 新 し い。 ほぼ同位匹で 2 時期の変遷

が確認された。 以下に個別に説明する。

A 期 ： B 期柱穴に大 き く 壊 さ れて い るため 、 柱位置がわかる ものはない。 柱穴の平面形は概ね方形で

あ り 、 柱穴の規模は残存 している もので、 長辺40,,...., 74cm、 短辺36,,...., 62cm、 検出面か ら の 深 さ は 12"'-36

cmである。 埋土はにぶい黄色粘質土プロ ッ ク を含む暗灰黄色粘質土である。

B 期 ： 方向は東側柱列の北で約 1 度東へ偏 し て い る。 桁行は東側柱列で総長約5.35m、 柱間は南よ り

1.40m、 約2.lm、 1.85mである。 梁行は北妻で総長約4.4m、 柱間は西よ り 約 2.3m、 2.10mである。 柱

穴は調査区内で 6 基、 調査区西壁で 4 基発見した。 柱穴の平面形は方形である。 規模は長辺40,,....,70cru、

短辺32"'-68cm、 検出面か ら の深さ は26 ,,....,50cmである。 掘 り 方埋士は、 にぶい黄色粘質土を多量に含む

黒褐色粘質土であ る。 柱痕跡は西側柱列、 南東隅柱か ら 北へ 1 間 目 をのぞく 全ての柱穴で確認した。 直

径 1 2 ,,...., 1 8cmの円形であ り 、 埋土は黒色～黒褐色粘土である。 なお、 北東隅柱穴 ( p 5 ) では柱材が残存

してお り 、 その長さは28cmである。 柱痕跡の無い柱穴では柱の抜取 り 穴 を確認した。 埋土はにぶい黄色

粘質土を多量に含む暗灰黄色粘質土であ る。

【SB1668建物跡】 ( 1 -第58図 · 2 -第52囮）

A l l 区東半部のSXl 7 1 5 上面で発見した東西 3 間、 南北 2 間以上の掘立柱建物跡である。 柱穴は 6 基

検 出 し てお り 、 柱はすぺて抜き取られていた。 方向は東西方向の柱列でみる と 、 西で約 2 度北 に 偏 し て

いる。 建物の規模は東西方向の柱列で約7.5m で あ り 、 柱間は西よ り 約 2.6m、 約2.5m、 2.4mである。 柱

38 



穴の平面形はおおよそ方形であり、 規模は長辺60,....., 75cm、 短辺54,.....,70cm、 深 さ 42 ---- 58cmである。 埋

土は暗灰黄色砂質土が混入する黒褐色粘質 土である。 柱痕跡は直径20,.....,22cmであり、 埋土は黒褐色粘土

である。 また、 東西方向の柱列の西から 1 間 目 柱穴 ( P 4 ) と 2 間 目 柱穴 ( p 3 )で礎板を確認した。

遺物は、 柱穴埋土や抜取り穴から、 製塩土器をはじめ少凪の土器類が出土している。

【SB1669建物跡】 (1 - 第59図· 2 -第54図）

Al l 区中央部のSXl 7 1 6上 面で発見した桁行 2 問以上、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 柱穴

は 5 基検出しており、 柱はすべて抜き取られていた。 方向は南妻でみ る と 、 西で約 3 度北に偏している。

梁行は南妻で約5. 5m であり、 柱間は西より約2. 8m、 約 2. 7m である。 柱穴の平面形は方形あるいは楕円

形であり、 規模は方形の ものが長辺70,.....,90cm、 短辺68,....., 75cm、 楕円形のものが長径107cm、 短径95cm、

深 さ 32 ,....., 60cmである。 埋土は、 いずれも炭化物、 にぶい黄色土が多凪に混入する黒褐色粘土 ・ 暗灰黄色

粘土である 。 また、 南東隅柱穴 ( P 2 ) と南妻棟通り柱穴 ( P 3 ) で礎板を確認した。 遣物は、 柱穴埋土

や抜取り穴から多 く の土器類が出土している。 こ の う ち 、 抜取り穴から須恵系 土器杯が出 土している ほ

か、 須恵器杯にはヘ ラガキ土器 「一」 や、 油煙付着土器もある。 また、 少量の製塩 土器も出土している

(SB1670建物跡】 ( 1 - 第59図 . 2 -第54図）

Al l 区西半部のSXl 716上面で発見した桁行 2 間以上、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 柱穴

は 6 基検出 しており、 こ の う ち 南東隅柱穴 ( p 7 )、 南妻棟通り柱穴 ( p 8 ) 、 西側柱列南より 1 問 目 柱

穴 (Pl O)で柱痕跡を確認した。 それ以外の柱穴には柱抜取り穴があり、 いずれ も埋土中 に焼土や地山

プロ ックが混入している。 方向は南妻で み る と 、 西で約 5 度北に偏している。 梁行は南妻で約5. 5m であ

り、 柱間は西より約2. 8m、 2. 70m である。 柱穴の平面形は方形であり、 規模は長辺42,.....,62cm、 短辺38

,....., 50cm、 深 さ 28----32cmである。 埋土は炭化物、 にぶい黄色土が多呈に混入する暗灰黄色粘質土、 黒褐

色粘質土である。 追物は、 柱穴埋土や抜取り穴から、 少量の土器類や緑釉陶器椀 （或いは皿） 、 製塩土器

が出土している。

(SB1857建物跡） ( 2  -第55図）

Al l 区西半部のSXl 7 1 6 上面で発見した桁行 3 間以上、 梁 行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である 。

SK1698 と重複し、 それらより古い。 同位證で 2 時期の変遷を確認している ( A→ B 期） 。

A期 ： 南妻が B 期の柱穴によって大き く 破壊 さ れているものの 、 計 6 基の柱穴を検出した。 こ の う ち

東側柱列南から 1 間 目の柱穴と 西側柱列南から 1 間 目 . 2 間 目 の柱穴で柱抜取り穴を確認した。 柱穴の

平面形は方形であり、 規模は長辺60.....,80cm、 短辺55,....,?0cm、 深 さ 1 8 ---- 30cmである。 埋 土は炭化物、

にぶい黄色土が混入するにぶい黄褐色土 、 黒褐色粘質土である。

B 期 ： A期 と ほぼ同位置で建替えたものである 。 柱穴は 8 基検出しており、 こ の う ち 南妻で柱痕跡 、

東側柱列南から 1 間 目 . 2 間 目の柱穴 と 西側柱列南から 1 間 目 の柱穴で柱抜取り穴を確認した。 方向は

東側柱列でみ る と 、 北で約14度北に偏している。 桁行は東側柱列で3. 7m 以上であり、 柱間は南より約

1. 7m、 約2. 0m である。 柱穴の平面形は方形であり、 規模は長辺60---- 75cm、 短辺50----70cm、 深 さ 24.....,

45cmである 。 埋土は炭化物、 にぶい黄色土プロックが混入するにぶい黄褐色土、 黒褐色粘質土である。

遺物は、 柱穴埋土や抜取り穴から、 少伍の土器類が出土している。 こ の う ち 、 須恵器杯にはヘラガキ土

器 「一」がある 。
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3 柱 列 跡

[SA897柱列跡 】(1 -第 37 図、 2 ー第 23 · 24図）

A l区西 端部の第 V 尼 上面 で発見した東西方 向の 柱列跡 で、 長さ 約 5.9mにわたっ て検出した 。 柱痕跡

は確認 できなかったが 、 人 為的に埋め 戻された埋土 とそれ より も新しい溝跡が 同位置で重複するこ と か

ら 、 前者を掘り方埋土 、 後者を 柱抜取り 穴 と考え 、 柱列跡 と推 定した 。 SI894 と重複し 、 それ より も古い 。

方向は 、 北で約 1度東に 偏し ている 。 掘り方の規模は 上幅 約 0.9m、 下幅 約 0.7m、 深さ 0.3m であ る 。 断

面 形は 逆台形を 呈し ており 、 壁は 垂直に上がっ ている 。 埋土はに ぶい 黄橙色が 小プロッ ク 状に多 屈に 混

入する 黒褐色粘土 であ る 。 柱抜取り 穴は埋土は 2層に大 別できる 。 1層は 褐灰色粘土が 斑状に 混入する

浅黄色砂質土 、 2層は 浅黄色砂質土 、 に ぶい 黄橙色粘土が 斑状に 混入する 黒褐色粘土 である 。

4 竪穴住居跡

【SI894竪穴住居跡 】 (2 -第23 · 24図）

A l区西 端部の第 V 園上面 で発見した 竪穴住居跡 であり 、 北 半部は調査区 外に 延びている 。 上面 での

削平が 著し く 、 検出した 段階で床面が 蕗出し ていた 。 SA897、 SB889 と重複し 、 前者 より も新しく 、 後

者 より も古い 。 平面形は方形 であり 、 規模は 、 東西 3.6m、 南北 2.4m以上 であ る 。 方 向は 、 南 辺 でみる

と西 で約 9度北に 偏している 。 床面は 、 黒褐色粘土が 混入するに ぶい 黄色粘質土の 貼床であ る 。 残存す

る 床面の 厚さは 2 ...._, 14cmである 。 カ マ ド・ 周溝 ． 柱穴に つい ては確認 できな か った 。

【SI1664竪穴住居跡 】(1 -第45図、 2 ー第 28 図）

A42区東 半部の SX1667河川跡埋 土上 で発見した 竪 穴住居跡 である 。 第 W層に 覆われる 。 平面形は方

形 である 。 方向は 、 南 辺 でみる と西 で約 7度 北に 偏し ている 。 ほぼ全面に 貼床を確認し 、 床面上 では カ

マ ドを検出した 。 カ マ ドは前端幅 50cm、 奥行き 50cmであり 、 燃焼部は 床面 より 5 cm窪ん でいる 。 煙道は

長さ 0.94m、 幅 22cmであり 、 煙出し付近は 崩落に より大 きく窪ん でいる 。 埋土は 、 炭化物を 含むオ リ ー

プ褐色砂質土 である 。

(SI2291 竪穴住居跡 】 ( 2 -第37 固）

A 8区 中 央部の第 V 府上面 で発見した 竪 穴住居跡 であ る 。 SB2316、 SK2293 · 2308と重複があり 、

それら より古い 。 平面形は方形 であ る 。 東 、 北辺は 後 世の 削平で失われ ている 。 周溝 と 床の 一部を 残す

のみ である 。 2 時期の重複がある (A → B 期）。

A 期 ：方向は 、 西 辺 でみる と 、 北 で約 2度西に 偏し ている 。 規模は 、 南 北 1.8m、 東西 0.6m以上 であ

る 。 床面は 、 地 山面 である 。 周溝は西 辺 で確認した 。 上幅 16......,24cm、 深さ 2 ...._, 3 cm。 埋 土は 褐色土プロ

ックを 含む灰白色土 である 。

B 期 ：方向は 、 西 辺 でみる と 、 北 で約 1度西に 偏し ている 。 規模は 、 南 北4.7m、 東西 4 m以上 である 。

床面は 、 ほ と ん どが地 山面ま で削平され ているが 一部貼り 床を確認した 。 周溝は西 辺 と南 辺 で確認して

おり 、 上幅 12 -40cm、 深さ 3 - 1 0cm、 埋 土は 褐灰色土であ る 。 遣物は 、 B 期周溝 より 製塩土器が出 土

し ている 。

【SI2292竪穴住居跡 】 ( 2 -第 36図）

A 8区 中央部の第V層上面 で発見した 竪穴住居跡 である 。 SB2316 と重複があり 、 それ より古い 。 平面
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形は方形である。 西辺は調査区外に延びている。 方向は、 東辺で、 北で約 4 度西に偏している。 規模は、

南北 5.4m、 東西4.4m 以上である。 床面は全面が褐色土ブロ ックを含む灰黄色土の貼床である。 床面上

で周溝、 柱穴、 カ マ ドを確認 し た。 周溝は東辺と北辺で確 認 し た。 そ の う ち東辺の周溝は一部途切れて

いる。 規模は上幅1 5"'25cm、 深さ 4 ,...., 9 cmである。 柱穴は 1 基確認した。 主柱穴と見られ、 3 時期の重

複を確認した。 平面形は円形と方形であり 、 規模は、 A 期で直径33cm、 B 期は長辺 50cm、 短辺48cm、 C

期は長辺62cm、 短辺40cmである。 カ マ ドは、 東辺南寄 り に敷設 さ れている。 周溝の途切れた問に焼面と

その外側に煙出 しと見られる小穴を確認 したのみである。 焼面は周溝ラ イ ン よ り 30cm東側に張 り 出 して

い る。 長辺60cm、 短辺36cm、 深 さ 3 cmである。 埋土は、 炭化物 ・ 焼土ブロ ックを含む褐灰色土である。

煙道は不明であるが、 煙 出 し は 、 カ マ ド焼面から 70cm外側で確認した。 規模は、 長軸49cm、 短軸28cm、

深さ 1 2cmである。 埋土は、 1 層が炭化物粒を含む褐灰色土、 2 層が炭化物粒を少伍に含む灰オ リ ープ色

土、 3層が焼土プロックや黄褐色土プロ ッ クを含む褐色土である。

【SI2310竪穴住居跡】 ( 2 -第35図）

A 8 区中央部、 第V層上面で発見し た竪穴住居跡である 。 SB2300 · 2307と重 複があり 、 それらよ り

古い。 平面形は方形である 。 北辺は削平されている。 方向は、 南辺でみる とお お よ そ発掘基準線と一致

している。 規模は、 南北3.64m 以上、 東西4.26m である。 床面は壁際に沿って60"'1 00cm幅を残すのみ

である。 周溝は東 ・ 西 ・ 南辺の床面上で確認した。 規模は上幅 1 2"-'28cmである。 柱穴、 カ マ ドなどの施

設は確認していない。

【SI2419竪穴住居跡】 ( 2 -第39図）

A 8 区南半部の第V層上面で発見し た竪穴住居跡である。 平面形は方形である 。 東辺と北辺の一部は

調査区外に延びている 。 方向は、 西辺でみる と北で約 2 度東に偏 している。 規模は 、 南北 4.4m、 東西

4.25m である。 床面は西辺と南辺の壁際で幅1.3 ,...., 2.4m の範囲で残存していた。 床面上で周溝、 柱穴、

カ マ ドを確認 した。 周溝は西辺のみで検出 し 、 規模は上幅約1 5cmである。 柱穴は 2 基確認した。 平面形

は方形であり 、 規模は、 長辺55"-' 58cm、 短辺42"-' 52cmである。 柱は 2 基とも抜き取られていた。 カ マ

ドは、 北辺西寄 り に敷設されたと見られ、 幅40cm、 長さ 1 50cmの焼面を確認 した。

【SI2420竪穴住居跡】 ( 2 -第29図）

A82区西半部の第V層上面で発見 した竪穴住居跡である。 平面形は方形である。 北辺以外はほとんど

が調査区外に延びている。 方向は、 北辺でみると東で約 1 度北に偏している。 規模は、 南北1.55m以上、

東西4.35mである。 床面は貼床であり 、 その上面で周溝を確 認 し た。 規模は上幅約 1 0"-' 1 2cm、 深 さ 1 0

cmである。 柱穴、 カ マ ド その他の施設は確認していない。

5 井 戸 跡

【SE2315井戸跡] ( 1  -第46図、 2 ー第30図）

A82区中央部、 第V層上面で発見した井戸跡である。 SD231 8と重複があ り 、 それよ り 新 し い。 井戸

側は掘 り 方 の 中央に配 さ れ、 内法は、 東西78"-' 85cm、 南北 82cmのほぼ正方形である。 構造は、 掘 り 方

内に縦板を据え、 内側で横木をはめ込んで背面の縦板を支えている縦板組である。 側板の規模は長さ65

- 90cm、 幅約30- 50cm、 厚 さ 約 5 ......, 8 cm、 横木は長さ 80cm以上、 幅 6 ...__, 1 2cmである。 埋土は 6 層が
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少 量の灰白色火 山灰プロック と多 磁の木屑を 含む暗青灰色粘土 、 7 庖が少 量の灰白色火 山 灰 ブロック と

多 伍の木屑を 含む青灰色砂質土であ る 。 8 陪は多 量の灰白色火 山灰プロック と少 最の淡黄色粘土を 含む

黄灰色粘土 、 9 阿が多 量の灰白色火 山灰プロック と少 呈の淡黄色粘土を 含む褐灰色粘質土であ る 。 掘り

方 の平面形は 隅丸方形で 、 壁は 垂直に 立ちあが る 。 規模は 、 検出面で東西 1.73m、 南北 1.55m、 深さ

1.37mであ る 。 切取り 穴は掘り方 よりも大きく東に 張り出し 、 側 板を 切取 っ てい る 。 埋土は 1層が 炭化

物 粒を 含む黒褐色粘土 、 2 庖が 灰白色火 山灰プロック と少 量の淡黄色粘土を 含む灰黄褐色粘土 、 3 恩が少

量の灰白色火 山灰ブロック 、 多 星の黄灰色土 ブロックを 含む淡黄色粘土であ る 。 追物は 、 切取り 穴より

須恵系土器 杯が出土 し てい る。

(SE2421 井戸跡 】(1 -第47図、 2 ー第 23 · 34図）

A 8区北 部の第V 恩上面で 発見した井戸跡であ る 。 SB2300、 小溝群 と重複があり 、 それら より 新しい 。

井戸側は掘り方 の中央に配され 、 内法は東西 80cm、 南 北80cmの 正方形であ る 。 構 造は 、 掘り方 内に 4 本

の支柱を 立て、 それぞれに横 木をわたし 、 各 辺 背面 の縦板を 支え てい る縦板組であ る 。 側 板は 長さ 1 1 8

,...., 1 50cm、 幅 約 30cm、 厚さ 約 2.5cm、 支柱は 長さ 140,...., 180cm、 直径 8 ,...., 18cm、 横 木は 直径 6 cmであ る。

埋土は少 量の炭化物 粒・少 品の焼土 粒を 含む黒褐色粘土で 、 中 ほ どに多 量の石を 含んでい る(4層 ） 。 掘

り方 の平面形は方形で 、 検出面では 長辺 3.0m、 短辺 2.7mであ るが 、 一段下がった部分では 、 中段上幅

で東西 140cm、 南北 140cmの正方形であ る 。 壁はおお むね垂直に 立ちあが っ ており 、 深さ 2.06mであ る 。

埋土は上層が 黄褐色粘土 ブロックを多 品に 含む浅黄色粘土 ( 5 ,...., 6、 8 ,...., 9 陪） 、 下陪が 黄褐色粘土大プ

ロックを多 紐に 含む浅黄色粘土や 植物造存 体を多 量に 含む暗青灰色粘土であ る(7、 10層 ） 。 井戸側周辺

におい て切取り 穴を確認した 。 埋土は 1層が 灰黄褐色粘質土 、 2層が 灰白色火 山灰、 3層が少 量の炭化物

粒少 量の焼土 粒を 含む黒褐色粘土であ る 。 造物は 、 切取り 穴より 須恵系土器 台付鉢が 、 井戸側内埋土 よ

り 斎串が出土し てい る 。

【SE2299井戸跡 】 ( 1 -第48図 2 ー第 37屈）

A 8区中央部の第V層上面で 発見した井戸跡であ る。 SD2298、 SX2308、 と重複があり 、 それら より

新しい 。 井戸側は掘り方 の中央に 配され 、 内法は上端で 、 東西 60,...., 62cm、 南北 66cmの ほぼ正方形であ

る 。 井戸側 の構 造は 、 横 板を組んで 積み上げた 井篭組であ る 。 側 板は 、 長さ 約 90cm、 幅 約 1 5 ,...., 35cm、

厚さ 約 2.5cmであ る 。 南面では 1 本だけ 丸太材が 使われ ており 、 直径 12cm、 長さ 82cm以 上であ る。 埋土

は 灰 白 色 火 山灰 、 地 山 ブロックを 含む灰褐色粘質土であ る 。 掘り方 の 平面形は方形で 、 規模は 、 東西

2 m以 上、 南 北2.2m、 埋土は地 山ブロックを多 量に 含む黒褐色粘質土であ る 。 井戸側周辺に 切取り 穴が

あり 、 側 板を 切取っ てい る 。 埋土は 灰 白 色火 山灰、 地 山プロックを 含む灰褐色粘質土であり 、 側 内部 と

ともに 一度に埋め 戻されたも の と見られ る 。 遺物は 、 切取り 穴や側 内埋土 より 須恵 系土器 杯、 灰釉陶器

椀、 製塩土器が出土し てい る。

【SE2314井戸跡 】(1 -第49 図 2 ー第 39図）

A 8区南 半部 の第 V 屈上面で 発見した 井戸跡であ る 。 南西部が調査区外に 延び るため ほぼ半分 検出し

たに と どまった 。 井戸側は掘り方 の中央に 配され 、 内 法は上端で 、 東西 50cm以上 、 南北 70cm以上であ る 。

井戸側 の構 造は 、 掘り方 内に 縦板を 据え 、 杭で 支えた 縦板組であ る 。 埋土は少 量の灰色砂を 含む黒褐色

砂、 お よび 黒褐色粘質土であ る ( 5層） 。 掘り方 の 平面形は 不整形で 、 規模は 、 東西 2.2m以 上 、 南 北
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2.2m以上、 埋土は灰黄褐色粘土プロ ックを含む黒色砂質土である ( 6 ,.._, 9 層） 。 井戸側周辺に切取 り 穴

を確認 し た。 埋土は 1 層が灰 白色火山灰プロ ッ クを含む黒褐色粘土、 2 層が多伍の炭化物粒を含む黒色

土、 3 層が灰白色火山灰プ ロ ッ クや炭化物粒を含む黒褐色土、 4 層が灰オ リ ーブ粘土プロ ックを含む黒色

砂質土である。 追物は、 切取り 穴 よ り 須恵系土器台付鉢、 掘 り 方よ り 製塩土器が出土 している。

【SE2148井戸跡】 ( 1 -第62図、 2 ー 第40 · 42図）

A 9 区北部の第W恩上面で発見 した井戸跡である。 他の遺構との重複はない。 縦板組みの井戸側を備

えている。 井戸側の上部は抜取 り 穴 に よ っ て壊 さ れている。 抜取り 穴の平面形は南北にやや長い円形で

ある。 規模は長径1.06m、 短辺 l .Om、 深 さ 0.72m である。 抜取り 穴の埋土は 2 層に細分 さ れ、 1 恩は灰

白色火山灰粒を含む黒褐色砂質土、 2 層は灰白色火山灰をプ ロ ック状に含む黒色砂質土である。 掘 り 方

の平面形は南北にやや長い方形であり 、 規模は長辺 1.92m、 短辺 1.82m、 検出面か ら の深さは 1.62m で

ある。 壁は上端部がやや開く が底面へ急角度に下がっている。 掘 り 方埋土は黒褐色砂質土である。 井戸

側は 、 四隅に丸杭の支柱を立て、 縦板を各辺に 2 - 3 枚並べ、 直径 6cmの丸材を横桟として支柱に渡し 、

縦板をおさ える構造となっている。 縦板の規模は、 長さ 0.8-1.lm、 幅20-42cmである。 井戸側の内法

は南北0.6m、 東西0.86mである。 遺物は土器類をは じめ、 緑釉陶器椀、 灰釉陶器瓶、 須恵系土器杯、 製

塩土器、 木製品では挽物合子、 下駄、 円形の曲物などが出土している。

【SE2149井戸跡】 ( 1 -第64図 2 ー第40 · 43図）

A 9 区 中央部の第W層上面で発見した井戸跡である。 他の造構との重複はない。 ほぽ同位謹で 2 時期

の変遷がある。 (A → B 期）

A 期 ： B 期に大き く 壊さ れてお り 、 掘 り 方の一部を確認し た。 残存する掘 り 方の規模は東西1.6m 以上、

深 さ 0.6m 以上である。 埋土はにぶい黄色粘質土をプロック状に含む黒褐色砂質土である。

B 期 ： A 期とほぼ同位置に作られてお り 、 横板組みの井戸側を備えている。 井戸側の上部は抜取 り 穴

によ って大き く 壊 さ れている。 抜取り 穴の平面形は東西にやや長い円形であり 、 規模は長径1.85m、 短

辺1.6m、 深さ 0.9mである。 抜取り 穴の埋土は 2 陪に細分され、 1 府は灰白色火山灰をプロ ック状に含む

灰色砂質土、 2 陪は 炭化物を含む黄灰色粘質土である。 掘 り 方の平面形は東西にやや長い方形であ り 、

規模は長辺2.39m、 短辺2.14m、 検出面からの深 さ は 1.63mである。 断面形は漏斗状を呈 してお り 、 上

部はやや開 く が、 底面へ急角度に下がっている。 掘 り 方埋土はにぶい黄色粘質土ブロ ックを少量含む黒

色砂質土である。 井戸側は各辺 4 - 6 枚の横板を組み合わせた横板組みであ り 、 内法は東西0.7m、 南北

0.6m である。 底面 には方形の曲物が据え られてお り 、 その規模は長辺42cm、 短辺32cm、 高 さ 8 cmであ

る。 井戸側内埋土は炭化物、 植物迪存体を多量に含む黒褐色粘土である。 遣物は土器 類をは じ め 、 須恵

系土器杯・鉢、 製塩土器、 木製品では横櫛、 斎串、 円形の曲物などが出土している。

【SE2165井戸跡】 ( 2 -第40 · 44図）

A 9 区南半部の第N層上面で発見 した素掘り の井戸跡である。 他の遺構との重 複はない。 平面形は円

形であ り 、 規模は直径 0.86m、 深さ 0.83mである。 壁はやや急角度で立ち上がっている。 遺物は土器類

をはじめ、 製塩土器などが出土している。

【SE2150井戸跡】 ( 1 -第63図 、 2 ー第40 · 42図）

A 9 区北部の第W陪上面で発見した井戸跡である。 SD2151と重複 してお り 、 それよ り 古 い。 井戸側の
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構 造は横 板組み であ る 。 井戸側の 上部は 抜取 り 穴に よっ て壊 され てい る。 抜取 り 穴の 平面形は東西にや

や 長い 楕 円形 であ る。 規模は 長径2.2m、 短径2.lm、 深 さ l.lmであ る 。 抜取 り 穴の 埋土は 4層に 細分 さ

れ 、 1層は 炭化物 を少量 含む黒褐色砂質土 、 2 阿は 灰白色火 山灰をブロック 状に 含む黒褐色砂質土 、 3層

は 炭化物 、 焼土 を含む黒褐色砂質土 、 4 恩は 炭化物 を 少量 含む黒褐色粘土 であ る 。 掘 り方の 平面形は東

西にやや 長い方形 であ り 、 規模は 長辺 2.89m、 短辺 2.03m、 検 出面 からの 深 さは 1.92m であ る 。 壁は上

端部がやや 開い てお り 、 断面形は 漏斗状であ る。 掘 り方 埋土は 3層に 細分 され 、 1層はに ぶい 黄色粘質

土 をプロック 状に 含む黒褐色粘質土 、 2層は 黒色粘土 、 3層はに ぶい 黄色粘質土プロック を多量に 含む黒

色粘質土 であ る 。 井戸側の構 造は横 板組み であ り 、 各辺 2 ,.....,3 枚の横 板を組み 合わ せて並 べてい る 。 井

戸側の内 法は 南北 38,.....,54cm、 東西 64cmであ る 。 底面には方形の 曲物が 据えられ てお り 、 その規模は 、

長辺 38cm、 短辺 34cm、 高 さ 36,....,48cmであ る 。 井戸側 埋土は 黒色粘土 であ る 。 追物は土器類 をは じめ 、

須恵系土器高 台付 杯・ 杯、 製塩土器 、 鼈形 土器 、 木製品では 斎串 ・ 挽物 椀、 挽物漆器 皿•下駄 ・方形の

曲物な どが 出土し てい る 。

【SE1671 井戸跡 】 (1 -第 65図 . 2 -第 54図）

A l l区中央部の SXl 716下層 で発見した 井戸跡 であ る。 外側に 縦板を立て並 べ、 内側に横 板 を並 べた

井戸側 を 備え てい る 。 SXl724 と重複し 、 それ よ り も 新 しい 。 井戸側は 、 掘 り方中央で確認した 。 側 板

上部は 抜き取られ てい るが 、 下部は 良好に 残存し て いた 。 側 板の 組み立てに つい ては 、 ① 幅65,.....,80cm、

長 さ 1.5mの横 板を各辺に設 四する 。 ②設 四した横 板が 内傾するの を防 ぐため 、 各横 板が 接する内側 4 隅

に 支柱 を打ち込む。 ③横 板の 外側に 2 ,...., 4 枚の 縦板を立て並 ぺ補強する という工 程であ った と考えられ

る 。 規模は 、 内 法で東西 60cm、 南北62cmであ る 。 掘 り方の 平面形は方形 であ り 、 規模は 長辺 3.lm、 短

辺 2.8m、 深 さ 0.8mで、 井戸側 を設 置した部分のみ 一段深く 掘 り下 げられ てい る。 断面形は概 ね逆台形 で

あ り 、 壁は 垂直気味に立ち上がっ てい る。 埋土は 6層 に大 別するこ とが でき る (1 -第 65 図 ： 5 ,-...., 1 1層 ） 。

6層は 褐灰色粘土や明 黄褐色砂が 混入するに ぶい 黄色砂、 7 庖はに ぶい 黄色砂が 混入する灰黄褐色砂、 8

層はに ぶい 黄色粘土が 混入するに ぶい 黄色砂、 9 層 は暗灰黄色粘土が 混入する 黄褐色砂質土 、 1 0層は 黒

褐色粘土が多 屈に 混入する黄褐色砂質土 、 11層は 緑灰色砂質土が 混入する黒褐色粘土 であ る 。 辿物は 、

掘 り方 埋土や 井戸側内 埋土 、 抜取 り 穴 埋土 から 、 多 くの土器類 をは じめ 、 製塩土器 、 鼈形土器 、 紡錘車

（土 製 品）が 出土し てい る 。 土器類のうち、 須恵器 杯や土 師器 杯には 墨書土器 「厨」 ・ 「中」 ・ 「大 」 ・ 「O」

や 、 ヘラガキ土器 「一」 、 漆付着土器 、 油煙付着土器があ る 。

【SE1672井戸跡 】(1 -第 67図 · 2 -第 52図）

A l l区東端部の SXl 715上面 で発見した 井戸跡 であ る。 外側に 縦板を立て並 べ、 内側に横 板を積み上

げた 井戸側 を 備え てい る 。 SD1858 と重複し 、 それ よ り も新しい 。 井戸側は 、 掘 り方のやや 南よ り で確

認した 。 側 板上部は 抜取られ てい るが 、 下部は 良好に残存し ていた 。 側 板の 組み立てについ ては 、 ① 掘

り方 底面に 幅20cm、 長 さ 80cmの 板 を井桁状に 組む。 ② その上に 、 両端に溝 状の切 り 込み を 入れた 幅 20

""'35cm、 長90cmの横 板 を 各辺交互に 積み重 ねる 。 ③積み重 ねた横 板の外側 4 隅に 支柱 をた て横 桟をわた

す。 ④縦板を立て並 べ補強す る という工 程であった と考えられ る。 規模は 、 内 法で東西 70cm、 南 北68cm

であ り 、 井戸側の下部は 、 側 板下端よ り 約 80cm深くなっ てい る。 掘 り方の 平面形は方形 であ り 、 規模は

長辺 2.87m、 短辺 2.55m、 深 さ 1.4m であ る 。 断面 形は 漏斗状を呈し てい る 。 検出面 から 約 70cm下が っ

44 



た箇所に段が形成されて一辺 1.2mの方形に窄 ま り 、 底面では長径50cm、 短径40cm と な る。 埋土は 3 層

に大別す る こ とができる ( 1 -第67図 ： 7 "' 9 層） 。 7 層が黒褐色砂質土、 8 層がにぶい黄色土を含む黒

色砂質土、 9 層が黒色粘土である。 遣物は 、 掘 り 方埋土や側内埋土、 抜取 り 穴か ら 、 多 く の土器類をは

じめ、 漆紙文害 （第 4 号） 、 t甘塙、 灰釉陶器、 製塩土器、 鼈形土器、 土錘などが出土 し て い る。 土器類の

出土状況を見る と 、 掘方では出土 し た須恵器杯の ほ と ん どが 皿 類で 占 め ら れ る の に 対 し 、 抜取 り 穴 か ら

は須恵系土器杯が多 く 出土 し て い る。 また 、 須恵器杯や土師器杯に は、 墨書土器 「石」 ・ 「仲」 ・ 「田坪」

やヘラガキ土器 「一」 、 油煙付着土器があ る。

【SE1673建物跡） ( 1 -第66固 · 2 -第54固）

A l l 区中央部のSXl 7 1 6 上面で発見した井戸跡であ り 、 横板組みの井戸側 を 備 え て い る。 井戸側は 、

掘 り 方北よ り で確認した。 側板上部は抜 き 取 ら れて い る が、 下部は良好に残存 し て い た。 側板の組み立

てにつ いては、 ①掘 り 方底面に幅15cm、 長さ 1.3"' 1.5mの板を井桁状に組む。 ②その上に 、 両端に溝状

の切 り 込みを入れた幅25 ,.....,40cm、 長 1.3"' 1.4mの横板を各辺交互に積み重ねる。 ③和み重ねた横板が交

差する外側四隅に支柱を立て 、 補強す る と い う 工程であ っ た と考 え ら れ る。 規模は、 内法で東西 l m、

南 北 l m であ る 。 埋土は 3 恩 に大別で き る。 1 層が黒褐色粘土、 2 層が褐灰色粘土 を多く 混入する黒色

粘土、 3 層が直径 3 "' 1 0cmの礫を含む黒褐色粗砂である。 また 、 井戸側の下は約60cm掘 り 下げ ら れてお

り 、 幅10cm、 長 さ 65cmの板材が井桁状に据え られている。 その最下層には直径 1 "' 3  cmの礫が多量に詰

め ら れ、 その上層には砂 と 木 炭 と が互層に埋め られて い る こ と か ら 、 井戸水の浄化施設で あ る と 考え ら

れる。 掘 り 方の平面形は概ね方形であ り 、 規模は長辺2.4m、 短辺2.2mである。 断面形は箱型であ り 、 壁

は垂直 に立 ち 上が っ て い る 。 埋土は 4 層 に大別する こ と ができ る ( 1 - 第66図 ： 7 ,....., 1 0屈） 。 上 か ら

7 · 8 層が炭化物 ・ に ぶい黄色土が多量に混入する黒褐色砂質土、 9 層が直径 1 ,..._, 1.5cmの礫が混入する

オ リ ー プ黒色粘土、 1 0 屈 がオ リ ー ブ黒色粘土である。 逍物は、 掘 り 方埋土や側内埋土から 、 多 く の土器

類 を は じ め 、 緑釉陶器や畿内系土師器が出土 し て いる。 土器類の出土状況 を見る と 、 須恵器杯では完形

品が多 く 、 そ の ほ と ん ど が 皿 類 で 占 め ら て い る 。 ま た 、 須恵器杯や土師器杯には、 墨書土器 「奈」 ・

「王」 ・ 「嶋」 ・ 「勝」 ・ 「縣」 やヘ ラガキ土器 「一」 があ り 、 特に墨書土器では側内埋土か ら 「奈」 7 点、

「勝」 2 点をは じめ24点が出 土 し て い る。

【SE2394井戸跡】

A43区の第V屈上で発見した井戸跡である。 SD2393 と重複 してお り 、 それよ り 古 い。 平面形が円形

の掘 り 方のおおよそ中央 に井戸側がある。 その構造は、 四隅に支柱を立ててその内側に縦板を立て並べ、

さ ら にその内側に接して円形曲物を二段に重ねた ものである。 その規模は、 縦板部分の内法が一辺60,..._,
65cm、 円形曲物は上段が直径48cm、 深 さ 1 2cm、 下段が直径46cm、 深 さ 1 9cmである。 井戸側東面には直

径 5 1 cmの円形曲物の底板を転用 していた （図版48) 。 掘 り 方の規模は直径約2.4m、 深 さ 約 1 .3mで あ り 、

掘 り 方埋土は暗青灰色粘質土を主体 と して い る。 なお 、 本井戸跡のやや東側 に お い て 、 それよ り 古 く 、

長軸約3.5m の楕円形の落ち込みを検 出 し た。 本井戸の古い段階の遺構である 可能性 も あ る が、 確定する

には至らなかった。
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6 溝 跡

【SD1653溝跡] ( 1  -' 第50図、 2 ー 第25函）

A81区北半部の第V層上面で発見した南北溝跡である。 SX1663と重複し、 それよりも新しい。 方向

は北で約 8 度東に偏している。 規模は上幅l. 03-l. 53m、 下幅0. 52-0. 68m、 深 さ 40cmである。 埋土は、

1恩が黄灰色粘質土、 2 層が地山プロ ックを多伍に含む黄褐色粘質土である。

[SD1652溝跡】 ( 1 -第50図、 2 ー 第26囮）

A81 区北半部の第V 層上面で発見した東西溝跡である。 SX1663と重複し 、 それよりも新しい。 方向

は西で約 10度北に偏している。 規模は上幅 l. 20-l .50m、 下幅0. 92m、 深 さ 42cmである。 埋 土は 1 層

が炭化物を含む黒褐色粘質 土、 2 陪が地山ブロ ックを多 く 含む黒褐色粘質土である。 遺物は 1 層から土

器類が完形品で多数出土しているほか、 墨書土器も出土している。

【SD2151溝跡] ( 1  -第63図、 2 ー第40·42図）

A 9 区北半部の第W層上面で発見した東西方向の溝跡である。 長 さ 7. 23m にわた っ て検 出 し た。 方向

は東西両端部で計測すると、 東で約 14 度北に偏 している。 SE2150と重複しており、 それより新しい。

規模は上幅47......., 60cm、 下幅15-39cm、 深 さ 22-3lcmである。 壁は断面形が 「U」 字状を呈しており、

やや急角度で立ち上がっている。 底面には起伏があり 、 東へ緩やかに傾斜している。 そ の比高は約 4 cm

である。 埋土は 4 層 に細分され、 いずれも灰白色火山灰の二次堆積を含む黒褐色粘質土である。

[SD2163溝跡】 ( 1 -第69図 、 2 ー第40·44図）

A 9 区西半部の第V陪上面で発見した東西方向の溝跡である。 ほぽ同位置で 4 時期の変遷を確認した

(A → D 期） 。 SK2164、 SX2162整地層と重複しており、 SX2162整地層 より新しく 、 SK2164より古

い。 以下に個別に説明する。

A 期 ： 規模は長 さ 6 m 以上 、 上幅l. 22-l. 53m、 下幅0. 75-l. 2m、 深 さ 18-72cmである。 方向は東

で約 11度南に偏する。 底面は概ね平坦で、 断面形は浅い皿状を呈して緩やかに立ち上がっている。 埋 土

は 2 層 に分けられ、 1 層はにぶい黄色粘質土粒を含む黒褐色粘土、 2恩は少量の植物遣存体を含む暗オリ

ープ褐色粘土である。

B 期 ： 規模は長 さ 6 m 以上、 上幅0. 88-l. 23m、 下幅0. 35-0. 65m、 深 さ 40"-68cmである。 方向は

東で約"io度南に偏する。 壁は西側では緩やかに立ち上がるが、 東側ではやや急角度に立ち上がる。 底面

の傾斜は西側から東側へ向かって緩やかに低くなり、 その比高は約10cmである。 埋土は 2 層 に分けられ、

1 問はにぶい黄色粘質土を少量ブロ ック状に含む暗灰黄色粘質土、 2 層は植物辿存体を多屈に含む黒褐色

粘土である。 遺物は土器類をはじめ、 木製品では木簡 （第106号）、 挽物高台付皿、 円形の曲物などが出

土している。

C 期 ： 南側の壁をD期に壊 されている。 残存 し て い る部分では長 さ 6 m 以上、 上幅0. 6......., 0. Sm 以上、

下幅0. 48m 以上、 深 さ 40.......,44cmである。 方向は東で約11度南に偏する。 底面は概ね平坦である。 壁は、

西半部をD期に壊されており詳細は不明であるが、 東側ではやや急角度に立ち上がり、 断面形が逆台形

を呈している。 底面は西から東へ緩やかに傾斜し、 そ の比高は30cmである。 埋土はにぶい黄色粘質土を

プロ ック状に多迅に含む黄灰色粘質土であり、 人為的に埋め戻されたも のと考えられる。

D期 ： 長さ 6 m 以上、 上幅1. 52m 以上、 下幅0. 56 -0. 9m、 深 さ 30-42cmである。 方向は東で約 10
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度南に偏する。 壁は西側では比較的緩やかであるが、 東側では断面形が逆台形を呈する。 底面は西か ら

東へ緩やか に傾斜 し 、 その比商は 8 cmである。 埋土は 2 層 に細分され 、 1 層は黒褐色粘質土、 2 層 は中

紐の炭化物を含む黒褐色粘質土である。

[SD1694溝跡】 ( 2 -第52図）

All 区東端部のSXl 7 1 1 上面で発見し た東西方向の溝跡で、 長さ 約3.6mにわたっ て検 出 し た。 方向は、

西で約 6 度北に偏 し て い る。 規模は上幅1.3,...., 1.8m、 下幅0.9- 1 .0m、 深さ 1 2 - 1 7cmである。 断面形は

皿状を呈 してお り 、 壁は非常に緩やか に上がっている。 底面は概ね平坦であ り 、 本調査区内での比高は

ほ と ん ど な い。 埋土は黄褐色粘質土であ る。 遺物は 、 底面付近か ら 須恵器杯皿類が ま と ま っ て 出 土 し て

い る ほか、 上層か ら延暦 9 年の漆紙文書 （第 5 号） が出土 し て い る。

【SD1679溝跡） ( 1 -第70固 · 2 -第53図）

A l l 区 東 半 部 の SX l 7 1 5 下層 で 発 見 し た 南 北方 向 の 溝跡 で 、 長 さ 約6.5m に わ た っ て検出 し た。

SD1680 · 1 688 · 1 860と重複し 、 SD1680 · 1 860 よ り も新 し く 、 SD1688 よ り も古い。 方向は、 北で

約 1 7度東に偏 し て い る。 規模は上幅3.9-4.7m、 下幅3.2 "'4.3m、 深さ は北壁付近で50cmであ る。 断面

形は、 皿状を呈 してお り 、 壁は非常に緩やかに立ち上が っ て い る。 底面は、 南 か ら 北側に向かっ て傾斜

し て お り 、 比高は北端部と南端部で13cmである。 埋土は 2 層 に大別できる ( 1 -第70図 ： 5 · 6 層） 。

上層は 、 にぷい黄色土が混入する黒褐色土、 下庖は黄灰色土であ り 、 いずれも炭化物が混 入 し て い る。

追物は、 多 く の土器類 を は じ め、 畿内系土師器、 製塩土器、 鼈形土器、 紡錘車が出土 し て い る。 土器類

の出土状況を見 る と 、 須恵器や土師器の杯類には完形品が多く 、 須恵器杯では皿類の占め る割合が圧倒

的である。 ま た、 墨書土器やヘラガキ土器、 漆付着土器、 油煙付着土器が多数出土してお り 、 特に墨書

土器、 ヘラガキ土器は計60点確認 し て い る。 ほ と ん どが杯類に書かれてお り 、 中 で も 須恵器に害かれた

も のが47点 と 多 い。 墨書は 「奈」 12点を は じ め 、 「本」 ・ 「井」 ・ 「田」 ・ 「中」 • 「+」 な ど 、 ヘ ラ ガ キ は

「-」 、 「x」 な どがある。

[SD1680溝跡】 ( 1 -第70図 · 2 -第53囮）

A l l 区東半部のSD1679下層で発見し た南北方向の溝跡で、 長さ約6.5m にわたっ て検出 した。 方向は、

北で約 14 度東 に 偏 し て い る。 規模は上幅0.8 ,...., l.3m、 下幅0.4,....,0.7m、 深 さ 16,....,20cmで あ る。 断面形

は皿状 を 呈 してお り 、 壁は緩やかに立ち上がっ ている。 底面は概ね平坦であ り 、 本調査区内での比高は

ほ と ん どな い。 埋土はにぶい黄色土が多量に混入する黒褐色粘質土である ( 1 -第70図 ： 7 層） 。 遣物は、

多 く の土器類を は じ め、 製塩土器や土錘が出土 し て い る。 土器類の出土状況を見る と 、 須恵器杯では完

形品が多く 、 そ の ほ と ん どが皿類で 占 め られている。 ま た 、 須恵器杯には墨書土器 「 申 □」 ・ 「内」 ・ 「 ノ 」

やヘ ラガキ土器 「ー」 ・ 「 x」 、 油煙付着土器があ る。 なお、 須恵器長頸瓶には平城宮分頚の壺 G があ る。

【SD1678溝跡】 ( 1 -第70図 · 2 -第54図）

A l l 区 中 央 部 の S X l 7 1 6 上面 で 発 見 し た南 北方 向 の 溝 跡 で 、 長 さ 約 5.7m に わ た っ て 検 出 し た 。

SK1691 と重複し 、 それよ り も古い。 方向は、 北で約 1 度東 に 偏 し て い る。 規模は上幅 l.3 - l .4m、 下

幅70,....,90cm、 深 さ 2 0,....,40cmである。 断面形は椀形を呈 してお り 、 壁は東辺がやや急に 、 西辺は緩やか

に立ち 上がっ て い る。 底面は、 南 か ら 北側 に 向 か っ て傾斜 し てい る お り 、 比高は約10cmである。 埋土は

2 陪に大別できる ( 1 -第70図 ： 1 · 2 層） 。 1 層は暗灰黄色粘質土、 2 層は にぶい黄褐色粘質土であ り 、
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いずれも炭化物が混入 し て い る。 遺物は、 少堡の土器類や製塩土器が出土 し て い る。

【SD1676溝跡】 (1 -第70 図 . 2 -第54図）

A l l 区中央部SXl 720下層で発見した南北方向の溝跡で、 長 さ 約3.7m にわた っ て検 出 し た。 SD1675

と 重複 し 、 それよ り も新 し い。 方向は、 北で約 3 度東 に 偏 し て い る 。 規模は上幅50,.....,70cm、 下幅20,.....,

40cm、 深さ 8 ,..__,26cmである。 断面形は、 上端部が広がる U 字形 を 呈 してお り 、 壁 の 立 ち 上 が り は急で

あ る。 底面は概ね平坦であ り 、 本調査区内での比高 は ほ と ん どな い。 埋土は 3 層 に 大別できる ( 1 - 第

70図 ： 8 ,.....,  10層） 。 8 層 は炭化物が僅か に混入す る にぶい黄褐色砂質土、 9 層は炭化物が混入する暗灰黄

色粘質土、 10層は地山が混入する 暗灰黄色粘土で あ る。 出土し た土器類には、 ヘ ラガキ土器 「X」 、
「-」

や油煙付着土器があ る

【SD1675溝跡】 ( 1 -第70図 · 2 -第54図）

A l l 区中央部の第V陪上面で発見した南北方向の溝跡で、 長 さ 約 6.l m に わ た っ て検出 し た。 SD1676

と重複 し 、 それよ り も古い。 ま た、 SXl 7 1 6 · 1720整地庖 を介在し 、 SD1678 · 16 7 7 と 重複 して い る。

方向は 、 発掘基準線と 一致 し て い る。 規模は上幅 1.3,....., 1.6m、 下幅0.8 "' 1 m、 深 さ 20,.....,40cm で あ る。

断面形は逆台形 を 呈 し て お り 、 壁は緩や か に 立 ち 上がっ て い る。 底面は、 南 か ら 北側 に 向 か っ て傾斜し

て お り 、 比高は1 3cmである。 埋土は 2 府 に大別で き る ( 1 -第70図 ： 1 1 · 12陪） 。 1 1 層 は黄灰色粘質

土、 1 2 尼 は地山が多量に混入する にぶい黄褐色粘土である。 遺物は、 灰釉陶器片が出土 し て い る。

【SD1677溝跡） ( 1  -第70図 · 2 -第54図）

Al l 区中央部SXl720上面で発見 し た南北方向の溝跡で、 長 さ 約 6.l m に わ た っ て検出 し た。 北側で

SD1 7 19東西溝 と接続 し て い る。 方向は、 北で約 1 度西に偏 し て い る。 規模は残存状況のよ い 北端部で

み る と 、 上幅80cm、 下幅60cm、 深 さ 30cmであ る。 断面形は逆台形 を 呈 し て お り 、 壁は緩やか に 立 ち 上

が っ て い る。 底面は、 南側か ら 北側 に 向 か っ て 傾斜 し て お り 、 比高は 10cmである。 埋土は炭化物が混入

する黒褐色粘質土であるが、 下層では黄褐色砂 も 多 く 混 入 し て い る ( 1 -第70固 ： 5 層） 。

【SD1674溝跡】 ( 2 -第55図）

A l l 区西半部のSXl 716上面で発見 した南北方向の溝跡で、 長 さ 約6.7m に わ た っ て検出 し た。 方向は、

北で約 7 度東 に 偏 し て い る。 規模は上幅 1 ,....., 1.3m、 下幅50,.....,60cm、 深さ 1 0 ,.....,20cmであ る。 断面形は

皿状を呈 し て お り 、 壁は緩やか に 立 ち 上が っ て い る。 底面は概ね平坦で あ り 、 本調査区内での比高はほ

と ん どない。 埋土は地山が多量に混入する黒褐色土であ る。

【SD1699溝跡】 ( 2 -第55図）

A l l 区西半部の第V層上面で発見 し た南北方向の溝跡で、 長 さ 約 5.2m に わ た っ て検出 し た。 SDI 727 

と重複し 、 それよ り も古い。 方向は、 北で約 9 度東 に 偏 し て い る。 ほぽ同位置で 2 時期 ( A → B 期） の

変遷を確認 し て い る。

A 期 ： 規模は上幅50,.....,90cm、 下幅40,....,60cm、 深 さ 20,.....,40cmである。 断面形は U 字形の箇所と皿状

の箇所があ り 一様でない。 底面は、 北側か ら 南側 に 向 か っ て傾斜してお り 、 比裔は10cmである。 北半部

では凹凸が見 ら れ る。 埋土は 2 層 に大別できる。 上層はオ リ ーブ褐色粘質土、 下層は地山が混入する灰

黄褐色粘質土である。

B 期 ： 規模は上幅0.8 "-' 1 .3m、 下幅50,.....,80cm、 深 さ 20,.....,30cmである。 断面形は皿状を呈 して お り 、

48 



壁は緩やかに立ち上がる。 底面は、 北側か ら 南 側 に 向 か っ て傾斜してお り 、 比高は 1 2cmであ る。 埋土は

3 層 に大別できる。 1 層は炭化物が混入する黒褐色粘質土、 2 層は炭化物が混入する オ リ ープ黒色土、 3

恩は暗オ リ ープ褐色粘質土で あ る。 造物は、 土器類 を は じ め 、 灰釉陶器椀、 製塩土器、 箭形土器が出土

している。

(SD2 145溝跡】 ( 1 -第68図、 2 ー第50図）

A99区の第V層上面で発見 し た東西方向の溝跡である。 長 さ 2.89m 以上、 上幅l.05,...., l.27m、 下幅

0.9 7 ,...., l .03m、 深 さ 30,....,65cmである。 方向は東で約 1 7度 南 に 偏 し て い る。 壁は断面形が逆台形を呈す

る。 底面は概ね平坦である。 埋土は 2 層 に細分 さ れ、 1 層は若干の炭化物を含む黒褐色砂質土、 2 層 はに

ぶい黄色粘質土 を プ ロ ッ ク状に含む黒褐色粘質土であ り 、 人為的に埋め ら れ た も の と考え られる。

【SD2146溝跡】 ( 1 -第68図、 2 ー 第50図）

A99区で発見 した東西方向の溝跡である。 長 さ 2.lm 以上、 上幅0.46m 以上、 深さ 70cmである。 方向

は東で約 13度南 に 偏 し て い る。 断面形は逆台 形 を 呈 し てお り 、 壁はやや急角度で立ち 上がっている。 底

面は概ね平坦である。 埋土は 4 恩 まで確認でき 、 1 恩は灰黄褐色砂質土、 2 恩は黒褐色砂質土でにぶい黄

色粘質土をブロ ッ ク状に多品に含む。 3 層 は黒褐色粘質土を若干含む灰黄褐色砂質土、 4 層は黒褐色粘質

土、 にぶい黄色粘質土 を ブ ロ ッ ク 状に多量に含む灰黄褐色砂質土であ り 、 いずれも人為的 に 埋 め ら れ た

も の と考 え ら れ る。

(SD2393溝跡】 （第 1 ー第55 · 63図、 2 ー 第42 · 46図）

A 9 · 97 · 43区の第W層上で発見 した東西溝跡である。 検 出 し たのは35mであ り 、 さ ら に調査区外へ

延びている。 SB2390、 SE2394 · SE2150 と 重複 してお り 、 それら のすべての遺構 よ り 新 し い。 規模は、

上幅約0.6m、 深さ 約20cmである。 埋土は黒褐色粘質土の単庖であ り 、 その上陪か ら 須恵系土器小型杯が

完全な形で 1 点出土している。

【SD2395溝跡】 ( 1  -第68図、 2 ー第47図）

A43区東半部の第V層上面で発見 し た 南 北溝跡であ る。 やや位置をず ら して 2 時期の重複があ る (A

→ B 期） 。 埋没後にその埋土上層 か ら 掘 り 込 まれた小 ピ ッ ト が少数確認でき る。

A 期 ： 方向は、 南北発掘基準線 とおおよそ一致 し て い る。 断面形は皿状 を 呈 し 、 壁は緩やかに 立 ち 上

がっている。 規模は、 上幅約1.3m、 深さ約0.4m で あ る。 埋土は、 黒褐色粘質土や にぶい黄色砂が東側か

ら傾斜して堆積 してお り 、 人為的に埋め戻された様相 を 呈 し て い る。

B 期 ： A 期 よ り 東へ約2.3m (底面心々間距離） ず ら して掘削 さ れ た も の で あ る。 方向は、 北で約 9 度

東 に 偏 し て い る 。 断面形は逆台形を呈 してお り 、 西側の壁はやや急で あ る。 規模は、 上幅1.9-2.lm、

深さ 約0.7m で あ る。 埋土は、 底面の東壁際 に 自 然堆積土 も み ら れ る が、 全体に黒褐色土やにぶい黄色の

プ ロ ッ ク を 多 く 含んでお り 、 A 期 と 同様最終的には人為的に埋め戻 さ れた と 見 られる。

7 河 川 跡

【SX1667河川跡】 ( 1 - 第 5 1 図）

A42区東半部で発見 し た。 6 時期の変遷 (A → F 期） を確認した。 44区で検 出 し た SX 1 8 1 2 に続 く も

のと考え ら れる。 以下、 古い順に記述する。
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A 期 ： 最 も 深 い 場所で検出 し た。 埋土は 、 粗砂と砂利である 。 深さ は3.0mであ り 、 底 面 レ ベルは

0.2mである。 追物は弥生土器や古墳時代の土師器が出土している。

B 期 ： A 期の上で確認 し た。 埋土は粗砂と砂の互陪である。 深さ は2.2mであ り 、 底面レペルは0.9m

で あ る。 底面付近か ら完形の土器類 を は じ め、 多量の人面墨書土器、 堡書土器が出土し 、 木製品 と し て

挽物皿、 横櫛、 骨製品 と して 卜 骨が出土している。

C 期 ： B 期の西側で発見 し た。 埋土は砂と亜泥炭層の互恩である。 深 さ は 2.lmであ り 、 底面レベルは

l.lmである。 底面付近か ら古代の土器が多数出土し 、 人面墨書土器、 墨書土器な ど も多数出土 し て い る。

D 期 ： C 期の西側で検 出 し た。 埋土は上方が灰黄褐色粘質土であ り 、 下層が砂と亜泥炭恩の互府であ

る。 底面付近に灰白 色火山灰が堆和 し て い る。 深さ は2.2mであ り 、 底面レベルは0.9mで あ る。

E 期 ： 最も西側で確認 した。 SX1665道路跡よ り も新 し い。 埋土はオ リ ープ黒色粘質土であ り 、 植物造

存体を多 く 含む。 SX1665道路跡を覆 う 第 II 層 と 同様の埋土である。 深 さ は 2.6mで あ り 、 底 面 レ ペルは

0.5mである。

F 期 ： E 期 の東側で確認した。 埋土は オ リ ーブ灰色粘質土であ る。 深 さ は2.2mで あ り 、 底面レベルは

0.9mである 。

8 土壊 • その他

[SK1651 土堀】 ( 1 -第50図）

8 1 区 北端部の第V層上面で発見 し た。 SB1662、 SX1663 と 重複 してお り 、 それ ら よ り も 新 し い。 規

模は、 長軸1.94m、 短軸1.02m、 深さ 20cmである。 埋土は、 1 附が炭化物を多星に含む黒褐色粘質土、 2

層が暗灰黄色粘質土であ る。 造物は土器類のほか 、 墨書土器 、 灰釉陶器 、 緑釉陶器 （緑釉緑彩輪花皿）

が出土 している。

【SX2162整地層】 ( 1 -第69図、 2 ー第40 · 44図）

9 区南部の第V 層 上面で発見 し た整地陪である。 SD2163、 SB2 161 と重複が あ り 、 それ ら よ り 古い。

規模は、 南北2.5m 以上、 東西 6 m 以上である。 埋土は、 にぶ い黄色粘質土プ ロ ッ ク を多量に含む褐色

粘質土である。

【SK1697土堀】 ( 1 -第70図 · 2 -第53図）

A l l 区 中 央部の第V陪上面で発見した土塘である。 平面形は不整形であ り 、 規模は東西3.6m、 深 さ 1 2

"-'24cmである。 断面形は皿状 を 呈 し て お り 、 壁は東側が急に立ち 上がる以外は、 非常に緩やかである。

底面は、 西側が若干窪むも の の概ね平坦である。 埋土は 3 層に大別で き る ( 1 -第70 図 ： 5 ,..,_, 7 層） 。 1

層 は にぶい黄色土と炭化物が多品に混入する 暗灰黄色粘質土、 2 屈 は炭化物が多量に混入する黒褐色粘

質土、 3 層が暗オリ ーブ色と にぶい黄色を主体とす る粘質土である。 出 土 し た土器類の う ち 、 須恵器杯

には墨密土器 「本」 がある。

【SX2327】 ( 2 ー第31図）

A82区中央部の第V層上面で発見 し た ＜ ぽみである。 SB23 12西側に位慨 し て い る。 A98区SB2330 と

SX2332 と の位謹関係か ら 同 じ 関係が想定される。 SX2328 と 重複 し 、 それよ り 新 し い。 平面形は不賂形

で、 断面形は浅い皿状であ る。 規模は長軸3.7m、 短軸2.4m、 深 さ 8 cmである。 埋土は、 1 陪が多量の灰
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を含む灰黄褐色土 、 2 附が多量の 灰と 黒褐色粘土プロック を含む灰黄褐色土である 。

【SX2328) ( 2 ー第 31 図）

A82区中央部の第 V層上面で発見した ＜ ぽみである 。 SB23 1 2の西 側に位置している 。 A98区

SB2330と SX2332との位置関係から 同 じ関係 が想定される 。 SX2227と重 複し 、 それよ り古い 。 平面形

は 不整 形で 、 断面形は 浅い 皿状である 。 規模は 、 一辺 2.50mであ り 、 深さ 10cmである 。 埋土は 、 黒褐色

粘土ブロック を含むに ぶい 黄色土である 。

VII D 区北半部で発見 し た遺構

1 道 路 跡

【SX830東 1道路跡 】(1 -第 71 図 2 ー第 57 · 65図）

D102区 接続部の 北側から 83区 南部に わた って発見した 素掘 りの側溝 を 伴う南 北道路跡（東 1道路）

である 。 本調査 区では 約 18m 検出した 。 SB2 1 1 0、 SX2174整地層 、 SX2 1 1 2不明 遺構と重 複してお り 、

それらよ り 新しい 。 路面は2 時期 、 東西 両側溝では 5 時期の 変遷 ( a → e 期） があ ること が判明した 。

以下 、 A ,...., E 期まで古い 順に 説明する 。

A 期 ：東・西側溝 、 路面 を確認した 。 東側溝では上 半部 を 、 西側溝では 東 壁の 一部 を B 期以降の側溝

によって 壊されている 。 残存している路面は 炭化物や 汚れた 砂 をブロック 状に 含む暗灰黄色砂質土であ

る 。 規模は 、 残存 する側溝間で 約 2.7mであ り 、 側溝 心 々間では 6.2mである 。 東側溝についてみると 、

規模は 上幅 1.3m以上 、 下幅0.4m、 深さ 0.6mである 。 断面 形は 逆台形であ り 、 壁はやや 急に立ち上 がっ

ている 。 底面は 北側 へ 約 30cm傾斜している 。 西側溝についてみると 、 規模は上 幅 1.5m以上 、 下 幅0.45

"'0.75m、 深さ 0.5"' 0.6mである 。 壁はやや 急角度で立ち上 がってお り 、 断面 形は 逆台形 を呈している 。

底面は北側 へ傾斜し 、 比高は 約 10cmである 。 埋土は 両側溝と も 単恩であ り 、 炭化物やに ぶい 黄色粘質土

ブロック を少量 含む黒褐色粘質土である 。

B 期 ： A 期の ものよ り東側溝では 約 0.3m、 西側溝では 約 2.0m東側に 作 り 替えられた もので 、 東・西

側 溝 路面 を確認した 。 東西 両側溝は C 期以降の側溝によ って大 きく 壊されている 。 残存している路面

は 黄褐色の 砂質土である 。 規模は 、 残存している側溝 間で 3.lmであ り 、 側溝 心々間で 4.9"' 5.0mである 。

東側溝についてみると 、 規模は上 幅 1.8m以上 、 下幅0.5"' 0.8m、 深さ 0.5"'0.6mである 。 壁はやや 急に

立ち上 がっている 。 底面は概 ね平 坦である 。 埋土は 3層に 細分され 、 1 屈は オ リ ープ黒色粘質土 、 2 隠は

灰 白 色火 山灰が自然堆積する 灰色粘質土である 。 3層はに ぶい 黄色粘質土 をプロック 状に 含む黒 ・ オ リ

ープ黒色粘質土である 。 西側溝についてみると 、 規模は上 幅 1.4m以上 、 下 幅0.7m、 深さ 0.3"'0.Smで

ある 。 壁はやや 急に立ち上 がっている 。 底面は北側 へ傾斜し 、 比高は 24cmである 。 埋 土は 2層に 細分さ

れ 、 1層は 灰白色火 山灰が自然堆積する オ リ ーブ黒色粘質土 、 2層は多 紐のに ぶい 黄色粘質土 をプロック

状に 含むオ リ ーブ褐色粘質土である 。 遣物は土 器類 をは じめ 、 灰釉陶器瓶、 須恵系土 器高 台付 杯、 製塩

土 器が出土している 。
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C 期 ： 東側溝では B 期 と ほぼ同位骰に、 西側溝では約I.Om西側に作 り 替え ら れた も の で、 東 ・ 西側溝

を確認した。 路面は側溝心々間で5.0"'5.7mである。 東側溝についてみると 、 規模は上幅0.9m以上、 下

幅0.3-0.6m、 深さ 0.3- 0.4mである。 壁はやや急に立ち 上がっ て い る。 底面は北側へ傾斜し 、 比高は

10cmである。 埋土は炭化物 ・ 砂粒を含む黄灰色粘質土である。 西側溝についてみ る と 、 規模は上幅I.Om

以上、 下幅0.6m以上、 深 さ 0.5,.....,0.75mである。 壁はやや急に立ち 上がっ て い る。 底面は概ね平坦であ

る。 埋土は灰白色火 山灰の二次堆積を少量含む黒褐色 ・ 黄灰色粘質土である。 遺物は土器類 を は じ め、

製塩土器な どが出土している。

D 期 ： 東側溝では C 期 と ほぼ同位置に 、 西側溝では約0.6m東側に 作 り 替え られたもので、 東 ・ 西側溝

を確認した。 路面は側溝心々 間で4.85-4.95mである。 東側溝についてみ る と 、 規模は上幅0.6m以上、

下幅0.2,.....,0.3m、 深さ20,....., 30cmであ る。 壁はやや急に立ち 上がっ て い る。 底面は0.3m北側へ傾斜して

い る。 埋土は単層であ り 、 暗灰黄色粘質土である。 西側溝についてみ る と 、 規模は上幅1.7m以上、 下幅

0.3-0.Sm、 深さ 0.25-0.65mである。 壁はやや急に立ち 上 が っ て い る。 底面は概ね平坦である。 埋土

は単層であ り 、 炭化物を含む黒褐色粘質土であ る。 迫物は土器類をはじめ、 灰釉陶器椀 （皿） 、 須恵系土

器高台付杯、 製塩土器、 窟形土器な どが出土している。

E 期 ： 両側溝と も に D 期の も の と ほぽ同位置で作 り 替 え ら れ た も ので、 東 • 西側溝を確認した。 路面

は側溝心々 間で4.8"'5.0mである。 東側溝につ いてみる と 、 規模は上幅0.8m以上 、 下幅0.2,....., 0.45m、

深さ 0.2,.....,0.3mである。 壁はやや急に立ち 上がっ て い る。 底面は概ね平坦である。 埋土は単層であ り 、

砂をプロ ッ ク 状に含む黒褐色粘質土である。 西側溝につ いてみる と 、 規模は上幅1.4m以上、 下幅0.4,.....,

0.8m、 深 さ 0.2,.....,0.4mである。 壁はやや急に立ち上がっ て い る。 底面は概ね平坦である。 埋土は単陪で

あ り 、 炭化物を少量含む黒褐色粘質土である。 造物は土器類 を は じ め 、 鼈形土器などが、 木製品では挽

物漆器椀が出土 している。

【SX920南 1 道路跡】 ( 1 -第72 · 73 図、 2 ー第69 · 70図）

D102区西部から 1 0 5 区 中 央部付近で発見した素掘 り の側溝を伴 う 東 西道路跡 （南 1 道路） で あ る。

SX2 139 · 241 2 整地陪上で確認し 、 本調査区では約27m にわたっ て検出 し た。 SK2 1 4 1 、 SD2138、

SX2 140河川跡と重複 してお り 、 そ れ ら よ り 新 し い。 調査区内では 3 時期の変遷を確認したが、 第23次

調査区で設置 した南北サプ ト レ ンチの断面観察によ っ て両側溝に 5 時期の変遷 (a → e 期） がある こ とが

判明した。 A · B 期は断面の観察に よ る も の となるが、 以下、 A ,....., E 期 までの 5 時期の変遷を説明する。

A 期 ： 南側溝SD92la、 北側溝SD922a、 路面を確認した。 南側溝は北半部を 、 北側溝は一部を B 期

以降の側溝 に よ っ て壊されている。 路幅は残存部で1.8m以上である。 路面は整地地形SX2 1 39 · 2412

上に構築さ れてお り 、 路面堆積阿は少量の炭化物を含む黒褐色砂質土である。 北側溝についてみる と 、

規模は上幅70cm以上、 下幅36cm、 深 さ 56cmである。 断面形は逆台形であ り 、 壁はやや急に立ち上がっ

ている。 底面はおおよそ平坦である。 南側溝についてみると 、 規模は上幅96cm以上、 下幅54cm以上、 深

さ 52cmであ る。 壁はやや急角度に立ち 上がっ てお り 、 断面形は逆台形を呈している。 埋土は両側溝と も

炭化物を少嚢含む黒褐色粘質土である。

B 期 ： A 期 の も の よ り 約0.6m北側に作 り 替 え ら れ た も ので、 南側溝SD921b、 北側溝SD922b、 路面

を確認した。 南側溝は C 期の も の に よ っ て大き く 破壊 さ れている。 路幅は残存部で2.5m 以上で あ り 、 埋
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土は少屈の炭化物を均質に含む黒褐色砂質土である。 北側溝についてみると、 規模は上幅 40cm以上、 下

幅 48cm以上、 深 さ 40cmである。 壁は急角度で立ち上がっている。 底面は概ね平坦である。 南側溝につい

てみると、 規模は上幅40cm以上、 下幅26cm以上、 深 さ 50cmである。 壁は急角度で 立 ち 上がっ ている。

埋土は両側溝とも少量のにぶい黄色粘質土ブロ ッ ク を含む黒褐色粘質土である。

C 期 ： 調査区内で北側溝を長さ 3.7m検出 した。 路面と南側溝SD92lcは断面の観察に よ っ て確認した。

B 期のものよ り 約0.6m北側へ作 り 替 え ら れている。 路幅は残存部で2.8m以上である。 埋土は A · B 期

と同様に黒褐色砂質土である。 北側溝については、 上部を新しい段階の南側溝SD921d · e に よ っ て大き

＜ 壊 さ れている。 規模は上幅78-94cm、 下幅48- 66cm、 深 さ 37-40cmである。 壁は底面付近から急

角度に立ち上がっている。 底面は東へ傾斜 してお り 、 その比高は36cmである。 埋土は灰白色火山灰を少

伍含む黒褐色粘土である。 南側溝については、 規模は上幅1.8m、 下幅 74cm、 深 さ 73cmである。 壁は底

面付近から急角度に立ち 上がるが上端部では緩やか に立ち上がっ ている。 埋土は 2 層 で 1 層は灰白色火

山 灰の 自 然堆積層、 2 陪は若干の炭化物を含む黒褐色粘質土である。

D 期 ： 路面と南側溝SD92ld、 北側溝SD922d を確認した。 A ,....,, C 期のものよ り 約 4m北側へ大き く

位醤を変えて作 り 替え ら れている。 A ,...., C 期の側溝を覆って灰白色火山灰の二次堆積を含む第皿a庖が 4

,...., 17cmの厚 さ で堆積してお り 、 その上面か ら 側溝が掘 り こ まれている。 路幅は3.3,....., 3.4rnであ り 、 埋土

は少品の炭化物を含む黒褐色砂質土である。 方向については 、 北側溝でみると東で約 2 度南 に偏 し てい

る。 南側溝は A ,...., C 期の北側溝とほぽ同位置で作 り 替え ら れている。 長 さ 3.4m に わた り 検 出 した。 規

模は上幅60,...., 66cm、 下幅27,...., 48cm、 深 さ 26,....,62cmである。 壁は底面付近か らやや急角度に 立 ち 上が

っ ている。 底面はやや東へ傾斜 し て お り 、 比高は約24cmである。 埋土は少童の灰 白色火山灰の二次堆積

を少量含む黒褐色粘質土である。 北側溝は大部分を E 期 に 壊 さ れている。 長 さ 23.4m検出した。 C 期よ

り 約 4 m 北側に作 り 替 え ら れている。 規模は上幅38,...., 42cm、 下幅28,....,32cm、 深 さ 6 ,....,,zzcmである。

壁は底面付近か ら急角度で立ち上がっている。 底面は西側に傾斜してお り 、 比高は 6 cmである。 埋土は

多鼠のにぶい黄色粘質土プロ ッ ク を含む黒褐色粘質土であり 、 人為的に埋め戻 さ れたものと思われる。

追物は土器類をはじめ、 製塩土器、 砲形土器などが出土 し ている。

E 期 ： 路面と南側溝SD92le、 北側溝SD922eを確認した。 D 期とほぽ同位置に作 り 替え ら れている。

路幅は側溝心々 間で 3.0-3.lmであり 、 埋土は少凪の炭化物を含む黒褐色砂質土である。 路面上で波板

状圧痕を 9 箇所確認した。 規模は長径0.38- l.6m、 短径0.32-0.78m、 深 さ 3 ,...., l l cmである。 埋土は

土器小片、 炭化物粒を含む黒褐色砂質土である。 方向については、 北側溝でみると東で約 2 南 に 偏 し て

いる。 南側溝は長さ 7.8m にわた り 検 出 し た。 規模は上幅1.1,...., 1.2m、 下幅0.3,...., 0.47m、 深 さ 34,....,,46cm

である。 壁は底面付近か らやや急角度に立ち上がっている。 底面はやや東へ傾斜 し て お り 、 その比高は

約 6 cmである。 埋土は少量の炭化物を含む黒褐色粘質土である。 北側溝は長さ 27m にわた り 検出 し た。

規模は上幅0.8m ,...., l .4m、 下幅0,5,....,0.6m、 深 さ 30,....,40cmである。 壁は底面付近か ら 比較的緩やかに立

ち 上がっ ている。 底面は西側に傾斜 してお り 、 比高は約1 0cmである。 埋土は 2 庖 に細分 さ れ、 1 恩は少

量の炭化物を含む黒褐色粘質土、 2 層は灰白 色火山灰の二次堆積を少量含む黒褐色粘質土である。 遺物

は土器類をはじめ 、 須恵系土器杯、 灰釉陶器椀•瓶、 鼈形土器 、 製塩土器などが出土 している。
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【SX2280東 l 道路跡】 ( 1 -第1 02図、 2 ー 第75図）

D 1 0 3 区東部の第VI層上面で発見 し た 南 北道路跡で あ る 。 6.2m検出 し た。 東側溝 (SD22 3 1 ) は

SD2252 と重複してそれよ り 新 し く 、 西側溝 (SD2232) にはSD2240が接続している。 両側溝 と も ほぽ

同位置で 5 時期 (a → e 期） 、 路面は 4 時期 (a → d 期） の重複がある。 以下側溝、 路面を時期 ご と に説

明する。

SD223 1 西側溝

SD223 l a  : 東半部と北半部を b 期以降の側溝に大 き く 壊 さ れ て い る。 方向は、 北で 9 度38分東へ偏

し て い る。 規模は上幅1.4m以上、 下幅80cm以上、 深さ 40cmである。 断面形は開 いた U 字形である。 壁

は垂直に立ちあがる。 底面は平坦で北へ傾斜する。 比 高 は 13cmである。 埋土は黄褐色砂プ ロ ッ ク と少量

の炭化物粒を含む灰黄褐色粘質土である （北壁 6 層、 南壁 6 庖） 。

SD223lb : a 期 よ り 東 に 中心を移して作 り 替え ら れている。 南壁際の一部で確認 したのみである。 路

面 c 期に覆われる （南 5 層） 。

SD2231c : b 期 よ り 西 に 中心を移して作 り 替え られている。 上下 2 府に分けられ、 上恩は南壁か ら 北

壁まで達するが下屑は途中で止 ま っ て い る。 時期差 と も 見 ら れ る が、 上層埋土が下層プ ラ ン 内 に 入 り 込

んでい る こ と か ら 、 こ こ では 1 時期 と見てお く 。 方向は、 北で 4 度26分東 に 偏 し て い る。 規模は上幅

1.75m以上、 下幅0.50 ......... 0.70m、 深 さ 70-85cmである。 断面形は開 いた U 字形 を し て い る。 壁は下陪

が垂直 に 立 ち あ が り 上間は緩やかに立ち上がる。 底面は平坦で南へ傾斜する。 比高は25cmである。 埋土

は、 上層が植物追存体と炭化物粒、 砂粒を含む黒褐色粘土、 下層が砂プロ ッ ク を含 む黒褐色粘土である

（北壁 4 層、 南壁 3 ......... 4 層） 。

SD223ld : 大 き く e 期側溝に壊され3.9mのみ発 見 し た。 a 期 の側溝を壊すよ う に 、 c 期よ り 西 に 作 り

替 え ら れ て い る。 方向は、 北で 5 度27分東に偏 し て い る。 規模は上幅60cm以上、 下幅40cm以上、 深さ

約30cmである。 断面形は開いた U 字形 を し て い る。 壁は緩やか に 立 ち あ が り 、 底面は平坦である。 埋土

は灰 白色火山灰ブロ ッ ク を含む黒褐色粘質土であ る。 上部では炭化物粒、 下部では砂粒 • 植物遺存体を

含んでいる （北壁 3 層） 。 遺物は土器類や灰釉陶器椀が出土 し て い る。

SD223le : d 期側溝を大き く こわ し 、 d 期 よ り 東 に 作 り 変 え られている。 方向は、 北で 4 度02分東へ

偏 し て い る。 規模は上幅l.5-2.7m、 下幅0.20-0.65m以上、 深さ 約80cmである。 断面形は開 い た U 字

形 と思われる。 壁は緩やか に大き く 開 き 、 底面は丸みをおび南へ傾斜する。 比高は 5 cmであ る。 埋土は

1 陪が少量の炭化物粒 • 少量の灰白色火山灰 を含む黒褐色粘土、 2 層が多伍の砂粒と炭化物粒を含む黒褐

色粘土である （北壁 1 - 2 層、 南壁 1 ......... 2 層） 。 出 土 し た遺物には、 土器類や灰釉陶器椀がある。 こ の

う ち土器類では、 各陪か ら須恵系土器杯が出土 し て い る。

東側溝 (SD2232)

SD2232a : 西半と北半を期以降の側溝に大き く 壊さ れて い る。 南半で5.3m発見 し た。 方向は、 北で 1

度18分東へ偏する。 規模は上幅0.80cm以上、 下幅30cm、 深さ70cm以上である。 断面形は上部で開 いた U

字形を し て い る。 壁は急に立ち上がっ ている。 底面は平坦でほ と ん ど傾斜していない。 埋土は灰色砂プロ

ッ ク を多量に含む黒褐色粘土であ る （南壁14層）。 出土した土器類の う ち 、 須恵器杯には墨書土器がある。

SD2232b : a 期 よ り 西 に 中心を移して作 り 替え ら れて い る。 方向は、 北で 4 度 58分東に偏する。 規
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模 は上幅 0.70,....,l.24m、 下幅 0.35-0.?0m、 深さ 45,...., ?0cmであ る。 断面形 は開いた U 字形 をしてい る 。

壁は垂直に 立ち上が ってい る 。 底面は北で 起伏があ るものの南で は平 坦であ り 、 やや北 へ傾斜してい る 。

比高 は 10cmであ る。 埋土 は砂と植物 追存体を含む黒褐色粘土であ る（北 壁 10陪 、 南 壁 1 3府）。 迫物に は、

土器類の ほか斎串が 出土してい る 。

SD2232c : 西 半分 を e 期側溝に 壊され 、 a 期の側溝 を 壊すよ うに 作 り 替 えられて い る。 方 向は北で 2

度 1 1 分東に 偏す る 。 規模 は上幅 l m以上 、 下幅 0.7m以 上 、 深さ 50-55cmであ る 。 断面形 は開いた U

字形 をしてい る 。 壁は丸み を帯び 、 内湾気味に立ち上が る 。 底面は起伏があ りやや北 へ傾斜す る 。 比高

は 16cmであ る 。 埋土 は上層が 灰 白 色火 山灰ブロックと 砂を含む黒褐色粘土 、 中陪が 灰白色火 山灰 を 流れ

るように 含み 、 砂粒を含む黒褐色粘土 、 下層が黄褐色砂を流れ るように 含む黒褐色粘土であ る（北 壁8

,...., 9層 、 南 壁 10,...., 1 2恩）。 出土した土器類に は、 須恵系土器 杯や 鼈形土器 、 製塩土器があ る 。 また 、 須

恵器 杯で は墨書土器 「加」 が 出土してい る 。

SD2232D (第 102 固） ： 東側 を大 きく e 期に 壊され c 期よ り西に中心を移して 作 り 替えられてい る 。 C

期が 分断されたものとも見られ るがここで は時期 差 と 捉 えた 。 方向 は 、 北で 2度 3 5分東に 偏してい る 。

規模 は、 上幅 30cm以 上 、 深さ 65cmであ る 。 断面形 は、 開いた U 字形 をしてい る 。 埋土 は灰白色火 山灰

粒 • 炭化物 粒 • 砂粒を含む灰黄褐色粘質土であ る（南 壁 10阿）。

SD2232e : d 期よ り 東側に位値を移して 作 り 替えられてい る 。 方 向 は北で 3度 55 分東に 偏す る。 規

模 は上幅 l.30- l.90m、 下幅 0.40 -0.75m、 深さ 約 55cmであ る 。 断面形 は開いた U 字形 をしてい る 。

壁は緩や かに立ちあが り 、 底面は起伏があ りやや南 へ傾斜す る 。 比高 は 10cmであ る。 埋土 は 1層が 炭化

物 粒少伍 • 植物 造存体少量• 砂粒を含む黒褐色粘土 、 2 府が わずかに 砂粒を含む黒褐色粘土であ る（北

壁 6 ,...., 7層 、 南 壁 7 ,...., 9層）。 出土した土器類に は、 須恵系土器 杯や 製 塩土器があ る 。 、 また 、 下層 から

出土した土 師器 杯に は墨啓土器 「新 」 があ る 。

路 面

SX2280a (第 102図） ： 地 山 面 を 10- 30cm掘 り ＜ ぽめ路 面 としてい る 。 それ と直行す るように掘られ

た 小溝 、 波板状圧痕を 7 条検 出してい る 。 路幅 は約 2.8m、 方向 は北で 2度 47分東に 偏す る 。 波板状圧

痕は最長2.35m、 最大幅 50cm、 最深 15cmであ る 。 埋土 は木片を多 く 含むオ リ ーブ褐色粗砂であ る（南 壁

19陪）。 出土した 遣物 は、 土器類 を は じめ 灰釉陶器 椀、 羽 口 、 窟形土器があ る 。

SX2280b : 西側溝 c 期埋 没後その上 面 と 、 a 期路 面 を整地して 作られてい る 。 灰白色火 山灰層下面で

検 出した 。 地 山 を掘 り 込んで整地した路 面であ る 。 規模 は、 路幅 約 2.7m以上 、 整 馳層の 厚さ 24cmであ

る。 路 面整地土 は砂プロックと 植物 遺存体を含む黒褐色土であ る（北 壁 13-23層 、 南 壁 18層）。 西側溝

b 期を覆う こ とか ら それ以 降の時 期 と対応す る こ と を確 認 した 。

SX2280c : b 期の路 面に 灰白色火 山灰が 堆租したのちの 2 次堆積屈を路 面として いる 。 灰白色火 山灰

は b 期路 面の くぽみに 、 約 2 mの幅 で 2 ヶ所に 自 然堆積し 、 その上 面の 汚れた 堆積層 を路 面としてい る 。

規模 は、 路幅 、 約 3.0m以上 、 西側溝 b · c 期 を 覆 うこ とから それ以降の 時期と対応す る こと を確 認した 。

埋土 は灰白色火 山 灰を混入す る暗灰黄色砂質土であ る（北 壁1 1 - 12層 、 南 壁 1 7層）。

SX2280D : c 期の路 面上 面 を整地して路 面としてい る 。 表面は起伏があ り 1 5個の くぽみがあ る 。 主

に下層に 灰 白色火 山灰の 堆積があ る上 部に この整 地が見られた 。 規模 は、 路幅 、 約 2.8mであ る 。 路 面 ＜
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ぽみの埋土は 炭化物粒、 植物遺存体を含む黒褐色粘土 、 路面整地層は 植物追存体含むにぶい オ リ ーブ褐色

砂であ る（南 壁15,....,16層）。 東西側溝 e 期の 堆和土に覆われ るこ とから e 期 と対応す る こ と を確認した 。

(SX1920道路跡 】(1 - 第 113 囮 . 2 -第92図）

D30区の ほぼ中央、 93W区 との交差部付近の 第 V層上面で発見した東 1南 北道路跡であ る 。 両側 に 素

掘りの側溝 を 伴ってい る 。 東側溝の 北半部は 、 93W区 内での 検出 にな るがここで 一括して記述す る 。

西側溝 (SD1918) は 約19m、 東側溝(SD1919) は 約 20m にわたって検出した 。 路面は 2時 期、 両側

溝 については 、 西側溝で 5時 期 (a → e 期）、 東側溝で 4時 期 (a → d 期） の 変遷が確認で きた 。 これら

の 新旧関係 や規模・ 形態 、 さら に埋土の 状況等 を検討した 結果 、 道路跡 と しては 5時 期の 変遷(A → E

期）があり 、 B 期 に相 当す る時 期の ものが東側溝 においては確認で きない と判断した 。

A 期 ：東 •西 両側溝 を確認した 。 このう ち 、 西側溝 については 後続す る B 期以降の側溝 によって大き

＜ 壊されており 、 東端 部のみの確認であ る 。 一方 、 東側溝は 検出で きた 範囲の南 半 部では 、 後続す る各

時 期の側溝 に対し西側 に位盗して検出された 。 しかし 、 北 半部 においては 現代の 堀跡 に壊されてい る と

考えられ 、 確認す るこ とはで きなかった 。 規模は 、 側溝 心 心 問では 約 2.3mで 、 路幅 は 1.5.....,1.8mであ る。

また 、 路面 には南側の 一部で 波板状の 凹凸が認 められ る 。 方向は 、 残存状況の 良好な東側溝でみ る と 磁

北 に ほぼ一致す る 。 この東側溝の規模は上幅 50,....,75cm、 下幅1 5 .....,30cm、 深さは30,....,35cmであ る 。 断

面 形は 、 南 半部では 逆台形状を呈す る 。 西側溝 について も 残存部の 状況からみて同様の 形態であ る と推

定され るが 、 北半部では 壁の 上 部が 氾濫等 によ る 削 平のような 様相で外側 に張り出す 状況がみられ る 。

底面 レペルについては 、 南側が 北側 に比べ若干低い 。 これは A ,...., E 期に共通してい る 。 埋土は 、 両側溝

と も黒褐色粘質土が 主体を占め、 植物迫存体を含んでい る。

B 期 ：西側溝のみ を確認した 。 さら に、 後続す る C 期以降の側溝 によって大きく 壊され 、 底面付 近 が

残存してい るだ けであ る。 路 幅等は 不明であ るが 、 先行す る A 期 に対してやや西側 に位置し 、 後続す る

C 期 とは ほぼ同位置で重複す る。 規模は 、 下幅 が 約 40cm、 深さは C 期 に比べ3 ,..._, 10cm深い 。 底面は 凹

凸が多い 。 壁は 緩やか に立ち上が る。 埋土は 、 砂を含む黒色粘質土であ る。

C 期 ： 東 • 西 両側溝 を確認した 。 西側溝は SD1918c期 、 東側溝は SD1919b期がこの時 期 に 伴う 。 西

側溝は 、 一番新しい E 期の側溝 によって西側が 大きく 壊されてい る 。 一方東側溝は 、 E 期の側溝 によっ

て北半部では西側 を 、 南 半部では東側 を大きく 壊されてい る 。 東側溝 については 、 本区 と交差す る東西

方向の 93W区の南 壁近くで 、 東側 に東西方 向の溝 を派生させ るような 様相 をみせ る 。 しかし 、 南側が調

査区外 にかか るた め詳細は 不明であ る 。 なお 、 後続す る D 期 と E 期 についても 同様 に東側 への 延びが確

認で き る。 路面 については 、 先行す る A 期の 両側溝 を覆って土器 片や木片を含む暗灰黄色砂質土が15.....,

20cmの 厚さで 堆租しており 、 その上面が 本期及び 後続す る D · E 期の路面 となってい る 。 規模は 、 側溝

心 心間では 約3.3mで 、 側溝 問では 2.5,....,2.6mであ る 。 方 向は 、 西側溝でみ る と北で 約 2 度東 に偏してい

る 。 側溝 断面 形は 、 西側溝が 舟底状を呈してい る 。 また 、 両側溝 と も 底面 には 凹凸がみられ る 。 埋土は

2 ,....,  3 屈 に 細分され 、 い ずれ も褐色土及び 黒褐色土が 主体を 占 め る。 下層は 粘性が 強く 、 植物迫存体を

含んでい る 。 また 、 確認面近くの埋土 中 には 灰 白色火山灰粒がわ ずか に含まれ る箇所 もあ る 。 なお 、 火

山灰が 含まれ る土層 中からは 、 土 師器 や須恵器 に混 じって須恵系土器が 若干出土してい る 。 須恵系土器

については 、 本期及び D · E 期では出土してい るが 、 A· B 期では出土していない 。
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D 期 ： 東 ・ 西両側溝を確認した。 西側溝は SD1918D期、 東側溝はSDI 919c 期 が こ の時期に伴う 。 両

側 溝 と も 後続する E 期 と ほぼ同位屈で重複するため、 上部が壊され底面近 く を確認し たのみである。 路

幅は側溝心心間で4.6 "'5.0mを計る。 方向は 、 両側溝 と も 南北発掘基準線に ほぽ一致 し て い る。 側溝の

規模は、 西側溝が下幅40 - 70cmで、 深 さ は E 期よ り も 5 "-' 1 0cm深い。 東側溝は下幅40"-'80cmで、 深

さ は E 期よ り も 10"-'20cm深い。 底面は平坦に近く 、 壁の立ち上がり は緩やかであるが、 北半部ではやや

急である。 埋土下層は、 植物遣存体を含む黒褐色粘質土であ る。 全城で灰白色火山灰粒が含まれる。

E 期 ： 東 • 西両側溝を確認した。 西側溝はSDl 918e期 、 東側溝はSDl 919d期 が こ の時期に伴う 。 西

側溝がSD 1 9 1 1 、 SI19 1 2 と 重 複 し 、 それら よ り 新 し い。 規模は、 側溝心心間では4.8 ,._, 5.0m、 側溝間で

3.0 ,._, 3.2mである。 また、 路面 には波板状圧痕が認め られる。 方向は、 両側溝 と も南北発掘基準線 に ほ

ぽ一致 し て い る。 側溝の規模は、 西側溝が上幅l.8-2.4m、 下幅0.4"'0.5m、 深さ 0.55 "' 0.8mである。

一方東側溝は上幅1.6"-'2.lm、 下幅0.4"-'0.6m、 深 さ 0.45"' 0.75m である。 断面形は舟底状を呈し 、 壁

の立ち上がり は北半部でやや急 に な っ て い る。 埋土は、 両側溝 と も大き く 2 層 に 分 け ら れ、 黒褐色土が

主体を 占 め る。 下層は粘性を帯び、 植物造存体を含んでいる。 遣物は、 主体を 占め る 土師器、 須恵器の

ほか 、 須恵系土器、 灰釉陶器、 製塩土器、 土錘、 羽口等が出 土 し て い る。 また 、 墨書のある土師器 ・ 須

恵器の杯 • 高台付杯も出土している。

(SX1940道路跡] ( 1  - 第 1 14図）

D104区中央部の第N · V層上面で発見 した東西に素掘 り の側溝を伴う 南北道路跡である。 路面で 5 時
期、 東側溝 (SD1942) で 5 時期 Ca → e 期） 、 西側溝 (SD1941) で 4 時期 (a → d 期） の重複を確認

し、 道路跡全体では 5 時期の変遷 (A → E 期） があると判断した。

A 期 ： 東 ・ 西両側溝 (SD1942a · 1941a) を確認した。 側溝は第W府に覆われる。 路幅は新しい時期

の側溝に壊されるため不明である。

B 期 ： 東 ・ 西両側溝 (SD1942b · 1 941 b) を確認した。 A 期路面の上に さ ら に盛土して路面を構築し

ている。 路幅は側溝心 々 で 4.44m、 側溝間では2.94mである。 路面上では灰 白色火山灰 の 自 然堆積を確

認した。

C 期 ： 東側溝 (SD1942c) のみの確認である。 路面は B 期路面上に盛土 して構築 し て い る。 路面上に

おいて、 波板状の凹凸を検出 し て い る。

D 期 ： 東 • 西両側溝 (SD1042D · 1 941c) を確認した。 路面は C 期路面上に盛土 して構築 し て い る。

路幅は側溝心々 で4.32m、 側溝間では2.64m である。 路面上において、 波板状の凹凸を検出 している。

E 期 ： 東 ・ 西両側溝 (SD1042e · 1 941d) を確認した。 路面は D 期路面上に盛土 して構築 している。

両側溝、 路面 と も 第 1I 層に覆われる。 方向は北で約 7 度東に偏している。 路幅は側溝心々で5.10m、 側

溝間では3.50mである。 なお、 路面か ら木簡 （第28号） が出土している。

以下、 各側溝について説明する。

SD1942a : 新 し い時期の側溝 に ほ と ん ど壊されている ため規模等は不明であるが、 第W層に覆われる

こ と だけ確認 し て い る。

SD1942b : 上幅1.13,._, 1.44m、 下幅0.30-0.45m、 深 さ 82cmである。 埋土は暗オ リ ー プ灰色粘質土

で上方に灰白色火山灰が 自 然堆和 し て い る。
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SD1942c : 上 幅 l.29,...,1.60m、 下幅0.34,.....,0.48m、 深さ 62cmである。 埋土は褐灰色粘質土である。

SD1942d : 上幅1.30,.....,1.50m、 下幅0.33,.....,0.53m、 深 さ 46cmである。 埋土は褐灰色粘質土である。

SD1942e : 上幅 1.60m、 下幅0.23""0.35m、 深 さ 25cmである。 方向は北で約 5 度東 に 偏 し て いる。

断面は皿状を呈 し て お り 、 埋土は黄灰色粘質土である。

SD194la : SD1942aと同様に新し い時期の側溝 に 壊 さ れているた め規模等は不明である。 第W層に

覆われる こ とを確認 している。

SD194lb : 上幅1.78m、 下幅0.45m、 深さ 80cmである。 この時期の側溝が最 も 深 く な っ ている。 断

面は逆台形状 を呈してお り 、 埋土は黒褐色粘質土である。

SD194lc : 上幅l.82,.....,2.37m、 下幅0.32,.....,0.4lm、 深 さ 55cmである。 埋土は黒褐色粘質土である。

SD194ld : 上幅l.54,.....,2.52m、 下幅0.40,.....,0.52m、 深 さ 42cmである。 方向は北で約 7 度東 に 偏 し て

いる。 底面には凹凸があり 、 壁は緩やかに立ち上がっ ている。 埋土は黒褐色粘質土である。

【SX1960道路跡】 ( 1 -第139図 、 2 ー 第83図）

Dl04区東端部、 D106区南端部、 D107区北端部の第N·V陪上面で発見 した東西方向の道路跡である。

路面 ・ 南側溝 (SDI 961) は 1 時期あるが、 北側溝 (SD1962) は 2 時期 (a → b 期） の重複があり 、 道

路全体としては 2 時期の変遷があると判断 した。

A 期 ： 北側溝 (SDI 962a) のみの確認であ り 、 道路全体としての規模は不明である。 側溝は埋められ

て整地 さ れていることを確認している。

B 期 ： 北側溝 (SDl 962b) と南側溝 (SD! 961) を確認した。 北側溝は直線的であるが、 南側溝は東

側では南に広がっている。 路幅は側溝心々で4.25,....., 5.80m、 側溝間で3.55"" 4.78mである。 方向は西で

約 34度北に偏 し ている。 埋土は黒褐色の粘質土であ り 、 上方には灰白色火山灰が自然堆積している。 な

お、 本道路跡は方向が違う ものの、 南 1 道路の延長と考え られる。

2 掘立柱建物跡

【SB2081建物跡】 ( 1 -第74図、 2 ー 第 8 · 58図）

D27区東半部の第IV層上面で発見 した桁行 4 間 、 梁行 2 間の東西棟掘立柱建物である。 SB2082 ·

2083 · 2084 · 2085、 SI2087、 SE874、 SK2086と重複 し 、 SE874 · SI2087よ り 新 し く 、 SB2082 ·

2083 · 2084よ り古い。 SB2085 · SK2086との関係は不明である。 方向は、 北側柱列が東西発掘基準線

とおお よ そ一致 している。 桁行については、 北側柱列で総長約 6.5m、 柱間は西よ り 約 1.2m、 約 2.0m、

約1.5m、 約1.8mである。 梁行については、 西妻で総長約4.0m であり 、 柱間は南 よ り 約1.8m、 約2.2m

である。 柱穴は 8 基発見した。 平面形は概ね方形を基調としてお り 、 規模は長辺で 32- 52cm、 短辺34

-44cm、 検出面か らの深 さ は 20- 32cmである。 掘 り 方埋土は にぶい黄色粘質土プロ ッ ク、 炭化物、 焼

土を含む黒褐色粘質土である。 全ての柱穴で抜取 り 穴を確認 し た。 埋土は焼土 ・ 炭化物を含む黒褐色砂

質土である。

【SB2082建物跡】 ( 1 -第75図、 2 ー 第 8 · 58図）

D27区東端部の第IV屈上面で発見した東西 2 間の柱列であるが、 こ こでは北側へ展開する建物跡と想

定 し ておく 。 SB2081、 SI2087、 SB2083 · 2084と重 複 し 、 SB208l · SI2087よ り 新 し く 、 SB2084 よ
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り 古い。 SB2083 と の関係は不明である。 方向は東で約 4 度北へ偏 し て い る。 規模は 、 2 間分で約4.8m、

柱間は西よ り 約2.3m、 約2.4mである。 発見した 3 基の柱穴は抜取 り 穴に よ っ て大 き く 壊 さ れ て い る た

め平面形は不明である。 柱穴の規模は残存 してい る も ので長辺24,....,40cm、 短辺48cm、 検出面か ら の 深

さ は22,....,40cmである。 掘 り 方埋土は、 にぶい黄色粘質土 を ブ ロ ッ ク 状 に含む暗オ リ ーブ褐色土である。

抜取り穴の埋土は焼土、 炭化物を多磁に含む黒色粘質土である。

【SB2083建物跡】 ( 1 -第76図、 2 ー第 8 · 58図）

D27区東半部の第1V層上面で発見 した東西 2 間、 南北 2 間以上で調査区外へ延びる掘立柱建物跡であ

る。 SI2087、 SB2081 · 2082 · 2084と重複し、 SB2081 · SI2087 よ り 新 し く 、 SB2082 · 2084との関

係は不明である。 方向は、 東西の柱列でみ る と 東で約 3 度北 に 偏 し て い る。 東西の柱列は総長約4.0m、

柱間は西よ り 約2.3m、 約 1 .7mである。 南北の柱列の柱間は 1 間分が約1.8mである。 柱穴は 5 基発見し

た。 平面形は概ね方形を基調 と して お り 、 規模は長辺で38,....,44cm、 短辺30,....,36cm、 検出面か ら の 深 さ

は28,....,32cmである。 掘 り 方埋土はにぶい黄色粘質土ブロ ッ ク を含む暗オリ ープ褐色粘質土である。 柱痕

跡は東側柱列の北へ 1 間 目 の柱穴 ( p 1 ) で確認した。 規模は直径12cmの円形である。 柱痕跡のない他

の柱穴では抜取 り 穴を確認した。 埋土は、 焼土 ・ 炭化物を多足に含む黒色粘質土であ る。

【SB2084建物跡】 (1 -第77図、 2 ー第 8 · 58固）

D 2 7 区 東 端 部 の 第1V 層 上 面 で 発 見 し た 桁行 3 間 以 上 、 梁 行 2 間 の 南 北棟 掘 立 柱 建 物 跡 で あ る 。

SB2081 · 2082 · 2083、 SK875 · 2086 と重複 してお り 、 SK875 · 2086 よ り 新 し く SB2082 よ り 古 い。

SB2081 · 2083との関係は不明である。 方向は、 南妻でみる と東で約1 0度南へ偏 し て い る。 桁行につい

ては、 東側柱列で3.8m以上、 柱間は南よ り 約 1.9m、 約 1.8mである。 梁行については、 南妻で約3.8m、

柱問は西 よ り 約1.8m、 約2.0mである。 柱穴は 7 基発見 した。 平面形は概ね方形 を基調 と してお り 、 規

模は長辺 で 1 8-46cm、 短 辺 1 6 - 36cm、 検出面 か ら の 深 さ は24-28cmである。 掘 り 方埋土は、 にぶい

黄色粘質土 、 炭化物 を多量に含むオ リ ーブ褐色粘質土であ る。 柱痕跡は南東隅柱穴 ( p 3 ) で確認 し た。

直径14cmの円形である。 柱痕跡を確認できなかっ た柱穴では、 抜取 り 穴を確認した。 埋土は炭化物、 焼

土を含む黒褐色粘質土である。

【SB2085建物跡】 (1 -第78図、 2 ー第 8 · 58図）

D 2 7 区 東端 部 の 第1V 層 上 面 で 発 見 し た 桁 行 2 間 以上 、 梁 行 2 間 の 南 北 棟 掘 立 柱 建 物 跡 で あ る 。

SB2081 、 SE874 と重複 してお り 、 SB874よ り 新 し い。 SB2081 と の関係は不明 で あ る。 方向は、 北側

柱列でみる と 東 で 約 1 2 度 南 へ偏 し て い る。 梁 行 に つ い ては北妻で約3.6m、 柱 間 は 西 よ り 1.82m 、 約

1.8mである。 桁行柱間は、 西側柱列の 1 間分が約2.2mである。 柱穴の平面形は概ね方形であ り 、 規模

は長辺30,....,41cm、 短辺26,...., 32cm、 検出面か ら の 深 さ は22,....,34cmであ る。 掘 り 方埋土は、 にぷい黄色

粘質土をブロ ッ ク 状に含む黄褐色土である。 柱痕跡は北側柱列の北西隅柱穴 ( P 1 ) 、 東へ l 問 目 ( P 2 )  

で確認した。 直径 l 2 ,...., 14cmの円形である。 柱痕跡 を確認できなかっ た柱穴では、 抜 取 り 穴を確認 し た。

埋土は炭化物を少量含む黒褐色粘質土である。

[SB21 1 7 建物跡】 (1 -第79図、 2 ー第57 · 59図）

D88区中央部のSX2122河川跡埋土上面で発見した南北棟掘立柱建物跡である。 桁行 2 間以上、 梁行

2 間で北側が調査区外へ延びている。 SB2 1 1 8、 SE2 1 1 9、 SX2122 と重複し 、 そ れ ら よ り 新 し い。 方向
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は、 南妻でみると東で 4 度 39分 北へ偏 し ている。 梁行については、 南妻で4.30m、 柱間は西よ り 2 .25m、

2 . 0 5mである。 桁行柱間は東側柱列 の1 間分が 2 . 1 5mである。 柱穴は4 基発見した。 平面形は概ね方形

を基 調とし てお り 、 規模は長辺で2 7 ,....., 2 9cm、 短辺23,....., 2 7cm、 検 出面からの深 さ は1 7,....., 2 0 cmである。

掘 り 方埋土は灰白色火山灰 の二次堆積 ブロ ックを少量含む黒褐色粘質土である。 全ての柱穴で柱痕跡を

確認した。 直径1 0 ,....., 1 2 cm の円形であり 、 埋土は黒褐色粘質土である。

【SB21 18建物跡】 ( 1 - 第80 図 、 2 ー 第57 · 59図）

D88区 中央部 のSX21 2 2 河川跡埋土上面で発見した南北棟掘立柱建物跡である。 桁行 2 間以上、 梁行

2 間で南側が 調査区 外へ延びている。 SD2 1 71 、 SE2 11 9、 SX21 2 2と重複 してお り 、 SE2 1 1 9 よ り 古 く 、

SD21 7 1 、 SX2 1 2 2 よ り 新 し い。 方向は、 北妻でみると東で 約 5度 北へ偏している。 梁行に つ いては、 北

妻で約3.0m、 柱間は西よ り 約1 . 5m、 約1 .6 mである。 桁行柱間は西側柱列 の1 間分が 約 2 . 2 mである。

柱穴は4 基発見 した。 平面形は概ね方形を基 調としてお り 、 規模は長辺で52 ,.....,  6 0 cm、 短辺30 ,.....,50 cm、

検出面からの深さは36 ,....., 46 cmである。 掘 り 方埋土はにぶい黄色粘質土プロ ックを多団に含む黒褐色粘質

土である。 すべての柱穴で抜取 り 穴を確認した。 抜取 り 穴 の埋土は、 炭化物 、 に ぶ い黄色粘質土 ブロ ッ

クを少屈含む黒褐色 ・ 暗オ リ ープ褐色 の粘質土である。

【SB21 0 6 建物跡】 (1 - 第81図、 2 ー 第57 · 6 2 図）

D83区中央部 の第V層上面で発見 した南北棟掘立柱建物跡である。 桁行 3間以上、 梁行 2 間以上で北

側と西側が 調査区外へ延びている。 他 の遺構との重複関係はない。 方向は東側柱列でみると北で約 5 度

東へ偏 し ている。 桁行については、 東側柱列が5.8m以上、 柱間は南よ り 約 2 . 0 m、 約1 .8m、 約 2 . 0 mで

ある。 梁行柱間は、 南妻 の1 間分が 約 2 .4mである。 柱穴は5基発見した。 平面形は方形を基 調とし て

お り 、 規模は長 辺 32 ,....., 7 0 cm、 短 辺 34 ,....., 6 4cm、 検出面からの深 さ は2 2 ,....., 32 cmである。 掘 り 方埋土は、

にぶい黄色土プロ ッ クを多紐に含む黒色粘質土である。 発 見 し た全ての柱穴で抜 取 り 穴を確認した。 抜

取 り 穴埋土は、 にぶい黄色土 ブロ ッ クを少量含む黒色粘質土である。

【SB2 1 0 7建物跡】 (2 - 第57 · 6 3囮）

D83区中央部 の第V 層 上面で発見した掘立柱建物跡である。 南北3 問 、 東西2 間以上で東側が 調査区

外に 延びている。 SI21 08と重複してお り 、 それよ り 新 し い。 方向は、 南北の柱列でみると 北で約8度東

ヘ偏している。 南北の柱列 の総長は約3.8m、 柱間は南よ り 約1.4m、 約1 . 2 m、 約1 . 2 mである。 東西の柱

列 の柱間は西よ り 約1 .8m、 約1 .4mである。 柱穴 の平面形は概ね方形であ り 、 規模は長 辺 30 ,....., 47cm、 短

辺 2 7 ,....., 34cmである。 全ての柱穴で抜 取 り 穴を確認した。 柱穴 の載ち割り 調査は行 っ ていない。

(SB21 0 9建物跡】 (1 - 第82 図、 2 ー 第57 · 6 4図）

D83区中央部 の第V 恩 · SX2 1 784 整地層上面で発見した桁行 3 間、 梁行 2 間 の東西棟掘立柱建物跡

である。 SB2 1 1 1 · 21 1 0と重複してお り 、 それらよ り 新 し い。 方向は、 北側柱列でみると東で約1 4度

南へ偏 し ている。 桁行については、 北側柱列で総長 約5.8m、 柱間は西よ り 約 2 . 2 m、 約 2 . 0 m、 約1 .7m

である。 梁行に つ いては、 東妻で約3.0 m、 柱間は南よ り 約1 . 2 m、 約1.7mである。 柱穴は調査区 外へ

延びる南西隅と、 西妻棟通下を除いた8基を発見 し た。 平面形は概ね方形を基 調とし てお り 、 規模は長

辺 36 ,.....,55cm、 短 辺 34,....., 50cm、 検出面からの深さは18,....., 39cmである。 掘 り 方埋土は、 に ぶい黄色粘質

土を ブロック状に多量に含む黒褐色粘質土である。 発見 した全ての柱穴で抜 取 り 穴を確認した。 埋土は、
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に ぶい 黄色粘質土 をブロック 状に 少量 含む暗灰黄色粘質土 であ る 。

【SB2110建 物跡 】(1 -第83 図、 2 ー第 57 · 64図）

D83区中央部 の 第 V層上面 で発見した 桁 行 3間 以上 、 梁 行 2間 の 東 西棟掘 立 柱建 物跡 であ る 。

SX2174整地 爵によ っ て覆われ てい る 。 SB2109 · 21 1 1 、 SD831aと重 複し ており 、 それらより 古い 。 方

向 は、 北側 柱 列でみ ると東 で約 6度 南 へ偏し てい る。 北側 柱 列の 桁行に つい て は、 約 5.8m以上、 柱間 は

西より 約 1.9m、 約 2.2m、 約 1.7m であ る。 柱 穴の 平面 形は方形 であり 、 規模 は長辺 60"' 80cm、 短辺 56

-70cm、 検出面からの 深さ は 12"' 24cmであ る 。 掘り方埋土 は、 に ぶい 黄色プロック を多 屋に 含む オ リ

ーブ黒色粘質土 であ る 。 全 ての 柱 穴で抜取り 穴 を確認した 。 抜取り 穴の埋土 は 、 に ぶい 黄色粘質土 プロ

ック を多量に 含む黒色粘質土 であ る。

【SB2 1 1 1建 物跡 】 ( 2 -第 57 · 64囮）

D83区中央部の第V層上面 で発見した東西 2間 以上 、 南 北 3間 以上 で南側と西側が 調査区外に 延びる

掘 立柱建 物跡 であ る 。 SB2109 · 2 1 1 0と重 複し ており 、 SB2109より 古く 、 SB2 1 1 0より 新 しい 。 方向

は 南 北の 柱 列でみ ると 北で約 3度東 へ偏し てい る 。 東西の 柱 列は 1 問分が 約 2.2m であ る 。 南 北の 柱 列

は4.2m以上 であり 、 柱間 は南より 約 2.0m、 約 2.2mであ る。 柱 穴の 平面 形は概 ね方形 であり 、 規模 は長

辺 45.....,56cm、 短辺 36-50cmであ る 。 柱 痕跡 は北東 隅柱 穴と 北東 隅柱 穴から西 へ l間 目 以外の 柱 穴で確

認した 。 直径 14"' 17cmの 円形であ る。 柱 穴の 戟割り 調査 は行っていない 。

【SB2116建 物跡 】 ( 2 -第 57 · 66因）

D83区南端部 で発見した 桁行 2間 、 梁行 2間の東 西棟で総柱 式掘立柱建 物跡 であ る 。 第 V 府上面 で検

出した 。 北東 、 南 西隅柱 穴は調査区外にあ るため確認 できなか った 。 S12 1 1 5と重 複し ており 、 それより

新しい 。 方向 は、 棟通り でみ ると東 で約 20度 南に 偏し てい る 。 桁行に つい て は棟通りより推定し て総長

約 4.8m、 柱 問は西より 約 2.4m、 約 2.4m であ る 。 柱穴の平面形 は概 ね方 形であり 、 規模 は長辺 38-54

cm、 短辺 29-49cmであ る 。 柱 痕跡 は確認 できなか った 。 北西 隅柱 穴、 南東 隅柱 穴、 南東 隅柱 穴より 北へ

1間 目 で抜取り 穴 を確認した 。 柱 穴の 戟割り 調査 は行っていない 。

【SB2282建 物跡 】 ( 2 -第 80 図）

D83区南部の第V層上面 で発見した 桁行 2間 以上 、 梁行 2間の東 西棟掘 立柱建 物跡 であ る 。 SD2286、

SX2287 · 2417 · 2004と重 複し ており 、 SX2287より 古く SD2286、 SX2417 · 2004より 新 しい 。 方向

は、 北側 柱 列でみ ると東 で約 10度 南に 偏し てい る。 梁行に つい ては、 東 妻で約 3.9m、 柱間 は、 北から 約

1.9m、 約 2.0m であ る 。 桁行柱間 は 北側 柱 列で西より 約 1.8m、 約 1.7m であ る 。 柱 穴は 6 基発見した 。

平面形 は方形 を基調とし 、 規模 は長辺 36-54cm、 短辺 33- 52cm、 深さ 20...-....53cmであ る 。 埋土 は炭化

物粒 ・ 黄色土粒を含む暗灰黄色砂質土および黒褐色土であ る 。 柱 はすべて抜き取 られ て お り 、 確認 で き

なか った 。 抜取り 穴の埋土 は、 炭化物粒・ 黄色土 粒を含む黒褐色粘笠土 であ る 。

(SB2 182建 物跡 】 ( 1 -第 86 図 、 2 ー第 7 1 固）

D105区北部の第V層上面 で発見した東西 2間 以上 、 南 北 2間の掘立柱建 物跡 であ る。 こ こ では桁行 2

間 以上、 梁行 2間の東 西棟建 物と考え てお きたい 。 SB2183 · 2184、 SX2189 小溝群 、 SK2204と重 複

し ており SB2183、 SX2189 小溝群より 新しく、 SK2204、 SB2184より古い 。 方向 は、 西 妻でみ ると 北

で約 12度東 へ偏し てい る 。 梁行に つい ては、 西妻で約 4.4m、 柱間 は南より 約 2.3m、 約 2.lm であ る。 桁
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行柱間は南側柱列の 1 間分が約2.3m である。 柱穴の平面形は方形であり 、 規模は長辺40,...., 50cm、 短辺

34,....,44cm、 検出面からの深さは 16,...., 24cmである。 掘 り 方埋土は炭化物、 にぶい黄色プロ ックを多属に

含む灰黄褐色粘質土である。 柱痕跡は南西隅柱穴 ( P 3 ) でのみ確認した。 直径1 2cmの円形で、 柱材が

約 22cm残存 し て い た。 その他の全ての柱穴で抜取 り 穴を確認した。 抜取 り 穴の埋土は、 にぶい黄色粘質

土 ブ ロ ックを多呈に含む黒色粘質土である。

(SB2183建物跡】 ( 1 -第87圏、 2 ー 第71固）

D105区北部の第V恩上面で発見した桁行3 間以上、 梁行2 間の東西棟掘立柱建物跡である。 ほぼ同

位腔で 2 時期の変遷がある (A → B 期）。 SB2182 · 2184、 SX2189小溝群、 SD2190·SD220la ,...,_ c 

と重複してお り 、 SX2189小溝群よ り 新 し く 、 SB21 82 · SB2184·SD2190、 SD220la "' c 期よ り 古

い。 以下に古い順に説明する。

A 期 ： B 期柱穴に大き く 壊さ れているため 、 北側柱列で 2 基、 南側柱列では 1 基の計 3 基の柱穴を確

認 し た。 平面形は概ね方形を基調と してお り 、 規模は 、 残存して いるもので長辺24,...., 64cm、 短辺18,....,

46cm、 検出面からの深さ 26,....,40cmである。 掘 り 方埋土は、 にぶい黄色砂質土 ブ ロ ッ クを多品に含む黒

褐色砂質土である。

B 期 ： 北側柱列で 3 基、 南側柱列で 3 基の計 6 基の柱穴を確認した。 方向は、 南側柱列でみると東で約

5 度南へ偏 している。 桁行柱間は西よ り 約2.4m、 約 1.6mである。 梁行については、 両側柱列中央の柱間

よ り 約4.2mである。 柱穴の平面形は概ね方形を基調としてお り 、 規模は長辺56,...., 80cm、 短辺52,...,., 58cm、

検出面か らの深さは 25,...., 46cmである。 掘 り 方埋土は 、 多伍のにぶい黄色粘質土ブロ ックを含む黒褐色砂

質土である。 発見した全ての柱穴で抜取 り 穴を確認した。 埋土は、 炭化物を含む黒褐色粘質土である。

【SB2184建物跡】 ( 1 -第88図 、 2 ー第71図）

D105区北部の第W層上面で発見した桁行7 間、 梁行3 間以上の南北棟掘立柱建物跡である。 調査区

外 にある東側をのぞき 、 南 • 北 • 西面に廂が付いている。 SB2182 · 2183、 SD2201A ,...., C · SX2189 

小溝群 · SD2190、 SX2188 · SX21 887と重 複 し て お り 、 それ ら よ り 新 し い。 ほぼ同位囮で 2 時期の変

遷を確認 した (A → B 期） 。 以下、 古い順に説明する。

A 期 ： 西側柱列で 8 基、 西入側柱列で 2 基の計10基の柱穴を確認した。 B 期柱穴に大 き く 壊さ れ て い

るため 、 柱位置がわかるものはな い。 柱穴の平面形は概ね方形であり 、 柱穴の規模は残 存 し て いるもの

で、 長辺34,....,45cm、 短辺26,....,42cm、 検出面か らの深さは 6 "'50cmである。 埋土は炭化物を少量含む黒

褐色粘質土である。

B 期 ： 方向は 、 西側柱列でみると北で約 9 度東へ偏 し て い る。 桁行については、 西側柱列で総長約

12.7m、 柱間は南 よ り 約 1.4m、 約 2.2m、 約1.9m、 約 1.9m、 約 2.0m、 約2.lm、 1.41mである。 梁行に

ついては、 南妻で3.8m以上、 柱間は西よ り 1.3m、 約 2.5mである。 柱穴は西側柱列と北妻 • 南妻で10基、

西入側柱列と南入妻で 7 基発見した。 柱穴の平面形は方形である。 規模は、 西入側柱と南入妻が長辺 3 9

"'51cm、 短辺36,....,42cm、 検出面か らの深さは28,....,52cmであり 、 西側柱は32,...., 50cm、 短辺28,....,33cm、

検出面か らの深 さ は 1 4,....,40cmである。 埋土は、 いずれもにぶい黄色粘質土ブロ ッ クを多量に含む黒褐色

砂質土である。 北西隅柱穴、 南へ 1 間 目 . 3 間 目 の柱穴で柱痕跡を確認 し た。 直径l l ,....,14cmの円形であ

り 、 埋土は黒色粘土である。 それ以外の柱穴では柱の抜取り 穴を確認 し た。 埋土は炭化物、 焼土を含む
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黒色• 黒褐色粘質土 であ る。 遣物は西側 柱列北より 2間 目 ( p 7 ) 、 4 間目の 柱穴 ( P 5 ) の 抜取り 穴か

ら須恵系土器高 台付皿が出 土し てい る 。

【SB2185建 物跡】(1 -第89図、 2 ー 第7 1 図）

D105区北 半部の SX2180 · 2203整 地層上面 で発 見した 桁行 2間 、 梁行 2間の東西 棟で総柱式掘 立柱

建 物跡であ る 。 SB2 186、 SX2180、 SX2202小溝群と 重複しており 、 SX2180、 SB2186より 新しく 、

SX2202 小溝群より 古い 。 方 向は北側 柱列 でみ ると東 で 約 8度 南 へ偏し てい る 。 桁行に ついては北側 柱

列で総長約 4.4m、 柱間は西より 約 2.3m、 約 2.lm であ る 。 梁行については西 妻で総長約 3.4m であ る 。

柱間は 南より 約 1.6m、 約 1.8mであ る 。 柱穴は 9 基発 見した 。 平面形は 円形 、 楕 円形 であり 、 規模は 楕

円形のもの で、 長径22......,32cm、 短径 17 ,._, 28cm、 検出面か らの 深さは 1 2,._,29cmであ る。 掘り方埋土は 、

黄灰色砂質土プ ロ ッ ク 、 炭化物、 灰白色火 山灰を少 凪含む黒褐色粘質土であ る 。 北西 隅柱穴(p1 ) で直

径 1 1 cm、 長さ 22cmの 柱が 残存しており 、 他の 柱穴では 抜取り 穴を確認した 。 抜取り 穴の埋土は 、 灰 白 色

火 山灰、 炭化物、 黄褐色砂質土をプロッ ク 状に 含む黒褐色粘質土であ る 。

【SB2186建 物跡】 ( 1 - 第90 図、 2 ー第 71 図）

D105区北 半部の SX2180上面 で発 見した 桁行 2 間、 梁行 2間の東西 棟掘 立柱建 物跡であ る 。 SX2203

整地層に 毅われてい る。 SB2185 、 SX2180、 SX2202 小溝群と 重複しており 、 それより 古い 。 方 向は 、

西 妻でみ ると北 で約 16度東 へ偏してい る 。 桁行は北側 柱列で総長約 4.5m、 柱間は西より 約 2 . lm、 約

2.3mであ る 。 梁行は東 妻で総長約 3.4m であり 、 柱間は 南より 約 1.7m、 約 1.7mであ る 。 柱穴は 8 基発 見

した 。 平面形は概 ね方 形を基調としており 、 規模は 長辺 52......,80cm、 短辺 40......,50cm、 検出面か らの 深さ

は 27......,52cmであ る 。 掘り方埋土は 、 黄灰色粘質土プロック 、 炭化物を少 量含む黄褐色砂質土 であ る 。 発

見した 全ての 柱穴で抜取り 穴 を確認した 。埋土は 黄褐色砂質土 をプロック 状に 含む暗灰黄色粘質土 であ る 。

(SB2410建 物跡） (1 - 第9 1 図）

D105区南 半部 で発 見した東• 南 二面に廂が 付く 桁行 4間 、 梁行 3 間の東西 棟掘立柱建 物跡であ る 。

第 V層 上面 で検出し 、 調査区外にあ る 南西 隅柱穴および 南側 柱列の西か ら 1 間目の 柱穴以外は すべて検

出した 。 SI241 1と 重複しており 、 それよりも 新しい 。 柱は 抜取 られてい るものもあ るが多くの 柱穴で柱

痕跡を確認し ており 、 柱材が 残存し てい るものもあ る ( P 3 · 10) 。 方向は 、 北側 柱列でみ る と東 で 4度

48分 南に 偏しており 、 東 妻でみ ると北 で 5度 2分東に 偏してい る 。 桁行に ついては 北 側 柱列で総長

8.61m、 柱問は西より 4.32m ( 2 問分）、 2.03m、 2.26m (廂） であ る 。 梁行に ついては 、 東 妻で総長

6.84m 、 柱 間は 南より 2.24m、 2.35m 、 2.24m であり 、 東 入妻でみ ると 総長 6.82m 、 柱 間は 南より

2.17m、 4.65m ( 2 間分） であ る 。 柱穴の 平面 形は方形を 基 調としており 、 身舎の 柱穴が廂のそれより
一 回り大きい 。 規模は 前者が 長辺 80cm、 短辺 70cm、 後者は 一辺 50cmであ る 。 柱痕跡は 直径 15cmであり 、

北側 柱列中央の 柱穴 ( P 3 ) では 直径 17cmの 柱材が 残存し ていた 。 掘り方の埋 土は 黒褐色砂臼土であ る 。

【SB2246建 物跡】(1 - 第 103図、 2 ー第 74図）

D 1 03区東 端部の 第W層上面 で発 見した東西 2間 、 南北 2間 以上の掘 立柱建 物跡であ る 。 ここ では 南

北 棟とみておく 。 SX2003と 重複がありそれより新しい 。 方向は 、 西側 柱列でみ ると北 で 約 23度東に 偏

してい る 。 梁行に ついては 、 北 妻で約 3.7m、 柱間は西より 約 1.9m、 約 1.8mであ る 。 桁行 柱間は西側 柱

列で北か ら 約 1.7m、 1.60mであ る 。 柱穴は北 妻棟通下 、 西側 柱列で 3 基、 東側 柱列で 2 基の 合 計 6 基 を
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発見 した 。 平面 形は方 形 を 基調としている 。 規模は 長辺 35"' 52cm、 短辺 28,...,, 39cm、 深さ 45,...,,8lcmで

ある 。 全て を完掘 した 。 埋土は多 磁の 黄褐色砂質土プロックと 炭化物粒を含んだ 黒褐色粘土 である 。 柱

痕跡は 北東 ・北西 隅柱穴を除く 4 基で確認 した 。 直径 12,...,,24cmの 円形である 。 全て 柱材が 残存 しており 、

底面より 5 "' 16cm沈み 込ん でいる 。 埋土は 黒褐色粘土および 炭化物粒 ・ 黄褐色砂質土粒を含む黒褐色粘

土 である 。 ほかの 2 基は 柱抜取り 柱穴があり 、 埋土は少量の 炭化物粒・ 黄褐色砂質土プロック を含む黒

褐色粘土 である 。 造物は 、 抜取り 穴より 須恵系土器 杯が出土している 。

【SB2253建 物跡 】(1 -第 104図、 2 ー第 76 固）

Dl03区東 半部の 第 V層 上面 で発見 した 桁行 3間 、 梁行 2間の東西 棟掘立柱建 物跡 である 。 SI2242、

SD224 7 · 2248と重複があり 、 それらより 新 しい 。 方向は 、 西 妻でみると北 で 10度 40分東に 偏 してい

る 。 桁行に ついては 、 北側 柱列で約 4.5m、 柱間は西 より 約 1.6m、 約 1.4m、 約 1.5mである 。 梁行に つい

ては 、 西 妻で3.56m、 柱間は北より 1.76m、 1.80mである 。 柱穴は 7 基発見 した 。 平面 形は方 形 を 基調

と し 、 規模は 長辺 32,...,,43cm、 短辺 32,...,,37cm、 深さ 29,....,.6lcmである 。 7 基全て を完掘した 。 埋土はに ぶ

い 黄色砂質土 • 黒褐色土ブロック を含む黄灰色土 である 。 柱痕跡は西 妻と東 妻棟通下 柱穴 で確認した 。

直径 12,....,. 14cmの 円形である 。 全て 柱材が 残存 しており 、 底面より 10,....,.25cmの 沈み 込ん でいた 。 埋土は

黒褐色粘質土 である 。 他の 3 基には 抜取り 穴があり 、 埋土はに ぶい 黄褐色砂質土プロック を含む黒褐色

土 である 。 追物は 、 柱穴埋土から 鼈材が出土している 。

【SB2245建 物跡 】(1 -第 105 図、 2 ー第 76圏）

Dl03区の第 V層 上面 で発見 した 桁行 2 問以上 、 梁行 2間の東西 棟掘立柱建 物跡 である 。 SI2242と重

複があり 、 それより 新 しい 。 方 向は 、 南側 柱列でみると東 で 約 2度南 へ偏している 。 梁行に ついては 、

東 妻で約 3.6m、 柱間は北より 約 1.8m、 約 1.8mである 。 桁行 柱間は西より 約 1.6m、 約 1.8mである 。 柱

穴は 7 基発見 した 。 平面 形は方 形 を 基調と している 。 規模は 長辺 36-58cm、 短辺 25,....,. 52cm、 深さは 24

"'50cmである 。 7 基す べて を完掘 した 。 埋土はに ぶい 黄褐色砂質土プロック を含む黒褐色粘土 である 。

柱痕跡は北側 柱列の東から 1間目で確認 しており 、 直径約 15cmの 円形である 。 埋土は黄灰色粘質土 であ

り 、 柱材の外側のみが 残存 している 。 その 他は 抜取り 穴があり 、 埋土は 黒褐色粘質土 である 。 南 側柱列

東から 2間目で礎板を確認 している 。 遺 物は 、 抜き穴より 鼈材が出土 している 。

【SB2441建 物跡 ） ( 2  -第 78図）

Dl03区中央部の 第 V層上面 で発見 した東西 2間 以上 、 南北 1間 以上の東西 棟掘 立柱建 物跡 である 。

北側は調査区 外へのびている 。 SI2266、 SD2238 · 2269と重複があり 、 それらより 新 しい 。 方向は 、 東

西の 柱列でみると東 で約 8度南に 偏している 。 柱間は東西の 柱列が西より 1.93m、 約 1.9m であり 、 南北

の 柱列が 約 1.8m である 。 柱穴は 4 基を発見 した 。 平面 形は方 形である 。 規模は 長辺 58-68cm、 短辺 20

,....,.54cm、 深さ 38,....,. 70cmである 。 北 壁際の 1 基を除き 3 基を完掘 した 。 埋土はに ぶい 黄色砂質土ブロッ

ク を含む黒褐色土 である 。 柱痕跡は東西の 柱列 2 基で確認 しており 、 直径 14cmの 円形である 。 埋土は 黄

褐色土プロ ック を含む黒褐色土 である 。 他の 2 基には 抜取り 穴があり 、 埋土はに ぶい 黄色土プロック を

含む黒褐色土および 黄灰色土 である 。

(SB2266建 物跡 ）(1 -第 106 固、 2 ー第 77図）

Dl03区中央部の第V屈上面 で発見 した掘立柱建 物跡 である 。 北 側が調査区外にあるが 桁行 3間 、 梁行
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3 問の南面廂付きの東 西棟掘 立柱建物跡 と 想定し ておきたい 。 SB22 73 ·2441、 SI2274 と重複 があり 、

SB2273、 SI2274より古く 、 SB2441より 新しい 。 方向は東 妻でみる と 、 北 で 4度 45分東に 偏し ている 。

桁行に つい ては南 側 柱 列で6.21m 、 柱間は 西より2.00m、 2.0lm、 2.15m 、 梁行に つい ては 、 東 妻で

4.10m以上 、 柱間は南より 約1.8m、 約2.3m である 。 柱 穴は 9 基発見した 。 平面形は方形 を 基調 とし 、

規模は 長 辺4 5 - 68cm、 短辺42 ,...., 68cm、 深さ34-56cmである 。 東 妻北端の 柱 穴を除き 完掘した 。 埋土

はに ぶい 黄色砂質土 プロ ッ ク を多量に 含む黒褐色粘土 である 。 柱 痕跡は東 妻の南より 1間目と西妻の南

より1間目を除く 6基の 柱 穴で確 認した 。 直径12 ""18cmの 円形 であり 、 埋土は 黒褐色土 である 。 そのう

ち南側 柱 列東より 1間目の 柱 穴で柱 材 を確 認した 。 直径14cm、 長さ14cmである 。

【SB22 72建物跡 ] (1 - 第107図、 2 ー 第78· 79 図）

D103区 西半部 、 第 V層上面の部分 的な 堆積陪の上面 で発見した掘 立柱建物跡 である 。 東 西2間 、 南北

2間以 上であり 、 北側は調査区外にのび ている 。 SB2267·2281、 SI2277 と重複 があり 、 SI2277より

新しく ほかより 古い 。 方 向は 、 東 西の 柱 列でみる と 、 東 で約 7度南に 偏し ている 。 柱間は 、 東 西の 柱 列

で総長約 4.5m、 柱間は 西から 約2.3m、 約2.3m であり 、 南北の 柱 列では 1間分 で約1.7m である 。 柱 穴

は 5 基発見した 。 平面形は方形 を基調 とし 、 規模は 、 長辺72 ""106cm以上 、 短辺59 -91cm、 深さ 60 ,....,

74cmである 。 埋土は 灰黄褐色粘質土・ 暗灰黄色粘土ブロ ッ ク を含む黄褐色土 、 に ぶい 黄色土 を含む黒褐

色粘土 である 。 柱はすべて抜き取られ ていた 。 抜取り 穴埋土は 黄褐色・に ぶい 黄褐色土 粒、 炭化物 粒 を

含む、 灰黄褐色 ・ 暗黄褐色粘土 である 。

【SB2279建物跡 】(1 - 第107 図、 2 ー 第 78·79 固）

D103区 西 半部の 第 V層上面 で発見した掘 立柱建物跡 である 。 東 西2間 、 南北1間以上 で北側は調査

区外にのび ている 。 SB22 72、 SI2277 と重複 があり 、 SB2277より古く 、 SI2277より 新しい 。 方向は 、

東 西の 柱 列でみる と東 で約10度南に 偏し ている 。 柱 問は東 西の 柱 列で総長約3.5m、 柱間は 西より 約

1.6m、 約1.9 m であり 、 東側の南北の 柱 列では 1間分 が約1.7mである 。 柱 穴は 4 基発見した 。 平面形は

方形 を基調 とし 、 規模は 、 長辺43 - 54cm、 短辺34-37cm、 深さ 40-48cmである 。 壁にかかる 1 基を

除 き 3 基完掘した 。 埋土は 暗灰黄色粘質土 、 およびに ぶい 黄色砂質土 、 黒褐色粘質土 である 。 い ずれに

も 炭化物 粒が含まれ ている 。 南北の 柱 列の 一つ(P6) で 柱 痕跡 を確 認した 。 直径16cmの 円形 であり 、

埋土はに ぶい 黄褐色土 粒、 暗灰黄色砂質土 粒 を 含む黒褐色粘質土 である 。 柱 材 と 礎板も 残存し ており 、

柱 材は 直径11 cm、 長さ25 cmである 。 その ほかの 柱 穴にはす べて抜取り 穴があり 、 埋土は 黄褐色土 や暗灰

黄色砂質土 粒を含む黒褐色粘質土 である 。

【SB2281建物跡 ）(1 - 第107 図、 2 ー第78· 79 囮）

D103区 西半部の 第V陪上面の部分 的な 堆租層の上面 で発見した掘 立柱建物跡 である 。 東 西2間 、 南北

1間以上 で北側は調査区外 へのび ている 。 SB2272 と重複 があり 、 それより 新しい 。 方向は 、 東 西の 柱 列

でみる と東 で約11度南に 偏し ている 。 柱間は東 西の 柱 列で総長約 4.2m、 柱間は 西より 約2.2m、 約2.0m

であり 、 南北の 柱 列は東側の 1間分 が約2.lmである 。 柱 穴は 5 基発見し ており 、 柱は ほ と んど 抜取られ

ている 。 平面形は 円形 を基調 とし 、 規模は 、 長辺22 ""36cm、 短辺19 -33cmである 。 壁にかかる 1 基 を

残し 4 基を完掘した 。
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【SB2267建物跡 】 ( 1 -第 108図、 2 ー第 78 · 79 図）

Dl03区 西半部の第 V府上面 で発見した 桁行 3 間 、 梁行 3 間の掘 立柱建物跡 であり 、 東面に 廂の 付 く

南北 棟である 。 SB2272、 SI2277 · 2278、 SK22 1 7 · 2275 、 SD2271 と重 複があり 、 SK2217より古 く

ほか より 新しい 。 方向は 、 西側 柱列でみる と北 で約 10度 東に 偏している 。 桁行に ついては 、 西側 柱列で

約 5.4m、 柱間は北から 約 1.8m、 約 1.8m、 約 1.8m、 梁行に ついては 、 南 妻で約 6.8m、 柱間は 西から 約

2.5m、 約 2.2m、 約 1.9mである 。 柱穴は 14基発見した 。 平面形は 方形 を基調 として おり 、 規模は 身舎の

柱穴が 長辺 69"' 94cm、 短辺 58"'74cm、 深 さ 29,..,_, 67cm、 廂の 柱穴が 長辺 52- 65cm、 短辺 38,..,_,53cm 、

深さ 38,..,_, 55cmである 。 す べて 完掘した 。 埋土は 黒褐色粘土 質土・炭化物 粒を含むオリ ーブ褐色砂および

黄褐色砂である 。 柱痕跡は 東側 柱列で検 出して おり 、 直径 8 ,..,_, 15cmの 円形 である 。 埋土は 黒褐色粘質土

である 。 南から 1 間目 を除 く 3 基の 柱穴では 柱材も確認して おり 、 直径 9 ,..,_, 1 5cm、 長 さ 20 ,..,_, 38cmであ

る 。 ほかの 柱穴では 柱抜取り 穴があり 、 埋土は 黄褐色および オ リ ープ褐色砂質土 を含む黒褐色粘土 であ

る 。 造物は 、 抜取り 穴 より 製塩土器 、 鼈材、 鉄椀が 出土している 。

(SB2273建物跡 】 ( 2 -第 77 図）

D103区 中 央部の第 V層 上面 で発見した掘立柱建物跡 である 。 東西 3 間 、 南北 1 間以上で調査区北側

にのびている 。 SB2266 と重 複があり それ より古い 。 方向は 、 東 西の 柱列でみると 東で約 9度 南に 偏し

ている 。 柱間は 、 東西の 柱列で総長約 5.6m、 柱間は 、 西 より 約 2.0m、 約 2.lm、 約 1.6mである 。 南北の

柱列は 東側の 1 間分が 約 2.3m である 。 柱穴は 5 基発見した 。 平面形は 方形 を基調 とし 、 規模は長辺 55

,..,_,68cm、 短辺 38,..,_,56cmである 。 深さ 38 "'55cmである 。 埋土は 黒褐色ブ ロ ッ ク を含むに ぶい 黄色砂質土

である 。 柱痕跡は 南 東隅柱で確認した 。 直径 10cmの 可形 であり 、 埋土は 黒褐色粘質土 である 。 柱材も 残

存して おり 、 直径 10cm、 長 さ 16cmである 。 他の 柱穴には すべて 抜取り 穴があり 、 埋土はに ぶい 黄褐色砂

質土 ブロッ ク を含む黒褐色土 である 。 南 東隅柱穴では長さ 25cm、 幅 6 cmの 棒状の 材木が 柱材を挟ん でお

り 、 東妻南から 1 問目では 長 さ 20cm以上、 幅 3 ,..,_, 5 cmの 材木を 4 本敷き 並 べて 礎板 としていた 。

【SB2335建物跡 】 ( 2 -第 76 図）

D l 0 3区 東 半部 の 第 w層上面 で発見した 桁 行 3 間 、 梁 行 l 間以 上の 東 西 棟掘 立 柱建物跡 であ る 。

SX2003 と重 複して おり 、 それ より 新しい 。 北側 柱 列 と 西妻棟通 下柱穴を検 出した 。 方向は 、 北側 柱列

でみる と東で約11度 南に 偏している 。 桁行に ついて は、 北側 柱列で約 5.3m、 柱 間は 西より 約 1.7m、 約

1.7m、 約 1.9mである 。 梁行柱間は 、 西妻 1 間分が 約 2.2mである 。 柱穴の 平面形は 方形 を 基調 として お

り、 規模は 長辺 34,..,_, szcm、 短辺 32,.._,43cm、 深さ 42,..,_,53cmである 。 埋土は 黒褐色粘土 を含むに ぶい 黄

褐色砂質土 、 あるいは 暗黄灰色粘土 粒を含む黄褐色砂質土 である 。 柱痕跡は 西妻棟通 下柱穴で確認した 。

直径1 2cmの 円形 である 。 他の 柱穴には 全て 抜取り 穴があり 、 埋土は 炭化物 粒・ 黄褐色砂質土 粒を含む黒

褐色粘土 、 あるいは 炭化物 粒・ オ リ ー ブ褐色プロッ ク を 含む黒褐色粘質土 である 。

【SB1987建物跡 】 ( 2 -第82図）

D106区北 半部の第W陪上面 で発見した掘立柱建物跡 である 。 東西 2 間以上 、 南北 1 間以上 で北側は

調査区外 へのびている 。 SX2003 と重 複があり 、 それ より 新しい 。 方向は 東西の 柱列でみる と 、 東で約 9

度 南に 偏している 。 柱間は 、 東西の 柱列が 西より 約 1.9m、 約 1.9m、 南北の 柱列 1 問分が 約 2.lmである 。

柱穴は 4 基発見し た 。 平面形は 円形 を基調 としている 。 規模は 、 長辺 28-48cm、 短辺 26,..,_,44cm、 深 さ
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19-42cmである。 4基すべて完掘した。 埋土は黒褐色粘質土である。 すべての柱穴に抜取 り 穴があ り 、

埋土は灰 白色火山灰 • 炭化物粒を含む黒褐色粘質土である。

【SB1994建物跡】 ( 1 -第109図、 2 ー 第81図）

Dl06区北半部、 第IV層 上面で発見 した桁行 3 間 、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 SD1996、

SK1991と重複があ り 、 SD1996よ り 新 し く 、 SK1991よ り 古い。 ほぼ同位饂で 2 時期の変遷を確認 した

(A → B 期） 。

A 期 ： 東側柱列の北か ら 1 間 目 、 北西隅柱穴、 西側柱列北から 1 間 目の柱穴の 3基を検出 した。 規模

は長辺20cm以上、 短辺 20cm、 深 さ 24-55cmである。 埋土は、 黄褐色土プロ ッ ク ・ 炭化物粒を含む黒褐

色粘土である。

B 期 ： 柱穴は10基すべて発見した。 方向は、 東側柱列でみると北で約19度東に偏 している。 桁行につ

いては東側柱列で約5.3m、 柱間は北よ り 約1.7m、 約 2.3m、 約 1.7m であ り 、 梁行は北妻で約4.lm、 柱

間は、 西よ り 約2.lm、 約1.9mである。 平面形は方形を基調 と し 、 規模は長辺38 ""5 8 cm、 短辺32-56

cm、 深 さ 34- 75cmである。 すべて完掘した。 埋土は黄褐色土粒、 炭化物粒を含む黒褐色粘土、 お よ び黄

褐色砂質士である。 柱穴には抜取 り 穴が あ り 、 埋土は炭化物粒を含む黒褐色粘土である。 北妻、 西側柱

列の北から 1 間 目 、 南西隅の 5 基の柱穴で礎板を確認している。 長辺18- 27cm、 短辺12-19cmである。

【SB1988建物跡】 ( 2 -第81図）

D106区北半部の第IV層上面で発見 した掘立柱建物跡である。 東西 2 間以上、 南北 1 間以上で北側が

調査区外へのびている。 SX2003と重複があ り それよ り 新 し い。 南北の柱穴に重複があ り 、 2 時期の変遷

を想定してお く (A → B 期）。

A 期 ： いずれの柱穴 も B 期の柱の直下で確認 している。 規模は長辺36.......,22cm、 短辺18.......,22cm、 深さ

47.......,58cmである。 埋土は、 黄褐色ブロ ックを含む黒褐色粘土である。

B 期 ： 柱穴は 4 基発見した。 方向は、 東西の柱列でみる と 、 東で約19度南に偏している。 柱間は東西

の柱列が総長約4.8m、 柱問は西よ り 約2.lm、 約2.6mで あ り 、 南北の柱列は 1 間分が約2.4mである。 柱

穴は 4基発見した。 平面形は方形を基調とし 、 規模は長辺45-55cm、 短辺38- 48cm、 深さ 32......., 46cm

である。 5 基すべて完掘した。 埋土は黄褐色土 、 炭化物粒を含む黒褐色粘土、 お よ び黒褐色土ブロ ッ ク

を含む黄褐色砂質土である。 南西隅よ り 北へ 1 間 目の柱穴で柱痕跡を確認した。 直径14cmの円形であ り 、

直径14cm、 長さ 12cmの柱材と長辺 20cm、 短辺16cmの礎板も残存していた。 ほかの柱穴にはすべて抜取

り 穴があ り 、 埋土は炭化物粒 ・ 黄褐色土ブロ ッ クを含む黒褐色粘土である。

【SB1913建物跡】 （第 1 ー 第115囮 · 2 -第91図）

D30区ほぼ中央部の第V屈 上面で発見 した掘立柱建物跡である。 桁行 4 間以上、 梁行 2 間で、 北側が

調査区外にかかる。 SD1911、 SI1912 と重複し 、 前者よ り 新 し く 、 後者よ り 古 い。 検出した 8 基の柱穴

のうち 、 6 基で柱痕跡を確認した。 このうちの 3 基に柱材が残存 している。 また、 2 基で礎板を確認した。

そのほかの 2 基には抜取 り 穴がある。 方向は、 西側柱列でみると北で 5 度東へ偏 している。 桁行柱間は、

西側柱列で 南 よ り 2.15m、 2.10m、 2.00m で あ る。 梁行は南妻で総長4.10m、 柱間は西よ り 2.10m、

2.00m である。 柱穴の平面形は概ね長方形で、 規模は長辺 44......., 54cm、 短辺32......., 42cm、 深 さ は 30-..,42

cmである。 埋土は、 にぶい黄色土のプロ ッ クを多量に含む黒褐色土である。 柱痕跡は直径12-15cmであ
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り 、 埋土は黒色粘質土である。 また、 残存する柱材は直径 1 2 ,...., 1 5cm、 長さ 16 ,....,20cmである。

【SB2218建物跡】 ( 1 - 第 1 1 6 固、 2 ー第 102囮）

D92区中央部の第V恩上面で発見 した桁行 3 間、 梁行 l 間以上の東西棟掘立柱建物跡である。 SI2228

と重複が あ り 、 それよ り 新 し い。 方向は、 南側柱列でみる と東で約 4 度南 に 偏 し て い る。 桁行について

は、 南側柱列で約5.3m、 柱間は、 西 よ り 約2.0m、 約 1 .5m、 約 1.9m であ り 、 梁行柱間は東妻の 1 間分

が約2.0m である。 柱穴は 6 基発見 し た。 平面形は方形を基調 と し 、 規模は長辺46-60cm、 短辺35,,.._

56cm、 深 さ 2 2 -44cmであ る。 すべて完掘した。 埋土は、 黄褐色土や砂を大砿に含む。 暗灰黄色砂質土、

黒褐色粘質土、 黄色土である。 柱はすべて抜取 ら れて お り 、 抜 取 り 穴の埋土は炭化物粒 ・ 黄色土粒を含

む暗灰黄色砂質土 • 黒褐色粘土であ る。

【SB2219建物跡] ( 1  - 第 1 1 7 固、 2 ー第 103図）

D92 区中央部の第V 層上面で発見 し た桁行 2 間、 梁行 2 間の東西棟掘立柱建物跡である。 方向は、 南

側柱列でみる と東で約 9 度南 に 偏 し て い る。 桁行については、 南側柱列でみると約3.6m、 柱間は西よ り

約1.8m、 約1.8mである。 柱穴は 8 基確認した。 平面形は方形を基調 と し 、 規模は長辺23- 52cm、 短辺

22......,47cm、 深 さ 25.....,49cmである。 すべて完掘 し た。 埋土は黄褐色土プ ロ ッ ク を含む黒褐色粘質土であ

る。 柱痕跡は北東隅柱穴で確認してお り 、 直径14cmの円形である。 柱材が残存 してお り 、 直径14cm、 長

さ 24cmであ る。 ほかの柱穴はすべて抜取 られてお り 、 抜取 り 穴の埋土は黄色土 • 砂プロ ッ ク ・ 炭化物粒

を含む黒褐色粘質土である。

【SB2222建物跡】 ( 1 - 第 1 1 8 図、 2 ー 第94図）

D92区西半部の第V層上面で発見 した桁行 2 間、 梁行 2 間の東西棟で総柱式の掘立柱建物跡である 。

方向は、 北側柱列でみる と東で約 6 度南 に 偏 し て い る。 桁行については、 北側柱列で約4.lm、 柱間は西

よ り 、 約2.2m、 約 1.9mであ り 、 梁行は西妻で約4.0m、 柱間は北よ り 約2.lm、 約2.0mである。 柱穴は

7 基確認した。 平面形は方形を基調 と し 、 規模は長辺 18-50crn、 短辺12 -40cm、 深 さ 2 1 ,....,40cmである。

すべて完掘した。 埋土は、 黄褐色土粒 を多く 含む黒褐色土であ る。 柱はすべて抜 取 ら れてお り 、 抜 取 り

穴埋土は炭化物や黄色土粒を含む黒褐色土である。 造物は、 抜 取 り 穴か ら 須恵系土器杯、 製塩土器、 掘

り 方 か ら 製塩土器が出土 している。

【SB2221 建物跡】 ( 1 - 第 1 1 9 図、 2 ー第94図）

D92区西半部の第V層上面で発見した。 桁行 6 間、 梁行 4 間の掘立柱建物跡である。 北側が調査区外に

あ る が、 南 ・ 西 ・ 東の 3 面に廂が付く 東西棟である。 方向は 、 南側柱列でみる と東で約 1 1 度南 に 偏 し て

いる。 桁行については 、 お お よ そ 1 4.0mであ り 、 柱問は、 南入側柱列で西よ り ( 1 間分不明） 、 2.44m、

2.70m、 約2.4m、 約2.5m、 約 1 .7mである。 柱穴は 15基発見 し た。 平面形は方形を基調 と し 、 規模は長

辺22-68cm、 短辺16-60cm、 深 さ l l -57cmである。 すべて完掘 した。 埋土は炭化物粒、 黄褐色土プ

ロ ッ ク を含む黒褐色土である。 柱痕跡は 8 基で確認 し て お り 、 直径16-20cmの 円形である。 埋土はわず

かに焼土粒 ・ 黄色土粒を含む黒褐色粘土で あ る。 ほかの柱穴に抜取 り 穴が あ り 、 埋土は灰白 色火山灰

粒 • 炭化物粒 ・ 黄色土粒を含む黒褐色土および粘土である。 南東隅と 南側柱列の東か ら 1 間 目 . 2 間 目

の柱穴、 南入側柱列の東か ら 1 間 目 の柱穴で礎板を確認している。
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(SB2220建物跡】 ( 1 -第120図、 2 ー第94図）

D92区西半部の第V層上面で発見した桁行 3 間、 梁行 2 間以上の東西棟で、 南面に廂の付 く 掘立柱建

物跡である。 2 時期の重複がある (A → B 期） 。

A 期 ： 南入側柱列の両端を除 く 各柱穴を確認した。 B 期に大き く 壊さ れていて全容は不明である。 柱

穴の埋土は、 黒褐色土粘質土ブロックを含む黄褐色土であ り 、 灰白色火山灰粒をわずかに含むものもあ

る。 柱はすべて抜取られてお り 、 抜取り 穴埋土は黄色土粒を多く 含む黒褐色粘土である。

B 期 ： A 期とほぼ同位匹で建て替えられている。 方向は、 南入側柱列でみると東で約 5 度南に偏して

いる。 桁行については、 南入側柱列で約5.3m、 柱間は西 か ら 約 1.8m、 2.04m、 1.78mであ り 、 梁行柱間

は身舎西妻の 1 間分が約2.5mである。 柱穴は 8基確認した。 平面形は方形を基調とし 、 規模は長辺60

- 83cm、 短辺52......., 78cm、 深 さ 2 9- S l cmである。 すべて完掘した。 埋土は、 黄褐色土プロ ックを含む黒

褐色土や灰白色火山灰粒 ・ 炭化物粒 ・ 黄褐色ブロ ックを含む暗灰黄色土である。 柱痕跡は、 身舎南西隅

柱穴と南側柱列東よ り 2 間 目 柱穴を除 く 6 基の柱穴で確認した。 直径14,....,20cmの円形であり 、 埋土は炭

化物粒 ・ 黄褐色砂質土粒を含む黒褐色粘質土である。 南東隅柱穴とそれよ り 2 間 目 柱穴、 入側柱列の西

よ り 2 間 目 の柱穴で柱材を検出 した。 直径16-18cm、 長さ 16-36cmである。 南側柱列の東よ り 2 間 目

の柱穴には抜取 り 穴があり 、 埋土は炭化物粒 ・ 黄褐色土粒を含む黒褐色土である。

【SB2223建物跡】 ( 1 -第121因 、 2 ー 第94図）

D92区西半部の第V層上面で発見した。 桁行 2 間 梁行 2 間の総柱式の掘立柱建物跡である。 方向は、

北側柱列でみると東で 9 度23分南に偏している。 桁行については 、 北側柱列で4.78m、 柱間は西よ り

2.40m、 2.40mであ り 、 柱穴は 6 基発見した。 平面形は方形を基調とし 、 規模は長辺25-54cm、 短辺

25-44cm、 深 さ 22-45cmである。 埋土は 、 黄褐色土粒を含む黒褐色土である。 柱痕跡は北側柱列、 西

妻棟通下の柱穴で確認 した。 直径14-16cmの円形であり 、 埋土は炭化物粒、 黄色土粒を含む黒褐色土で

ある。 ほかの 2 基には抜取 り 穴があり 、 埋土は少位の炭化物粒を含む黒褐色土である。 造物は、 埋土か

ら須恵系土器杯が出土 している。

【SB2208建物跡】 ( 2 -第100図）

D93区東半部の第皿層上面で発見した桁行 3 間、 梁行 2 間の東西棟掘立柱建物跡である。 方向は、 北

側柱列でみると東で約 18度北に偏 している。 桁行については、 北側柱列で約5.0m、 柱間は、 西よ り 約

1.6m、 約1.8m、 約1.9mである。 梁行は、 東妻で約3.0m、 柱間は北 よ り 約 l.Sm、 約1.5mである。 柱穴

は 1 0基発見した。 平面形は方形を基調とし 、 規模は長辺12.......,60cm、 短辺12-50cm、 深 さ 1 ,..._, 9 cmで

ある。 柱穴の埋土は暗オ リ ープ褐色粘土である。 柱痕跡は東妻棟通下の柱穴で確認 し て お り 、 埋土は黄

色土粒を含む黒褐色粘土である。

【SB1880建物跡】 ( 1 -第122 · 123 · 124図、 2 ー第88 · 98固）

D30区中央部、 111区南端部、 104区西端部にかけての第IV層上面で発見 した桁行 5 間、 梁行 4 問 の

南北棟四面廂付掘立柱建物跡である。 柱穴は2 8基すべて発見 した。 柱痕跡は側柱においてはすべて確認

し、 身舎では、 南入妻棟通 り 下柱穴でのみ確認した。 柱痕跡を確認 したほとんどの柱穴では柱材が良好

に残存していた。 方向は、 西側柱列でみると北で 15度8分東に偏している。 桁行については、 西側柱列

で10.04m、 柱間は 南 よ り 2.36m、 1.82m、 2.07m、 1.90m、 1.99mである。 梁行については 、 南妻で
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8. 60m、 柱間は西よ り 2. 1 9m、 2. 12m、 2. 31m、 1. 98mである。 柱穴の平面形は方形を基調とし、 規模

は一辺66- 1 1 4cm、 深 さ は 70,..._,75cmである。 埋土は灰白色火山灰ブロックを含む黄灰色粘質土と砂質

土が混 じ り 合っ た 土であ り 、 版築した状況も確認できた。 柱材は廂部分が直 径 1 8-22cm、 身舎では直径

28cmであ り 、 礎板のない柱穴においては掘 り 方底面か ら 20,..._,30cm沈み込んでいる。 本建物は 、 抜 取 り

穴や切取 り 穴に炭化物や焼土が多紐に含まれてお り 、 焼失した可能性が考 え ら れ る。 遺物は 、 抜取 り 穴

よ り 完形の須恵系土器杯が出土している。

【SB1881 建物跡】 ( 1 -第122· 124図、 2 ー 第88·98囮）

D30区中央部、 1 1 1区南端部、 1 04区西端部にかけての第W阿上面で発見した桁行 7 間、 梁行 4 間の

南北棟四面廂付掘立柱建物跡 であ る。 柱穴は30基発見し、 北西隅柱穴、 西側柱列北か ら 1 間 目 . 2 間 目

柱穴は確認できなかった。 北妻棟通 り 下柱穴と東から 3 間 目柱穴、 西入側柱南から 2 間 目 · 4 間 目 柱穴、

東入側柱南か ら 2 問 目 柱穴、 東側柱北から 1 間 目 . 3 間 目 柱穴において抜取り 穴を確認し、 それ以外で

は柱痕跡を確認している。 SB1 880·1882と重複し、 SB1882よ り も新しい。 SB1880との新旧 関係は

不明である。 方向は、 東側柱列でみると北で10度40分東に偏している。 桁行については 、 東側柱列で

1 7. 27m、 柱間は南よ り 、 2. 04m、 3. 03m、 2. 35m、 約2. 7m 、 約2. 7m、 2. 43m、 2. 05mである。 梁行に

ついては 、 東西側柱の南か ら 2 間 目 でみると5. 53m で あ り 、 柱 間 は南妻 の 棟 通 り よ り 東が2. 40 m、

1. 76mである。 柱穴は方形を基調としてお り 、 規模は廂部分が20,..._,50cm、 身舎部分が40,..._,60cmである。

埋土は、 灰 白色火山灰と炭化物を含む黒褐色土である。 柱痕跡は直径16,..._,20cmの円形である。

【SB1871建物跡】 ( 1 -第125函、 2 ー 第79因）

D30区北端部の第V層上面で発見 した桁行 3 間、 梁行 3 間 の南北棟掘立柱建物跡である。 西側には廂

が付いている。 SD1862、 SK1869と重複があ り 、 それよ り も新しい。 柱穴はすべて検出してお り 、 柱痕

跡 は南西隅、 西入側柱列の南 • 北、 南東隅、 東側柱列南よ り 1 間 目 の各柱穴で確認してお り 、 そのほか

の柱穴では抜取り 穴を確認した。 方向は、 西入側柱列でみると、 北で 7 度22分東に偏している。 桁行に

ついては、 東側柱列で約6. 5m、 柱間は南よ り 2. lm 、 2. 3m、 2. 3mである。 梁行については 、 南妻で約

6. 6m、 柱間は西よ り 2. 1 6m、 2. 3m、 2. lmである。 柱穴の平面形は方形を基調としてお り 、 規模は一辺

50,..._,80cm、 深 さ は40,..._,50cmである。 埋土はにぶい黄褐色粘質土プロ ックと砂質土プロックを含む黒褐

色粘質土であ る。 柱痕跡は直径10,..._,16cmであ り 、 埋土は黒褐色粘質土であ る。 本建物は抜取 り 穴に多屈

の炭化物、 焼土が混入してお り 、 焼失した可能性が考え られる。

【SB1876建物跡】 ( 1 -第126國、 2 ー第87囮）

D30区北半部の第W屈上面で発見した桁行 2 間、 梁行 2 間の総柱式掘立柱建物跡である。 SK1873と

重複して お り 、 それよ り も古い。 柱穴は 9 基すべて発見し、 北東隅柱穴以外で柱痕跡 を確認した。 方向

は、 西側柱列でみると北で 0 度 5 3 分西に偏している。 桁行については西側柱列で3. 89m、 柱間は南よ り

1. 94m、 1. 95mである。 梁行については、 南妻で3. 66m、 柱間は西よ り 1. 81 m、 1. 86mである。 柱穴の

平面形は方形を基調とし、 規模は一辺66- 88cm、 深さは 60cmである。 埋土は灰黄褐色粘質 土であ る。

柱痕跡は直径20cmであ り 、 埋土は褐灰色粘質土である。

【SB1882建物跡） ( 1  -第127図 、 2 ー第88 · 98図）

D30区中央部の第V層上面で発見 した桁行 3 間、 梁行 2 問の南北棟掘立柱建物跡である。 柱穴は 8 基
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発 見 し た。 部 分 的 に し か 検 出 で き な か っ た 南 妻 棟 通 り 下柱穴以外で柱痕跡 を 確 認 し た。 S I 1 8 8 7 、

SB1881 、 SD 1 885 · 1 886 、 SK1888 と 重複 し てお り 、 SI1887 、 SK1 8 88 よ り も 新 し く 、 SB 1 8 8 1 、

SD1885 · 1886 よ り も古い。 方向は、 東側柱列でみ る と北で 5 度44分東に 偏 し て い る。 桁行について

は、 東側柱列で5.60m、 柱間は南 よ り 1.44m、 1.49m、 1.68mである。 梁行については、 北妻で3.39m、

柱間は西よ り 1.63m、 1.77mである。 柱穴は方形を基調 と し てお り 、 規模は一辺51,....,88cmであ り 、 埋土

はにぷい黄褐色粘質土である。 柱痕跡は直径14,...., 19cmの 円形である。

(SB1902建物跡】 ( 1 -第 128図、 2 ー 第90屈）

D30 区中央部の第IV�上面で発見し た掘立柱建物跡である。 柱穴は 5 基発見し 、 すべて柱痕跡を確認

している。 SB1902、 SDl 930、 SX1900 と重複 してお り 、 そ れ ら よ り も新 し い。 方向は、 南北の柱列で

みる と北で14度21分東に偏 してお り 、 柱間は南 よ り 2.58m、 2.62mである。 東西の柱列の柱間は西よ り

2.56m、 2.35m で あ る。 柱穴は方形を基調 と して お り 、
一辺30,...., 52cm、 深 さ は 39cmである。 埋土は灰

白色火山灰 ブロ ッ ク を含む灰黄褐色粘質土である。 柱痕跡は直径14"' 18cmの 円 形で あ り 埋土は褐灰色粘

質土である。

(SB1933建物跡】 ( 1 - 第 1 29図）

Dl04区西端部の第IV層上面で発見した桁行 3 間、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡であ る。 6 基の柱穴

を確認 し た。 発見 したすべての柱穴で柱痕跡を確認 して い る。 SI1935、 SD 1893、 SK200 7 と 重 複 し て

お り 、 SI1935、 SK2007 よ り も新 し く 、 SD1893 よ り も古い。 方向は、 西側柱列でみ る と 北で 1 5度14分

東 に 偏 し て い る。 桁行については、 西側柱列で6.37m、 柱問は南 よ り 1.97m、 2.29m、 2.l lm で あ る。

梁行については、 北妻で4.31m、 柱間は西よ り 2.08m、 2.23mである。 柱穴の平面形は方形を基調 と し

てお り 、 規模は一辺50,...., 60cmであ り 、 深 さ は20,....,40cmである。 柱痕跡は直径18cmの円形であ り 、 埋土

は黒色粘質土であ る。

(SB1947建物跡】

D 1 04 区 中央部の第V恩上面で発見した桁行 3 間、 梁行 2 間の東西棟掘立柱建物跡である。 すべての

柱穴を検出 したが、 南側柱列につ いては掘 り 方 の一部を検 出 し た のみである。 SX1958 と重複 してお り 、

これよ り も 新 し い。 方向は北側柱列でみ る と 、 西で 0 度26分北に 偏 し て い る。 桁行 については、 北側柱

列で約 5.lm、 柱間は西よ り 1.78m、 約 1 .7m、 1.6mである。 梁行については、 西妻で3.8m、 柱間は南よ

り 2.0m、 1.84mである。 掘 り 方の平面形は方形を基調 と してお り 、 規模は一辺35,...., 50cm、 深 さ は40cm

である。 埋土は暗灰黄色土を主体 と している。 柱痕跡は直径14,...., 16cmの 円形である。

3 柱列跡

【SA2 1 8 1 建物跡】 ( 1 -第85図、 2 ー第 7 1 図）

D105区北部のSD2201上面で発見した南北 3 間以上の柱列である。 SD2201a ,...., c 期 と重複 してお り 、

それ ら よ り 新 し い。 方向は 、 柱列の北で約 5 度東へ偏 し て い る 。 柱間は南 よ り 約 1.8m、 約2.2m 、 約

2.2mである。 柱穴の平面形は方形で あ り 、 規模は長辺46,...., 58cm、 短辺46,....,54cm、 検出面 か ら の 深 さ は

24,....,40cmである。 掘 り 方埋土は灰白色火山灰のプロ ッ ク 含む黒色粘質土である。 全ての柱穴で抜取 り 穴

を 確 認 し てお り 、 埋土は多量の炭化物、 灰 白 色 火 山 灰 を含む黒褐色粘質土である。 遺物は北端の柱穴
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(p 1 ) 掘 り方から 緑釉陶器椀が出土し てい る。

(SA2088柱列跡】 (1 -第 1 0 1 図 2 ー第 57 · 61 図）

D83区北端 部の第VI層上面 で発見した南北方 向に 延び る柱列跡であ る。 布掘 りによ る 掘 り方 と 柱の 抜取

り 穴よ り 想定したもの で、 方 向は北 で約 13度東 へ偏してい る。 検 出したの は約 1.6mであ り 、 掘 り方の規

模 は上 幅38-52cm、 下 幅 18,..._,24cm、 検出面からの 深さ は28......,50cmであ る。 掘 り方埋土 は暗オ リ ープ灰

色砂をブロ ッ ク 状に 含む暗黄灰色粘質土 であ る。 抜取 り 穴の埋土 は炭化物 を含む黒褐色粘質土 であ る 。 抜

取 り 穴の 底面に は直径 18-20cmの 柱当た り 痕跡を 2 間分確認した 。 柱間はおおよ そ 0.6,..._,0.8mであ る。

4 竪穴住居跡

【S12087竪穴状遺構】(1 -第 92図、 2 ー第 8 · 58図）

D27 区東端 部の第 W層上面 で発見した 竪穴状造構 であ る 。 SB2081 · 2082 · 2083と重複し てお り 、

そ れらよ り古い 。 平面形 は概 ね方形 であ り 、 規模 は東 辺が 2.8m、 北辺が 2.4m であ る 。 方 向は 、 北 辺で

み ると東 で約 1度南に 偏し てい る 。 埋土 は3層に 細分さ れ、 1層 は炭化物 を多 位に 含む黒色砂質土 、 2

層 はに ぶい 黄色粘質土 をプ ロ ッ ク 状に多凪に 含 む灰 オ リ ープ粘牧土 、 3 陪 はに ぶい 黄色粘質土 をブロッ

ク 状に 含む オ リ ーブ黒色粘質土 であ る 。 主柱穴 は 4 基発見し 、 そ れら 全てに2 時期の 変遷 を確認した 。

A 期の 柱穴 は B 期のものに大きく 壊さ れてい るが 、 残存部の 平面形 は概 ね方形 であ り 、 規模 は長辺30,-...,

68cm、 短辺30,....,40cm、 検出面からの 深さ は30,....,44cmであ る 。 B 期の 柱 穴の 平面形 はおおよそ方形 であ

り 、 規模 は長辺28,....,37cm、 短辺26,....,34cm、 検 出面 からの 深さ は30,....,44cmであ る。 B 期の 柱穴の 全てで

柱痕跡を確認した 。 柱痕跡は直径 10,...., 14cmの 円形 であ る。 埋土 は黒色粘質土 であ る 。 なお 、 カ マ ド 、 周

溝等 は確認 できなかった 。 遺物 は土 器類 をは じめ 、 製塩土 器などが 出土し てい る 。

【SI2108竪穴住居跡】 (1 -第 93 図、 2 一第 57 · 63図）

D83区中央部の第V層上面 で発見した竪穴住居跡であ る。 SB2107 と重複し てお り 、 そ れよ り古い 。 平

面形 は方形 であ り 、 規模 は西 辺が 3.0m、 南 辺が 3.9mであ る 。 方 向は南 辺でみ る と東 で約 10度南に 偏し

てい る 。 床面 は 、 に ぶい 黄色粘質土プロ ッ ク を多量 に含むオ リ ーブ黒色砂質土によ る貼床であ る 。 北 辺

東側の調査区壁際に 40 X 76cmの 範囲で焼土 を確認し てお り 、 カ マ ドの 可能性があ る 。 周溝 、 柱穴等 は確

認 できなかった 。

【SI2115竪穴住居跡】 ( 2 -第 57 · 66図）

D83区南端部の第V上面 で発見した 竪穴住居跡であ る。 SB2116 と重複し てお り 、 そ れよ り古い 。 検出

した 段階で 、 既に東 辺付近では床面が 、 南 辺付近では 掘 り方が 露出し ていた 。 平面形 はおおよそ方形 で

あ り 、 規模 は東 辺が 約 3.4m 以上、 南 辺が 2.3m 以上 であ る 。 方 向は、 南 辺でみ る と東 で約 38度南 に偏し

てい る 。 床面 は、 炭化物 を多量に 含む黒色砂質土によ る貼床であ る 。 周溝 、 柱 穴、 カ マ ド等 は確認 でき

なかった 。

【S12105竪穴状遺構 】 ( 2 -第57 · 62 図）

D83 区北 半部の第V層上面 で発見した 竪穴住居跡であ る 。 削平 と 後 世の溝によ る撹乱が 著しく 、 検出

した 段階で既に 掘 り方 、 床面が 露出し ていた 。 SK2 104、 小柱穴 と重複し てお り 、 そ れらよ り古い 。 平

面形 は方形 であ り 、 規模 は南 辺が 3.0m以上 、 西 辺が 2.82mであ る。 方 向は、 西 辺でみ る と北 で約 14度東
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に 偏 し て い る。 貼床は、 にぶい黄色粘質土プロ ッ ク を多兄に含む黒色粘質土 で あ る。 周溝、 柱穴、 カ マ

ド等は確認でき な か っ た。

【SI2127竪穴住居跡】 ( 1 -第94図、 2 ー 第57 · 67固）

0102区東半部の第V屈上面で発見 した竪穴住居跨である。 SI2126と重複 し て お り 、 それよ り 新 し い。

平面形は方形である。 規模は西辺が2.6m、 南辺が3.3mで あ る。 方向は、 北辺でみる と東で約 6 度南 に

偏 し て い る。 壁高は東辺付近で1 6cmであ る。 床面全面には、 にぶい黄色粘質土プロ ッ ク を多屈に含む黄

灰色砂質土の貼床がある。 床面上でカ マ ド、 周溝を検出 した。 周溝はカマ ド直下を除き各辺で確認 し た。

規模は上幅 1 2 �30cm、 下幅 7 � 16cm、 深さ 3 � 1 4cmであ り 、 断面形は浅い 「U」 字状を呈 し て い る。

埋土は黄灰色粘質土で あ る。 カ マ ド は西辺に設置されてお り 、 にぶい黄橙色粘質土の側壁崩壊土が確認

された。 煙道は残存状況か ら カ マ ド 奥壁か ら 70cmほどで立ち 上がる も の と 思われる。 カ マ ド前面には東

西0.46m、 南 北0.66m の範囲で焼面が確認された。 主柱穴は確認でき な か っ たが、 周溝内埋土を掘 り 下

げた段階で壁柱穴 を各辺で確認した。 直径12� 22cmの 円形である。 埋土はにぶい黄色粘質土プロ ッ ク と

砂が混 じ る 黄灰色粘質土である。 住居内埋土は 3 府あ り 、 1 恩は多嚢の にぶい黄色粘質土 ブ ロ ッ ク を含

む黄灰色粘質土、 2 阿は少量の炭化物を含む黒褐色粘質土、 3 層 は多量の炭化物を含む灰黄褐色粘質土で

あ る。

【SI2128竪穴住居跡】 ( 1 -第95図 2 ー 第68固）

D102区東半部の第V府上面で発見し た竪穴住居跡であ る。 西側を近 ・ 現代の溝によって大き く 壊さ れ

てお り 、 南半部は調査区外へ延びている。 ほぼ同位慨で 2 時期の変遷を確認し た (A → B 期） 。 SE21 3 1 、

SE2123と重複 し て お り 、 それ ら よ り 古 い。

A 期 ： 西側を近 ・ 現代の溝に 、 南側を B 期 の も の に大 き く 壊 さ れ て い る 。 平面形はおおよそ方形で、

規模は北辺が 2.9m 以上、 東辺が 0.5m 以上である。 方向は、 北辺でみる と東で約 9 度南 に 偏 し て い る。

床面全面には、 少呈のにぶい黄色粘質土プ ロ ッ ク や炭化物を含む暗灰黄色砂質土の貼床がある。 床面上

で周溝を検出 した。 規模は上幅18 �26cm、 下幅 8 � 12cm、 深 さ 1 1 � 1 7cmで あ り 、 断面形は浅い 「U」

字状を呈 し て い る。 埋土は若干の炭化物を含む黒褐色砂質土である。 カ マ ド 、 柱穴は確認でき な か っ た。

住居内埋土は 1 阿で、 多量の炭化物を含む黒褐色粘質土であ る。

B 期 ： A 期 と 同様に西側を後世の溝に大き く 壊されている。 平面形はおおよそ方形で、 規模は北辺が

2.9m以上、 東辺が2.3m 以上であ る。 方向は、 北辺でみ る と 東で約10度南 に 偏 し て い る。 床面は全面が

にぶい黄色粘質土プロ ッ ク を含む黒褐色粘質土の貼床である。 床面上で周溝を検出 し た。 規模は上幅14

�22cm、 下幅 6 � 12cm、 深 さ 1 0 - 1 3cmであ り 、 断面形は浅い 「U」 字状を呈 し て い る。 埋土はにぶい

黄色粘質土を少量含む黄灰色砂質土である。 主柱穴は北辺に平行 し て 2 基検 出 し 、 各柱穴で抜 取 り 穴 を

確認した。 抜取り 穴の埋土は炭化物を多量に含む黒色粘質土である。 掘 り 方の平面形は概ね方形であ り 、

規模は長辺32cm以上 、 短辺28cm以上 、 検出面か ら の深さ は40cmであ る。 住居内埋土は炭化物を多最に

含む黒褐色粘質土であ る。 カ マ ド は確認できなか っ た。 追物は土器類を は じ め 、 鼈形土器、 な どが出土

し て い る。

(Sl241 l 竪穴住居跡】

D105区南半部の第V陪上面で発見し た竪穴住居跡であ る。 SB2410など と重複 してお り 、 それよ り 古
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い。 床面まで著 し く 削 平 さ れて お り 、 残存状況は悪い。 南東隅付近において東辺 と 南辺の周溝の一部を

検出し 、 掘 り 方埋土の分布をかろ う じて確認 し た の み で あ る。 東辺でみ る と 、 方向は北でわずかに東に

偏 し てお り 、 規模は4.0m以上である。 周溝は上幅が約30cmである。

【SI2242竪穴住居跡】 ( 1 - 第 l l O 固 、 2 ー 第76囮）

Dl03 区東半部の第V府上面で発見した竪穴住居跡である。 SB2245、 SK2241 、 SX2004 と重複があ

り SX2004よ り 新 し く 、 ほかよ り 古 い。 平面形は方形である。 方向は、 西辺でみる と北で約 4 度東に偏

している。 規模は東西3.6m、 南北3.0m 以上で あ り 、 壁高は約30cmであ る。 床面は全面が黒褐色粘土プ

ロ ッ ク を含む黄褐色細砂の貼床である (19恩）。 床面上で周溝 と カ マ ド の一部を発見 し た。 周溝はカ マ ド

下を除き各辺で確認 し た。 規模は、 上幅25"""'48cm、 深 さ 約 30cmである。 埋土は暗灰黄色土を含む黄褐

色砂質土で あ る (1 7層） 。 その上面で小溝状の壁材の痕跡を確認 し た。 規模は上幅 4 ,....., 8 cm、 深さ 約30

cm、 埋土は、 黄褐色土粒を含む暗灰黄色土である (16阿）。 柱穴は確認でき な か っ た。 カ マ ド は、 東辺南

寄 り に敷設されている。 黄褐色土 を 貼 り 付けて構築 し て お り 、 側壁の一部が幅40cm、 長さ 60cmにわたっ

て残存している。 その前面には東西約38cm、 南北25.cmの焼け面と焼土、 炭化物の分布が見られた。 カ マ

ド 内埋土は、 炭化物 ・ 焼土粒を含む灰であ る (13層） 。 煙道と煙出 し も確認している。 規模は、 長さ 138

cm、 深さ 35cmである。 煙道内埋土は、 炭化物粒と黄褐色砂質土粒を含む暗灰黄色土 (14層） 、 炭化物粒

を多量に含む暗灰黄色土で あ る (15層） 。 住居内埋土は、 薄い炭化物層を含む暗灰黄色粘質土が床面直上

にあ り (l l ,....., 12層） 、 機能時の堆積層 と み られる。 それよ り 上恩は 、 炭化物粒 ・ 黄褐色土ブ ロ ッ ク を含

む暗灰黄色粘質土で人為的 に埋め戻 さ れた ものであ る ( 1 """' 10層） 。 遺物は、 住居内埋土よ り 製塩土器

が出土 している。

【SI2265竪穴住居跡】 ( 1 -第l l l 図、 2 ー 第78固）

Dl03区西半部の第V層上面で発見した竪穴住居跡であ る。 SK2262 · 2264 · 2268 · 2271 と重複が

あ り 、 そのいずれ よ り も古い。 平面形は方形である。 方向は、 東辺でみると北で約 1 度西 に 偏 し て い る。

規模は、 東西4.6m、 南北3.9m 以上で あ り 、 壁高は約 10cmである。 床面は全面が黒色土 ・ 浅黄色土プロ

ッ ク を含むにぶい黄褐色の貼床であ る ( 6 層） 。 床面上で周溝と柱穴 と土堀 2 基を発見 し た。 周溝は南辺

と東 ・ 西辺の一部で確認した。 規模は 、 上幅約20cm、 深さ 5 ,...,_, 10cm、 埋土はにぶい黄色土ブロ ッ ク を含

む黒色砂質土で あ る ( 3 層） 。 柱穴は各辺に平行す る よ う に 4 基確認した。 平面形は円形を基調 と し 、 規

模は長径48,.....,56cm、 短径42"-'48cm、 深さ 46,.....,56cmである。 埋土は黒褐色土 と に ぶ い黄褐色土プ ロ ッ

ク を含むにぶい黄色砂質土である。 柱はすべて抜取られ、 確認できなかっ た。 抜取 り 穴の埋土はにぶい

黄褐色砂質土プロ ッ ク を含む黒褐色土である。 土堀は 2 基確認 し た。 土堀 l は北側の柱穴と柱穴の間に

位 匹 し て い る。 平面形は楕円形で、 規模は長径64cm、 短径58cm、 深さ 10cmである。 埋土は炭化物粒 ．

焼土粒を多 く 含み、 にぶい黄色砂質土プロ ッ ク を含む黒褐色土で あ る ( 4 恩 ） 。 土城 2 は西側の柱穴間に

位置している。 平面形は楕円形である。 規模は長径40cm、 短径28cm、 深さ 5 cmである。 埋土は黄色砂質

土プロ ッ ク を含む黒褐色土であ る ( 5 尼） 。 住居内埋土はにぶい黄褐色土ブロ ッ ク を含む黒色土である

( 1 ,....., 2 層） 。 遺物は、 住居内埋土よ り 製塩土器が出土 し て い る。

【SI2274竪穴住居跡】 ( 2 -第77図）

D1 03区西半部の第V 層上面で発見し た竪穴住居跡である。 SB2266 と重複があ り 、 それよ り 古い。 平
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面形は方形である。 方向は、 西辺でみる と北で約 2 度東 に 偏 し て い る。 規模は東西3.3m、 南北3.3m以

上である。 床面は、 全面が黒褐色土、 にぶい黄色砂質土を多景に含むにぶい黄色土の貼床である。 床面

上で土壊を発見 し た。 規模は、 上幅60- 75cm、 深 さ 12cmである。 埋土は 1 層が焼土粒 ・ 焼土塊、 炭化

物粒、 にぶい黄褐色砂質土を含む黒褐色土である。 2 庖は木炭府を含む黒色土である。 カ マ ド 、 柱穴 、

その他の施設は全 く 検出できなかった。 追物は、 住居内埋土 よ り 製塩土器が出土 し て い る。

【SI2277竪穴住居跡] ( 2  -第78固）

Dl03 区西半部の第 V 附 上面で検 出 し た竪穴住居跡である。 SB2272 · 2279、 SI2265、 SK2247 ·

2264 · 2275 · 2276 と重複が あ り 、 それよ り 古 い。 平面形は方形である。 方向は、 西辺でみ る と 北で約

7 度東に偏 し て い る。 規模は東西5.5m、 南北4.9m 以上である。 床面は全面がにぶい黄色土プ ロ ッ ク を

含む暗黄褐色粘質土の貼床である。 カ マ ド 、 柱穴その他の施設は全 く 検出 で き な か っ た。 追物は、 住居

内埋土よ り 製塩土器が出土している。

【SI2278竪穴住居跡】 ( 1 - 第 1 1 2 圏、 2 ー第79図）

Dl03 区西半部の第V層上面で検出 し た竪穴住居跡である。 SK2217、 SD22 1 7、 SB2267 、 SX2004

と重複があ り 、 SX2004 よ り 新 し く 、 ほかの も の よ り 古 い。 平面形は方形である。 方向は、 東辺でみる

と北で約 3 度東 に 偏 し て い る。 規模は東西4.4m、 南北4.2mであ り 、 床面まで削平 さ れて、 わずかに貼

床が残存 していた。 床面上で周溝と柱穴を発見した。 周溝は各辺 を 廻 り 、 規模は上幅l 7-45cm、 深 さ 5

-1 0cmであ る。 埋土は黄褐色土粒を含む黒褐色砂質土である。 柱穴は各辺に平行す る よ う に 4 基確認し

た。 平面形は円形を基調 と し 、 規模は直径32- 54cm、 深 さ 40-55cmである。 埋土は黒褐色粘土プロ ッ

クや黄褐色土プロ ッ ク を含むオ リ ープ褐色土である。 柱痕跡は北側の 2 基で確認した。 直径10cmの円形

である。 埋土は、 黄褐色土プロ ッ ク ・ オ リ ープ褐色砂を含む黒褐色粘質土である。

(SI1887竪穴住居】 ( 2 -第88 · 98図）

D 3 0 区 中 央 部 の 第 V 層 上 面 で発見 し た竪穴住居跡で あ る 。 SB1881 · 1 882 、 SD1886 · 1 892 、

SK1893 · 1894と重複 し て お り 、 SK1894よ り も新 し く 、 SB1881 · 1 882、 SD1886 · 1892、 SK1893

よ り も 古 い。 平面形は方形である。 方向は 、 東辺でみる と北で約 9 度東 に 偏 し て い る 。 規模は 、 南 北

3.42m、 東西3.88mであ り 、 壁高は削平さ れ て い る た め不明で あ る。 床面には部分的に貼床が認め ら れ

る。 床面上では東辺の南半で上幅約20cmの周溝を約I.Om確認した。

【SI1922竪穴住居跡】 ( 1 -第 130図 . 2 -第96図）

D30区南半部の第V恩上面で発見し た竪穴住居跡で あ る。 西辺は調査区外にかか っ て い る。 SDl 923 

と 重複 し て お り 、 それよ り 古 い。 削平が著 し く 、 壁沿いに掘 り 方を残すのみである。 平面形は方形であ

り 、 規模は東西約4.4m、 南北約4.0m である。 方向は、 東辺でみ る と 北で約 5 度東 に 偏 し て い る。 柱穴

は、 南西部を除いて検 出 し た。 いずれも ほぼ同位置で重複 し て お り 、 1 度建て替えがあ っ た と考 え ら れ

る。 古い時期の各柱穴は、 平面形は概ね 円 形であ り 、 規模は直径38-64cm、 深 さ 26-44cmであ る。 掘

り 方埋土は、 にぶい黄色土のブロ ッ ク を多量に含む黄灰色土である。 ま た、 南東部柱穴と北東部柱穴で

抜取 り 穴を確認した。 一方、 新 し い時期の各柱穴は平面形が円形で あ り 、 直径32-42cm、 深さ 30-36

cmである。 掘 り 方埋土は、 にぶい黄色土の プロ ッ ク を多品に含む黄灰色 • 黒褐色土である。 北東部柱穴

では直径14cmの柱痕跡を確認 し てお り 、 北西部の柱穴では直径 12cm、 長 さ 1 5cmの柱材が残存 し て い た。
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また 、 南 東部 の柱穴では 抜取り 穴を確認してい る。

【SI2227竪穴住居跡 ）(1 - 第 131 図、 2 ー第 102図）

D92 区中央部 の第V層上面 で発 見した 竪穴住居跡 であ る 。 SI2228、 SD2226 と重複があり 、 SD2226

より古 く 、 SI2228 より 新 しい 。 平面 形は方 形であ る。 東辺は 後 世の削平 で失われてい る。 周溝 と主柱穴

を 残すのみ であ る 。 方向は西 辺 でみ ると北 で約 13度 東に 偏し てい る 。 規模は 、 南北 4.5m、 東西 3.6m 以

上 であ る 。 地 山をそ のまま 床面 とし てい る 。 周溝は 3 辺 で確認 した 。 上 幅 1 0 ,.._,40cm、 深さ 13cm、 壁柱

穴 と 見られ る小 穴を 27個確認し てい る 。 柱穴の平面 形は方 形であり 、 規模は 長辺 25,.._,56cm、 短辺 18,.._,

37cm、 深さ 20,.._,40cmであ る 。 埋土は 、 黄褐色土• 砂プロ ッ クを 含む黒褐色粘質土 であ る 。 柱は すべて

抜取られて おり 、 抜取り 穴の埋土は 、 炭化物 粒、 黄褐色砂粒を 含む黒褐色粘質土であ る 。 南西部 以外の

柱穴で礎板を確認し てい る。

(SI2228竪穴住居跡 】 ( 2 - 第 102図）

D92 区中央部 の第V層上面 で発 見した竪穴住居跡 であ る 。 SB2218、 SI2227 と重複があり 、 い ずれ よ

りも 古い 。 平面 形は方 形であ る 。 東辺は 後 世 の削平 で失われ ており 、 掘り方を 残すのみ であ る。 方向は 、

西 辺 でみ る と北 で約 8度 東に 偏してい る 。 規模は 、 南北 3.8m、 東西 3.2m以上 であ る 。 地 山を 直接床面

としてい る。 壁に 沿う ように掘り方があり 、 規模は上 幅 1 0,.._,40cm、 深さ 3 ,.._, 8 cmであ る。 幅 10,.._, 15cm 

の三 日月形のエ具痕を確認し てい る 。

5 井戸跡

(SE874井戸跡 】(1 - 第96図、 2 ー 第 8 · 58 図）

D27 区東端部 の第IV層上面 で発 見した 井戸跡 であ る。 SB2081 と重複し ており 、 SB2081 より古い 。 ほ

ぽ同位置で 2時 期の変遷があ る(A → B 期）。

A 期 ： B 期に よ って大きく 壊されてい るため 、 掘り方 の一部を確認した のみ であ る。 平面 形は おおよ

そ方 形であり 、 長辺 2.0m、 短辺 1.8m、 深さ 0.8m 以上 であ る 。 壁はやや 急角度に掘り 込まれ てい る 。 埋

土は 3層に 細分され 、 1層はに ぶい 黄色粘質土をプロッ ク 状に少 屈含む灰色砂質土 、 2 陪はに ぶい 黄色粘

質土をブロッ ク 状に 中量含む オ リ ーブ黒色砂質土 、 3 陪はに ぶい 黄色粘質土をブロック状に少 量含む灰

色砂質土 であ る 。

B 期 ： A 期と ほぽ同位置で作り 替えられ てい る 。 底面に方 形の曲物を 据え 、 そ の周囲に 縦板を 二重に

立て並 べた 井戸側を 備えたも ので、 内法は 東西 65cm、 南北 70cmと な ってい る 。 井戸側 の 内側 の板は 長さ

70,....,90cm、 幅28,....,65cmであり 、 東面は 1 枚、 そ の他の面は 2 枚立て 並 べてい る 。 外側 の板は 長さ 50,....,

70cm、 幅 19cm"-' 34cmであり 、 各辺 2 "' 3 枚立て 並 べてい る 。 これら の内側には横桟を 渡 して縦板を 押

さえてい る 。 横桟は 直径 4 ,...., 12cm、 長さ 65,....,70cmの丸材であり 、 そ の両端を 、 東西 壁面側 では 凸形に 、

南北 壁面側 では 凹形に整 形し て 、 組み 合わせ てい る 。 底面 の方 形 曲物は 、 長辺 50cm、 短辺 36cm、 高さ

30cmであ る 。 井戸側内埋土は 1層 で、 多 量の植物 遺存 体を 含む黒色粘土 であ る 。 井戸側 の上部は 抜取り

穴に よ って 壊されてい る。 抜取り 穴の平面 形は南北にやや 長い 円形であり 、 規模は 長径 1.3m、 短辺 1.2m、

深さ 0.6mであ る 。 埋土は 2層に 細分され 、 1層は多 量の炭化物やに ぶい 黄色粘質土を レ ン ズ状に少 倣含

む黒色粘質土 、 2層は少 秘の炭化物を 含む黒色砂質土 であ る 。 掘り方 の平面 形は南 北にやや 長い方 形で
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あ り 、 規模は長辺2.0m、 短辺1.8m、 検出面か ら の 深 さ は 1.8mである。 断面形は濡斗状 と な っ て お り 、

検出面か ら 約 l .Om下がっ た と こ ろ に段がつ いている。 掘 り 方埋土は 3 府 に細分され、 1 層は少量の炭化

物、 にぶい黄色粘質土 を ブ ロ ッ ク 状に多量に含む黒褐色砂質土、 2 層 は少昂のにぶい黄色粘質土プ ロ ッ

ク を少量含むオ リ ープ黒色砂質土、 3 層 は小木片、 にぶい黄色粘質土 ブ ロ ッ ク を 中量含む黒色砂質土で

あ る。 遣物は土器類 を は じ め 、 円面硯、 須恵器長頸瓶 （壺 G) 、 木製品では、 挽物皿 · 挽物高台付皿 • 漆

器皿 • 斎串 • 錘、 雲母などが出土 し て い る。

【SE2132井戸跡】 ( 1 -第98図、 2 ー 第69囮）

Dl02区西部のSX21 35整地層上面で発見 した井戸跡である。 剖 り 貫き材を組み合わせた井戸側を備え

ている。 SK2175、 小柱穴 と 重複 し て お り 、 SK2 1 75 よ り 新 し く 、 小柱穴よ り 古い。 井戸側は直径 l.Om

の半戟 し た 剖 り 貫き材を掘 り 方中央に据え 、 そ の 南 に 幅 0.5m の 剖 り 抜 き 材 2 枚 を一方は内側 を 向 け 、

も う 一方は外側を向けて密接 して据えた も のである。 井戸側の上部は抜取 り 穴 に 壊 さ れてお り 、 平面形

は東西にやや長い楕円形である。 規模は長径1.3m、 短辺l.lm、 深 さ 0.4mである。 抜取 り 穴の埋土は 2

層に細分され、 1 府は少量の炭化物を含む黒褐色粘質土、 2 層はにぶい黄色粘質土を少磁含む黒褐色粘質

土である。 掘 り 方の平面形は方形で あ り 、 規模は長辺2.0m、 短辺 1.8m、 検出面か ら の深 さ は l.Omであ

る。 壁はほぽ垂直であるが、 西壁は検出面 か ら 約 70cm下が っ た と こ ろ で段が付き、 そ こか ら底面に向か

っ て急角度に下がっ て い る。 掘 り 方埋土は 3 層 に細分 さ れ、 1 屈 はにぶい黄色粘質土プロ ッ ク を多量に

含む黒褐色砂質土、 2 陪は中量のにぶい黄色粘質土プロ ッ ク を含む黒褐色粘質土、 3 層は にぶい黄色粘質

土プロ ッ ク を含むオ リ ーブ黒色粘土である。 井戸側内埋土は単陪で、 オ リ ーブ黒色粘土であ る。 造物は

土器類を は じ め、 円形の曲物、 鼈形土器な どが出土 し て い る。

【SE2123井戸跡】 ( 1 -第99図、 2 ー 第57 · 68固）

D102区東部の第皿層上面で発見 した素掘り の井戸跡であ る。 SI2 128、 SE2 1 3 1 と重複関係が あ り 、 そ

れ ら よ り 新 し い。 平面形は東西にやや長い楕円形を呈 し て い る。 断面形は浅い皿状 を 呈 してお り 、 底面

付近のみ急角度 に掘り 下げ られている。 底面は概ね平坦であ る。 規模は、 長径 6 m、 短径4.9m、 検出面

か ら の深さ は 1.3mである。 埋土は 3 層 に細分され、 1 層 は多岳の植物造存体を含む黒色粘土、 2 府 は植

物遣存体、 骨片を含む黒褐色粘土層 、 3 贈は砂粒や粗砂を含む黒褐色砂質土層である。 追物は土器類を

は じ め 、 灰釉陶器椀、 須恵系土器杯 ・ 小皿 • 高台付皿、 製塩土器、 木製品ではヘラ状製品 ・ 円形の曲物

な どが出土 し て い る。

【SE2129井戸跡】 (1 -第99図、 2 ー 第57 · 67図）

D1 02区東端部の第IV層上面で発見した井戸跡である。 北西部は調査区外 に あ り 、 抜 取 り 穴 と掘 り 方の

一部を検出 し た。 SK2 1 72 と重複 してお り 、 それよ り 古い。 井戸側は全て抜 き 取 ら れて い る ため形態は

不明で あ る が、 底面に は方形曲物が据え ら れ て い る。 掘 り 方の平面形は概ね円形である。 抜 取 り 穴は東

西 1.8m以上、 南北1.9m以上であ り 、 断面形は皿状で壁の立ち上がり は緩やかである。 埋土は 2 層 に細

分 さ れ、 1 庖は炭化物を多星に含む黒色粘質土、 2 層は少伍のにぶい黄色粘質土プロ ッ ク を少量含む黒色

粘質土である。 掘 り 方の規模は長径2.0m、 短径0.8m以上、 深 さ は0.9mである。 埋土は 2 層 に細分され、

1 層は炭化物、 にぶい黄色粘質土プロ ッ ク を少量含む黒褐色砂質土、 2 層 は オ リ ーブ黒色砂である。 掘 り

方底面付近 に据えられた方形曲物は、 長辺52cm、 短辺48cm、 高 さ 10cmである。
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【SE2130井戸跡】 ( 1 -第99図、 2 ー 第57·67図）

Dl02区東部の第IV層上面で発見した井戸跡である。 北半分は調査区外にあり、 掘り方と抜取り穴の一

部を検出した。 SI2126、 SX2124と重複 しており、 それらより新しい。 掘り方の平面形は東側にやや膨

ら む方形である。 壁の立ち上がりはやや緩やかである。 規模は東西2. 0m、 南北1. 9m以上である。 埋土は

2 層 に細分され、 1 層が灰黄褐色粘質土、 2 層がにぶい黄色粘質土ブロ ックを多量に含む灰黄褐色粘質土

である。 抜取り穴は掘り方のほぼ中央付近に掘り込 まれており、 上方が大 き く 開 き 、 下部はやや窄まり

ながら落ち込んでいる。 規模は東西l. Om、 南北l. Omである。 埋土は 2 屈に細 分 さ れ、 1 附はにぶい黄色

粘質土プロ ックを多量に含む灰黄褐色粘質土、 2 層は オ リ ープ黒色粘質土である。

【SE2131井戸跡】 (1 -第99図、 2 ー第68図）

Dl 02区中央部の第V層上面で発見した井戸跡である。 南半分は調査区外にあり、 掘り方および抜取り

穴の一部を検出した。 SX2205小溝群、 SE2123、 SK2176 と重複しており、 SX2205小溝群より新しく 、

SE2123、 SK2176より古い。 掘り方の平面形はおおよそ方形であり、 壁は急角度に掘り込 まれている。

規模は、 東西2. 5m、 南北1. 5m以上である。 埋土は 2 層に細分され、 1 層が少屈の炭化物を含む黒褐色砂

質土、 2 陪がにぶい黄色粘質土プロ ックを多量に含むオ リ ーブ黒色砂質土である。 抜取り穴は掘り方の

ほぼ中央付近に掘り込まれ、 上方が大き く 開 き、 下部は急角度に落ち込んでいる。 規模は東西1. 8m、 南

北 l. lm 以上である。 埋土は 3 層に細分 さ れ、 1 層は炭化物を中凪含む黒褐色砂質土、 2 層 はにぶい黄色

粘質土ブロ ックを少量含む黒褐色粘質土、 3 阿はにぶい黄色粘質土をブロ ック状 に 中 量含む黒褐色粘質

土である。 遺物は抜取り穴の底面から小型の長頸瓶、 「厨」と暴書された土師器杯が出土している。

(SE2133井戸跡】 ( 1 -第99図 2 ー第70図）

D102区西部の第V 陪上面で発見した井戸跡である。 大部分は調査区外にあり、 掘り方の一部を検出し

たのみである、 SD2177と重複しており、 それより新しい。 掘り方の平面形はおおよそ円形であり、 壁

は垂直に掘り込 まれている。 規模は東西1. 7m、 南北0. 9m以上である。 埋土は 2 層 まで確認でき 、 1 層が

黒褐色砂質土、 2 阿 がにぶい黄色粘質土ブロ ックを多量に含む黒褐色粘質土である。 詳細な調査は 行 っ

ておらず、 井戸側等については不明である。

【SE2119井戸跡] ( 1  -第97図、 2 ー第57·59図）

D88区中央部のSX212 2 河 川 跡 埋 土上面で発見した井戸跡である。 SB211 7·2118 、 SX2122、

SK2173と重複しており、 SB2118、 SX2122より新しく 、 SB21117、 SK.2173より古い。 ほぼ同位四で

2 時期の変遷がある (A → B 期） 。

A 期 ： B 期に よ っ て 大 き く 壊 さ れているため、 掘り方と抜取り穴の一部を確認したのみである。 抜取

り穴は長辺1. 6m、 短辺1. 3m、 深 さ 0. 4m以上であり、 埋土は多量の炭化物を含む黒褐色砂質土である。

掘り方の平面形は概ね方形であり、 規模は長辺2. 3m、 短辺2. lm、 深 さ は l. Omである。 壁はほぼ垂直に

立ち上がっており、 底面は概ね平坦である。 埋土はにぶい黄色粘質土ブロ ックを多鍼に含む黒色粘質土

である。 逍物は、 抜取り穴から鼈形土器が出土している。

B 期 ： A 期とほぼ同位置で作り替 え ら れた も ので、 縦板組の井戸側を備えている。 井戸側の構造は、

縦板を二重に重ねたものであり、 四隅に丸材・角材の支柱を立て 、 横桟を渡して縦板を押さえている。

縦板は長さ 35,.._,gzcm、 幅22,.._, 70cmであり、 柄穴を持つ転用材である。 各辺と も 2 ,.._, 3 枚立て並べられ
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ている 。 横 桟は 直径 4 ,....., 5 cm、 長さ 62,....., 75cmの 丸材の 両端を 凸形 と 凹形 に整形して 、 組み 合わ せている 。

井戸側の 内法は 56-60cmである 。 井戸側の上 部は 抜取り 穴 に 壊されている 。 その 平面形は 北側 にやや膨

ら む方形 であり 、 規模は 長辺 l.Om、 短辺0.9m 、 深さ 0.3mであ る 。 掘り方の 平面形は方形 で、 壁は ほぽ

垂直 に立ち上が ってい る。 底面は概 ね平坦であ る 。 規模は 長辺 1.7m、 短辺 1.6m、 深さは l . lmである 。

埋 土は 3層 に細分され 、 1層は にぶい 黄色粘質土を プロック 状に含む黒褐色砂質土 、 2層は少 迅の 炭化物

を 含む黒色粘質土 、 3層は 小木片、 炭化物を少 屈含む黒色粘質土 である 。 井戸側 内埋土は 3 府 に分 けら

れ 、 1 阿は多 屈の 植物逍存 体を 含む黒色粘土 、 2 暦は 灰オ リ ーブ粘質土 、 3 附は 炭化物を 中量 含むオ リ ー

ブ黒色粘土であ る 。 遣物は 土器 類をは じめ 、 製塩土器 、 甑、 ヘラ状木製品・ 下駄な どが出 土してい る 。

【SE1976井戸跡 】 (2 -第82固）

Dl06区 南半部の 第V層上面 で発 見した 素掘りの 井戸跡 である 。 SK1977 と重複しており 、 それよりも

古い 。 平面形は 楕円形 であり 、 規模は 長軸2.65m、 短軸2.13m、 深さ 1.29mである 。 断面形は U 字形を

呈しており 、 埋 土は 1 陪が 黒褐色粘質土、 2 屈が オ リ ーブ褐色粘質土であ る 。 遺物は 土器 類の ほか 、 墨

書土器 、 木製品挽物 椀 ・ 皿が出土してい る。

【SE1929井戸跡 】 (1 -第 132図、 2 ー 第87 · 88固）

D30区北 半部の 第V層上面 で発 見した 縦板組みの 井戸側を 備えた 井戸跡 である 。 SB1876 と重複してお

り 、 それよりも古い 。 井戸側の内 法は東西 80cm、 南北 88cmの方形 であり 、 掘り方の ほぽ中央に据えられ

てい る 。 掘り方の 平面形は 円形 であり 、 規模は 直径 3.04mであ る 。 埋 土は地 山ブロ ッ クを 含む灰黄褐色

砂質土であ る。

【SE2010井戸跡 】(1 - 第133図 2 ー 第98固）

Dl l l区 中央部の 第W層上面 で発 見した横 板組みの 井戸側を 備えた 井戸跡 である 。 抜取り 穴も確認して

い る 。 井戸側の 内法は 、 南北0.98m、 東西 0.85m であり 、 深さは 1.8mである 。 埋土は 、 抜取り 穴が多 最

の 炭化物を 含む黒色粘質土 、 井戸側 内が 炭化物を 含む黒褐色土 、 掘り方は地 山ブロックを 含む黒褐色土

である 。 逍物は 土器 類の ほか 、 青磁香炉（ 越 州窯系） 、 墨瞥土器 、 刀子な どが出 土し 、 土器 類の中には 須

恵系土器 が 含 まれてい る。

(SEl 912井戸跡 ） ( 1  -第 134図 · 2 -第91 屈）

D30区 ほぽ中央の 第V層 上面 で発 見した 井戸跡 である 。 掘り方の北側 一部が調査区 外 にかか っている 。

SB1913、 SX1920E期 と重複しており 、 前者より 新しく 、 後者より古い 。 縦板組みの 井戸側を 備えたも

の で、 掘り方の ほぽ中央に据えられている 。 井戸側は 四 辺 とも 1 枚の側 板で構 成されてい る 。 東 辺 と西

辺では 、 側 板の中程両端近くに、 それぞれ 2 個の方 孔をうがち、 ここ に粗く 成形した 2 本の 角材による

横 桟を 通してい る。 また 、 南 辺のみ 外側 にもう 1 枚の 縦板を立て 、 これを 押さえるよう に細長い 丸太材

をさら に 外側 に打ち込んでいる 。 井戸側の 内法は 、 東西 55cm、 南北45cmの 長方形 である 。 また 、 各側 板

は 残存 長92,.....,95 cm、 幅 27,.....,32cmであ る 。 掘り方の 平面形は 円形 であり 、 規模は 、 直径約 2.0m、 深さ

約1.4mである 。 壁は 底面から 若干開き 気味に 立 ち上がり 、 中頃で段を 有する 。 埋 土は 2 府 に分 けられ 、

上層は 黒褐色土 、 下 府は 黒褐色粘質土であ る 。 い ずれも にぶい 黄色土の 粒やプロック で含ん でい る 。

【SE1924 井戸跡 】(1 - 第 135図 · 2 - 第97図）

D30区 南端近くの 第 V 恩上面 で発 見した 井戸跡 であ る 。 板材によ る井戸側を 備えたもの で、 掘り方の
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やや南寄り に据え られて い る。 各辺 と も大 き さ 、 厚 さ が不揃いの板材 4 ......, 7 枚を井戸側 と して 、 縦方向

に並べて い る。 その内側中頃に 、 丸太材 に よ る 横桟を井桁状に渡 し て い る。 こ れ ら は 、 両端が掘 り 方埋

土内に埋め込まれている。 さ ら に 、 東 辺 と 西辺では底面近 く に大型の板材を横方向 に 渡 し て 、 内側か ら

の井戸側の押さ え と し て い る。 また 、 四隅の う ち 北東隅を除い た 3 箇所に支柱 と 考 え ら れ る 丸太材が打

ち込まれているが、 横桟とは連結 し て い な い。 規模は、 井戸側の内法が一辺約95cmで あ る。 掘 り 方の平

面形はおおよそ円形で あ り 、 その規模は直径約1.5m、 深さ 約0.9mである。 底面は平坦で あ り 、 壁はほぼ

垂直に立ち上がっ て い る。 埋土上層部には、 大小様々 な板材や角材、 及 び 1 0cm大の石が含 ま れてお り 、

人為的に埋めれた よ う な状況である。 遣物は、 主体を 占 め る 土師器、 須恵器のほか、 須恵系土器、 製塩

土器等が出土している。 また 、 墨書のある土師器杯が掘 り 方 • 井戸側内埋土か ら 出土 し て い る。

(SE1926井戸跡】 ( 1 -第136固 · 2 -第97図）

D30区南端近 く の第V層上面で発 見 し た井戸跡である。 SK1925 と 重複 し 、 それよ り 古 い。 剖 り 貫き

材 と板材によ る井戸側を備えた も ので、 掘 り 方の北寄 り に設置 さ れ し て い る。 こ の う ち 、 剖 り 貫き 材 は

西 辺 に据 え ら れ て い る 。 直径約40cmの丸太材を半戟 し て 剖 り 貫 い た も の と 推定 さ れ る 。 残存長は約

1.05mである。 一方、 他の三辺は大きさ 、 厚 さ と も不揃いの板材数枚を縦方向に並べ て い る よ う に見 ら

れ る が、 判 然 と し な い。 掘 り 方 に つ いては、 平面形はほぽ円形であるが、 北側で掘 り 足 し たよ う な張 り

出 し 箇所がみ られる。 底面は平坦であ り 、 壁はやや開き気味 に 立 ち 上がっ て お り 、 南壁付近では中頃か

ら 上がほぼ垂直に な っ て い る。 規模は、 直径約2.lm、 深さ 約0.9mであ り 、 北側の張 り 出 し部の深 さ は約

0.5mである。 造物は、 主体を占め る土師器、 須恵器のほか、 製塩土器、 土錘が出土 し て い る。 ま た、 墨

書のある土師器 ・ 須恵器の杯が掘 り 方 • 井戸側内埋土か ら 出 土 し て い る。

【SE1927井戸跡】 ( 1 -第137囮 · 2 -第97図）

D30区南端近く の第V層上面で発見 した井戸跡である。 4 枚の 剖 り 貫き材によ る井戸側を備えた も の

で、 掘 り 方の南壁際に据 え られている。 井戸側に用 い ら れた剖 り 貫 き材は、 それぞれ両端 を接 して据え

ら れ て い る が、 西 辺 の も のは土圧 に よ り 内側に倒れ込んでいた。 こ れ ら は 、 丸太材を 4 分割以上 に し 、

内側を有lJ り 貫 い た も の で、 寸法は、 残存長67......,83cm、 幅37 ......,45cm、 厚 さ 4 ......, 9 cmである。 掘 り 方の平

面形はおおよそ円形で あ り 、 その規模は直径約1.3m、 深さ約0.8mである。 また 、 底面はほぽ平坦で、 壁

はほぼ垂直 に 立 ち 上が っ て い る。 掘 り 方埋土は 2 陪 に 分 け ら れ、 上陪は暗灰黄色ブ ロ ッ ク を多 く 含む黒

褐色粘質土で、 下層は灰色粘質土プロ ッ ク 等 を 多 く 含 む オ リ ープ灰色砂質土である。
一方、 井戸側内埋

土 も 2 層に分けられる。 上層は黒褐色粘質土で特に上部に木片を多 く 含む。 下層は底面上に 4 ......, 9 cmの

厚 さ で堆積した黒褐色粘質土で植物遺存体 を 多 く 含む。 ま た、 下層の上面には貝殻辺が敷き詰め られて

お り 、 その直上 か ら は上半部を半分 ほ ど 欠 損 し ただけの須恵器甕 と 3 個 の石が 1 箇所に ま と ま っ て出土

し て い る。 石については、 大 き さ は一様ではない。 さ ら に、 甕の内部には径25cmほどの石が重 し の よ う

に 入 れ ら れて い る。 造物は、 文字が刻書 さ れた細長い筒形の竹製品が井戸側内埋土下層 か ら 出土 し て い

る。 これには、 片側の端部寄 り に直径約0.5cmの小孔が穿たれ、 も う 一方の端部近 く に節がかかるが、 こ

こ が抜かれているか否かは土圧によ り 潰れているため判 然 と し な い。 こ の ほか、 土錘が出 土 し て い る。
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6 溝 跡

(SD2098溝跡】 ( 1 - 第 1 0 1 図 2 ー 第57 · 6 1 固）

D83区北部のSX2 101 上面で発見した東西方向の溝跡である。 長さ 5m に わ た っ て 検 出 し た。 方向は

東西両端部で計測する と 、 東で約 8 度北 に 偏 し て い る。 SD2099、 SX2100 · 21 0 1 と 重複 し て お り 、 そ

れ ら よ り 新 し い。 規模は上幅2.2"" 2.6m、 下幅0.7,...., l.Om、 深さ 0.6mである。 壁面は断面形が浅い逆台

形を呈してお り 、 緩やか に 立ち上がっ て い る。 底面は概ね平坦である。 埋土は 3 層に細分され、 1 層 は

砂粒を含む褐灰色粘土、 2 層は炭化物を多品に含む黒色粘土、 3 層は植物迫存体を含む暗オ リ ープ褐色と

黄灰色砂の互庖である。

【SD2099溝跡】 ( 1 - 第 1 0 1 図 、 2 ー第57 · 6 1 図）

D83区北部のSX2 1 0 1 上面で発見した東西方向の溝跡である。 長さ 5 m にわたって検出 し た。 方向は

東西両端部で計測する と 、 東で約 8 度北 に 偏 し て い る。 SD2098 、 SX2 1 00 · 2 1 0 1 と 重複 し てお り 、

SX2 100 · 21 01 よ り 新 し く 、 SD2098よ り 古 い。 規模は上幅2.6""2.8m、 下幅1.0,.....,1.lm、 深 さ 0.8mで

あ る。 壁面は断面形が浅い皿状 を 呈 し て お り 、 緩や か に 立ち上がっ て い る。 底面は東へ緩やか に傾斜し

てお り 、 比 高 は 1 0,.._, 13cmである。 埋土は 3 層に細分され、 1 層は炭化物 を少量含む黒褐色粘質土、 2 層

は灰白色火山灰 の 自 然堆租層、 3 層は植物造存体を含む黒色粘質土である。

(SD2100溝跡】 ( 1 - 第 1 0 1 図、 2 ー 第57 · 6 1 屈）

D83区北部のSX21 0 1 河川跡埋土上面で発見し た東西方向の溝跡である。 長 さ 6 m にわたっ て検出 し

た。 方向は東西両端部で計測する と 、 東で約 1 2 度南に偏 し て い る。 SD2098 · 2099、 SX21 0 1 と重複

してお り 、 SX210 1 よ り 新 し く 、 SD2098 · 2099 よ り 古い。 規模は上幅3.2,...,,3.7m、 下幅2.2""2.3m、

深さ 0.6""0.7mである。 壁面は南側がやや急角度で、 北側は緩やかに立ち上が っ て い る。 底面は概ね平

坦である。 埋土は 3 層に細分され、 1 層は植物遺存体を多量に含む褐灰色粘土、 2 層は黄灰色砂と黒褐色

粘土の互層 、 3 層 は オ リ ー プ灰色の粗砂と褐色粘質土の互層 で あ る。 造物は土器類 を は じ め 、 緑釉陶器

椀 （皿） 、 灰釉陶器椀 （皿） 、 鼈形土器、 甑、 製塩土器、 須恵器双耳瓶などが、 木製品では、 木簡 （第

109号） 、 斎串 、 人形、 ヘラ状製品、 挽物、 漆器皿な どが出土 し て い る。

【SD21 13溝跡] ( 2  -第57 · 65図）

D83区南部の第V層上面で発見した東西方向の溝跡である。 長さ 5 m にわたっ て検出 し た。 SD832b

と 「T」 字状に接続 し て い る。 方向はおおよそ東西発掘基準線と一致 し て い る。 SD2 1 14 と重複 してお り 、

約 2.6m東側で扇形に広が っ て い る。 規模は上幅0.9""5.9m以上、 下幅0.7""4.8m以上、 深 さ 0.5m以上

で あ る。 断面形は浅い逆台形を 呈 し て お り 、 壁は緩やか に立ち上が っ て い る。 埋土は単庖であ り 、 上部

に灰白色火山灰が堆積する暗灰黄色粘質土であ る。

【SD21 1 4溝跡] ( 2  -第57、 65図）

D83区南部の第V層上面で発見した東西方向の溝跡である。 長 さ 5 m に わ た っ て 検 出 し た。 SD832b

と 「T」 字状に接続 し て い る。 方向は東西両端部で計測する と 、 東で約 5 度南 に 偏 し て い る。 SD2 1 1 3 と

重複してお り 、 それ ら よ り 古い。 規模は上幅1.0,....., 1 .2m、 下幅0.6""0.7m、 深 さ 25cmである。 断面形は

浅い逆台形を呈 し て お り 、 壁はやや急角度で立 ち 上 がっ て い る。 底面は緩やかに西側に傾斜 し て お り 、

比高は約 9 cmである。 埋土は単層であ り 、 植物遺存体を多量に含む黒褐色粘質土である。
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【SD2138溝 跡】(2 -第69図）

Dl02区西部の SX2139整地層 （整地 b) 上 面で発 見した 「コ」 字状を呈す る溝 跡であ る。 長さは東西

方向で 5.2m、 南北方向では西 側で2.lm 、 東 側で1.2mにわたっ て検 出した 。 方向は 、 東西方向のものは

東で 約12度南 へ 、 南北方向 （西側）のものは 、 北で 約26度東に 偏し てい る。 SK2137 ·2136、 SD922e

と重複し て お り 、 それらよ り古い 。 規模は上幅 30-90cm、 下幅 16,....,26cm、 深さ 8 -22cmであ る。 壁面

は 、 底面付近ではやや 急角度で 立ち上がっ てい るが 、 上部は 緩や かに 立ち上がっ てい る。 底面は概 ね平

坦であ る 。 埋土は2層に 細分され 、 1 阿は 黒褐色砂質土 、 2層は暗灰黄色砂質土であ る 。

【SD2142溝 跡） (1 -第73 図、 2 ー第70図）

Dl02区西部の SX2140河川 跡埋土 · SX2412整 地 尼上 面で発 見した溝 跡であ る。 「L」 字状に大 き く 屈

曲し 、 調査区外 へ延びてい る。 本調査区西 側の Dl05区では検 出でき なかったこ と から 、 Dl05区 との 接

続部 付 近で北に 屈曲するもの と考えられ る 。 長さは 、 東西方向 を14.5m、 南北方向 を3 mにわたっ て検

出した 。 方向は 、 東西方向のものは 、 東で 約10度南 へ偏し てお り 、 南北方向のものは 、 北で 約24度東に

偏し てい る 。 SD922d · e、 SK2141 、 SX2143 小溝群 と重複し てお り 、 それらよ り古い 。 規模は上幅 0.8

- l.4m、 下幅 0.4-0.7m、 深さ 0.6mであ る。 断面形は 逆台形 を呈し てお り 、 壁はやや 急角度に 立 ち上が

っ て、 上端部分のみ 緩や かに なっ てい る 。 底面は西 へ向 かっ て緩や かに 傾斜し てお り 、 比高は 約16cmで

あ る。 埋土は2層に 細分され 、 1層はに ぶい 黄色粘質土プロック を多 倣に 含む黄灰色粘質土 、 2層はに ぶ

い 黄色粘質土 を多 秘に 含む黒褐色粘質土であ り 、 い ずれも人 為的に埋められたもの と考えられ る 。

【SD2134溝 跡】 (2 -第 69図）

Dl02区西部の 第 V層 上面で発 見した南北方向の溝 跡であ る 。 SX213 5整地 屈によっ て覆われ てい る 。

長さは 5.0mにわたっ て検 出した 。 方向は北で 約 40度西 へ偏し てい る。 SE2132、 小 柱 穴 と重複し てお り 、

それらよ り古い 。 規模は上幅 0.7-0.8m 、 下幅 0.2 -0.4m、 深さ21 -25cmであ る 。 断面形は 逆台形 を呈

し てお り 、 壁はやや 急角度で 立ち上がっ てい る 。 底面は概 ね平坦であ る 。 埋土は 少屈のに ぶい 黄色粘質

土プロック を含む黒褐色粘質土であ る 。

【SD2409溝 跡）

Dl05区北 半部で発見した溝 跡であ る 。 SX2406·2408 と重複し て お り 、 それらによっ て大きく 破壊

され てい る 。 部分 的に検 出したのみであ るが 、 おおよ そ南 北方向の溝 跡であ る 。 埋土上 恩に 灰 白色火 山

灰が 自然堆積 し てい る。

【SD1862溝 跡】 (2 -第 79·86 · 98図）

D30区北端部 から103区西端部に かけ ての第V附上 面で発見した南北溝 跡であ る 。 SB1871 と重複し て

お り 、 それよ りも古い 。 方向は北で 約 12度東に 偏し てい る 。 規模は上幅 1.1 -1.4m、 下幅 0.2 -0.4m 、

深さ36-45cmであ る 。 埋土は1層が 炭化物 を含む黒褐色粘質土 、 2層が 炭化物 を含むオリ ープ褐色粘質

土 、 3層が 黄褐色砂質土 ブロック を黒褐色粘質土であ る。

【SD1895溝 跡】 (2 -第89図）

D30区中央部の第 V層上 面で発 見した東西溝 跡であ る。 SD1892 · 1 931 · 1932、 SK1894 と重複し

てお り 、 SDl931 ·1932、 SK1894よ り新し く 、 S D1892よ りも古い 。 方向は西で 約 7度北に 偏し てい

る 。 規模は上幅 l.3 - l.8m、 下幅 0.3m、 深さ 42cmであ る。 断面形は 逆台形 を 呈し てい る 。 埋土は1層が
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褐灰色粘質土、 2 · 3 陪が黒褐色粘質土である。

(SD1896溝跡】 ( 1 -第139図 2 ー 第89 · 90図）

D30区中 央部の第IV層上面で発見 した東西溝跡である。 SX1900と重 複 してお り 、 それよ り も 新 し い。

同位饂で重複 してお り 、 2 時期の変遷を確認 した (A → B 期） 。

A 期 ： B 期 によ って大き く 壊 さ れてお り 、 検出できたのは北壁と底面のみである。 断面形は逆台形を

呈 してお り 、 底面は平坦である。 規模は上幅2.6m以上、 下幅0.9m、 深 さ 86cmである。 埋土は 1 恩

(1 -第139 図 4陪） が黒褐色粘質土、 2 層 （同 5 層） が灰白色火山灰の自然堆和土、 3 層 （同 6 層） が

黒褐色粘質土である。

B 期 ： 断面は V 字形を 呈 している。 方向は西で約 14度北に偏 している。 埋土は 1 阿 （第139囮 1 恩）

が基本層の第Il 層が溝内に入 り 込んだ黒色粘質土、 2 · 3 層 （同 2 · 3 層） が砂粒を含む黒褐色粘質土

である。

【SD1897溝跡】 ( 1 -第139函、 2 ー 第89 · 90図）

D30区中央部の第IV 層 上 面 で発見 し た南北溝跡である。 SXl 900、 SD1896Bと重 複 して お り 、

SX1 900よ り 新 し く 、 SD1896B よ り も古い。 規模は上幅 2.6m 以上である。 埋土は 1 層 （第139固 7 層）

が灰白色火山灰の自 然堆積土、 2 層 （同 8 ........ 1 0層） が黒褐色粘質土である。 本溝跡は、 灰白色火山灰が

自然堆積していることや位置関係からSD1896Aと接続するものと考えられる。

【SD1930溝跡】 ( 2 -第90図）

D30区中央部の第V層上面で発見 した東西溝跡である。 SB1 901 · 1 902と重 複 してお り 、 それらよ り

も古い。 方向は西で約20度北に偏している。 規模は上幅0.7........ l.4m、 下幅0.2........ 0.4m、 深 さ 38cmである。

埋土は 1 恩が黒褐色粘質土、 2 阿が黒色粘質土である。

(SD1892溝跡】 ( 1 - 第139図、 2 ー第90図）

D30区中央部の第IV 層 上 面 で発見 した南北溝跡である。 SI1887、 SD1895、 SK188 9 · 1 8 93·

1894·1898と重 複 してお り 、 それらよ りも新しい。 方向は北で約18度東に偏している。 規模は上幅0.7

.-.....1.om、 下幅0.6........ 0.9m、 深 さ 20.-..... 43cmである。 断面形は皿状を呈している。 埋土は 1 層が炭化物を

多く 含む黒褐色粘質土、 2 層が炭化物を含む黄灰色粘質土である。 1 層から須恵系土器が多罠に出土して

いる。

【SD1964溝跡） ( 2  -第82図）

Dl04区東端部、 D107区北端部の第V層上面で発見 した溝跡である。 方向は西で約43度北に偏してい

る。 規模は上幅0.38m、 下幅0.17m、 深さ 24cmであり 、 断面は U 字形を呈する。 埋土は 1 層が暗灰黄色

粘質土、 2 恩が地山プロ ック主体の黄褐色砂質土である。

7 河 川 跡

【SX2140河川跡】 ( 1 -第72 · 73図、 2 ー第70図）

D102 区の西部の第V層上面で発見した北西から南東方向へのびる河川跡である。 周辺で発見した全て

の造構よ り 古い。 確認できた長さは 17mであ り 、 規模は上幅12.4m以上、 下幅11.5m以上、 深 さ 0.6m以

上である。 壁は緩やかに立ち 上がってお り 、 断面形は浅い皿状を呈している。 底面には若干の起伏が見
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られる。 埋土は少量の炭化物、 植物遺存体を含む黒色粘土層である。

【SX2122河川跡】 (1 -第 100図、 2 ー 第57圏）

D88区西端部か ら 東端にかけての第V層上面で発見 した東西方向の河川跡である。 調査区東側で大き

く 南側へ屈 曲 し て い る。 検出 した長さ は 14m で あ り 、 上幅 3.2m 以上、 深さ 0.6m 以上である。 壁は緩

やかに立ち 上 が っ て い る。 埋土は 4 恩まで確認でき 、 1 層は砂粒、 炭化物を少量含む灰黄褐色粘質土、 2

陪はにぶい黄色粘質土ブロ ッ ク を少堡含 む オ リ ープ褐色砂、 3 層 はにぶい黄色粘質土プ ロ ッ ク を 少汲含

む暗オ リ ーブ褐色砂質土、 4 層は黒褐色粘土である。

【SX2167河川跡） ( 1  - 第 1 00図、 2 ー第 5 7 図）

D89区の第V層上面で発見した東西方向の河川跡である。 調査区西側で大 き く 南側へ屈 曲 し て い る。 4

時期の流路を確認 し て お り 、 こ の う ち 最 も新 し い も のは、 上幅 10m以上、 下幅 6 m 以上、 深 さ 1.7m以

上である。 壁は緩やか に立ち上がっ ている。 埋土は 4 層 まで確認でき、 1 層は オ リ ーブ黒色砂質土、 2 瘤

は砂、 炭化物を含む黒褐色粘質土、 3 附は黄白色粘質土ブロ ッ ク を斑状に含む黒色粘土、 4 庖は粗砂を帯

状に含む黒色粘土である。 遣物は土器類をは じ め 、 木製の錘が出土 し て い る。

【SX2101河川跡】 ( 1 -第101 図 2 ー 第57 · 60 · 6 1 図）

D83区の第V陪上面で発見した東西方向の河川跡である。 SD2098 · 2099 · 21 0 0 · 2096 · 2097 と

重複関係があ り 、 それ ら よ り 古 い。 4 時期の変遷 (A → D 期） を確認 し た。 以下に新 し い順に記載する。

D 期 ： 規模は上幅4.0m以上、 下幅3.3m以上、 深 さ 0.8mである。 壁は緩やかに 立 ち 上がっ てお り 、 断

面形は逆台形を呈 し て い る。 埋土は帯状に細砂を含む黒褐色粘質土である。

C 期 ： 流路の大部分が D 期 と 重複 して い る。 規模は上幅1.8m以上、 下幅I .Om 以上、 深 さ 0.9mであ

る。 埋土は 2 陪あ り 、 1 恩は植物遺存体を含む黒色粘質土である。 2 層 は帯状に亜泥炭層 を含む暗灰黄色

砂層である。

B 期 ： 規模は上幅14.8m、 下幅8.6m、 深 さ 2.5m である。 壁は緩やかに立ち 上 が っ て お り 、 断面形は

逆台形 を 呈 し て い る。 埋土は 3 層に分け ら れ、 1 層は帯状に砂を含む黒色粘土、 2 層 は黒褐色粘土と細砂

の互層、 3 層は黒褐色粘土と粗砂の互層である。 遺物は土器類をは じ め、 須恵器双耳瓶、 壁材 、 骨 角 製

品では、 骨鏃、 卜 骨、 木製品では、 木簡 （第92 · 102号） 、 刀形、 斎串、 絵馬、 人形な どが出土 し て い る。

A 期 ： 規模は上幅3.0m以上 、 下幅4.0m以上、 深さ 2.6m以上である。 壁は比較的緩や か に 立ち上がっ

てお り 、 底面は概ね平坦である。 埋土は 3 屈 に分け ら れ、 1 庖は上部に帯状に細砂を帯状に含み、 下部

に植物遣存体を多量に含む黒色粘土、 2 層は砂を斑状に含む黒褐色砂質土、 3 層は上部に粗砂を多岳に含

み、 下部は黒褐色粘土 と砂の互層である。 造物は土器類 を は じ め 、 木製品では、 木簡 （第95 · 1 0 1 号） 、

馬形 ・ 挽物高台付皿な どが出土 し て い る。

【SX2406河川跡】

D105区北半部で発見した南北方向の河川跡である。 SX2460 · 2408 · 2407や灰白色火山灰が堆積す

るSD2409 と 重複 し て お り 、 それ ら よ り 新 し い。 規模は、 上幅約7.0m、 深 さ 約 1.4mで あ る。 方向は、 北

で約28度東 に 偏 し て い る。 D27区のSX2476 と 同一の可能性がある。

【SX2405河川跡】

D105区北半部で発見し た東西方向の河川跡である。 SX2407 と重複してお り 、 それよ り 新 し い。 規模
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は 、 上幅 8.9m以上 、 深さ l.lm以上である 。

【SX2402河川跡 】

DlOl区の西 半部で発見した河川跡である 。 SX2401と重複しており 、 それ より 古い 。

【SX2401河川跡 】

D l O l区の西 半部で発見した東西方向の河川跡である 。 SX2402 ·2403 と重複しており 、 前者より 新し

く 、 後者より古い 。 東西20.4m以上に わた って検出した 。 規模は 、 上幅 5.0m以上 、 深さ 約 1.7mである 。

(SX2403河川跡 】

D l O l区の中央部で発見した東西方向の河川跡である 。 東西 約 18mに わた って検出し 、 南 壁の 一部 を

確認した 。 深さは 約2.0mである 。

【SX2214河川跡 】(1 -第138 函）

D93区東 半部の第V層 上面で発見した南 北方向の河川跡である 。 SX1900 · Cl l O区 SX1600河川跡 と

連 続すると見られる 。 平面 的にみると 、 東 壁側は整っているが 、 西 壁側は大きく 乱れている 。 規模は 、

上幅 5.0"' 7.8m、 下幅 l.0 "-'2.4m、 深さ1.3mである 。 底面は 平坦で 、 壁は 緩やかに立ち上がっている 。

方向は 、 北で 約27度 束に 偏している 。 埋 土は 、 黄褐色ブロック を含む黒褐色粘土 （北 壁1 "' 5層 、 中 央

1 ......, 2 恩） 、 植物 迫存 体 ・ 腐植土 を府状に 含む黒褐色粘土（北 壁 6-8層 、 中央3 ,-.._, 4層 ） 、 灰色土の 細

かいプロック を含むオ リ ーブ黒褐色粘質土 、 お よび オ リ ープ黒褐色粘質土 ・ 灰色粘土• 黒褐色粘土の 細

かい 互層（北 壁 9 "-'10、 中央 5 ......, 8層 ） 、 植物 遺存 体を含む黒褐色粘土 、 お よび 黒褐色粘土と 灰色土の

細かい 互腔である（ 北壁11 -16庖、 中央 9 ,..._, 12層 ）' o

【SX1900河川跡 】(1 -第139図、 2 ー第90図）

D3 0区 中 央部 か ら D 93区西端部にかけて の 第 V層上面で発見した東西方 向 の 河 川 跡 で あ る 。

SD1896·1897、 SB1901 · 1902 と重複しており 、 それらより も 古い 。 規模は上幅 10.2m、 下幅 8.lm 、

深さ 94 cmであ る 。 底面は 平坦で 壁は 緩やかに立ち上がる 。 埋土は 1 庖 （第139 図 11·12 屈） が 黒褐色

粘質土、 2層（第139 図13·14層 ） が オ リ ー プ黒色土 、 3層 （第 139 図1 5層 ） は 植物 遺存 体が 亜泥炭化

した 黒褐色粘質土である 。 遺物は 、 墨告土器などが出 土している 。 なお 、 本河川跡は埋 土の 特 徴から 、

D93区東端で発見した SX2214と 同一の河川跡と考 えられる 。

8 土 城• その他

【SK2141土 壊】(2 -第 70図）

D l 02区西部の 第 皿層上面で発見した 。 S D21 42·21 77 、 SX2143 小溝群と重複関係があり 、

SD2142 ·2177より 新しく 、 SX2143 小溝群より古い 。 平面 形は 不整形である 。 壁は 緩やかに立ち上が

っており 、 底面は中央部に向か って 深くく ぽんでいる 。 規模は 、 長軸2.8m 、 短軸2.2mである 。 埋 土は 、

灰白色火 山灰の 二次 堆積を含む黒色砂質土 、 黒褐色砂、 黒褐色粘質土である 。

[SK213 7土堀】(2 -第 70図）

D l02区西部の SX213 9整 地層上面で発見した 。 S D2138 、 SX2143 小溝群と重複 関係があり 、

SX2143 小溝群より 古く 、 SD2138より 新しい 。 平面 形は 歪んだ 楕 円 形である 。 壁は 緩やかに立ち上が っ

ており 、 底面には 若干の 起伏が見られる 。 規模は 、 長径4.9m、 短径0.9 - l.3m、 検出面からの 深さは 6
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,...,, 2 6cmである。 埋土は単層で炭化物を多量に含む黒色粘質土である。 迫物は土器類を は じ め 、 鼈形土器

が出土 している。

【SK2 12 0土城） ( 1 - 第100図、 2 ー 第57 · 59図）

D88区東端 の第V庖上面で発見した土壊である。 SD2 1 2 1と重複関係があ り 、 それよ り 古 い。 平面形

は南 北に長い楕円形である。 壁は緩やかに 立ち 上 が っ てお り 、 底面はおおむね平坦である。 規模は、 長

径 2 .4m、 短径 1.35m、 深 さ 6 3cmである。 埋土は 6 屈に 分 け ら れ、 1 恩 はに ぶい黄色粘質土 ブロッ ク、 炭

化物を少品含む黒褐色砂質土、 2 層は炭化物を少伍含む黒褐色粘質土、 3 層 はに ぶい黄色粘質土 ブロック、

炭化物を少量含む黒褐色粘質土、 4 層は炭化物、 骨片を含む黒色粘質土、 5 層はにぶい黄色粘質土、 黒色

粘土を中量含む黒色粘質土、 6 阿 はにぶい黄色粘質土、 炭化物を多最に含む灰色粘質土である。 追物は

土器類をは じ め、 製塩土器、 骨角製 の刀子 の柄などが出土している。

(SX 2 124) ( 2 ー 第67図）

D l 02 区東部 の第V層上面で発見した南 北に長い楕円 形 の落ち込みである。 北側は 調査区 外へ延びてい

る。 方向は、 北で 約 4 度東に 偏 している。 SE2 130と重複 してお り 、 それよ り 古 い。 規模は長 さ 2 . 3m以

上、 上幅 1.5m、 下幅 0.6m、 検出面から の深さ は 2 3,....., 38cmである。 断面形は浅い逆台形を呈してお り 、

緩やかに立ち 上がっ ている。 底面は概ね平坦である。 埋土は 3 層に細分さ れ、 1 層 は水性堆積に よ る暗

灰黄色砂層 2 陪は黒色粘土庖、 3 庖は多量 のにぶい黄色粘質士 ブロックを含む黄灰色粘質土である。

【SX2 135整地層） ( 2  - 第69図）

Dl 0 2 区 西部 の第V層上面で発見した整地層である。 SD2 134、 SE2 132 、 SK2 175 、 SX2 1 4 3と重複

が あ り 、 SD2 1 34よ り 新 し く 、 それ以 外では古い。 検 出 した範囲は、 東西8. 2m以上、 南 北5 . 0m以上で

あ り 、 に ぶい黄色粘質土プロックを多量に含む黒褐色粘質土である。

【SX2 139整地層】 ( 1 - 第7 3図、 2 ー 第69図）

D1 0 2 区 西部 のSX2 14 0河川跡上面で発見 した整地恩である。 SX2 140河川跡の黒色粘土恩上面をにぶ

い黄色粘質土 ブロ ッ クを多品に 含 む黒褐色粘質 土 で 人 為 的 に 埋 め たもので あ り 、 SD9 2 2 d · e 期 、

SD2 1 38、 SK2 137 · 2 178 · 2 1 79 · 2 136よ り 古い。 規模は、 東西4.7m以上、 南 北4.2m以上である。

【SX2 187】 ( 2 ー 第7 1図）

D1 05区 北半部 の第V 層 上面で発 見 し た不整形 の落 ち 込 み で あ る。 東側 は 調査区 外へ延びている。

SB2 184と重 複 し てお り 、 それよ り 古い。 規模は南北3. 0m 以上、 東西1.6m 以上あ り 、 検出面か ら の深

さ は 19 ,....., 36cmである。 断面形は浅い皿状を呈してお り 、 中央部が最 も深 く な っ ている。 埋土は 3 層に細

分 さ れ、 1 層は炭化物を少量含む黒色粘質土、 2 恩 は炭化物を少量含む暗灰黄色粘質土、 3 庖は炭化物を

少量含む オ リ ー プ褐色砂質土である。

(SX2 180】 ( 1 ー 第16 図 2 ー 第7 1図）

D105区 北半部 の第V 屈 · SX 2 2 03整地層上面で発見した不整形 の落ち込みである。 西側は 調査区 外へ

延びている。 SB2 185 · 2 186、 SD2 2 01 a ,.._, cと重 複 し てお り 、 そ れ ら よ り 新 し い。 規模は南 北1 2 m以

上、 東西1 2 m以上であ り 、 検出面から の深 さ は 28,..._,34cmである。 壁は緩やかに 立 ち 上 が っ てお り 、 底

面には若干 の起伏が認め られる。 埋土は 3 層に 細 分 さ れ、 1 層は灰白色火山灰 の二次堆積や炭化物を多

量に含む暗オ リ ー プ褐色粘質土、 2 阿は灰白色火山灰 のブロックや炭化物を多位に含む黒褐色粘質土、 3
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層はにぶい黄色粘質土 ブロ ック を含む黒褐色粘土である。 追物は土器類をはじめ 、 須恵系土器杯 ・ 翡台

付杯 ・ 鉢 • 台付鉢、 灰釉陶器瓶 ・ 椀、 製塩土器、 土錘、 鼈形土器などが出土 している。

【SX2188】 ( 2 ー 第71図）

Dl 05区北部 の第V層上面で発見 した不整形 の落ち 込みである。 SD2 2 0 l a  ,..._, c と直 交す る よ う に 接 し

てい る。 SB2184、 SX2189 小溝群と重複 しており 、 SX2189 小溝群よ り 新 し く 、 SB2184より古い。 規

模は東 西7.6m以上、 南北 4.8m以上であり 、 検出面からの深さは35cmである。 断面形は浅い皿状を呈 し

ており 、 緩やかに立ち 上が っ てい る。 底面は若干 の起伏が あり 、 南側がやや深い。 埋土は3 層に細分さ

れ、 1 層は暗灰黄色粘質土、 2 層は炭化物を多星に含む黒褐色粘質土、 3 層はにぶい黄色粘質土 プロック

を少品含む黒褐色粘質土である。 造物は土器類をはじ め、 甑、 骨角製品では円盤状製品が出土 している。

【SX2089】 (1 ー 第60図、 2 ー 第1 01図）

D83区北 端部 の第W層上面で発 見 し た。 平面形は東 西に長い溝状 を 呈 し てい る。 壁は断面が 「U」字

状 を 呈 しており 、 底面付近から急角度で立ち あ が っ てい る。 底面は東 西の両 端から中央部に向かって深

く なっ ており 、 1 7--- 2 3cm の比高が ある。 長 さ 3.4mであり 、 上幅0.4--- 0.7m、 下幅0.2 ,...., 0 .4m、 検出面か

らの深さは0.2 --- 0 . 5mである。 埋土は4 層 に細分され、 1 層は少量 の炭化物 を含む灰色砂質土、 2 屈は

灰オ リ ー プ砂質土、 3層は炭化物を少量含むオリ ープ黄色砂、 4 層は多量 の炭化物、 少量 の焼土を含む黒

色粘土である。 追物は土器類をはじ め、 鼈形土器などが出土 している。

【SX21 43小溝群】 (1 - 第73図 2 ー 第70図）

D1 0 2区 西半部 の第1[ 層上面で発見した 東 西方向 の小溝群である。 SK2 1 41 · 21 37、 D2 1 38 · 2 1 42 ·

21 34と重複 し ており 、 それらよ り 新 し い。 SD922e に平行する ものを 5条確認した。 方向は、 最 も長 い

ものでみると東で約 2 度 南に 偏 しており 、 その長さは26.8m、 上幅1 2 - 40 cm、 下幅 4 ,....,18cm、 深 さ 3

---8 cmである。 断面形は浅 い 「U」字状を呈 しており 、 壁はやや急 に 立 ち 上 が つ てい る。 底面は東側に

傾斜しており 、 比高は約1 1 cmである。 埋土は少量 の炭化物 を含む黒褐色砂質土である。

(SX2189小溝群】 (2 - 第7 1図）

D1 0 5区 北 部 の第V 恩 上 面で発 見 し た 小 溝 群 で あ る 。 南北方 向 に のびる ものを 3 条 確 認 し た 。

SB2182 · 2183 · 2 184、 SD21 90 、 SX2188と重複 し ており 、 それらよ り 古 い。 方向は最 も長 い もので

計測すると、 北で約 1 1 度東に偏しており 、 そ の長さは16.8m、 上幅26,...., 4 0 cm、 下幅1 3---20cm、 深 さ

1 2 --- 2 0 crnである。 壁はやや急角度で立ち上がっており 、 断面形は 「U」 字状を呈 している 。 底面は概ね

平坦である。 埋土は黄灰色粘質土である。 遺物は土器類をはじめ、 砲形土器が出土してい る 。

【SX1958小溝群］

D1 04区東半部 の第V層上面で発見 した 南北方向の小溝群で ある。 南北方向にのびる上幅20 --- 40 cm の

小溝が幅8.5m の間隔をおいて東 西方向に広がってい る。 それらの南• 北両側には東 西方向 の小溝が あり 、

南北方 向 の小溝を区画 してい る。 方向は、 北側 の東 西溝でみると西で約20度北に偏 している 。

【SX20 0 3小溝群） ( 2  - 第80 · 81図）

Dl0 6区からD 1 0 3区 · D83区 にかけての第W層上面で発 見 し た小溝群である。 方向は、 南北方向 の溝

でみると北で約33度東に偏 している。 規模は、 上幅 約2 5cm、 下幅 約1 5cm、 深 さ 約1 0 cmである。 埋土に

灰白色火山灰を含む ものもある。
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【SX200 4小溝群） ( 2  - 第74固）

Dl 06 区からDl 0 3区にかけての 第V層上面で発見した 南北方向にのびる 小溝群である。 方向は、 北約

34度東に 偏 し てい る 。 規模は、 上幅 約 2 0 cm、 下幅 約 10 cmの も のが多い 。 重 複 し て い る も の も あり 、

Dl 06区で発 見 し た最 も 古い 6 条の小溝は、 幅が広く 整然と並んでい る。 規模は上幅 約50cm、 下幅 約45

cm、 深 さ 約1 0cmである。 D 1 03区東 l 道路の 西側で発見してい る も のは、 方向が 北で約5 度東に 偏 し て

おり 、 規模は上幅 約30�45cm、 下幅 約15�35cm、 深さ 約 10cmである。

(SK1974土堀】 (2 - 第83図）

D10 6 区 南端部の 第V層上面で発 見 し た。 SK1973と重複しており 、 それより も 新 し い。 平面形は楕円

形であり 、 断面形は逆台形状である。 規模は、 長径6 .6 m以上、 短径2.lm以上、 深さ 33cmである。 埋土

は炭化物を含む黒褐色粘質土である。 遣物は土器類のほか、 墨瞥土器が出土 している。

【SK1973土壊】 (2 - 第83図）

D10 6 区 南端部の 第V庖上面で発見した。 SK1974と重複しており 、 それより も古い。 平面形は楕円形

であり 、 壁は緩やかに 立ち上がってい る。 規模は長径7.6 m、 短径 2.9m以上、 深 さ 19cmである。 埋土は

炭化物を少品含む黒褐色粘質土である。

VIII D 区南半部で発見 し た遺構

1 掘立柱建物跡

【SB2074建物跡】 ( 1 - 第140 図、 2 ー 第1 04図）

D l 0 8区 北端部で発見した桁行 4 間以上、 梁行 2 問以上の 南北棟掘立柱建物跡である。 東側に小柱穴よ

る廂が ある。 他の追構との重複はない。 柱穴は9 基発見し、 入側柱列の 北から2 · 3 間 目 柱穴、 北東隅柱

穴、 東側柱列の 北から2 間 目 柱穴以 外で柱痕跡を確認した。 方向は、 東側柱列でみ る と 北で約 19 度東に

偏 してい る。 桁行に つ い ては、 東側柱列で5.8m以上、 柱間は南より 1 .9 1 m、 2.00m、 1.89mである。 梁

行については、 北妻で4.l rn 以上、 柱間は西より 2.08m、 約2.0mである。 柱穴の平面形は方形を基 調とし

ており 、 規模は身舎部分が一 辺70,....., 11 1 cm、 深さ 2 0cmであり 、 廂部分が一 辺35,....,46cm、 深さ 10cmである。

埋土は地山 プロックや灰白色火山灰プロックを含む黒褐色粘質土である。 柱痕跡は直径26cmの円形である。

【SB1823建物跡】 ( 2 - 第1 0 4 · 1 05囮）

D92E区 西半部の第V 層上面で発見し た桁行 3 間以上、 梁行 2 間の 南北棟掘立柱建物跡である。 柱穴

は4 基検出 し てお り 、 東側柱列の 南より 1 間 目 柱穴で柱が抜き取られてい る ほかは、 すべての柱穴で柱

痕跡を確認している 。 方向は東側柱列でみると、 北で約 2 3度東に偏してい る。 規模は東側柱列の 1 間分

が2.33mであ る。 柱穴は方形であり 、 規模は長 辺30,....,4 0cm、 短 辺25 ,...., 30cm、 深 さ 35,....,43cmである。

埋土は暗褐色土が混入す る黄褐色砂質土である。

(SB1827建物跡】 ( 1 - 第141 固 . 2 - 第104 · 107図）

D94区 北半部の 第V層上面で発 見 し た桁行 2 間、 梁行 2 問の 南北棟掘立柱建物跡であ る。 柱穴は7 基
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検出し て お り 、 このうち棟通下 柱 穴 ( P 2 · 5) と 南 東隅柱 穴 ( P 4 ) で 柱 痕跡を確 認し た。 そ れ以 外の

柱 穴で抜取 り 穴を確 認し た。 方 向は 、 南 妻でみる と西 で約 24度 北に 偏し てい る 。 桁行につい ては 、 西側

柱 列で約 4.2m、 柱間は 南よ り 約 1.9m、 2.3mであ る 。 梁行につい ては 、 南 妻で約 3.5m であ り 、 柱間は西

よ り 約 1.9m、 1.61mであ る 。 柱 穴の 平面 形は おおむね方 形であ り 、 規模は 長辺 30,...., SOcm、 短辺 30,-...,45

cm、 深さ 16,....,25cmであ る。 埋土はに ぶい 黄色砂質土 、 黒褐色粘質土 であ る 。

(SB1843建物跡 】(1 -第 142図 . 2 -第 104 · 109図）

D94区南 半部の第V層上面 で発見し た桁行 3間 、 梁行 2間の掘立柱建物跡 であ る。 SD1849 · 1850 ·

1851 と重複し てお り 、 そ れらよ り も新しい 。 同位窟で 2時 期の 変遷を確 認し てい る(A → B 期）。

A 期 ： 南 妻が B 期の 柱 穴によっ て大 き く 破壊さ れてい る ものの 、 計 6 基の 柱 穴を検出し た。 このう ち

東側 柱 列の 南から 1間 目 柱 穴(p 5 ) と西側 柱 列の 南から 1間目 (P8 ) · 2間目柱 穴(p9 ) で柱 抜

取 り 穴を確 認し た。 柱 穴の 平面 形は方 形であ り 、 規模は 長辺 60 ,....,80cm、 短辺 55,....,70cm、 深さ 1 0 ,....,28

cmであ る。 埋土は 炭化物や地 山プロックが 混入するに ぶい 黄褐色土 、 黒褐色粘質土 であ る。

B 期 ： A 期 と ほぼ同位置で建 て替えたもの であ る。 柱 穴は 8 基検出し てお り 、 柱はす ぺて抜き取ら れて

い た。 方向は 、 東側 柱 列でみると北 で 14度 北に 偏し てい る。 桁行は 東側 柱 列で 3.7m以上 であ り 、 柱間は

南よ り 約 1.7m、 約 2.0m であ る。 柱 穴の 平面 形は方 形であ り 、 規模は 長辺 60,....,75cm、 短辺 50,....,70cm、 深

さ 23,....,38cmであ る。 埋土は 炭化物や地 山プ ロ ックを 含むに ぶい 黄褐色土 および 黒褐色粘質土 であ る 。

2 竪穴住居跡

【SI1828竪穴住居跡 】 ( 2 -第 104 · 108図）

D94区北 半部の 第 V層上面 で発見し た竪穴住居跡 であ る 。 上面 での 削平が 著しく 、 周溝の み残存し て

い た。 SD1826 · 1 829、 SK2058 と重複し 、 それらよ り も古い 。 平面 形は方 形であ り 、 規模は 、 東西

2.8m以上 、 南北 4.0m であ る 。 方向は 、 東辺 でみる と北で約 1 5度西に 偏し てい る。 周溝は 、 南・ 北 • 東

辺 で確 認し てい る 。 規模は上幅 14-35cm、 深さ 4 - 7 cmであ る 。

(SI1830竪穴住居跡 ） ( 1  -第 143囮 . 2 -第 104 · 108図）

D94区北半部の 第 V 屈上面 で発見し た竪穴住居跡 であ る 。 西 半部は調査区外に 延び てい る。 平面 形は

方 形であ り 、 規模は 、 南 北3.0m であ る 。 方向は 、 東辺 でみる と北 で約 10度西に 偏し てい る。 壁は 南 辺

で僅かに 残存す るの みであ る。 住居内埋土は 焼土が 僅かに 混入す る黒褐色土 であ る 。 床面は 、 黒褐色粘

土が多量に 混入す る 黄褐色土 であ り 、 掘 り方埋土を そのま ま利用し てい る 。 周溝は 、 南 •北・ 東辺 で確

認し てい る 。 規模は上幅 18 ---25cm、 深さ 8 --- 1 2cmであ り 、 埋土は 底面 付 近に オ リ ープ褐色粘土が 混入

する黒褐色土であ る。 カ マ ド 、 柱 穴は確 認できなか っ た。

3 溝 跡

【SD1820溝跡 】 ( 2 -第 104 · 105屈）

D92E 区西端 部の第V層上面 で発見し た 円 形に 巡 る溝跡 であ る 。 その 範囲は 、 東西 約 6 m、 南 北2.6m

以上に及んでい る 。 規模は 上幅 0.6-1.lm、 下幅 40-90cm、 深さ 20-40cmであ る 。 断面 形は 逆台形を

呈し てお り 、 壁は西 半部が 垂直に 、 東半部が 緩やかに 立 ち 上がっ てい る 。 底面は 凹凸が 著しい 。 埋土は
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灰黄褐色土である。

【SD1822溝跡】 ( 1 - 第 143図 . 2 -第104 · 105図）

D92E区西半部の第 V 層上面で発見 し た 東西方向の溝跡で あ る。 長 さ 約 1 3 m に わ た っ て検出 し た。

SB1823、 SD1824、 SK1821 · 1 825 と 重 複 し 、 SB1823、 SD1824 よ り も新 し く 、 SK182 1 · 1825よ

り も古 い。 方向は、 西で約 18度北 に 偏 し て い る。 ほぼ同位匹で 、 2 時期の変遷を確認 し て い る (A → B

期）

A 期 ： 規模は上幅40- 70cm、 下幅40......,50cm、 深さ 20-30cmである。 断面形は逆台形 を 呈 し てお り 、

壁 はほぼ垂直に立ち 上がっ ている。 底面は概ね平坦である。 埋土は 3 層 に大別で き る ( 1 - 第 143固 ：

3 ........ 5 雁） 。 上層よ り 黒褐色土、 オ リ ープ黒色土、 黒色土であ り 、 いずれの層 に も地 山 プ ロ ッ ク が多く 混

入 し て い る。

B 期 ： 調査区中央部でSD1861 南北溝と接続 し て い る。 規模は上幅40-90cm、 下幅20......,40cm、 深 さ

30 cmで あ る。 断面形は U 字状を呈 してお り 、 壁は緩やかに立ち 上 が っ て い る。 底面は概ね平坦であ る。

埋土は 2 層に大別できる ( 1 - 第 1 43 図 ： 1 · 2 層） 。 1 層は暗灰黄色土、 2 層が黒褐色土であ り 、 いず

れの層 に も炭化物が混入 している。 遺物は、 少磁の土器類や製塩土器がある。

【SD1 824溝跡】 ( 1 - 第 143図 · 2 - 第 1 04 · 106図）

D92E 区 中 央部 の 第 V 層 上 面で発見 し た 南 北方向の溝跡で あ る。 長 さ 約 6 m に わ た っ て検出 し た。

SD1822、 SK1825 と重複し 、 それら よ り も古い。 方向は、 北で約35度西に偏 し て い る。 規模は上幅0.9

,.._, l .l m、 下幅70......, 90cm、 深さ 20......,30cmである。 断面形は逆台形を呈してお り 、 壁はほぽ垂直に立ち上

が つ て い る。 底面は、 南 か ら 北側 に 向 か っ て 1 0cm傾斜 し て い る。 埋土は 3 陥に大別できる ( 1 - 第 1 43

図 ： 1 ,.._, 3 層） 。 1 層は炭化物が多 く 混入する黒褐色土、 2 層が炭化物や地山ブロ ッ ク が若干混入する黒

褐色土、 3 層が地山ブ ロ ッ ク を多伍に含む黒色土である。

(SD1 826溝跡】 ( 2 - 第 1 04 · 107図）

D94区北半部の第V層上面で発見 した方形に巡る溝跡である。 その範囲は、 東西7.2m、 南北6.3mで

あ る。 SI1 828 と重複し、 それよ り も新 し い。 規模は上幅0.6......, 1.2m、 下幅30,....,. 60cm、 深 さ 20-40cmで

あ る。 断面形は上半部が皿状、 下半部が逆台形 を 呈 し て い る。 底面は概ね平坦である。 埋土はにぶい黄

褐色土が混入する黒褐色土である。 出土した土器類には、 須恵系土器が含まれている。

【SD1829溝跡】 ( 2 - 第 1 04 · 108図）

D94 区 北 半 部 の 第 V 層 上 面で発見 し た 東 西方向の溝跡で あ る 。 長 さ 約4.8m に わ た っ て検出 し た。

SI1830 と重複し 、 それよ り も 新 し い。 方向は、 西で約 8 度北に偏 し て い る。 規模は上幅60- 80cm、 下

幅30,....,. 50cm、 深 さ 40cmである。 断面形は、 U 字状をなす部分と逆台形を呈する部分がある。 底面は概

ね平坦である。 埋土は 2 層に大別で き る。 1 · 2 層 と も黒褐色土であ る が、 下層にはオリ ーブ褐色砂が混

入 して い る。 逍物は、 少磁の土器類のほか製塩土器が出土 している。

【SD2060溝跡） ( 2  - 第 1 1 1 図）

D95 区南端部 の 第 V 層 上 面 で 発見 し た東西方向の溝跡で あ る 。 長 さ 約 2 1 m に わ た っ て検出 し た。

SK2059 と重複 し 、 それよ り も古い。 方向は 、 西で約 8 度北 に 偏 し て い る。 規模は上幅2.2- 2.8m、 下

幅 1 ,....,. 1.5m、 深 さ 40cmであ る。 断面形は逆台形を呈してお り 、 壁は緩やか に立ち 上 が っ て い る。 底面
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にはやや凹凸が あ り 、 西側か ら東側に向かって傾斜している。 比高は 14cmである。 埋土は 4 層 に 大別で

きる。 1 · 2 層は黒褐色粘土、 3 層は黒褐色粘土が斑状に混入する オ リ ープ褐色砂質土、 4 層は黒褐色土

が斑状に混入する にぶい黄色砂質土である。 出土した土器類では、 土師器甕に墨書が確認できる。

【SD2077溝跡） ( 2  - 第 1 13図）

Dl09区北端部の第V層上面で発見した東西方向の溝跡である。 SD2078 と 重複 し それよ り も新 し い。

方向は西で約 7 度北 に 偏 し て い る。 規模は上幅2.82m、 下幅1.58m、 深 さ 44cmであ り 、 断面は逆台形を

呈する。 埋土は 4 庖 に分け られ、 1 瘤が暗灰黄色土、 2 層が黄灰色粘質土、 3 層が褐灰色粘質土、 4 層が

灰黄褐色粘質土である。 なお、 本溝跡はSD2060 · 2144 と 同一の溝と考 え ら れ る。

【SD2144溝跡】 ( 1 -第 144図 2 ー第 107 · 108図）

D 1 1 3 区南部の第V層上面で発見した東西方向の溝跡である。 同位四で 2 時期の重複を確認 し た (A →

B 期） 。

A 期 ： 長 さ 5.5m にわたっ て検出 し た。 他の逍構との重複はない。 SD2144B に よ っ て上半部を大き く

壊 さ れ て い る。 規模は上幅2.2"" 2.3m、 下幅2.1 "" 2.2m、 深さ 0.54mであ る。 壁面はやや急角度で立ち

上がっ て お り 、 断面形は逆台形 を 呈 し て い る。 底面には若干の起伏が見 ら れ る。 埋土は 1 層で多砿のに

ぶい黄色粘質土を含む黒褐色粘質土である。

B 期 ： 長さ 5.5m にわたっ て検出 し た。 方向は東で約 7 度東 に 偏 し て い る。 他の遣構との重複はない。

規模は上幅2.7-2.8m、 下幅2.2m、 深さ 40cmである。 壁面はやや急角度で立ち上がっ てお り 、 断面が逆

台形を呈 し て い る。 底面は概ね平坦である。 埋土は 3 層 に分け ら れ、 1 附はにぶい黄色粘質土を少秘含

む黒褐色粘質土、 2 層は少砿の炭化物を含む黒褐色粘土、 3 層 は少量のにぶい黄色粘質土 を ブロ ッ ク 状に

含むオ リ ープ黒粘質土である。 遣物は土器類をはじめ、 斎串などが出土 し て い る。

[SDl 750溝跡】 ( 1 -第 147図 2 ー 第 1 17固）

D91 区中央部 （下附調査区） の地山 （岩盤） 面で発見 し た 南北溝である。 長さ 約 1 2mまで確認 し た。

SD l 748 溝 跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 古 い。 方向は ほぼSDl 748 0 と 並行 し て い る 。 規模は上幅

1.4m以上、 深さ 60cmである。 岩盤面 を 掘 り 込んでいるため、 壁 ・ 底面は礫が蕗出 し て凹凸がある。 埋土

は 5 層に分けられ、 灰 オ リ ープ色粘土 と黒褐色土の互層である。

【SDl 748溝跡】 ( 1 -第 146 · 147図、 2 ー第 1 1 3 · 1 1 7図）

D91区中央部 （下陪調査区） に お い て、 これよ り 古い河川 の堆積土上面で発見し た護岸施設を 伴 う 南

北溝である。 南壁か ら 北壁 にかけて約22m確認し 、 さ ら に関査区外にのびている。 SDI 750溝跡、 1751

河川跡と重複 し て お り 、 こ れ ら よ り も 新 し い。 方向は北で約 1 度東 に 偏 し て い る。 規模は上幅2.6m 、 下

幅l.Om、 深さ 60cmであ る。 断面形は逆台形を呈する。 西壁全体には矢板が打ち込まれてお り 、 その角度

は約50度である。 地山面には深さ 10cmほど打ち込まれていた。 矢板は 173枚を数え、 いずれもみかん割

り し た分割材 （長さ l m 前後、 幅 10cm前後） を使用 し て い る。 底面は北側か ら 南側へと緩やかに傾斜し

て お り 、 比高は約20cmであ る。 底面上には大小の礫がみ ら れ、 特に大きなも のは完全に流路をふ さ いで

し ま っ て い る も の も あ る。 埋土は レ ンズ状の 自 然堆積で、 黄褐色粘質土が主体 と な り 、 層離面に は植物

遺存体が厚さ 1 cm前後に堆積 し て い る。 矢板列を構築する手順は以下の と お り であ る。 ①溝本体 とその

西側に矢板を設個するための掘 り 方を掘削する （掘 り 方部分はやや深 く ） 。 ②掘 り 方壁面の傾斜角度を整
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え l m ,....., 2 m の間隔で支杭 （長さ 1.3m、 直径1 5cm) の先端を地山面に打ち込む。 西側の浅い テ ラ ス 状

の掘り 込み面には木枝を敷き詰める。 ③横木 （長さ 6.7m、 直径20cm) を設置 し 掘 り 方 を埋め戻す。 横木

の 下 尼 に は特に礫を入れ込み、 沈下防止を行なう 。 ④溝壁面の角度を東壁の傾斜 角 に あ わせて整形し 、

矢板先端を地山面に打ち込む。 追物は 、 古墳時代前期の土師器鉢 • 高杯 ・ 壷 ・ 甕が出土 し て い る。

4 河 川 跡

【SX2076河川跡] ( 2  - 第 1 13固）

D109区中央部と 南端部で発見 し た河川跡で あ る。 第 皿 陪 に よ っ て覆われて い る。 規模は上幅 1 3.5m

で あ り 、 埋土は黒褐色粘質土と暗緑灰色砂の互層である。 本河川跡は91 区で発見された河川 跡 と 同一の

も の と考え られる。

【SXl735河川跡】 ( 1 -第145 · 146図、 2 ー 第 1 13 · 1 1 4 · 1 16図）

D 9 1 区北半部で発見 し た 南 北 方 向 の 河 川 跡 で あ る 。 こ れ よ り 古 い 河 川 の堆積士上面で検 出 し た。

SXl 739、 1740河川跡、 SD1741 溝跡と重複 し て お り 、 こ れ ら よ り 新 し い。 その北端部ではSXl 738河

川跡と合流し 、 SXl736とは小溝を介して接続 し て い る。 西側では東西方向に 1 条分岐 し て い る。 2 時期

の変遷を確認した (A → B 期） 。

A 期 ： 長さ 約50mにわたって検出した。 上幅l.5,..._,4.5m、 深 さ 60cmを測る。 埋土は黒色および黒褐色

粘土を主体 とするが、 間に砂が混 じ る と こ ろ も あ り 、 壁 を オーパー フ ロ ー して堆積 し て い る。 埋土中に

は灰白色火山灰恩および同 プ ロ ッ ク が堆積 し て い る。 遺物は、 挽物皿 • 高台付皿 ・ 漆器 ・ 曲物 ・ 下駄 •

人形が出土 し て い る。

B 期 ： 長 さ 約26m以上にわたって検出した。 上幅1.0,...,_,3.0m、 深 さ 50cmを測る。 埋土は黒褐色粘質土

を主体 と し て い る。 底面は、 南側か ら 北側へ緩やか に傾斜 し て い る。 追物は、 木簡 （第 25 · 26 · 39 ·

100号） 、 挽物皿 • 高台付皿 ・ 蓋 ・ 箱 （側板） ． 漆器 ・ 曲物 · 下駄 • 横櫛 ・ 鐙 ・ 斎串 ・ 人形 ・ 刀形が出土

している。

【SXl 736] ( 2 ー第 1 13 · 1 14図）

D91区北半部の東壁際 に お い て、 古墳時代の河川堆積土上面で発見 した落ち込みである。 SXl 735河

川 跡 と 小溝を介 して接続 し て い る。 SXl 735 河川跡と 同様に新 旧 2 時期確認 し た (A → B 期） 。 規模は、

新 し い B 期で南北6.2m、 東西2.0rn 以上、 深 さ 30cmである。 埋土は SXl 735 河川跡埋土に近似 し て い

る。 遺物は、 人面盤書土器、 曲物が出土 し て い る。

【SX1738河川跡] ( 1 -第 145図 、 2 ー第 1 1 3 · 1 14図）

D91 区北半部の北側 に お い て、 これよ り 古い河川 の堆積土上面で発見 し た 中 世以降の河川跡で あ る。

北東か ら 南西方向へ向か っ てのびてい る。 SXl 740 · 1 746河川 跡 と重複 してお り 、 こ れ ら よ り 新 し い。

南側でSXl 735河 川 跡 と 合 流 し 、 新 旧 2 時期の変遷を確 認 し た (A → B 期） 。 規模は 、 南北方向で幅

35m以上を測る。 深 さ は場所に よ っ て一様ではないが、 SXl 735河川 と の合流点付近では、 A 期が50cm、

B 期が30cm、 中央部付近では、 A 期が 1 .2m、 B 期 が50cmであ る。 埋土は 、 A 期が灰色粘質土主体 と し

て灰 白 色火山灰プロ ッ ク を含んでいる (14層） 。 B 期 は灰褐色土と橙色砂が互層 を な し 、 多伍の礫を包含

し て い る。 逍物は、 B 期埋土よ り 開元通宝 ・ 宋通元宝 ・ 聖宋元宝 • 嘉祐通宝 ・ ほか不明 2 点の銭貨が出
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土している。

【SX1737】 ( 1 ー 第145図、 2 ー 第113·114·115図）

杭列 、 横木、 植物迫存体の敷物で構成 さ れ る 追 構で あ る。 S X l 7 3 8 河 川 跡 B 期 に 伴 っ て い る。

SXl 738河川 A期埋土 ( 6 - 7 層） 上面に構築されており、 2 ヶ 所でまとまりが見られた。 南側の もの

を a 列、 北側の ものを b 列とする。 a 列は南側が調査区外へ延びるため全容は明らかでないが、 長さ約

9. 0m まで検 出 した。 方向は北で約50度西に偏している。 本遣構の構造は、 3 重ないし 4 重に杭（先端

を加工した丸木材および分割材で径 5 "' 1 0cmの ものを使用） を深さ50cm-l. 3mまで打ち込み、 その東

側に横木を 1 本渡し、 その前面（東側） に草木の枝茎をやや乱雑に敷き 、 その上に恭の茎を丁寧に敷き

詰めたものである。 なお、 背面にはこのよう な敷物は確認できなかっ た。 b 列は長さ約4. 5m まで検出し

た。 a 列ほ ど杭は密に打ち込まれておらず、 明瞭な列状は呈していない。 また、 植物遺存体の敷設も見ら

れなかった。

【SXl739河川跡】 (1 -第146·147図、 2 ー第113·114· 1 16図）

D91 区中央付近においてこれより古い河川の堆積土上面で発見 した河川跡である。 SXl 735·1 740· 

1741 河川跡と重複しておりにおいて、 SXl 735より古 く 、 SXl740、 1741より新しい。 検 出したのは西

側に屈曲す る部分にあたり、 その東側には東西方向の小河川と合流している。 規模は上幅6. 0m 以上、 下

幅2. 0m、 深さ l. lmである。 底面はやや凹凸があり壁は内湾気味に立ち上がっている。 埋 土は 3 層に大

別 さ れ、 上層 ( 1 - 3 層 ） が灰色粘質土 、 中層 ( 4 "' 1 1 層 ） が灰色粘質土と青灰色砂の互層 、 下層

(12層） が青灰色粘質 土である。 造物は、 絵馬、 挽物高台付皿、 曲物、 横櫛が出 土している。

(SXl 740河川跡】 ( 1 -第145· 146図、 2 ー第 1 1 3· 1 1 4· 1 1 6図）

D91区中央付近においてこ れより古い河川の堆積土上面で発見した河川跡である。 SXl 735·1739 · 

1746·1748河川跡と重複しており、 SXl 735·1739より古く 、 SXl746·1 748より新 し い。 検出した

のは西側に屈曲す る部分と考えられる。 規模は上幅約 1 2. 0m、 深 さ 0. 6- 1. 0mである。 断面形は浅い皿

状を呈する。 埋 土は黒色粘土とにぶい黄橙色砂の互恩である。 追物は、 挽物皿、 高台付皿、 曲物、 刀形

が出土している。

【SDl 741 溝跡】 ( 1 -第147図 2 ー第113·1 16図）

D91区南半部の第V層上面で発見した南北溝である。 長さ34. 5mまで確認した。 SXl 735A· 1 739河

川跡と重複 しており、 これらよりも古い。 方向は北で約29度西に偏 している。 規模は上幅2. 3 - 3. 0m、

下幅l. O- l. 4m、 深さ 70cmである。 断面形は逆台形を呈し、 底面はやや凹凸がある。 埋土は 3 層 に分け

られ、 黒色粘質土が主体で下層 ほ ど粘性が強い。 造物は、 図示できたものはないが、 土師器杯 ( All 類） ．

甕 ( A類） 、 須恵器杯 (Ill類） ． 瓶の破片が若干出土している。

【SXl 742】 ( 1 ー第148図、 2 ー 第113·116図）

D9 1 区南端部の西壁付近 に おいて第1Il層上面で発見した落ち込みである。 小 ピ ッ トと重複しており、

これよりも古い。 規模は長軸9. 7m以上、 短軸6. 9m、 深さ 1. 2mである。 底面は南から北に向かっ て緩や

かに傾斜している。 埋土は南側の浅いとこ ろから順次堆積しており、 最上靡 ( 1 - 2 屈） は人為的に埋

め戻されている。 3 - 13屈は黒褐色粘土が主体でにぶい黄色砂が互 陪 に な っ ている。 遺物は、 手づ く ね

土器 1 点が出土している。
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【SXl 743】 ( 1 ー第 1 48図 2 ー第113 · 116図）

D91区南端部の東壁付近 において第皿層上面で発見した落ち込みである。 規模は南北約6.5m、 東西

2.5m 以上、 深 さ 1.3m である。 底面は平坦で、 壁は緩やかに立ち上がっている。 埋土は、 大別する と 3

層 に 分 け ら れ、 いずれの阿 も オ リ ーブ色砂質土と黒色粘質土が互層にな っ ている。 最下層には植物造存

体が厚 く 堆積 し ている。 本遺構に伴う施設 と し て 、 北半部の縁辺 に杭列を検 出 し た。 杭は長 さ 7 0cm,....,

l.Om、 直径 5 ,....,10cmであり 、 ばらつきがみられる部分もあるが、 概ね25- 50cmの間隔で打ち込まれて

いる。 遣物は、 中世の無釉陶器甕の破片、 漆器椀が出土している。

【SXl 746河川跡】 ( 1 -第145図、 2 ー 第113 · 114囮）

D 9 1 区北半部の西壁寄 り に お い て 、 こ れよ り 古 い 河 川の堆積土上面で発見 した河川跡である。

SXl 735 · 1740河川跡と重複してお り 、 これら よ り 古い。 東岸の一部を検出 したに と ど ま る。 規模は上幅

3.5m 以上、 深 さ 0.9m 以上である。 埋土は暗緑灰色粘土が主体で、 間層 と して植物遺存体・砂の暦が入る。

(SXl 744】 ( 1 ー第149図 2 ー 第113 · 116固）

D91区南半部の中央付近において第V陪 上面で発見 した落ち 込みである。 調査区西側にのびている。

規模は南北約 10.0m、 東西3.0m 以上、 深 さ 40cmである。 断面形は南側が浅い皿状を呈するが、 北側の

立ち上がり は明瞭でない。 埋土は 6 層に 分 け ら れ、 黄灰色粘質土と 黒褐色粘土が交互に堆積している。

遺物は、 古墳時代中期の土師器杯が出土している。

【SX1745】 ( 1 ー 第1 49図 2 ー 第113 · 116図）

D91区南半部の中央付近において第V層上面で発見 した落ち 込みである。 L 字状 に 屈 曲 し 、 調査区外

にのびている。 SDl 741溝跡と重複してお り 、 こ れよ り も古い。 規模は、 南北約 10.6m、 東西5.0m 以上、

深 さ 20cmである。 断面形は浅い皿状を呈している。 埋土は 2 層 に分け ら れ、 1 層が暗灰黄色砂質～粘質

土、 2 恩が黒色粘土である。 遣物は、 古墳時代中期の土師器杯 ・ 鉢 • 甕、 須恵器高杯 ・ 器台、 黒曜石製

石器 （スクレイ パー） が出土している。

【SXl 747】 ( 1 ー第146図、 2 ー 第117固）

D91区中央部の東壁際においてSDl 748埋土上面で発見 した南北方向の矢板列である。
一部検出 した

のみであり 、 全容は明ら かでないが、 緩やかに東側に 傾斜する面で約 3 m に 渡 っ て検 出 し て お り 、 確認

できた矢板は 20枚である。 埋土は灰色粘土と植物迫存体の互層である。

【SX1 749河川跡】 ( 1 -第146図、 2 ー第117図）

D91区中央部 （下層調査区） において これよ り 古い河川の堆積土上面で発見 した南北方向の河川跡で

ある。 南壁から北壁にかけて約21m確認し 、 さ ら に調査区外にのびている。 SXl 751河川 跡 と 重 複 し て

お り 、 これよ り 新 し い。 規模は幅約6.lm、 深 さ l.Omである。 埋土は砂質土 と砂の互層である。 東岸の

傾斜面には、 ほぼ並行 して 2 列の杭列が確認された （西側を A 列、 東側を B 列 とする） B 列は狭いとこ

ろでは0.6,....,l.Om、 広いと こ ろ では2.0m間隔で、 A 列は 1.5m前後の間隔で打 ち 込 ま れている。 こ の う

ち 4 ヶ所では並列する部分 も あ り 、 護岸施設の基礎部分とみられる。

【SXl 751河川跡】 ( 1 -第146図、 2 ー 第117図）

D91区部中央部 （下層調査区） にお いて これよ り 古い河川の堆積土上面で発見した河川跡である。 調

査区北東部か ら西壁に か け て のびている。 長 さ 約 2 5m ま で確 認 し 、 さ ら に調査区外にのびている。
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SXl 748 · 1751 河川跡と重 複 し ており 、 これらよ り 古 い。 規模は幅 約 5.0 "' 1 O.Om (岩盤面を東岸 と し

た場合） 、 深 さ 1.3mで ある。 埋土は浅黄色 の細 ・ 粗砂が縞状に堆租している。 遺物は、 木製品 の梯子が

出土している。

5 土城 • その他

【SK1821土壊】 ( 2 - 第104 · 105 · 106 囮）

D9 2 E区 西半部 の第V 層上面で発見した土堀で ある。 平面形はおおよそ楕円形で あり 、 規模は東西

9.9m以上、 深さ 2 0cmで ある。 断面形は概ね皿状を呈して いるが、 西側から北側には、 検出面から10cm

下がった箇所に 、 幅 2 0,.....,40cm の平坦面を作っている。 埋土は3 庖に 大別できる。 1層は黒色土、 2 層が

灰黄褐色土、 3 層 が オ リ ーブ褐色砂質土で ある。 出土した土器類には、 須恵系土器が ある。

[SK182 5土壊】 ( 1 - 第1 43図 · 2 - 第104 · 1 06 図）

D92区(E ) 西半部 の第V 層 上 面で発見した土堀で ある。 平面形は方形で あり 、 規模は東西2 .4m、 南

北1 .8m以上、 深さ 30cmで ある。 断面形は逆台形を呈しており 、 底面は、 東側から西側に 向かって緩やか

に傾斜している。 埋土は4 層に 大別できる(1 - 第143図） 。 1 層は褐色土 の薄層を含む黒色土 、 2 層は

灰白色火山灰が混入する暗褐色土、 3 · 4 層が黒褐色土で ある。 遺物は、 土器類 のほかに製塩土器が ある。

こ のうち土器類では、 土師器・ 須恵器に比べ須恵系土器が圧倒的に 多 く 出土している。
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25 抜取 り 穴 27 

l― し=2.000 → 
柱掘 り 方

6�17恩 ： SX1812 · 灰白下屈
18�23層 ： 第5次整地

24層 ： 第4次整地

灰白色火山灰

L=2. 000 
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第7 図 A44区SX1800南北大路断面図 (2) S=l/40 
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1-4 屈 ： SX2400e 

6 層 ： SX2400d 
7-9 陪 ： SD2342g 

10-13 屈 ： SX2400c 
14 · 15 脳 ： SD2342f 

16-20 屈 ： SX2400b 33-36 層 ： SD2342c 
21-24 恩 ： SD2342e 37-40 層 ： SD2342b 
25-27 屈 ： SK2467 4 l -49 屈 ： SD2342a 
28-31 紐 ： SD2342d 

32 屈 ； SD2342d か

E 

゜ Im 

N27 ラ イ ン （北 ト レンチ南壁）
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1 屈 ： 小PiL
2-4 陪 ： SD2342j 
5 · 6 陥 ： SX2400 

7 図 ； ,Jヽ Pit
8-13 層 ： SK2470 

14 · 15 屈 ： SD2342f 

16-18 層 ： S02342e 
19-21 廣 ； 502342d 
22-28 層 ： SD2342c 
29-31 屈 ： SD2342b 
32-40 屑 ： SD2342a 
41 • 42 陥 ： 溝か

F
' 

-( 

． ゜ Im 

N21 ラ イ ン （中 ト レンチ南壁）

第 9 図 A66区SX2400南北大路断面図 (1)
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I · 2 層 ： SD2342j 
3 層 ： SD2342f 

4�6 層 ： SK2472 
7 .  8 屈 ： SD2342e 

9-ll 層 ： S02342d 
12-21 屈 ： S02342c 
22-27 層 ： S02342b 
28-30 層 ： S02342a 
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N11 · 5ライン（南ト レンチ南壁）
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N07ライン l 厩 ： S02342j 
2-5 陪 ： SX2000 
6-8 屈 ： S02343a 

9 層 ； 側溝か

10�12 層 ： 落ち込み
13 · 14 屈 ： 溝
15 · 16 屈 ： SD2342i 

17 層 ； 溝

A66区SX2400南北大路断面図(2)
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， 層 ： SD2345e 24-30 庖 ： SD2345c 40 層 ： SK2461 58-62 陪 ： SK2465 
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第 1 1 図 A66区西壁断面図

109 



J 
I- L=2. 600 

19 

ゴ

二
W22. 5-23. 7ライ ン

k
l
 

゜ Im 

8
 

l 層 ： 小Pit
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第 1 2図 A66区SX2000東西大路ほか断面図
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I 屈 ： C期柱痕跡

2-4 層 ： C期掘り方

5-9 府 ： B期掘り方

10-16 爵 ： A期掘り方

s
」

P2 

Z
T
 

1-3 展 ： C期抜取 り 穴

4 履 ： C期掘り方

5 屈 ： B期切取 り 穴

6-10 層 ： B期掘り方

11 屈 ： A期掘り方

E
l--

P3 � 

w
 

P2 E
「

1 層 ： C期柱痕跡
2-10 脳 ： C期掘り方

1 1  層 ： B期抜取 り 穴

12-18 廣 ： B期 掘 り 方
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第19図 A65区SB1020断面図(1)
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第20図 A65区SB1020、 SD102 1断面図(2)
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井戸跡、 土 木簡、 漆紙文柑、 木製品、 した．

壊、 河川跡 金属製品、 骨角製品、 石製 10世紀前葉の四面廂付建
品 物を中心と した区画を発見

した。
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